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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一体、これはありえるべきことだろうか。

　この多くを知る老いた超ちよう俗ぞくの人が森にいて、まだあのことを何も聞いていないとは。




　神は死んだ、ということを。




　　＊＊＊＊＊＊＊




《十月四日（火曜日）》




　唐とう突とつに世界が終わってしまう、という妄もう想そうをしたことはあるだろうか。俺はよくある。




　俺は風景が好きだ。大好きだ。

　夏の残暑がまだ残る中、少しずつ蟬せみの鳴き声が止やんでいき、燦さん々さんと降り注いでいた日光にも少しずつ優やさしさが混じってくる。紅葉も始まり、街並みは段々と赤に茶に染まってきた。輝かがやきを増す夕焼け、故郷に帰ってくる川魚、落ち葉の舞まう寺院、森、山、峠とうげ。

　そんなどこにでもありそうな日常だろうと、俺は日々ほんの少しずつでも変わる風景や、それでも本質の変わらない美しい風景を見ることが好きだった。

　理り屈くつなんて必要ない。人間が風景を愛するのは野性的な本能である。







　秋というのは、風景の色が変わる季節だと思う。

　普ふ段だんとは違ちがう色しき彩さいが視界に入るようになり、赤や黄色の彩さい色しきが俺たちにその変化を訴うつたえかけるのだ。時間はゆったりと流れ、それは時に永遠すら感じさせる。

　それを見て俺は、自分は正しいのだと再さい認にん識しきをするのである。

　風景は、いつも美しい。




「──で、咲さき丘おかくんはここまでで何か質問ある？」




　唐突に尋たずねられて、窓の外の風景を眺ながめていた俺は視線を黒板に戻もどす。背を懸けん命めいに伸のばしながら黒板に年表を記入していた、白衣姿の社会科女性教きよう諭ゆ──小こ手で毬まり綾あや芽め先生が、手を腰こしに当てて呆あきれた顔をしていた。

　白衣に視線が向かいがちになるが、小手毬先生も実はスタイルは悪くないはずである。大きな白衣に包まれたシャツの胸むな元もとはしっかりと盛り上がっていて、ウエストだってかなり細い。

　俺は視線を宙に少しの間彷徨さまよわせて、思ったことを率そつ直ちよくに訊たずねてみる。

「そういえばさ、マリちゃんのスリーサイズって幾いくつなんだ？」

「今の説明、まったく聞いてなかったよね!?　っていうか、どうして今その質問なの!?　セクハラだよ！」

「えっ。いや、何か質問はあるかって聞いたのはマリちゃんじゃないか」

　小手毬先生が口をパクパクさせながら、呆あつ気けにとられたような表情で俺を睨にらむ。

「咲丘くんはどうしてまた……っ！　──もうっ、不良生徒は本当に嫌いやだなぁ」

　真面目まじめに補習を受けているのに、不良扱あつかいとはあんまりではないだろうか。

「……スリーサイズとは、咲丘もまた唐突にいやらしいことを聞きますね」

　そう言って、ついさっきまで寝ねていたような半眼開きの女──江え西にし陀だ梔くちなが、左手に持ったシャーペンを机の上に直立させ、右手の人差し指でその細長い棒を艶なまめかしく撫なでながらニヤニヤと笑う。

「うーむ。マリちゃんの場合、78・55・77辺りではないかと」

「なな何で知ってるの!?　男の子にバラすなんてひどいよぉ！」

　マリちゃんが半泣きで江西陀の超ちよう能のう力りよくに抗こう議ぎする。……やっぱり、それなりにスタイル良いんだな。別に自じ慢まんしても良さそうなものなのに。

「ちなみに自分は──」

「いや、ただの冗じよう談だんだから。別に言わなくていいからな、江西陀」

　このままだと普ふ通つうに暴ばく露ろ大会を始めてしまいそうだったので、俺が適当にあしらうと、江西陀は不満げに頰ほおを膨ふくらませる。

「まったく、答えてあげようというのに聞かないなんて、セクハラ野や郎ろうの風上にも置けませんね。初心を最後まで貫つらぬかないと、ただのチキン野郎ッスよ。まったく……」

　江西陀は小声でぶつぶつ俺に文句を言うと、親指と人差し指でシャーペンの中心を優しく抓つまみ、その指を緩ゆるやかに上下させて、シャーペンに息を吹ふきかける。

「そういう時には、セクハラを止めるのが女の子の役目だろう。なんで推すい奨しようしてんだよ」

「真のセクハラというのは、身体からだから滲にじみ出るものです」

「カッコいいこと言ったつもりかもしれないけど、全然カッコよくないからな。しかも意味が分からん」

　江西陀がシャーペンを指でピンと弾はじく。プルプルとシャーペンが揺ゆれた。

「──で、さっきからお前何やってんの？」

「何って、見れば分かるでしょう。自家発電のお手伝いのイメージトレーニングっす」

「ごめんなさい、貴女あなた様の巧たくみな表現で露ろ骨こつなセクハラにはとても敵かないません。だからお願いやめて、髪かみを搔かき上げてその先っぽを口に入れようとしないで」

　真のセクハラというのは、本当に身体から滲み出るものらしい。セクハラ合戦は俺の完全敗北に終わってしまった。

　実に間ま抜ぬけな風景だった。

「ふ、二人とも……。マリちゃん先生、怒おこってるよ……」

　江西陀が飛ばしまくっている中、恐おそる恐る会話に割って入るのは、見た目は小動物、中身は草食動物なクラスメイトで俺の親友──清きよ宮みや一はじめだ。

「ちゃんと補習受けないと駄だ目めだよ。その、僕は終わるまで待ってるからさ……」

　顔を耳まで真っ赤にして、清宮は何とか江西陀のイメトレを止めようとしている。

　自分には関係ない長時間の拘こう束そくにも付き合ってくれて、それでいながら天使のような微笑ほほえみを俺に投げかけてくれるなんて……。

　くそぅ！　清宮が健けな気げ過ぎて、涙なみだが止まらない！

「おい、聞いたかマリちゃん！　清宮が待ってくれてるんだぞ、早く終わらせて俺たちを解放してくれ！　ゆとり教育の時代に補習とか都市伝説だろう、どうかしてるぜ！」

「そうッスよ！　このまま咲丘が壊こわれて清宮を襲おそったらマリちゃんの所為せいッスからね！」

「──襲ったりなんてしねぇよ！」

「ほら、間があったじゃないッスか！　もう咲丘は目に見えて限界ッス！」

　割と否定できない！

「……いい加減にしないと、本当に怒るよ。私だって早く帰りたいんです」

　小手毬先生の目が据すわった。あっ、まずい、本当に怒ってる。

「もー……。そもそも、咲丘くんと江西陀さんが夏休みの課題を終わらせなかったのが悪いんだからね。一学期の終わりに『必ずやってくるように』って言ったじゃない」

　俺も江西陀も視線を泳がせる。

「夏休みはちょっと忙いそがしくて……」

「自分も作業があったもんッスから……」

「言い訳しないの。長かったお休みで宿題をしないのは只ただの怠たい慢まんです。はい、正座」

　正論過ぎて何も言い返せない。言われるがまま、二人でその場に正座する。

「校長先生、本当に厳しいんだから。生徒が宿題をやってこなかったら、怒られるのは江西陀さんの担任の山やま下した先生とか、咲丘くんの担任の私とかも一いつ緒しよなんだよ。それを──」
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　講習を中断し、小手毬先生が説教を始めてしまう。これは長くなりそうだ。

　俺は沈しずみゆく夕日を眺めながら、我が愛すべきオカルト研究会──通つう称しよう『丘おか研けん』のある旧校舎へと思いを馳はせた。

　今いま頃ごろ、丘研メンバーは何をやっているんだろう。







　夏休み中、風景を観かん賞しようしたり、丘研でダラダラと遊び呆ほうけたり、サングラスの怖こわいおじさんに追いかけられたりした俺は、結局夏休みの課題を終わらせることができなかった。

　同じく遊びまくっていた、うちの部活のメンバーも全ぜん滅めつかと思ったのだが──

　先せん輩ぱい方は、家で働いているお手伝いさんや、中世古典の世界や近代日本史をリアルに体験したという反則的な人物の力を借りつつ、物量とベルトコンベアー方式で課題を完全に消化したと言うのだから、世の中は実に不公平である。

　結局、課題が終わらなかったのは、俺とサボり常習犯の江西陀くらいであり、今は夏休みの課題が終わらなかったことへの反省文が書き終わり、終わらなかった分の追加課題を職員室に缶かん詰づめ状態でやらされて終わらせて、放課後に居残って行う最後の補習に強制参加させられているのである。

　もう既すでに、二学期が始まってから一か月近くが経過していた。







　コンコン、と教室の扉とびらがノックされる音が聴きこえた。振ふり返ると、扉から一人の少女が教室に入ってくる。さくらんぼの髪留めをした上級生の眼鏡女子だ。

「遅おそくまでお疲つかれ様です、皆みなさん。その後どうですか？」

「どうもこうも、酷ひどいんだよー。──えっと」

　小手毬先生が不満を訴えようとするが、また相手の名前が分からなかったのか、言葉に詰つまってしまう。

「生徒会長の城じよう尾び滝たき椿つばきです。……小手毬先生、もう二学期なんですから、交流のある生徒の名前は覚えていただきたいです。そのようなことですから、校長先生も小手毬先生に厳しいんですよ。私は別に良いとして、仮にも社会科を専門に教きよう鞭べんを振るわれているのですから、歴史に名を刻んだ偉い人じんだけでなく、せめて生徒の顔と名前くらい──」

「あわわわ、会長さんごめんなさい！　これからは気を付けるから、ね？」

　自分の話していた以上に面めん倒どう臭くさそうな説教の始まりを感じたのか、小手毬先生は必死で頭を下げるが、城尾滝さんは不満そうに口を尖とがらせたままだ。

「はぁ……。その台詞せりふは、夏休みから計十四回聞きました。これで十五回目です。まったく、大きい人といい、オカルト研究会の人は基本的に失礼ですよ」

　城尾滝さんは、なぜか俺と江西陀の補習に参加している。名目上は小手毬先生の補ほ佐さらしいが、どちらかと言えば小手毬先生の指導を含ふくめた補習の監かん督とくみたいな感じだった。

　先ほどまで教室から出ていたのは、補習の経過について報告をしに行くとか何とか言っていたから、校長室にでも行っていたのだろう。──なぜ小手毬先生ではなく、城尾滝さんが報告をしに行っているのかは謎なぞだが、信しん頼らい度どの差なのかもしれない。恐ろしい話だ。

　……それにしても城尾滝さん、夏休み中、本当に丘研によく来てたよな。実は結構部活動とかが好きなんじゃないだろうか。って、そんなわけないか。

「さてと。城尾滝さんも帰って来たことだし、いい加減にちょっと休きゆう憩けいにしようぜ。……まったく、あと二時間も拘束されるのか」

　俺は鞄かばんから最近買ったばかりのタブレット端たん末まつを取り出して起動する。メールが二十件以上溜たまっていた。俺はため息を吐ついて、一件一件内容を確認していく。

「……最近、咲丘くんが授業中にずっとパソコンを弄いじってるって他ほかの先生から聞いたけど、そういうのって私は良くないと思うなぁ。携けい帯たいじゃないんだから──」

「パソコン!?　これをパソコンと言ってるのか？　おいおい、遅おくれてるぜマリちゃん！」

　俺が怒ど声せいをあげると、小手毬先生が首を傾かしげる。

「いや、だってパソコンじゃない」

「これはタブレットだって、パソコンと一緒にされちゃ困るよ。メインの使い道がまったく違うじゃないか。パソコンってのはノートでも何でも、固定されたシーンでしか活用出来ないだろう？　その点タブレットは優ゆう秀しゆうだよな、学校みたいな外出シーンですごく役に立つんだよ。ボタン一つで起動するインターネット、画面内に収まった画期的なグラフィカルユーザーインターフェイス。機能を集約させて最適化がされた豊富な独自アプリは便利でさ。ほら見ろよ、性能だって立派に高いんだぜ。通信規格も大おお幅はばに強化されて、これさえあれば出先にネット生放送を見ることだって可能だ。これなら、巨きよ大だいサーバと直接やり取りをする新しい規格の通信方法さえ開発すれば、情報共有をより──」

「清宮、タブレットって何なんスか？」

　説明している最中なのに、江西陀は俺を無視して、苦笑いしている清宮に尋ねる。

「えっと……。要するに、咲丘君が最近使ってる携けい帯たい電でん話わの大きいやつだよ」

「ああ、あのパソコンみたいな携帯電話ッスか。じゃあ、結局はパソコンなんスね」

「成なる程ほど、パソコンなんですね」

「なんだー、やっぱりパソコンなんじゃない」

「だから違ちがうの、これはタブレットなの！　清宮も紛らわしい発言しちゃ駄目だろ！」

　江西陀といい小手毬先生といい、これだから機械音おん痴ちは……っ！

　人の説明も聞かずに勝手に決めつけるのは、本当にやめてほしいものである。まったく、新型デバイスはいつの世も肩かた身みが狭せまいぜ。

「どちらにせよ、授業中にタブレットを弄るのはマナー違い反はんだと思いますよ、咲さき丘おかさん。携帯電話を弄るのと一緒じゃないですか。むしろ画面が大きいだけに、隠かくす気がまったく無いように見える分、タブレットの方が悪いです」

「いやまぁ、でもノートにわざわざ書き込む時代はそろそろ終わり──」

「今はまだノートの時代です」

「ごめんなさい、片付けます」

　凄味が利きいていて屈くつ服ぷくしてしまった、無念。タブレットって便利なんだけどなぁ。

「……なんだか疲れてない？　咲丘君、最近ちょっと変だよ。挙動不ふ審しんだし、いつもよりずっと発言も突とつ飛ぴだし」

　そんな様子を見ながら、清宮が心配そうに俺に尋たずねてくる。

「──ずっと夏休みの後始末を続けさせられて、放課後に居残りまでさせられて、元気ピンピンの奴やつの方が気持ち悪いけどな。でも、ありがとよ。清宮が傍そばで見守っていてくれたから、俺も発はつ狂きようしないでやってこれたんだ」

「そんな……。だって、咲丘君は大切な友達だから──」

　俺が笑いかけると、清宮が頰を赤く染めてモジモジする。「僕はほら、こんなだから。いつも皆にイジられてたし。咲丘君が傍にいてくれると、怖い人たちも近づいてこないから。僕の方こそ、咲丘君がいつも傍にいてくれないと心細くて……」

「清宮……、俺は……」

「咲丘君……」

　俺は清宮の手をとる。清宮は頰ほおを上気させ、上うわ目め遣づかいで俺の表情を窺うかがっている。

　──イケる！

「イケないッスよ」

　江え西にし陀だに頭を歴史資料集の角で殴なぐられる。少し厚みのあるそれは脳天に深く食い込み、俺は声もなく蹲うずくまって泣いた。……この裏切り者め！

「ほら、マリちゃん。咲丘が限界です、休みましょう」

「あ、あー。……疲れたよね。さすがに休憩しようかー」

　なぜか小こ手で毬まり先生も、さっきの俺の意見に遅れて同意してくれたらしい。大きく伸のびをしたかと思うと、小手毬先生も空いている席に座って机にだらしなく突つっ伏ぷしてしまう。

　これはまた珍めずらしい風景に違いない。

「あれ？　マリちゃん先生、結局休憩して良いんですか？」

「今まで頑がん張ばってたからね。頑張り過ぎてそろそろ二人ともテンションがおかしいし、なんかもうさっきから全然補習にならないんだもん。それに、最後の補習くらいは適当で良いと思うよ。私も付き添そいばっかりでバーテーたー……」

　城尾滝さんが戻もどってきて特に何も言わないということは、今日の報告で補習終しゆう了りようが正式に決まったはずだ。ついにこの地じ獄ごくから解放されるのである。

　城尾滝さんは不満そうな表情で腕うでを組み、小手毬先生を戒いましめる。

「適当な事を……。駄目ですよ、小手毬先生。生徒会長として、教職員のそんな勝手は許してはおけません。補習は家に帰るまでが補習なんですから」

「そんな鬼き畜ちくなルールは初めて聞いたんスけど……!?」

　江西陀が驚きよう愕がくの表情でツッコむ。遠足とは意味のベクトルが真逆過ぎて嫌いやだ。

「はははっ……。なんだか会長先輩って、マリちゃん先生の先生みたいですよね」

　清きよ宮みやの言葉に、城尾滝さんがムッとした表情をする。

「それは老ふけているということですか？　清宮さんも存外失礼な人ですね」

「それは私に対して失礼なんじゃないかなぁ！　私はまだ二十代だよ！」

　小手毬先生が涙なみだ目めで城尾滝さんに抗こう議ぎする。しかしどうしよう、このままだと本当に休憩無しで補習がぶっ続けになってしまう。出来ればそれだけは避さけたい。

　城尾滝さんに話題でも適当に──何だ、何がある？

「……そういえばさ。城尾滝さんって何で生徒会長になんてなったんだ？　俺、実はあんまり城尾滝さんのこと知らないんだよなー、気になるなー」

　俺が思いついた話題を唐とう突とつに振ると、城尾滝さんはきょとんとした様子で俺を見つめ直す。少しばかりの沈ちん黙もくの後、城尾滝さんの目がキラキラと輝かがやきだした。

「──それは勿もち論ろん、この学校の教育環かん境きようをより良くするためです！」

　城尾滝さんは平たい胸に手を当てて、歌うように俺たちに演説する。

　──あっ、駄だ目めだ。選せん択たくミスだった。

「私の選挙公約は『規律を重視した組織改革』でした。私が入学した当初、創立して間もない神楽かぐら咲さき高校は、オカルト研究会を始めとした野や蛮ばんな生徒が旧校舎を不法占せん拠きよするなど、見るも無残に荒あれ果てていたのです。痛ましい光景です。罪もない一いつ般ぱん生徒が一部の生徒の我わが儘ままによって勉学に励はげむ環境を奪うばわれてしまうなんて、胸が張り裂さけてしまいそうでした。そんな乱れた風紀を正すために、まず私は風紀委員会に所属をしたのです」

「そ、そこまで荒れてたわけじゃなかったはずだけど……」

　小手毬先生は止めに入ろうとして、あたふたと手を動かしていたがすぐに諦あきらめる。

　江西陀は眠ねむそうな目をしたままボーッとしている。

　清宮は、なぜか熱心な表情で目をキラキラさせながら聞き入っていた。

「しかし、彼らはまるで熱意がなく、何の行動も起こさなかったのです。あのままでは神楽咲高校はイジメが横行し、風紀は乱れ、腐ふ敗はいしきった高校となってしまっていたことでしょう。これ以上楓かえでのよ──っ、コホン、一般生徒の被ひ害がい者しやが増えることがないように、私は立ち上がりました。ただの委員会に所属しているだけでは埒らちが明かない。ならば組織的な改革を推おし進めるべきであると！　そのために私は生徒会役員選挙に──」

　まったく周囲の様子も介かいさず、城尾滝さんは延々と持論を話し続けていた。

　なんでこんな人が生徒会長になれるんだ。おい、まだ喋しやべってるぞ、誰だれか止めてくれ。

　達観したような遠い目をして、小手毬先生が呟つぶやく。

「……会長さんって、沈じん丁ちよう花げさんに似てるよねぇ」

「どこが!?」

「似た者同士だから、お互たがい嫌きらいなのかなぁ」

　小手毬先生は感性がおかしいし、清宮が何度も頷うなずきながら城尾滝さんの長ったらしい話に付き合っているので、欠伸あくびをしてウトウトしていた江西陀に訊たずねる。

「江西陀、どうやったら止まると思う？」

「んぁー……知らないッスよ。変な宗教に捕つかまったと思って諦めましょう」

　そんな馬ば鹿かな、さっきから風景が苦痛過ぎる。ほとんど部活にも参加出来ずに一か月、『清宮パワー』の供給があるとはいえ、俺の心の弱り具合はもう限界寸前なんだぞ。

「……あっ、そういえば宗教といったらさ、『セントポーリア』がまた復活してるんだって？　咲丘くんは何か聞いてる？」

　同じく会話に置いてきぼりになっていた小手毬先生が、ふとそんなことを漏もらす。

「どういうことッスか？　あれはもう解散したんでしょう？」

「俺も詳くわしくは聞いてないけど、夏休み中には活動再開してたらしいな。もう前よりも会員が増えてるって話だ。最近はよく街頭でデモやってるだろ」

「ほぉ、あれはまた『セントポーリア』だったんスか」

　江西陀も少しは驚おどろいたらしい。眠そうな目をパチパチとさせていた。「でも、あれって前とは何か違う感じがしないッスか？　こう、何というか──」

「個性個性、って言ってた前よりも必死な感じがするよねぇ」

「そうそう、それッス。規模もデカいですし」

　小手毬先生のフォローに、江西陀が相あい槌づちを打つ。

「まったく、江西陀さんは不勉強ですね。ここ最近の世界情勢を見れば、今が非常時だということくらい分かるでしょう。毎朝新聞くらいは読まないんですか？」

　何時いつの間に演説をやめていたのか、城じよう尾び滝たきさんが腕を組んで唇くちびるを尖とがらせる。

「中東での相次ぐ革命、アメリカの大規模デモ、ＥＵヨーロツパの崩ほう壊かい。それに伴ともなって日本は空前の大だい不ふ況きようですよ、国内でデモの一つや二つ起きて当然です。それに、この辺りは爆ばく弾だんだの何だのと、元々治安が悪化していましたし」

「特にＥＵヨーロツパが本当に大変みたいですよね。そのうち戦争になるんじゃないかって」

「まぁ、ならないと信じているんですけど。戦争になってもおかしくない状じよう況きようですね」

　城尾滝さんと清宮は世間話に花を咲さかせている。二人とも真面目まじめだし、結構相あい性しようは良いんだろう。小手毬先生は神しん妙みような顔で、教え子たちが世間をどのように見ているのかを聞いている。江西陀は口を半開きにして、二人の話を聞き流していた。

　俺は、そんな四人の様子をなんとなく眺ながめている。

　ふと目を逸そらして窓から外を見ると、輝きを放ちながら沈しずむ美しい夕焼けの下もと、神楽咲高校の前を、老ろう若にやく男なん女によ問わずプラカードを持った集団が、一つの巨大な生き物のようにゆっくりと行進をしていた。

　異様な風景だとしか、言い表しようがない。







　俺もネットで情報を軽く見て回っている程度なので、それほど詳しくはないのだが。世界の様相は、確かに今年に入ってから激変したように思う。

　これまで独裁政権を維い持じしてきた中東諸国の民衆が、ソーシャルメディアによって繫つながった事で一いつ斉せいに蜂ほう起きし、都市を爆ばく破はし行進し、次々と市民革命を成功させ。

　アメリカでは長引く不ふ況きようによって貧困層が増えすぎた為ために、以前のセントポーリア闘とう争そうにも似た若者や労働者によるデモ活動が相次ぎ。

　ＥＵは自らの総体の安全を顧かえりみずに、周りに不幸を撒まき散らす一つの危険な国を保護しようとして状況がさらに悪化。その危険な国は自分たちの安全のみを最優先し、火か炎えん瓶びんを投げ合うような内乱を始め、大きな総体そのものが勝手に自じ壊かいを始めてしまった。

　そんな世界の状況の煽あおりを受けて、日本は史上空前の不景気に突とつ入にゆう。今では政治の指導者が数か月に一度変わるような悪政も祟たたり、内政機能の自じ浄じよう作さ用ようもほとんど無く、世間には鬱うつ屈くつとした不満が蔓まん延えんし始めている。

　その為に、オフィスビルの並ぶ神楽咲はもちろん、国全体の治安は一気に悪化した。中でもその様子を一目見て理解できるのが、神楽咲の魔まの歓かん楽らく街──オアシスの状況だろう。路地はホームレスや飢き餓が民で溢あふれ、白昼堂々と強ごう盗とうが走り回り。その治安レベルは神楽咲テロの前と同じ、いや、それ以上に悪くなっていた。

　全すべてが、今年度に入ってから次々と起こったことである。こんな事が起こり得るのだろうか。悪い事は連れん鎖さするものだからって、ここまで世界が変わってしまうと、もはや下手へた糞くそなフィクションだとしか思えない。

　宗教にでもハマった方が、心は安らかになるのだろうか。







「……それにしても。今年はなぜ、こうも忙いそがしいのでしょうね」

　城尾滝さんがため息を吐つくのを見ながら、清宮が苦く笑しようする。

「嫌なことばっかりですし、明るいニュースって本当に無いですよね。なんというか、時季外れの世紀末が来たみたいです」

　──二十一世紀の初めに何言ってるんだ──

　かつて、同じような事を言った大男に、俺はこんな言葉を投げた。その時の憐あわれむような大男の口調を、俺は忘れていない。

　今なら、俺は彼に何と言うのだろうか。

「世紀末ッスかぁ。まぁ、恐きよう怖ふの大だい魔ま王おうも来ませんでしたし。今になって来たんスかね」

「いやいや、清宮くんの意見も馬鹿には出来ないんだよ。『２０１２年人類滅めつ亡ぼう説』なんてあるくらいだし」

　江西陀の軽口に、真面目な表情で小手毬先生がツッコむ。

「……なんだそりゃ？」

「マヤ文明のカレンダーから見た終末思想でね。マヤの『歴史は繰くり返す』って発想的には、カレンダーの周期における２０１２年末までに、これまでの人類の文明が一度リセットされるはずなんだよ。だから、未み曽ぞ有うの大災害が起きるとか、核かく戦争が起きるんじゃないかって色んな人が議論してるんだよね。最近ではこれが終末論で一番のトレンドかな。ちょっと前にインターネットで『黙もく示し録ろく』が流行はやったけど、あれもちょっとそんな感じがあったよね」

　生徒会長に代わり、今度は『オカルトマリちゃん』が得意げに語りだす。

「まぁ、グレゴリオ暦れきの見方には色んな見解があるから、もう周期は過ぎたって人もいるんだけど。でも、これだけ嫌な事が続くと、こっちが正しいんじゃないかって気分になっちゃうし。これだからオカルトも無下に出来ないよ。こういう年は、十月末は何が起こるか楽しみだねぇ、ふふーん」

「月末に何かあるのか？」

「そりゃオカルトファン恒こう例れいのお祭りがあるじゃない。今から仮装、用意しないとねー」

　……ああ、なるほど、そういう考え方もあるのか。あまり馴な染じみがないけど、そういうのが好きな人にとっては確かに一大イベントなんだろう。

　しかし、人類滅亡か。ということは、やはり──

「なぁなぁ、マリちゃん。『最後の世紀末』って何なんだ？」

　少し期待を込めて俺が訊ねると、小こ手で毬まり先生は首を捻ひねる。

「何それ。聞いた事ないけど、最近の終末思想か何かなの？」

　どうやらオカルトマニアの中のポピュラーな思想では別に無いらしい。インターネットで検けん索さくしても、それらしい記述は見当たらなかったし。

　あの予言者の口にした『最後の世紀末』に『神秘オカルト論理ロジツク』とは、一体何だったのだろう。







《十月五日（水曜日）》




　鬼おにのような補習の日々が終わって、翌日。

　久しぶりにフルタイムで俺と江え西にし陀だが部活に参加出来るということで、その日は遊びながらこれからの活動を決める会議をすることに連れん絡らくを取り合って決めた。ちなみに、小手毬先生は補習の事後報告とやらで、今日は来られないらしい。

　チャイコフスキーの『１８１２年』の流れる中、『ＵＮＯ』を始めた時である。

「ビッグフット？」

　俺と江西陀が訊きき返すと、ビッグな双そう丘きゆうを身に着けた丘おか研けんの代表──沈じん丁ちよう花げ桜さくら先せん輩ぱいが熱いコーヒーを一気飲みして、コーヒーカップを机において頷き、手元からカードを一枚場に出す。

　赤い色で、中央にアルファベットのＳが大きく描えがかれたカードだった。

　って、いきなりスキップじゃないか。代表の次だった俺の番が、無情にも飛ばされる。

「うむ。夏休み明け頃ごろからかな、オアシスで巨きよ大だいな獣じゆう人じんを見たという噂うわさが広まっていてね。そこで、暇ひま潰つぶしにそれを少し調査していたのさ」

「動物園からチンパンジーが逃にげ出したとか、その手の騒さわぎじゃないんですか？」

　俺が訊ねると、代表は肩かたを竦すくめる。

「どうだろうな。マスコミ機関からの情報も幾いくつかあるが、そういった報告はないらしい。あれは個人で輸入して飼うのも難しいしね、山から降りてきた野生種かもしれんが……。それにしたって、大きさがこれまで観測された猿さるの比ではないそうなんだよ。あくまで噂だが、目もく撃げき者によると２メートルを超こえているらしい」

「出で島じま先せん輩ぱいよりデカいんスか!?　そいつは凄すごいッスねぇ」

「だろう？　中々興味深いとは思わないかね」

　江西陀の出したカードは赤色の９だった。自分の出した札を眺めながらニヤニヤ笑う。

「そういえば『９』って、形がエロくないですか？」

「エロくねぇよ」

「『＆アンド』が一番形としてはエロいと思ってたんスけど──」

「どの辺りが!?」

　ぷほっ、という変な音を出して鼻血を流しながら、爆ばく音おんの漏れる大きなヘッドフォンを掛かけ直し、女郎花おみなえし萩はぎ先せん輩ぱいが９のカードを重ね出しして、話を誤ご魔ま化かそうと解説を続ける。

「え、えっとね。マリちゃん先生から借りた資料を読んだんだけど、獣人都市伝説っていうのは地域によって結構バリエーションがあるんだって。ヒマラヤ山脈のイエティ、ロシアのアルマス、オーストラリアのヨーウィ。日本だと広島のヒバゴンが有名かな。でも、今回のは足あし跡あとが凄く大きいらしいから──」

「ほほぉ、そんなにたくさん９を集めて……。萩先輩も好きですねぇ、ムフフ……」

　江西陀がしつこく萩先輩を虐いじめている。萩先輩は目を白黒させて狼ろう狽ばいしていた。

「そ、そうかなぁ。私にはなんだかサッパリだけど……」

「いやいや、これを指の形と捉とらえれば、どこからどう見ても手マ──」

「押さえる指が違ちがうよ、普ふ通つうはＯＫサインとかだろう!?　あーあー！　そんな獣人、何でこれまで発見されなかったんですかねぇ、不思議だなぁ!?」

　俺が江西陀の下ネタを全力で遮さえぎると、ツチノコのツッチーを頭に乗せて、カードを出そうとしていた丘おか研けん唯ゆい一いつの肉体派──出島進すすむ先せん輩ぱいが、その巨大な体をビクリと震ふるわせる。

「おおぅ、咲さき丘おかもいきなり大声出すなよ。──えっと、これでいいのか？」

「いや、そのカードは出せないぞ、出島。同じ色か同じ数字、もしくは黒いやつだ」

「なんだよ、面めん倒どう臭くさいゲームだな。数字が前向きなら何でもいいじゃねぇか」

　それだと９が出た時点で、詰つんでいる気がするけど。代表に注意され、頭を搔かいて悩なやんだ後、出島先輩が数字の０を出す。成なる程ほど、一周すれば前ということか。

「……あれ？　なんで９の前って０なんだ？　ん、んんんん!?」

「堅かた苦くるしいことを考えるとは、らしくないな出島。前を見ろ」

「お、おう……」

　代表に数学的命題をはぐらかされた出島先輩は、それでも腕うでを組んでうんうんと唸うなる。

　出島先輩ってちょっと猿──失礼な事を考えた気がする。やめよう。

「そういうことだから、情報集めに咲丘兄弟の手も借りたかったんだ。統計や目撃情報などは、調べてもらうのが手っ取り早いからね。ただ、『ＩＬＢ』に依い頼らいはかけているんだが、どういうわけかまだ返事を貰もらえていないんだよ。いつもなら即そく日じつ返信なんだがなぁ」

　なるほど、兄貴が詫わびを入れておいてくれと言っていたのは、そういう事だったのか。

　実にタイミングが悪い話である。

「あー……、ちょっと立て込んでて、最近は兄貴も無む茶ちや苦く茶ちや忙しいんですよ。しばらくかかるかもしれないんで、兄貴はまったく手伝えないと思います。……本当にすみません」

「えっ、お兄さんがそんなに忙しいって珍めずらしいね。何かのお仕事？」

　俺が頭を下げると、萩先輩が意外そうな顔で俺に尋たずねる。

「最近作業が停てい滞たいしてたソフト開発が、ようやく軌き道どうに乗りまして。プログラムの基幹部分が完成したので、ようやく調子が出てきたんですよ。今は色々と外部にも委い託たくしながら、兄貴も他ほかの仕事を全て辞やめて開発と新しいサーバの確保に追われてるんです。実は俺も、夏休みはそれのフォローに掛かかりきりでして」

　それも来年の春頃には完成する見通しだ。長い道のりを歩いてきたものである。

「それで課題が終わらなかったのか。咲丘クンなら十分に終わるペースだと思っていたのに。……しかし『ＩＬＢ』が使えないのは面めん倒どうだな。仕方ないがこの件、足を使おう」

　代表がそう言うと、出島先輩が楽しそうに笑う。「おお、前進するのか？」

「──ああ、私としたことがすっかり咲丘クンに甘えていたよ。まったく、どうかしている。こういう時に自分で立ち上がらずに何が丘研だ。とにかく片かたっ端ぱしから当たってみよう。それでも何かしらの情報は得られるはずだ」

　一周回って、代表が出したカードは、またしてもスキップだった。

「あの、ごめんなさい。俺も手札を捨てたいんですけど……」

「うるさいぞ、咲丘クン。お忙しいキミは、いつも通りパソコンの前でエッチな風景の画像でも見ながら、涎よだれを垂らしてニヤニヤしていると良い」

「この人、事が自分の思い通りにならないからって意外と大人げないぞ！」

　俺の抗こう議ぎを華か麗れいにスルーした代表が、神しん妙みようそうな顔で顎あごに手を当てて思案しているのを見ていると、携けい帯たい電でん話わからメール着信音がした。俺はスマートフォンを起動する。

　メールは目の前にいる萩先輩からだった。

（最近、お姉ちゃんってば「咲丘クンはまだ来ないのか」って、毎日部室に来る度たびに言ってたんだよ。もうすっかり咲丘くんに夢中だね！）

　なんと、そこまで情報収集に期待させてしまっていたのか。

　ど、どうしよう、やはりこの話は断るべきではなかっただろうか。逆に気を遣つかわせてしまうとは俺も情けない。

（そうでしたか。なんとか時間を作って兄貴にも調べてもらうんで、頑がん張ばってください）

　返信をすると、萩先輩はその文面を見て不満げに頰ほおを膨ふくらませて俺を睨にらみつけてきた。

　うーむ。役に立てないというのは歯がゆいものだ。すみません、萩先輩。

　こうなれば、何とか俺でも出来ることだけでもやって、穴あな埋うめをしたいものだが──

「そうそう、代表。アレは調べてないんスか、アレ」

「ん、何かね？」

　俺が悶もん々もんと自問自答している間に、江西陀が悩んで出していたのはリバースだった。おっ、俺の番が来たじゃないか。たまには江西陀も気の利きいたことをしてくれる。




「何って、セントポーリアが復活した事ッスよ。あれ、どうするんです？」




　一いつ瞬しゆん、部室が沈ちん黙もくに包まれる。ツッチーが出島先輩の頭から降りて、ケージに戻もどった。

「──ただの宗教団体だろう。キミたちは、あれをどう見ているんだい？」

　俺の番が終わると、代表は少し考えて手札からカードを選んで場に出す。

　カードの中央には、アルファベットのＤが描かれていた。『ドロートゥー』である。

「おっ、これって攻こう撃げきカードだよな。同じやつを出すんだっけか」

「出島がルールを覚えるなんて珍しいじゃないか。一度に何枚出しても良いんだぞ」

　そう言われて、出島先輩が一気に三枚のドロートゥーを手札から場に叩たたきつける。

　──巧たくみに出島先輩から無む駄だなドロートゥーを引き出したな、代表め。普通は保険を何枚か隠かくしておくものなのに、ルールがうろ覚えの出島先輩を騙だますなんて酷ひどい人である。

「私はああいうのが流行はやるのも仕方ないと思うな、ちょっと世の中が悪過ぎるよ」

　萩先輩もドロートゥーを出す。

「そりゃ勿もち論ろん、気持ちは分かりますけどね。しかし、あれはどうにも美しくないッス」

　江西陀もドロートゥーを出す。

「美しくないのには同意だ。風景から浮うき過ぎだろ、ちょっとは自重しろっての」

　俺もドロートゥーを出す。

「それだけ世間がままならんと言う話だろう。全すべてが手て遅おくれになる前に立ち上がるのも、また一つの彼らの在り方だ。むしろ、今までが大人し過ぎたくらいではないかね」

　代表もドロートゥーを出す。

　少しの間沈黙があり、出島先輩は頭を搔く。

「……よく分からないけど、前に進めりゃどっちでも良いだろ」

　そう言って、出島先輩は山札に手を伸のばした。

　可か哀わい相そうな風景だが、これが殺し合いである。

「まったく世の中どうかしてますよ。『２０１２年人類滅めつ亡ぼう説』、なんてのもあるらしいですしね。世紀末がまた来るんだし、皆みな必死になるわけだ」

「ほぉ、マヤ文明のあれか。咲丘クンも面おも白しろいことを知っているな。どこでそれを？」

「昨日、マリちゃんに薀うん蓄ちく語られたんです」

　どんどん番が回っていき、代表が順調に手札を捨てていきながら笑う。

「なるほどな。しかし咲丘クン、それは少し語ご弊へいがある。世紀末という言葉が『世の終わり』という文法で用いられることは、恐おそらく日本くらいでしかないだろう。世紀の終わりという元の意味用法以外では、アレは思想風潮、強しいて言うなら美術の言葉だ」

「えっ、そうなの？　アニメとかでやってた、荒あれ果てたイメージしかないんだけど」

　萩先輩が少しビクビクしながら、同じく手札を順調に消化していく。

「無論、世の末と書いて荒こう廃はいした新世界を描くフィクションが多かったのも事実だがね。本来の意味では、これは19世紀末のヨーロッパ全体に流れた良きベル・時代エポツクからの退たい廃はい、そして一つの区切りを迎むかえても世界が何も変わらなかった絶望を指す。さて、印象派や象しよう徴ちよう派の影えい響きようを受けて、19世紀末から流行はやった芸術と言えば、君たちは何を思い浮かべる？」

　そんな事を唐とう突とつに訊かれて、俺と江西陀は首を捻ひねる。聞いた覚えはあるが、一いつ般ぱん人が普通に知っている知識というわけでもないだろう。いっそタブレットで検けん索さくしたい。

　しかし、江西陀は事前知識があったのか、ポンと手を打つ。

「良きベル・時代エポツク……、もしかして『新しいアール・芸ヌー術ヴオー』とか『前衛芸術ナビ』のことッスかね」

「江西陀クン、正解。そして、もう一つが『芸術のデカためダのン芸術ス』だ。これらが後に『世紀末芸術』と呼ばれるようになったのが、元々の特別な意味を持った世紀末の由来だよ。退廃的思想の一例という意味では、あながち間ま違ちがいではないがね。実はこれらは現代のオカルトの有り様を学ぶ上で、不可欠な知識でもある──っと、ＵＮＯだ」

「ええっ、マジっすか!?」

　手札の消化不良を起こしている江西陀が驚おどろいている内に、代表が手札を捨て、既すでに手元には一枚しか札が残っていない状態になっていた。

　俺は攻撃カードを出し尽つくしたので、もう代表の妨ぼう害がいは出来ない。

「沈じん丁ちよう花げって、意味の分からねぇことばっかり知ってるよな。そういうの好きなのか？」

　出島先輩が考えも無しにリバースカードを出す。──また代表のターンじゃないか！

「今いま更さらだな出島、私は神秘が大好きだよ。そしてありがとう、アガリだ」

　代表が最後のカードをアッサリと場に捨てる。いつも通りの一位だ。俺と江え西にし陀だと萩先輩は密ひそかにため息を吐つく。

　──実を言えば、以前から俺は江西陀や萩先輩と共きよう謀ぼうして『代表に誰だれかが勝つ』を目標にゲームをしているので、代表が勝ち抜ぬけしてしまった時点で、もう俺たちの敗北は決定なのだ。いい加減に勝利の味を知ってみたい。

　でも、こうして代表に圧あつ倒とう的な速さで勝ち抜けされて、なんだかようやく、俺も補習の地じ獄ごくから丘おか研けんの日常風景に帰って来ることができた気がした。

　代表が一番に抜けてしまったので、俺たちはダラダラと消化試合を始める。

　腕を組んで、代表は俺たちに向かって語りだす。

「世紀末云うん々ぬんはさておき。今の『セントポーリア』は暴れ回っているだけだし、放ほうっておいても別に構わんだろう。以前はドッペルゲンガーが絡からんだから調査をしたが、あんなものは宗教というよりも政治運動か何かだ。調査対象とするほどでもないよ」

「うーむ、そういうもんッスかねぇ」

「そういうものだ」

　そんなことを話している間に、俺と萩はぎ先輩があがる。江西陀が出で島じま先せん輩ぱいと睨み合って、一いつ騎き打うちを始めた。出島先輩の方が手札は多いのだが、手札が少ないからといって、早くにあがれるわけでは決してないのが『ＵＮＯ』の面白い所である。

「とりあえず、その件は保留だ。一ひと先まずはビッグフットについて、情報を洗い直すぞ。江西陀クンと出島には、オアシスを片っ端から調べてもらおう。萩ちゃんは、予定通り武器の量産とアレの完成を目指してくれ。私はちょっと老人どもを脅おどしてくるよ。ビッグフットを飼うとなれば、流石さすがに色々と必要な手続きがあるしね。あと、ペット達にも餌えさを適度にやらんとな」

　出島先輩の頭の上のツッチーを見ながら、代表が楽しげに笑う。

「飼うんッスか!?　ビッグフットを!?」

「当然だろう。でなければ、ビッグフットを探して何をする気だったんだ、キミは」

　代表が口を尖とがらせる。いや、仮に実在したとしても、飼うというのはサイズ的にツチノコとはワケが違ちがうだろう。俺だって、まさか捕ほ獲かくするつもりだったとは思わなかった。

　口をパクパクさせた後、江西陀が減らない手札を睨みつける。珍しいことに、どうやら敗色濃のう厚こうらしい。

「それで、俺は何をすれば──」

「言っただろう。エッチな風景でも眺ながめながら、パソコン前でニヤニヤしているといい」

「まだ根に持っている!?」

「はっはっは！　そういう訳ではないよ。仮にも柏かしわ木ぎ組合の恨うらみを買ったんだ。キミがオアシスで出来ることは結構限られるからね、本当に無理をして行動しなくて構わんよ。それに、正直に言えばビッグフットの件は児じ戯ぎのようなものだ。本命までの暇ひま潰つぶしというところかな。自由参加でまったく構わないからね」

　確かに、夏休みに俺や萩先輩は色々と活かつ躍やくし過ぎた。あれから一度も顔を出していないが、この状じよう況きよう下かでオアシスをうろつき回るのは、やはりかなり危険かもしれない。

「本命があるんですか」

「そうとも。世間はもう十月、今年の大サバトは楽しみだな」

　朗ほがらかに笑う代表の表情には、噓うそは一いつ切さい見えなかった。

「……頑張って『ムジカ』には行ってみますよ。丁度香か澄すみに頼たのまれてた件もありますし」

「そうかね？　では、咲さき丘おかクンの情報にも少しは期待しようかな」

　どうやら、あくまでからかっていただけらしい。とはいえ、俺も足手纏まといにはなりたくないし。柏木組合とのイザコザが、早くどうにか片付けば良いんだけど。

「──よし、そろそろＵＮＯッスよ！」

「おっ、俺もＵＮＯだ」

　いつの間にか出島先輩の手札が残り一枚になり、江西陀の頰が引き攣つる。江西陀が手札を一枚出して「う、ＵＮＯッス」と小さな声で宣言すると、出島先輩の表情が輝かがやいた。

「あがりだ！」

「負ーけーたーッス……」

　出島先輩が歓かん声せいを上げると、江西陀が力無く机に突つっ伏ぷす。そういえば、代表に勝ったことこそ無いものの、江西陀がビリというのは初めてかもしれない。

　俺と同じく今更その事実に気付いたのか、萩先輩と代表も意外そうに目を丸くする。

「あれ、江西陀ちゃんが負けるなんて珍めずらしいね。いつもは咲丘くんか出島くんなのに」

「むむ、それは確かに困ったね。罰ばつゲームといっても、萩ちゃんの新開発した、咲丘クン用の『健康ツボ押し殺人サンダル』しか、今日は持ってきていないんだが……」

「俺が負けるのが前提だったのか!?　しかも何ですかその道具、超ちよう怖こえぇ！」

　丘研の鉄則、全員参加のゲームでの敗者には重い罰ゲームが待っている。

　俺も罰ゲームの常連で、よく官能小説の朗読をさせられたり、ジンギスカンを大声で歌いながら踊おどらされ、萩先輩の新兵器の被ひ験けん者しやになったりしていた。

　それにしても、今日は偶ぐう然ぜんにも勝てて良かった。相当不健康な生活をしているものだから、危あやうく健康に殺されるところだったぜ。

「──ほほぉ、健康サンダルですか。自分、そういうのって、今まで使ってみたことないんスよね。どれどれ、貸してみてくださいよ」

「おっ、江西陀ちゃんが被験者になってくれるの？　嬉うれしいなぁ。でも、咲丘くん用にしてあるし、凄すごく痛いと思うよ。女の子に耐たえられるかなぁ」

　そんな危ないモノを、わざわざ作らないでほしいんだが。俺が履はくなら良いのか。

　江西陀に頼まれて、怪あやしげにニヤニヤ笑いながら、萩先輩が鞄かばんから袋ふくろを取り出す。

　そこからなんだか恐ろしい形の突とつ起きの生えたサンダルを取り出して江西陀に渡わたすと、江西陀が特に何の警けい戒かいもすることなく、それを履いてみる。

「んん……っ！」

　サンダルを履いたままその場に立つと、江西陀は大声を出さないように口を手で塞ふさぎ、あまりの痛みに声が出てしまうのを、歯を食いしばって堪こらえる。

「ひゃ、──い、いや──そこは──っ！　んんっ！」

　倒たおれそうになるほど身を捩よじらせると、自分の身体からだを抱だくように腕うでを絡ませ、艶なまめかしく腰こしをくねらせながら、頰ほおを上気させて、不ふ屈くつの意志で江西陀はその場に立ち続けていた。

　えっ、なんだこれ。

　妙みように顔が火ほ照てる。なぜか江西陀を直視できない。

「んぁあっ……足……震ふるえて……苦し──く、うううっ……っ！」

　出島先輩がガン見している。

　萩先輩の鼻から、一筋の赤い液体が垂れ落ちた。

「──ひぅっ！　そこ、強すぎ──っ！　んんっ、ひぁぁぁ!!」

　それはなんというか、凄く官能的な風景だった。




　──あっ、これ以上は俺の中の何かが危険だ！




「ス、ストォォォップ！　だ、代表、これは教育衛生上良くないと思います！」

「くふふっ……、ははっ……、まぁ、それには私も同感だ。──出島、やれ」

　変なツボにでも入ったのか、代表が笑いを堪えながら命令すると、出島先輩が江西陀を正面から摑つかんで持ち上げる。

　すかさず俺は江西陀の細い足首を摑み、無む理り矢や理り『健康ツボ押し殺人サンダル』を脱ぬがせて部室の隅すみに放ほうり投げる。

　出島先輩に空中から降ろされた江西陀は、荒あらい息のまま地べたにへたり込んだ。

　ちょっと涙なみだ目めになっている。相当ツボ押しが痛かったに違いない。

「はぁ、はぁ……。かなりキツかったけど、凄く良かったッスよ……」

「わざとだろ……。テメェ、わざと喘あえぎ声なんか出したんだろ江西陀ぁぁ！」

　俺が怒ど鳴なると、江西陀は視線を宙に彷徨さまよわせながら、頰を朱しゆに染めてニヤニヤ笑う。

「えっ、さぁて、なんの事ッスか？　咲丘、これはマジでヤバいッス。なんかこう、頭がふわっと真っ白になって、何処どこかに飛んじゃいそうになりますよ……。いやもう、本当に健康に殺されるかと思いました……。はっはっは、自分も相当不健康ッスね」

　間違いなく、わざとだった！

　とはいえ、弱々しく江西陀が萎しおれている、一応は本当に不健康に参ったらしい。

　う、うーむ。いつもは飄ひよう々ひようとした感じで俺や萩先輩を弄いじる江西陀だけど、こうしていると一応は女の子なんだなぁ……。

　その様子を見てひとしきり笑ったあと、代表が上じよう機き嫌げんに頷うなずく。

「ふっふふっ、はっはっはっは！　いやぁ、中々の傑けつ作さくだったぞ江西陀クン、咲丘クンの朗読以来の出来だ。──ふむ、面白いものも見れたことだし、少し早いが今日はもう解散にしよう。咲丘クンも江西陀クンも、補習の件はご苦労だったね。ゆっくり休んでくれ。情報集め優先で、今日から数日は各自自由行動だ。会合の日が決まったら、また追って連れん絡らくしよう」

　代表はそう言うと、いつものように椅い子すの上に立って、腕を組んで宣言する。

「さて、都市伝説という流説から、ビッグフットを取り返そうじゃないか」




　俺だってクラスの友人は清きよ宮みやくらいで、他ほかに友人らしい人間はそれほど多くない。

　丘研のメンバーがいて、オアシスの変わった知り合いがいて、俺がそこにいるだけだ。

　だから俺の日常風景は変わらなかった。

　変える気もなかったし、変わるなんて思わなかった。







　少なくともこの風景があれば、俺は幸せだったんだ。







[image: 第一部　都市伝説『ビッグフット』──Soprano solo]







《十月十日（月曜日、体育の日で祝日）》




　歓かん楽らく街オアシスは神楽かぐら咲さきテロ以降、しばらく落ち着きを保っていたのだが、ここ二か月ほどでかなり様子が変わった。

　一つ目は、警察も撤てつ収しゆうするレベルの無法地帯に戻もどりつつあること。夏休みに起きた爆ばく発はつ事件の影えい響きようもあってか、興味半分で遊びに来ていた一いつ般ぱん人の率は相当下がった。なので、金の巡めぐりも悪いのか喧けん嘩か沙ざ汰たや流血沙汰がまた一気に増加してしまった。

　一時期は警察も仲ちゆう介かいに入ったりしていたのだが──。神楽咲テロのみならず、夏の爆発事件をも未然に防げなかったこともあり、その権けん威いは完全に地に落ちていた。なので、その影響力は神楽咲テロ以前よりも弱まっており、三人ほど殉じゆん職しよく者が出た時期だろうか、警察はオアシスを完全放ほう棄きした。またも犯罪者の地じ獄ごくへと逆ぎやく戻もどりである。

　二つ目は──




「兄ちゃん、金くれよ」

「なにか飯持ってねぇか」「お腹なか減った……」「頼むよ兄ちゃん」「その時計くれ」「ヘッドフォン、良い物持ってるねぇ」「くれよ」「よこせって」




　このように、圧あつ倒とう的な量のホームレスが増えたことだ。

　不ふ況きようの煽あおりを受け、セントポーリアが現れた梅つ雨ゆの時季から増えていた彼らの規模は、裏の裏の集落すらも追い出されるほどに膨ぼう張ちようし、今ではオアシスの表通りにまで溢あふれている。そして、彼らはこうやって道を通る人間に擦すり寄るのである。

　彼らは奪うばいなどしない。ただ求めるだけだ。──不快な風景だった。

　ワラワラと俺に縋すがり付く枯かれ細った人々を無視して押し退のけ、俺はオアシスの裏路地を進んだ。しばらく進むと、サッとホームレスたちが俺から離はなれる。よく分からないが、どうやら彼らのテリトリーは抜ぬけられたらしい。無む駄だに時間を食った。俺は先を急ぐ。

　入り組んだ路地裏に、知る人ぞ知るコーヒーハウスが存在する。

　古ぼけた外装の割に、中は小こ奇ぎ麗れいな店『ムジカ』のドアを開けると、魔ま境きようの場末のコーヒーハウスとは縁えんのない天使がそこにいた。




「お帰りなさいませ、ご主人様！」




　メイドさんである。

「ただい──うおおっ！　何だこりゃ!?」

「お、咲さき丘おかじゃーん！　いらっしゃ──じゃなかった。えっと、お待ちしておりました。どうぞこちらへー」

「……棒読みだな。っていうか香か澄すみ、その服どうしたんだよ」

　俺が訊たずねると、長身スリムで胸はないロックな幼おさな馴な染じみ──苧環おだまき香澄が歯を見せて笑う。

　ウェイトレスとしてフリフリのエプロンドレスで働いている姿は見慣れていたが、白黒のみのフレンチメイド型のメイド服を着ているのは初めて見た。一体、香澄の身に何が起こったのだろう。

「なんかね、今週はメイド週間なんだってさ。メイドさんの格好して、お客さんのこと、ご主人様とか呼ばなきゃいけないみたい」

「場ば違ちがいにも程ほどがある！」

　ホームレスが溢れて犯罪渦うず巻まく恐きよう怖ふの歓楽街にメイド喫きつ茶さとか、どんな風景だよ。

「でさぁ、どうかなこの服。マスターの手作りなんだけど、似合うっしょ、えへへ……」

[image: ]

　そう言って、香澄がスカートの裾すそを持ってヒラリとターンする。

　個人的な意見ではあるが、メイドさんはヴィクトリアンメイドが正義だと思う。だが、素材さえ良ければフレンチメイドというのも素す晴ばらしい。

　香澄はいつもの結び目の位置の低いポニーテールを解き、テンガロンハットではなく清せい楚そなカチューシャを身に着けていた。そのため、普ふ段だんなら纏まとめられている長い髪かみの毛を下ろしていて、それが大きく開けた背中の肌はだを覆おおっており、妙な色気を漂ただよわせている。

　残念ながら、おっぱいはない。

　しかし、香澄はそもそも身長が高めでスタイルが良い。ガーターベルトを穿はいているのか、短めのスカートをたくし上げた際に見える、只ただでさえスラリと伸のびた長い脚あしに、太ももに少し食い込む黒ニーソ、ガーターの金具……。

「上出来じゃないかなぁ！」

「よっしゃ！　ご主人様、一名お戻りでーす」

　ノリノリな香澄に案内され、俺はいつものカウンター席に座る。

「ご注文は何になさいますですか？」

「一番安いやつ。──っていうか、もういつも通りでいいぞ」

「今週はメイド週間ですよし！」

「……ま、まぁ頑がん張ばれ」

　意味不明な敬語を使いながら、香澄はニシシと笑って他の客の元に向かった。その客達は香澄の美び脚きやくを凝ぎよう視ししながら、俺と同じ一番安いコーヒーのおかわりを頼たのんでいる。

　香澄は嫌いやがったりしていないみたいだし、本人が楽しんでるなら、別に良いんだろう。

「──でだ、どう思う。やっぱ人間は見た目だよなぁ、俺的にゃ中々成功してるんだが」

「良いかもしれないけど、これじゃ変な客層が増えないか？」

「イケメンと糞くそビッチがあんまり来なくなるなら、俺的には当たりだね。ウチのバイトは馬ば鹿かだが、あんなもん着ろと言われてもよく働いてくれる」

　ケラケラ笑いながら、湿しつ気けの多い感じのモジャ毛の店長──小こ柳やな津つ亮あきらが、カウンターの向こうから煙草たばこの紫し煙えんを俺に吹ふきかける。

「冗じよう談だんは置いておいて、意外と受けも良いんだよ。コスプレ専門店みたいなキャバクラはあっても、ああいうのはかなり悪質に金取るからよ。コーヒーハウスでこういうのは割と物もの珍めずらしいみたいでな。客も引くかと思ってたし実は博打ばくちだったんだが、お陰かげ様さまでそれなりに繁はん盛じようしてるんだな、これが」

「でも、香澄のメイドさんの下手へた糞くそさは尋じん常じようじゃない気がするぞ」

「分かってねぇな、そこが良いんじゃねぇか」

「分からねぇよ」

　小柳津にコーヒーを出される。一口啜すすると、やはり酸味が強かった。

「しかしお前、結構肝きもっ玉たま太いよな」

　煙草を咥くわえたまま、カウンターに肘ひじをついて小柳津が呟つぶやく。

「なんで？」

「柏かしわ木ぎ組合に喧けん嘩か売ったんだぞ？　いくらガサ入れ中で大人しくなってるからって、俺だったら二度とオアシスに来ようなんて思わねぇよ」

「──まぁ、長居もしたくないな。聞きたいことがある」

　面めん倒どう臭くさそうにため息を吐つきながら、小柳津が二本目の煙草に火を点つけた。

「内容によるぞ」

「ビッグフット──オアシスで最近噂うわさになってる獣じゆう人じんだ。何か心当たりはないか？」

　面めん食くらったような顔をして小柳津が目を丸くすると、突とつ然ぜんゲラゲラと笑いだした。

「くふっ、はっはっはっはっは！　なんだそりゃ、ブレねぇな馬鹿じゃねぇの!?　命張って猿さる探しかよ、くっだらねぇなぁ、おい！」

「……うるさいなぁ。俺たちは丘おか研けんなんだ、代表が探そうって言ったら探すんだよ」

「くっ、ふふふっ、お前ら良いな、サイコーだよ、サイコーバカだよ。ったく、最近はホームレスの相手ばかりしてたけど、ガキの遊びの方がまだ可愛かわいいもんだ」

　その言葉に、俺は先ほどの風景を思い出す。

「ホームレス……。やっぱり、ここにも来るのか」

「居酒屋だろうがホストクラブだろうが、飲食出来る所ならお構いなしだ。ここ最近ほど香澄に暴れさせた日は今までにないね。あいつを雇やとっておいて正解だったわ」

　なるほど、先ほど退いた彼らは『ムジカ』の香澄を恐おそれていたのか。

　話は終わりだとばかりに、何でもない風を装って、小柳津がメニューを俺に差し出す。

「コーヒーのお替かわりは？　これなんかオススメだけどよ」

　小柳津がメニューの端はしを指さす。コーヒー一いつ杯ぱいに対して、法外レベルの意味の分からない値段が記してあった。一応、財さい布ふの中身と交こう渉しようする。

　……俺もあまり交渉馴なれしていないから、正直言って情報料の相場はまったく分からないけど。話が進まないのも面倒なので、とりあえずそれで交渉を成立させた。

　代金を払はらうと、小柳津がコーヒーを淹いれ始める。

「最初に、そもそも存在するのか聞きたい」

「あー。俺も眉まゆ唾つばだと思ってたんだがよ。マジでいるってのが有力なんだな、これが。目もく撃げき証言もいくつかあるし、もう何人かそいつの犠ぎ牲せいになった奴やつも出てるって話だ」

「犠牲者──人を襲おそうのか？」

「表じゃ報道規制されてるが、死人が出てるぜ。何人かの死因は、どうも圧死らしい」

　圧死、という単語に一いつ瞬しゆん思考が停止する。「何で、街中で人が圧死なんてするんだよ」

「まさにそこだ。その死体、とんでもなく重いものに潰つぶされたのかって状態だったそうだ。周囲に死因になるようなものはまったくないし、馬鹿げてるが巨きよ人じんにでも潰されたって方が納なつ得とくいくんだよ。そこに現れた謎なぞの獣人の噂だろ。野生の猿は怖こわいらしいなぁ」

　その口くち振ぶりだと、動物園などの施し設せつから脱だつ走そうした猿でもないのか。となると、本当に山から降りてきた猿の類たぐいなんだろう。

　しかし、人を潰せるというのは、一体どれだけ巨大な猿なんだ？

「そいつ、どこに居るんだろうな」

「一応警察は動いてるけど、オアシスだしな。こういう時は自分のシマを荒あらされたヤクザが一番活気づくんだけど、最近は誰だれかさんの所為せいで大きい所がガサ入れされた後だし。移動してるのか、一か所に隠かくれているのかも分からん」

「見つからないように、人通りの多い時間を避さけてるのか？」

「さてね。ここの所、あちこちの店の倉庫で食料荒らしが起こってる。最初は蜂はち須すが逃とう亡ぼう中で指揮系統の混乱してる『子こ蛇へび』の仕し業わざじゃないかって話にもなったけど、神楽咲連合が預かってるみたいで容疑からは外れた。で、調べ直したら凄すごいのが見つかってよ」

「何だよ」

　俺が訊ねると、小柳津が紫煙を吐きながら答える。

「足あし跡あとだ、それも猿っぽい相当デカいやつ。他ほかにも毛やら何やらが相当見つかってるんだが、遺伝子が適合するような生物がいないらしい。噂じゃ学者さんの調査隊が近い内に組まれるとかなんとかって話だ。──どうよ、意外と本当に居るかもしれねぇだろ」

　成なる程ほど、代表から言い出したこととはいえ信しん憑ぴよう性せいに欠けていたが、どうやらまったくのデタラメというわけではないらしい。

　もう少し詳くわしい話を聞こうとした、その時である。

「まだ何かゴヨウボーはありますか？　ご主人様」

　小柳津と話し込んでいると、タイミング悪くバカ面づらのメイドが割り込んできた。

「いやいや、本当にそのメイドさんやめてくれって。流石さすがに対処に困るんだけど」

　俺が頼むと、香澄が頰ほおを膨ふくらませる。

「でも、入店した時は普ふ通つうに返事しようとしてたじゃん」

「気のせいじゃないか？　アレだよ、世間一いつ般ぱんに『お帰り』って言われたら条件反射しちゃう程度のアレだって。普通だ、世間一般に普通、むしろ常識だろ。馬鹿だなぁ」

「あー、そういうもんなのかぁ。咲丘も一人暮らししてたもんね」

　香澄が馬鹿で助かった。

「そだそだ、また咲丘ん家ち泊とまりに行って良い？　あの大っきいテレビで映画観みたーい」

「断固拒きよ否ひする。ここで寝ね泊とまりしてるんだろ、そんな義理はもう俺にない」

「えぇー。ケチぃなぁ」

　その様子を横目に見ながら、何でもなさそうに小柳津が呟く。

「──今ならメイドさんのまま貸すぞ。二泊はく三日お触さわりオーケー」

「マジで!?」

「ちょ！　な、何言ってんの、マスター！　そ、それはいきなり、いくらなんでも、その、心の準備が……」

　俺が身を乗り出すと、香澄が目を丸くして驚おどろいて顔を赤くしていた。この普段から恥はじらいの欠片かけらもない奴でも、メイド服は流石に恥ずかしいらしい。

　──待て、騙だまされるな俺。いくらメイドさんでも、よく考えたら中身は香澄だ！

「その代わり、清きよ宮みやちゃんを俺に貸してくれ。ここでメイドをさせる」

「それなら俺が清宮にメイド服を着せれば済むだけの話だろう。俺は騙されないぞ、交こう渉しよう決けつ裂れつだ。香澄で我が慢まんしろ、あんたに清宮はやらん！」

　やはり罠わなだった。まったく、なんて恐ろしい男だ。勢いに任せていたら、清宮を奪われてしまうところだった。危き機き一いつ髪ぱつである。

　でも、清宮のメイド姿なら見たかったな。絶対に似合うだろうなぁ、ふへへ……。

　香澄が冷たい視線を俺に送る中、小柳津は額に青筋を浮うかべてケラケラ笑う。

「はははっ、は、ははははっ、──死ねよイケメン。じゃ、ちょいと店回るわ。香澄は入り口見ておいてくれ。グレんな、後で夕飯奢おごってやるよ」

「……ほーい」

　小柳津はコーヒーポットを片手に、この場を離はなれて店内を彷徨さまよい始める。俺も常連になり始めているので分かったのだが、たまにこうして情報を集めて回っているらしい。

　香か澄すみはカウンターに寄りかかり、つまらなそうな目で黙だまって俺を見ている。

　なぜだろう、非常に居い心ごこ地ちが悪い。

「と、ところで香澄。お前はビッグフットの噂とか、何か聞いてないか？　他にも流行はやってる噂とか、別に関係なく何でもいいんだけど。最近はどんな客が来てる？」

　剣けん吞のんな場の雰ふん囲い気きを誤ご魔ま化かすために俺が訊ねると、カウンターの向こうでむくれていた香澄がポツポツと話し出す。

「……んー。最近マスターの所に来るお客さんは、スーツ着てる偉えらそうな人ばっかだし。ヨーロッパがウォールガイでサラリーマンショックとか、そんな話しか聞かないなぁ」

「お前、本当に客の話聞いてないんだな」

　もはや何を言いたいのかすら分からない。しかし情報漏ろうえいの心配がない分、まさに情報屋の下働きというのは天職と言えるだろう。バイトが楽しそうで何よりだ。

「そういえば、前に柏木さん所と揉もめたみたいじゃん。ここに来て大だい丈じよう夫ぶだったの？」

　珍めずらしく、人の事情というものを香澄が覚えていた。小柳津にでも聞いたのか。

「大丈夫も何も、お前に頼まれたＰＶ作ったから持ってきたんだよ。ビッグフットの話も聞きたかったし、色々とついでだ」

　俺は鞄かばんからＤＶＤを取り出して、香澄に手て渡わたす。

「おー、サンキュー咲さき丘おか。これで何すれば良いんだっけ」

「とりあえず、映像だけ確かく認にんしてくれ。特に文句なかったら適当にアカウント作って動画サイトに流してやるから。簡単な宣伝にはなるだろ、あとはなるようになる」

「ふーん、帰ったら観てみるわ。そっかぁ、これがあたしのＰＶかぁ……」

　香澄はＤＶＤを見ながら、感かん嘆たんの吐と息いきを吐く。




　香澄はいわゆるロックアーティスト志望というやつで、『ムジカ』でバイトをしながらギターを片手に歌って回っている。素人しろうと意見だが歌も演奏も上手うまく、夢はメジャーデビューらしいが、弾ひき語りの成果はあまり出ていない。そもそも、こいつは自分を売るのが下手糞過ぎる。

　ＰＶ制作でもしてみないか、と話を持ちかけたのは俺の方だ。

　近年ではインターネット上の動画サイトに無料でＰＶをアップロード出来るため、割と多くのアーティストがネット進出を始めている。最近はネットでの人気を獲かく得とくして、メジャーデビューを果たした歌手がいるといった話も、そこまで珍しいことではない。

　そうして気の乗った香澄や、小柳津の手も借り、夏頃ごろに『ムジカ』で撮さつ影えいした動画を有志のバックバンドの演奏を入れて編集して、ＰＶとして流す企き画かくが実現したのだ。

　香澄に渡わたしたＤＶＤは、その完成映像である。素人が作ったにしてはまずまずの出来だし、三曲分は作成したから、これを順次アップして様子見してみようと思っている。

　これで少しでも、香澄にチャンスが巡めぐってくれば良いんだけど。




「うーん、よし！　しょうがない！　頑がん張ばってくれた咲丘には、あたしのとっておきの情報をあげよう」

「情報？　……お前が？」

　客の話もロクに覚えていない奴に、どんなリーク情報があるというのだろう。

　ＤＶＤをスカートにしまうと、機き嫌げんが直ったのか満面の笑え顔がおで香澄が無い胸を張る。

「マスターにはまだ内ない緒しよだけど。あたし、実はビッグフットの住すみ処かっぽい所を見たんだ」

「はぁ!?」

　唐とう突とつな話に驚いて、大声を出しかけた俺の口を、香澄が素す早ばやく塞ふさぐ。

「──静かに。正直マスターだって信じないだろうと思って、内緒にしてたんだけど。咲丘はそういうの追いかけてるんでしょ。……あたしさ、昨日の夜にトキメキ通りの裏路地で見たんだよ。毛むくじゃらで凄く大きな、見たこともない猿」

「トキメキ通り──ああ、パチ屋の多いあそこか」

　俺は席に座り直して、香澄の話に耳を傾かたむける。

　トキメキ通りというのは、入り組んだ都市構造をしているオアシスの中でも、キラメキ通りと並ぶ特に大きな路地の一つだ。キラメキ通りが風ふう俗ぞく街であるのに比べると、飲み屋やギャンブルの店が多数を占しめ、割と一般人の出入りも多い大通りである。

　しかし、こんなにも身近な人物から目撃情報が手に入るとは……。気も取り直してくれたことだし、気まぐれな善行もしておくものだ。

「毛むくじゃらな大きなおっさんと、見み間ま違ちがえてないだろうな」

「だから猿って言ってるじゃん。いや、っていうか、あれ猿なのかな……？」

「どっちだよ」

　香澄の歯切れが異様に悪い、いつもならズバズバと物を言う癖くせに珍しい話だ。

「だ、だから意味分かんない生き物だったんだって！　あれは流石にビビって突とつ撃げきできなかったわ……。で、思わずこっそり尾つけちゃったんだよね」

　ますます意味が分からない。どうにも要領を得ないのは、香澄だし仕方がないか。

「……それで、そいつはどこに行った？」

「トキメキ通りにある『ストレンジャー』って看板の掛かかった廃はいビル、そこに入ってった。場所はどこだったっけなぁ。トキメキ通りの裏道を真っ直すぐ歩けば着くと思うけど」

　トキメキ通りか。キラメキ通りを縄なわ張ばりにしている柏かしわ木ぎ組合に睨にらまれた俺にとっては、幸いだったかもしれない。あそこなら俺も探たん索さくに参加出来そうだ。

　どちらにせよ、具体的なプランは何も決まっていないのだ。乗るほかにはあるまい。

「そうか、サンキュー。とりあえず代表たちと合流したら、試ためしに行ってみるよ」

　コーヒーも飲み終わったし、情報もいくつか揃そろえられた。俺は早めに席を立つ。ここに何時、柏木組合に所縁ゆかりのある人間が来るとも限らないのだ。

「ねぇ、咲丘たち以外にもビッグフット追ってる人っているの？」

　俺の背中に向かって、ふと香澄が声をかける。宙を見上げて心当たりを探すが、特に思い当たる節もない。

「特に聞いてないけど、ゴシップ雑誌の記者とか、物好きは他にもいるかもな」

「なんとなくだけど……。あたしのこと尾けてた人がいた気がする」

　それは妙みような話だ。確かに猿さるを追ってるテンガロンハットなんていたら物もの珍めずらしい気もするが、尾び行こうするレベルだろうか。俺だったら、そんな奴やつとは関かかわり合いになりたくない。

「お前のファンじゃないか？」

「ファンがいないから苦労してんじゃんよー」

　確かに。本当にそうだったとしたら、随ずい分ぶんとコアなマニアだと言わざるを得ない。そこまで来ると、むしろ香澄に心当たりがあっても良いものである。

　──ビッグフットのことを尾けるような、第三者か。

「一応、心に留めておこう。情報ありがとな」

「行ってらっしゃいませー、ご主人様ー」

　お辞じ儀ぎもせずに手を振ふる無礼なメイドに見送られ、俺は『ムジカ』を後にする。










　俺は『ムジカ』を出た後、そのまま人目を避さけながらオアシスを速足で抜ぬける。あまり『キラメキ通り』の近くに長居はしたくない。

　オアシスを抜けた先の繁はん華か街がいで、夕飯の買い物でも軽くしようかと考えていると、たまたま見知った人物と遭そう遇ぐうした。

「よぉ、江え西にし陀だじゃないか。買い物か？」

　俺が声をかけても、江西陀はボーッとしたまま鯛たい焼やき屋の看板を見つめている。

　鯛焼きを食べたいというわけでもないのだろう。なんとなく、急に親がいなくなってしまったことに気が付いた迷子のように、途と方ほうに暮れているように見えた。

「買い物する金は、珍しくあるんスけどね」

「ほぉ」

「少し大金過ぎて、どう使おうか迷っていたんスよ。で、こういう時は浪ろう費ひ王にでも相談しようかと思いまして。この辺りにいたら会えるかなぁと」

　まったくの偶ぐう然ぜんではなかったらしい。しかし、それにしても随分とアテのない話だ。携けい帯たい電でん話わの番号くらい、お互たがいに知っているはずなのに。

「失礼な、俺は必要な物以外は買わない主義だぞ」

　俺は江西陀をスルーして鯛焼き屋に並ぶ。江西陀はひょこひょこと後ろを付いてきた。

「……咲丘が言うと、必要だったら結局は国でも買い取りそうな台詞せりふに聴きこえますね」

「どうしても必要なら、そうするだろうな。すみません、あんこ二つ」

　金を払はらい、手に入れた鯛焼きの片方を江西陀に押し付ける。江西陀は意図が分からないとでも言いたげに口を尖とがらせた。

「あの、別に自分は鯛焼きが欲しかったわけじゃなくて」

「必要だと思ったから買ったんだ。……相談なんて珍しいな、何があった」

　俺が訊たずねると、江西陀は鯛焼きを齧かじりながら目を逸そらす。「場所、変えましょうか」

　二人で鯛焼きを食べながら、しばらく会話もなく歩くと、俺の家の前にある小さな公園に辿たどり着く。

　その公園には子供一人いない。

　以前は近所の小学生が遊んでいたりもしたのだが、最近の治安の悪化から外出禁止でも食くらったんだろう。今となっては、ランニングする若者や徘はい徊かい老人の姿すら見かけない。

　俺は江西陀と、ベンチに腰こしを下ろす。

　夕焼けが眩まぶしい、でも誰だれもいない。公園に存在しているのは俺と江西陀だけ。

　世界が滅ほろんでしまった後のような、静かな風景だった。

「実は夏休みに、皆みんなには内緒ということで、代表に仕事を頼たのまれたんです」

「仕事？　──まさかお前、警察の世話になるようなことでも頼まれてたのか？」

　ぶっちゃけ、代表に限ってありえなくもない。しかし江西陀は首を横に振る。

「古い絵の修しゆう繕ぜんをしてほしいと頼まれたんッスよ。落ちてきていた絵具とかを綺き麗れいにしたり、完全に薄うすくなった部分を描かき直したりとかです。そういうのは専門じゃないんスけど、頼まれたモチーフもある程度分かり易やすくて、自分にはある意味うってつけの題材でした。だから興味も出て、軽い気持ちで請うけ負ったんスけど」

「へぇ、良いバイトじゃないか。お前も色々金回りは良くなさそうだったしな、代表も気を回してくれたんだろ」

「……そういうのでは、あれは絶対にないです」

　江西陀は鞄の中から、分厚い封ふう筒とうをいくつも取り出す。二つ、三つ、四つ。その中からは、大量の福ふく沢ざわ諭ゆ吉きち先生が顔を覗のぞかせていた。「あの時はそう軽く考えてました。でもあれは、そういう簡単なものではなかったんスよ」

「──随分な大金だな。完成したのか」

「ええ、夏休み全部注ぎ込んでようやく。Ｐ３００号でしたし、時々自分の絵も描かいてたりしたんで、かなり時間もかかりましたけど」

「Ｐ３００号!?　おいおい大作じゃないか。修繕って言ったって、よくこの短期間で終わらせたな。普ふ通つうはもっとかかるだろう」

　風景画のキャンバスの中でも、Ｐ３００号というのはかなり巨きよ大だいな部類である。一学生に直させるには、はっきり言って無む謀ぼうな大きさだ。どちらにせよ、異常な集中力である。

　それだけの作業に集中しながら、他ほかの事を並行して進められるほど、江西陀が器用じゃないことぐらいは容易に想像できる。なるほど、宿題も終わらないわけだ。

「代表曰いわく、どうしても表に出せない絵なんだそうで。『江西陀クンじゃなければ無理で、江西陀クンでないと意味がない』ものなんだそうです」

「……それにしても。そんな凄すごい絵、一いつ介かいの学生が修繕していい物なのかよ。代表がいいって言ったって、無む茶ちや苦く茶ちや過ぎじゃないか。本当に色々とあり得ないな、あの人」

　古い絵でそのサイズということは、絵の本来の価値がどれぐらいになるかなんて分かったものではない。そんな代しろ物ものの修繕を専門業者でもない素人に任せるというのは、一体どういう魂こん胆たんなんだろう。相変わらず意図の分からない人だ。

「まぁ、そこも含ふくめて、自分もいい加減に納なつ得とくが出来なくなりましてね」

　俺が困こん惑わくしていると、江西陀は立ち上がって俺に提案する。




「代表──沈じん丁ちよう花げ先せん輩ぱいの正体を調べませんか？　オカルトとして、自分たちの手で」




　唐突な提案に、俺は言葉を失う。

「どういうことだ？」

「そのままの意味です。あの人が何者なのか、なぜオカルトなんて追っているのか、そしてこれから何をするつもりなのか。それを調べるんですよ」

「それは……、違ちがうだろう。そういうことはしない方がいい」

「なぜです」

　江西陀の目はいつものやる気のなさそうな半開きではなく、真しん剣けんそのものだ。そしてそこには、かつてない程ほどの強きよう靭じんな意志の光が灯ともっていた。

「そもそも、あの人はかなりおかしい。前から気付いてはいましたけど、異常過ぎやしませんか？　いくら人間が嫌きらいだからって、あれほど大それたことを実行するには、毎度準備が整い過ぎです。きっとあの人は楓かえでがいなくても、自分たちがいなくたって神楽かぐら咲さきテロをやるつもりだったんスよ」

「不思議な人だし、何を考えてるのか分からないのは百ひやつ歩ぽ譲ゆずって認めよう。でも、俺は代表を信じてる。あの人は人間から世界を取り返して、この狂くるった世の中を変えてくれるんだよ。……なのに、そういうのは裏切り行こう為いじゃないか。いつか代表から話してくれるって。俺たちは代表を信じて、ただ待っていれば良い」

「──下手をすると、裏切られているのは自分たちかもしれないんですよ」

「馬ば鹿かな！」

　さっきから何を言ってるんだ、江西陀は。「……馬鹿な、そんなことありえない。お前もいきなり大金貰もらって、混乱してるだけだろ。ちょっと落ち着けって」

「自分は一人でも、代表を調べてみるつもりです」

「ったく、聞き分けのない奴だなぁ！」

「聞き分けのないのは咲さき丘おかでしょう！　現実を見てください、自分たちはこんなにも代表を知らないんです」

　悔くやしいが、それについてはまったく否定できない。俺たちはあの人に付き従っているにも拘かかわらず、あの人のことを何も知らないのだ。

「世界を取り返すって何なんですか。知られざる知ち恵えって何なんですか。自分は何度か代表に訊きいています。でも代表は笑うだけで絶対に話さない。咲丘だってそうでしょう？」

「俺は──っ！」

　訊きもしなかった。

「世の中なんて間ま違ちがいだらけッスよ、だから神楽咲テロを含めて、自分も正しいことをしてると思っています。……思ってしまっているんです、あの人に言われて」

「……違う、自分の意思だ。俺たちは正しかった」

　そう思ってしまっている。

「自分で修繕しておいてアレですけど、あの絵は絶対に復活させてはいけない物だったんです。──あの絵はおかしい、人間を狂わせる魔ま力りよくがあります」

　江西陀が声を震ふるわせて叫さけぶ。言葉の端はし々ばしから、激しい後こう悔かいの情が滲にじんで見えた。

「なのに直してしまった、描くしかなかったんですよ！　あんなものを見せられて筆を止められるはずがない！　──多分、代表はそれを分かってて、自分はそのために丘おか研けんに入れられたんですよ。これは手切れ金なんです。代表は、きっと自分の事なんて──」




　……さっきからなんだ、なんなんだ、その言いぐさは。




　いくら疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているとはいえ、報ほう酬しゆうを貰っておきながら感謝の情の欠片かけらもないその言葉に、流石さすがに俺も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる。

「お前の事を認めてくれたんだろう!?　なんでそんなにまで代表を信じないんだ！」

「そんな事は一言も言っていませんよ、あの人は噓うそをつかないんですから！」

　目の前の風景が真っ赤に染まっていく。

「俺たちを初めて受け入れてくれた人なんだぞ！　俺たちが求め続けた学校風景をやっとくれた人なんだぞ！　代表がいなかったら俺たちに何が出来た。俺たちに風景の何が変えられた!?　変えられなかったさ、何も！　俺たちみたいな人の輪からはみ出した奴には、風景は何も変えられなかったんだ！」

　俺の荒あらい言葉に、江え西にし陀だは顔を青ざめて先ほどまでの強い語勢を失う。

　言葉が口から流れるように出てくる。どうしてもそれが止められない。

「……そ、そんなこと無いんです。だって、自分は咲丘と──」

「甘ったれた事言ってるんじゃねぇよ。俺たちを見る視線はどうだ、俺たちの周りにある無数の監かん視しの目はどうだ。──俺は奴らが恐こわい。人間が何を考えてるのか全然理解出来なくて、恐くて。だから俺たちは殻からに籠こもり続けるんだよ。本当の自分を曝さらけ出して、人間に何を言われるかが恐いから。自分が周囲と感性が違うからって理由だけで、周囲の感性を押し付けられて潰つぶされて、自分が消えてしまうのが恐いから。そうやって俺もお前も逃にげ続けてきたんじゃねぇか。今いま更さらになって、どの面下げて代表に文句言ってんだ。代表に与あたえられるばっかりで、お前は何もしなかった癖くせに」

「だって──っ！」

「逃げるな!!」

　怒ど声せいをぶつけられた江西陀が、怯おびえるような表情を浮うかべて身を縮こませる。

「代表は逃げずに立ち向かった。俺たちに最初に弱みを見せてくれた。俺たちを信用して、俺たちを連れて立ち上がってくれたじゃねぇか。あれだけの無茶苦茶をして笑ってくれた、だから俺たちも笑えたんだよ！　それに比べたら俺たちは何だ？　俺たちは弱い。俺たちだけじゃ何もできない。それが今更、代表を信じられないだって？　ふざけるんじゃねぇ、それでもお前は丘研の仲間なのかよ！」

　頭に一気に血が上って行く。今、自分が何を言っているのかも理解できない。

　裏切るのか。江西陀は俺たちの理想を裏切るのか!?

「人の全部を知らなきゃいけないのか、誰にも知られたくないことだってあるかもしれないのに。そのせいで孤こ立りつした俺たちを救ってくれた人だろう！　そうまでしないとお前は人を信じられないのか。──だったらお前は、ネットの向こうの人間と同じじゃねぇか！丘研の仲間だけは違うって、お前だけは違うって俺は信じてたのに!!」




　秋の冷たい空気に晒さらされ、俺はふと我に返る。




　江西陀は何も言わずに、ただ俯うつむいている。

　沈ちん黙もくが続く。

　ただ、とにかく俺は一刻も早くこの場を離はなれたかった。

「『ムジカ』で、ビッグフットについて有力な情報が手に入った。今日中には代表にメールするから、そのうち集まることになるだろう。今の話、代表には黙だまっておいてやる」

　それだけ言って、俺は江西陀に背を向けて帰路につく。

　江西陀はその場に立ち尽つくしたままのようだ。

　不ふ愉ゆ快かいだった。ただひたすらに不愉快だった。江西陀が、代表の事をそんな風に思っていたなんて。仲間だと思っていたのに。かけがえのない仲間だと思っていたのに。

　俺の見ている風景と、江西陀の見ている風景は同じなのだろうか。

　同じであるはずがない。

「自分は、咲丘の為ために──」

「それ以上何も言うな。見み損そこなったよ、本気で見損なった。……本当に残念だ」

　もう会話もしたくない。俺は自宅に向かって歩き出す。

　風景だ、こういう時は一心不乱に風景を見よう。山が良いな、紅葉に彩いろどられた美しい山さん岳がくが見たい。海も良いな、シーズンを外して人っ子一人いない秋の海辺が見たい。

　俺は風景が好きだ。

　誰もいない風景が好きなんだ。

　今までだってそうだったし、これからもそうに決まってる。




　今までに聞いたことのないような、女の子の絶望に満ちた嗚お咽えつが聞こえる。

　聴ききたくない。そんなものは聴きたくないんだ。

　速足で、俺は江西陀から逃げ出した。
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《十月十五日（土曜日）》




　深夜になっても、週末のオアシスから明かりが消える事はない。むしろ活気づく大通りを避さけて、俺たち丘研のメンバーは人目につかない路地裏を歩く。

　路地裏を漂ただようのは腐ふ敗はい臭しゆうだ。

　生ゴミが腐くさったような臭においの立ち込める道を、ピクリとも動かないホームレスを踏ふみ避けながらゆっくりと進んでゆく。横たわるホームレスの中には、少なからず死体が混じっているんだろう。死者と生者の区別がつかないほどに、そこは腐敗臭に侵おかされていた。

　今となっては、日常風景ですらある。

「おーい、足元に気を付けろよー。むしろ足元なんか見るなー、前を見ろー」

　出で島じま先せん輩ぱいがそう言いながら、寝ね転ころがるホームレス達をガツガツと蹴け散ちらして進んでいく。俺も恐おそる恐るどかしていくが、そうまでされても彼らの中から俺たちに罵ば声せいが飛んでくることはない。彼らにそんな活力は、もう欠片も残っていないのだ。

　俺と出島先輩が無む理り矢や理り作った獣けもの道みちを、手ぶらの代表と、武器となるポールを背負った江西陀はゆっくりと歩いていた。

「しっかし、香か澄すみもよくこんな所歩きましたねぇ。普ふ通つうは近寄りもしないでしょう」

「萩はぎちゃんを連れてこなかったのは、幸いだったか……」

　江西陀と代表が、足元の死体のような何かを見ながら感かん慨がい深そうに呟つぶやく。かなり不衛生な場所を歩いているにも拘かかわらず、二人から不平や不満が漏もれるようなことはない。小こ柳やな津つはああ言っていたが、ある意味肝きもが太いのはこの二人だと思う。

「早めに居場所が見つかったのは良いッスけどね、トキメキ通りとは……。来たくはなかったッスねぇ」

「なぜかね？　私には大差ないように見えるが」

「柏かしわ木ぎ組合のシマのキラメキ通りみたいに、暴ぼう力りよく沙ざ汰たは少ないんスけど、その所為せいでホームレスが押し寄せてるんスよ。で、ホームレスがホームレスを呼び……。大通りは頑がん張ばって清せい掃そうがされてるみたいッスけど、やっぱり裏通りはこうなってますよねぇ」

　俺と萩先輩は、以前の事件で柏木組合に顔が割れている。そのため、露ろ出しゆつの少なかった江西陀にキラメキ通りは任せていたのだが、こっちに来たのは初めてのようである。

　代表が腕うでを組んだまま、顎あごに手を当てて江西陀に尋たずねる。

「時に江西陀クン、キラメキ通りの様子はどうだったかね？」

「ヒドいもんッスよ。前まで常じよう駐ちゆうしていた警官もいなくて、表通りでやりたい放題ッス。あっ、ここで言う『やりたい放題』というのは──」

「そんなに嬉うれしそうな顔をしなくても、大方の想像はつくから言わないで構わないよ江西陀クン。……そうかそうか、やはりこれしきの事で糞くそ爺じじいは動かないか」

　途と中ちゆうで発言を止められて渋しぶい顔をしている江西陀を横目に、代表は不敵な笑えみを浮かべている。糞爺というのは、柏木組合のことだろうか。代表は一体、何をしたいのだろう。

「……それと別口に一件。咲丘の言ってた通り、どうも自分ら以外にビッグフットを追ってる人がいるみたいなんスよ」

　一応、香澄や小柳津から聞いた話は細かい部分を含ふくめて全すべて報告したのだが、江西陀にも心当たりはあったようだ。代表は呆あきれたように笑う。

「世の中が歴史的な変革を迎むかえようという時に、暇ひまな奴やつもいるものだな」

　あなたがそれを言うか。「柏木組合の手の者かね。奴らと鉢はち合あわせは勘かん弁べん願いたいが」

「そこまでは流石に。ただ、どうも女の子だったとかで」

「女？　ますます心当たりがないな。まぁ、留意するほどでもないだろう」

　代表にとっては、第三者の存在なんて些さ事じもいいところらしい。




　すると、不意に場を沈黙が支配した。




　二人とも会話を広げようとして思考した瞬しゆん間かん、ラグが発生したのだろう。時々ある話だが、今はこの沈黙がやけに重い。

　咳せき払ばらいして、代表が口を開く。

「……で、だ。何があったか知らんが、キミたちは何でそうまで険悪なんだね。その、なんだ。私としては調子がいささか狂くるうのだが、よかったら事情を話してみると良い」

　若じやつ干かんイラついたように、代表が俺に向かって尋ねる。

「何の話ですか？」

「恍とぼけるなよ、咲さき丘おかクン。最近は部活の最中でも、キミが江西陀クンと一言も会話していないことに私が気付かないとでも思ったか。お蔭かげで私が彼女の下ネタを受け流さないといけないだろう。こういう状じよう況きようは慣れていないから非常に困る。早く改善してくれ」

　そう言われても……。元げん凶きようはあなたです、とは言えないし。

　江西陀の様子をそっと窺うかがう。深く俯いていて表情は分からない。

「俺はいつも通り、冷静沈ちん着ちやくで無口なサポートキャラですが」

「冷静、無口？　……やはり気でも触ふれたか？」

「正気ですよ！　っていうか、そんな冷たいツッコミはやめてください！　まるで俺がイタい奴みたいじゃないですか！」

「むっ。じゃあ、どうしろと言うのだ。キミみたいのは加減が分からん」

　珍めずらしく、代表が俺の意見を足あし蹴げにすることなく正面から受け止める。なんとなく危機的な状況を察知しているんだろう。しかし、これまでにない事で困こん惑わくしているらしい。

　……でも困ったぞ、その返しは予想外だ。

「すみません。これはボケツッコミ返しという、一種の高度なボケの手法でして──」

「キミは滑すべったギャグの解説をするのが趣しゆ味みなのかね？　悪趣味だな、止やめた方が良い」

「それがボケ殺しをした人の台詞せりふなのか!?　くそっ、やってらんねぇ！」

　なんて冗じよう談だんの通じない人なんだろう。これは逆にやりにくい。

「……まったく、何があったか知らんが早く仲直りをしてくれよ。この通り、私は咲丘クンのナンセンスな病気にも中々付き合い切れんのだ。キミたちは二人で、いつも通り愉快に会話をしていてくれ。私はそれを眺ながめているぐらいが性しように合ってる」

　そう言って、代表は優ゆう雅がに微笑ほほえんで俺と距きよ離りを取り、江西陀の隣となりに並んで歩く。

　こんなにも代表は俺たちを気き遣づかってくれているのだ。裏切りなんて、あるはずがない。

「なんだ、お前ら喧けん嘩かなんてしてるのかよ」

　先導している出島先輩が、俺にだけ聞こえるように小声で尋ねる。俺たちのイザコザに出島先輩が口を挟はさむなんて、珍しいこともあったものだ。

「喧嘩なんてしてませんよ」

「そんな事してる暇があったら、さっさと落としどころ見つけて前に進めって。そりゃ人間なんだし喧嘩はするだろうけどな。喧嘩が続くのは後ろしか見てない証しよう拠こだろ」

「だから喧嘩なんてしてませんって」

「じゃあ立ち止まるな、前に進んでる奴の迷めい惑わくになる」

　……なぜだろう。この人は事情なんて一いつ切さい知らないはずなのに、有う無むを言わせぬその言葉の一つ一つにまったく反論できない。

　そんな単純なことではないんだ、喧嘩なんて。




　江西陀が何を考えているのか分からない。

　てっきり二度と俺の前に顔を見せないかと思っていたのだが、江西陀はこの一週間、むしろ以前より更さらに積極的に俺に話しかけてきた。危あやうく、何度か素すで対応してしまいそうになる位に、江西陀は不気味な程自然体だった。

　だが、俺もあそこまで言った手前引き下がる気はない。あいつは何を考えているのか分からないのだ。あいつはネットの向こうの人間と同じなのだ。つまり、俺の敵だ。

　だから俺は、江西陀を徹てつ底てい的に避けた。昼休みも部室で代表たちと昼食をとり、放課後は丘おか研けんメンバーのみと話し、そのまま寄り道せずに下校した。その場の全てに江西陀がいたが、俺は江西陀がいるという風景を無視し続けた。

　一度だけ、清きよ宮みやに呼び出されて怒おこられた。江西陀さんが可か哀わい相そうだ、と。

　そしてまた、代表たちに糾きゆう弾だんされている。なぜだ、俺は──

　──俺は、言い過ぎたのだろうか。




「……もしもですよ。仲直りする機会があったりしたら、どうしたら良いんですかね」

　俺が口を開くと、今まで口を尖とがらせていた出島先輩は、なぜか満面の笑みを浮うかべる。

「謝れ」

「俺が？」

「他ほかに誰だれがやるんだよ。どんなにお前が正しくても、相手が傷ついたんなら、まずはお前が心を込めて全力で謝れ。相手が何を言おうと全力で謝れ。相手が困ってもうやめてくれって言ったら、もう一度誠意込めて全力で謝れ。それで相手が謝ったら、お前が許してやれば良い。そうすれば、二人とも後ろを気にせずに前に進めるじゃねぇか」

　出島先輩は上じよう機き嫌げんに語るが、言っていることは結構えげつない。

「それってアリなんですか……？　何も解決してないように見えるんですけど」

「知らん。ノートにはそうしろって書いてある」

　そんな話をしている内に、『ストレンジャー』と大きな看板の掛かかっている、目的地の廃はいビルが見えてくる。

　香澄の報告通り、それほど大きな建物ではない。元は雑居ビルか何かだったんだろう。オアシスにこういった廃屋があるのはそれほど珍しくないが、よく見かけるボロボロのビルと比べると、建物そのものの劣れつ化かは少なく見える。最近の不景気の煽あおりで捨てられたんだろうか。

　入り口となるガラス扉とびらは無残にも破は壊かいされていて、巨きよ大だいな穴が開いている。──その穴は、出島先輩の背せ丈たけよりも大きく見えた。

　代表が、その廃ビルを建物の陰かげからそっと覗のぞきこむ。

「いかにも何かが居そうな場所だな。良い感じじゃないか、気に入ったよ。これだけでホームレス畑を渡わたった甲斐かいがあるというものだ。夏の肝きも試だめしには最適だね」

「で、どうやってビッグフットを捕つかまえるんですか？　まさか、ガチンコボクシングでもやってＫＯするつもりじゃないでしょうね」

　俺が訊たずねると、代表は得意げに出島先輩を指さす。出島先輩は、懐ふところから瓶びん詰づめのダーツを取り出した。瓶の中には怪あやしげな液体が詰つまっている。

「まさか。奴をそんな風に怪け我がさせるのは私の本意ではない。そこで、これの出番だ」

「それは？」

「かなり強力な麻ま酔すいを萩ちゃんに調合してもらった。なんでも、象すら昏こん倒とうさせられる劇薬らしい。我々が注意を引きつけ、出で島じまがこれで奴の動きを封ふうじる」

　結構アバウトでデンジャラスな計画だった。江え西にし陀だが口を尖らせる。

「そう上手うまくいきますかねぇ……。篠しの塚づかさんとかいなかったんスか？　ほら、あの人は偵てい察さつとか向いてそうじゃないですか。死なないですし、立派なオカルトなのに存在感ないですし、特とつ攻こう以外に影が薄うすいですし」

　影が薄いのは余計だろう、事実だけど。

　江西陀の質問に、代表は少し間を置いて返答する。

「篠塚には今、外せない仕事に出てもらっているからな。仕方な──隠かくれろ」

　代表が素す早ばやく建物の陰に隠れるので、俺たちもそれに倣ってそれぞれ物もの陰かげに潜ひそむ。

　一分ほどの静せい寂じやくの後、廃ビルを見張っていた代表が口を開いた。

「──ふむ、なるほどね。あれが私たち以外のビッグフットを追っていた奴か」

　俺たちも廃ビルを覗きこむ。そこに人がいるような様子はない。

「もしかして、そいつも建物に？」

「ああ、入っていったよ。追おう、誰だか知らんが先を越こされるのは面おも白しろくない」

　代表が顎で廃ビルを指すと、出島先せん輩ぱいが代表を守るように前に立ち、そのまま先に進んでいく。俺と江西陀も後に続いた。

　建物の中は暗い。

　電気系統が壊こわれているのかと思ったら、目を凝こらすと電球が全て綺き麗れいに抜ぬき取られているように見える。廃屋になってから、空き巣にでも入られたんだろうか。何の建物だったかは内装も剝はぎ取られているので想像しか出来ないが、木製の棚たなが多く並んでいるので本屋か何かだったのかもしれない。足元は完全に闇やみに覆おおわれていた。

　江西陀が無言で俺のジャケットの裾すそを摑つかむ。振ふり解ほどいてやりたい気分だったが、このままでは何に躓つまずくか分かったものではないので、あまり邪じや険けんにも出来ない。──それに、かなり力強く摑んでいるので、変に振り払はらおうとするとジャケットが伸のびそうだ。

　暗くら闇やみをどんどん進もうとする出島先輩と代表に、俺は堪たまらず声をかける。

「代表、明かりを──」

「駄だ目めだ。潜せん入にゆうに気付かれる恐おそれがある」

「闇やみ討うちされたら元も子もないですよ。それに、このままじゃとても進めません」

「……出島、明かりを頼たのむ」

　少し協議した後、代表が先頭の出島先輩に明かりを点つけさせた。先ほどよりも視界が一気に開けたが、誰かが隠れ潜んでいる様子はない。出島先輩が懐かい中ちゆう電灯を床ゆかに向ける。

　足あし跡あとがあった。

　巨大な、あまりにも巨大なドス黒い血の水みず溜たまりのような足跡だった。

「──何かいるぞ」

「我々はそいつを探しにきたんだ」

　メンバー全員でアイコンタクトを取り、ゆっくりと先に進む。

　階段を駆かけ下りるような音が廃屋に反はん響きようした。先に進んで行くと、そこには上下階に続く階段がある。

「あの音は、下ッスかね」

「物陰に注意しろよ。これ以上は、ビッグフットが先に我々に気付く可能性も高い」

　明かりが灯ともっているのに、忍しのび足で進むことに隠おん密みつ効果はあまり期待できないが、せめてもの思いで可能な限り音を立てずに階段を下りる。

　階段を下りた先は、少し開けたホールのようだった。足場はコンクリートが剝むき出しになっていて、それは所々に亀き裂れつが入っている。上の階よりも巨大な棚が多く立ち並んでいて、かつては商品が大量に並んでいた倉庫だったのかもしれない。

　出島先輩が、懐中電灯の明かりを足元から前方に向ける。




　視界の中で、銀色の蝶ちようが舞まうのが見えた。




　飛来したそれの柄の部分を、出島先輩が一いつ瞬しゆんのうちに手で摑みとる。それは銀色に光る、一本の美しいバタフライナイフだった。

〔──また、あんた達か〕

　声がした。恐らく人間の声だ。

　それは大きな雑音に混じった機械のような音声で、どう考えても自然なそれではない。少し高めで中性的だったが、ボイスチェンジャーを介かいしたような不自然な声である。

〔ここであんた達は何をしようとしているんだ？　どうせ、ロクでもないことだろう。そうに決まっている。あんた達は、神楽かぐら咲さきテロを起こしたような奴やつらだ〕

　暗闇から人ひと影かげが現れる。

　紺こん色いろの浅めの中折れハットを被かぶり、男物の黒いジャケットにスリムなスラックスを穿はいた、オアシスではあまり見ない上品な出いで立ちである。

　そいつが右手でカチャカチャとバタフライナイフを回転させながら、空いた左手でスティック状の機械を喉のどに当てると、そこからあの機械音のような声が響ひびく。

〔もしかして、あんた達もアレを追ってるのか？　冗談じゃない、あんなものを解き放ったらどれだけの被ひ害がいになるか分からないぞ。──ああ、そうかなるほど、だからか。だったら、ここであんた達を見み逃のがすわけにはいかない〕

　しかし一点、不可解なファッションがある。マスクだ。

　牛革かわか何かで作られているマスクを耳から掛けていて、それがその人物の目から下の大部分を覆っていた。マスクには呼吸用の隙すき間まがいくつも開いていて、耳元近くから順々に開いている穴は、一見すると歯を剝き出しにして嗤わらっているような不気味な表情にも見える。

　そのため、本来の顔や表情はほとんど分からず、その人物の性別を正確に判断することを、非常に困難にしていた。

　だが、それでも忘れるはずもない。見み間ま違ちがえるはずもないのだ。

　──いくら露ろ出しゆつが少なくても、その顔は普ふ段だん学校で見ている顔と瓜うり二ふたつなのだから。

〔あんた達は、世の中のために死ぬべきだ〕

　その正体に気付いた代表は、不敵な笑えみを浮かべて腕うでを組む。

「……もっともだと思うね。だが、世界を取り返すためにまだやるべきことがいくらでもある。そうだろう？　元『切きり裂さきジャック』クン」




　代表のその言葉に対して『切り裂きジャック』──城じよう尾び滝たき楓かえでは楽しそうに嗤う。




　……なぜ楓がここにいるんだ。

　確かに神楽咲テロの後、警察に捕まってからその後は不明だったが、『切り裂きジャック』として裁かれたはずはない。この時期ともなれば解放されて、とっくに自由になっているはずだ。だからどこに居たって不思議ではないが。なんだって、楓がビッグフットを追っているんだろう。

　楓は首輪のようなチョーカーに音声を発している機械を差し込む。恐らく人口声帯のようなものだろう、神楽咲テロの時に破壊された顎あごは、やはり完治出来なかったようだ。

「どうして楓がビッグフットなんて探してるんスか。もしかしてオカルトに興味あったりします？　自分らオカルト研究会は、いつでも部員募ぼ集しゆう中ちゆうッスよ」

〔オカルト研究会？　……犯罪研究会の間違いじゃないか？〕

「あー、自分も時々そう思いますよ。奇き遇ぐうッスねぇ、はっはっは」

　江西陀は軽口を叩たたきながら、背負ったポールを手に持ち換かえて戦せん闘とう準備に入る。

〔あんた達のようないかがわしい連中が、アレをどうにかする前に阻そ止ししに来たんだよ〕

「阻止？」

〔僕はビッグフットを殺す〕

　毅き然ぜんとした態度で楓は淡たん々たんと述べる。

〔──あんた達も聞いたはずだ。もう既すでに、ビッグフットの犠ぎ牲せい者しやは何人も出てる。これ以上は放ほうっておけない。あの怪かい物ぶつは、世の中の為ために死ぬべきだ〕

「今いま更さらになって正義の味方のつもりか？　たかだか人殺しの分際で」

　代表が鼻で笑うと、楓は真っ直すぐに代表を睨にらみつける。

〔これはあの化け物の被ひ害がい者しやに内密に頼まれただけだ。正義を語る資格なんて、あんた達と同様に僕にはないよ。──でも、そうだな。目標変へん更こうだ、まずはあんた達を止めよう。あんた達の事だ。ビッグフットを探してるなんて、どうせロクでもない事件をまた起こすに決まってる。その方が、被害はもっと大きくなりそうだ〕

「ほぉ……。止められると思うか、小こ僧ぞう一人が我々を」

　楓の蛮ばん勇ゆうを、代表は口の端はしを吊つり上げて嗤う。

「とはいえ、その身体からだで知っての通り、お前では出島に勝てん。だが運が良いな。今の私の興味はビッグフットにしかなく、獲え物ものを前に非常に機き嫌げんが良いんだ。──失うせろ、目め障ざわりだ。私の前から消えて、私の与あずかり知らん所で野垂れ死ね」

　代表の暴言を、楓は以前のように激げき昂こうすることなく、涼すずしげな表情で流す。

〔……悔くやしいけど、あんたの言う通りだね。あんた達に真っ向から挑いどんだって、僕が敵かなうはずがないよ。──だったらいっそ、こうしてしまえば良い！〕

　そう言うと、楓は手に持ったナイフを、なぜか自らの後方に投とう擲てきする。

　すると突とつ然ぜん、建物中に獣けものの咆ほう哮こうが響いた。

「──まさか、貴様！」

　倉庫に獣の走る音が響く。

　何か圧あつ倒とう的に大きな存在が、こちらに近づいてきていた。




　暗闇から現れたのは、獣というにはあまりにも巨大な一いつ匹ぴきの猿さる──




「あれがビッグフット!?」

「──出島、やれ」

　楓が横方向に回かい避ひしたと同時に突つっ込んできた巨大な毛むくじゃらな生物を、出島先輩が前に進み出て両手で受け止める。

　出島先輩の持っていた懐中電灯が床に転がり、その明かりが巨大生物の足元を照らす。

　巨大な足が、そこにはあった。

　毛に覆われた裸はだか一いつ貫かんのそいつは、猿と呼ぶにはあまりにも身体の構造が歪ゆがんでいた。子供の身長くらいの面積のある足には不釣り合いなくらい、上半身は筋のような筋肉の塊かたまりで、見た目には瘦やせ細っているようにも見える。

　しかし背せ丈たけはデカい。とにかくデカい。

　剛ごう毛もうに覆われている異常に大きな足以外は、腕の細長いチンパンジーのような謎なぞの生物──ビッグフットは、その突とつ進しんを受け止めた出島先輩の横腹を思い切り殴なぐる。出島先輩はモロにそれを受けて、真横に吹ふき飛ばされて棚に叩きつけられた。

　ビッグフットは怒いかり狂くるったような雄お叫たけびを上げて、その腕に深々と刺ささった楓のナイフを抜いて咆哮する。

　圧倒的な質量をもつ怪物がそこにいた。

「出島先輩よりも大きいって……冗じよう談だんだろ!?」

　俺が驚きよう愕がくしている横を、一いち陣じんの風が通り抜ける。

　ビッグフットに気を取られている隙すきに、楓が代表に向かって特攻を試みたのだ。

「──代表！」

　振り返るが、あのナイフから庇かばうにはとても間に合わない。

　代表の胸に吸い寄せられるように、楓のナイフの刃は先さきが伸びていく。代表は身じろぎ一つしない。それは何の障害もなく、ただ真っ直ぐに代表の心臓を目め掛がけて──




　そのナイフを、一本のポールが払いのける。




　江え西にし陀だは代表を庇うように、楓の前に立ち塞ふさがった。

〔また邪じや魔まをするか、絵え描かきぃぃっ！〕

　楓は懐ふところから新しいバタフライナイフを取り出すと、左手でそれを代表に向かって投擲する。それを江西陀はポールで払い、そのままの勢いで楓に肉にく薄はくする。楓にポールを勢いよく打ち付け──と思いきや、江西陀は突然後方に転がった。

　江西陀の長なが袖そでのジャージの腕に、赤い染しみが広がってゆく。……一体何本保有しているのだろう。楓の空いたはずの手には、また新しいバタフライナイフが握にぎられていた。

　江西陀は腰こしを入れてポールを妖よう艶えんに回しながら、楓をゆっくりと代表から引き剝はがす。

　楓も距きよ離りを保ちながら、時々飛来する江西陀の攻こう撃げきに合わせてカウンターを繰くり出す。

　霧きり吹ふきのように、赤い血がコンクリートの床を濡ぬらしていく。──楓のカウンターばかりが江西陀に入っているのだ。それでも江西陀は怯ひるまず、代表の盾たてになり続ける。

　──なぜだ。江西陀はなぜ代表を守っている。あいつは代表を信じていないのに。

「咲さき丘おか、もっと明かりを多めに！　せめて、足元だけでも！」

　暗闇の中では、バタフライナイフの軌き道どうを見切るのは困難に違ちがいない。ポールのように急所を狙ねらわないとノックダウンが狙いにくい鈍どん器きと違って、ナイフは刃は物ものだ。刃先さえ相手に当たれば、暗闇に慣れた目で大おお雑ざつ把ぱに振り回しても、切りつける分には問題ない。だから楓のナイフは暗くら闇やみの中でリーチもあまり関係なく、一方的に江西陀を嬲なぶれるのだ。

　楓の猛もう攻こうが始まり、徐じよ々じよに江西陀が楓に押されてゆく。

「くそっ！」

　俺はこんなこともあろうかと、鞄かばんに入れていたスペアの懐かい中ちゆう電灯をありったけ取り出して、明かりを灯して数本を床ゆかに転がす。棚たなに階層分けをしながら電灯を仕し掛かけようとすると、目の前に巨きよ大だいな影かげが躍おどり出た。

　ビッグフットである。

　恐おそらく、光に釣られて来たのだろう。目が合ってしまった。

「ひいっ──」

「伏ふせろ！」

　ビッグフットが腕を俺に伸のばそうとした瞬しゆん間かん、今度はビッグフットの巨きよ体たいが大きく真横に撓しなる。復活した出で島じま先せん輩ぱいの飛び蹴げりをモロに食くらったのだ。

　その砲ほう弾だんのような蹴りを受けながら、それでもビッグフットは倒たおれない。流石さすが、名前通り足が大きいだけはある。下半身の踏ふん張りが半はん端ぱではない。

　踏ん張ったビッグフットに向かって、出島先輩は追つい撃げきのワンツーを放つが、ビッグフットはそれを片手で受け止めながら出島先輩にタックルを仕掛ける。

　出島先輩はそれを受け流して、ビッグフットを棚に叩きつけた。

「その調子で明かりを頼たのむ！　もっと増やしてくれ、暗くてやりにくい！」

「は、はい！」

　出島先輩は麻ま酔すいダーツを取り出そうとしたが、先にビッグフットが起き上がり、唸うなり声を上げながら出島先輩に肉薄する。出島先輩は麻酔ダーツを手放し、ビッグフットの腕を摑つかんで一本背負いを試みたが、ビッグフットはビクともしない。

「おっ？」

　一本背負いが不発に終わった体勢のまま、出島先輩が宙に浮うく。

　両手で出島先輩を持ち上げたビッグフットは、出島先輩を明かりの届かない暗闇へ投げつけた。棚が破は壊かいされるような轟ごう音おんが倉庫に響き、ビッグフットは出島先輩に追撃を仕掛けようと暗闇へとまた走り出す。

　出島先輩には悪いがチャンスだ。俺ではオカルト怪物の相手も、殺さつ人じん鬼きの相手も出来ない。右に左に、とにかく明かりを増やしまくる。

　段々と部屋が明るくなる中、楓の叫さけぶような声が響く。

〔絵描き、なぜそんな女を庇う!?〕

　楓の言葉に、江西陀の動きが一瞬止まる。

　その隙を楓は逃のがさない。右手のバタフライナイフをアンダースローで投げつけて、それを慌あわてて払はらう江西陀の懐に入り込む。しかし、楓は左手のナイフで刺すような事はせず、江西陀の胸むな倉ぐらを摑んで激昂する。

〔あれだけの惨さん事じを目にして、あんたは何も思わないのか!?　人々が大勢不幸になったんだ、あの恐きよう怖ふを今でも忘れられないんだよ！　あんな綺き麗れいな絵を描かく人が、そんな狂きよう人じんに付き従う必要はないだろう！　──戻もどって来い、絵描き。あんたは別にそっち側にいなくて良いはずだ〕

　江西陀は息を吞のむ。──が、一瞬の迷いの後、江西陀はポールから手を離はなし、絡からみつくように楓の胸倉を摑み返した。




「──友達、だからですよ」




〔はぁ!?〕

「初めて自分を認めてくれた友達だからですよ。生まれて初めて学校で出来た、女の子の友達の先せん輩ぱいだからですよ！　信用してるに決まってる、そうじゃなかったらここまでするわけないでしょう、ここまで一いつ緒しよに進むわけがないでしょう!?　だから自分は、代表を守ってみせる。それが自分に出来る恩返しだから、居場所をくれた恩返しだから！」

　江西陀は胸倉を摑んでいた楓かえでの腕を無む理り矢や理り解ほどくと、楓の身体を一気に引き寄せて腰の上に乗せる。江西陀はそのまま楓を投げ落とそうとするが、楓は空中で江西陀の腕うでの赤い染みの部分を摑み返す。傷口に走る痛みのあまり、楓を投げきれなかった江西陀を逆に地面に叩きつけて、楓は江西陀と距離を取った。




　──そうだ。江西陀だって、俺と同じ気持ちだったはずなんだ。

　本当は信じたいのだ、俺たちの恩人を信じたいのだ。それを裏切るような気持ちを抱いだくことに、罪悪感を覚えないはずがない。

　江西陀は、ただ俺に不安を聞いてほしかっただけだったんだ。俺はその言葉に真しん摯しに向かい合って、大だい丈じよう夫ぶだと笑ってやらなきゃいけなかったんだ。

　それを俺は、自分の意見に自信が無いから勝手に激昂して、江西陀を突き放して──




　江西陀を久しぶりに直視する。江西陀は、ただ涙なみだしていた。

〔意味が分からない……っ！　それで良いのか、あんたは！〕

「この人のお蔭かげで自分はこんなにも沢たく山さんの人と関かかわれました！　仲良くなれました、もう自分は一人じゃないんです！　今はただ、それだけで良い！」

　最初と比べてかなり明るくなった倉庫の中を、江西陀はポールを拾い上げて走り、一気に楓にラッシュを仕掛ける。

　バタフライナイフの切れ味が良いものだとしても、ポールの重量に勝てるわけがない。これまでは暗闇の中で急所を捉とらえられなかった江西陀のポールが、楓の身体からだにどんどんと的確に打ち込まれていく。

〔ああああああ！　女はいつもそうだ。理知的、論理的？　どこがだよ！　ただの自尊心の塊の癇かん癪しやく持もちじゃないか！　だからロクに会話も成り立たない、感情論で解決しようとする。そうじゃないだろ、あんた達の悪いところはそうじゃないだろう！　あんたも結局は普通の女なのか!?　おろかに自分が正しいと信じて、相手を排はい除じよするためだったら噓うそをついてでも人を貶おとしめる。見損なったよ、卑いやしい、醜みにくい、吐はき気がする！　女は嫌きらいだ、女は嫌いだ嫌いだ嫌いだ大嫌いだ!!〕

　楓の右手のナイフを払い、ポールの反対側で左手を打ち付けてナイフを落とさせて、江西陀はポールを勢いよく半回転させる。楓の胴どうがガラ空きになった。

「そんなもん、今も昔も、男だって大差ないでしょうがああぁぁぁぁっ！」

　江西陀のポール突きが、楓の鳩尾みぞおちに深く突き刺さる。楓は声もなく膝ひざから崩くずれ落ちると、そのまま激しく咳せき込こみ始めた。

　そのまま江西陀は、荒あらい息を整えて額の汗あせを手で拭ぬぐう。その視線が床のある一点で止まる。そこには、たまたま出島先輩の落とした麻酔ダーツが転がっていた。きっと、江西陀はそれを使って楓を黙だまらせるなり、出島先輩の加勢に入ろうとでもしたんだろう。




　ダーツを拾おうと蹲うずくまっている江西陀の背後の暗闇から、毛むくじゃらな怪かい物ぶつが現れた。




　江西陀がその気配に気づき、振ふり返って声もなく固まる。

　出島先輩との押し合いにも勝てるようなＵＭＡは、江西陀の目の前で、その剛ごう腕わんを大きく横に振り上げた。

「やめろおおおおぉぉぉっ！」

　無我夢中で俺は走り、ビッグフットから庇うように江西陀の頭を抱だき締しめる。




「──いい加減にしろよ。たかだか猿さるの分際で、これ以上の暴ぼう虐ぎやくを許すと思ったか。もういいぞ出で島じま。許可する、殺やれ」




　一瞬代表の声が聞こえた気がしたが、俺の意識はそこでぶっつりと途と切ぎれてしまった。







《十月十六日（日曜日）》




　気付いた時には、俺の身体は縦に揺ゆれていた。

　どうやら、誰だれかに背負われているようである。

「おお、沈じん丁ちよう花げ！　咲丘が目を覚ましたぞ！」

　出島先輩に背負われていたらしい。礼を言おうとすると、頭に鈍どん痛つうが走る。

「──っ」

「無理せずに負おぶわれておけ。責任を持って病院までは送ってやろう。まったく、キミは時々無む茶ちやをするな。今回ばかりは、流石に肝きもが冷えたよ」

　背が小さくて気付かなかったが、ふと見ると右みぎ隣どなりを代表が歩いていた。というよりも、出島先輩に背負われてるんだから、俺の頭が相当高い位置にあるからに決まっている。

　周囲が明るい。ここはあの廃はい屋おくの地下倉庫──どころか、朝日に照らされた早朝のオアシスの街中だった。

　足元には昨夜と同じホームレス溜だまりが見える。どうやらトキメキ通りにいるらしい。

「……あれから、どうなったんですか？」

「どこまで覚えている？」

　確か、ビッグフットに、江西陀が──

「江西陀は!?」

「無事だ。楓にザックリやられた以外は何ともない。出血が酷ひどかったから、先に病院に向かってもらったよ。キミはちょっと危なかったから、安静にして少しの間だけ様子を見た。救急車が呼べればベストだったんだが、ここじゃ仕方あるまい。頭は痛むかい？」

「少しですけど」

「ちゃんと診みてもらえ。ついでだから、脳に異常がないか調べておくといい。キミの風景好きは異常だからな。今思えば、脳障害の一種だったのかもしれん」

　そんな、ついさっきまで危なかった重じゆう傷しよう患かん者じやに何て遠えん慮りよのない言い方をするんだろう。

　頭を走る鈍痛に耐たえながら、詳しよう細さいの分からない情報を必死の思いで考える。

「……ビッグフットは」

「殺した」

　アッサリとした、分かりやすい返答だった。

「久ひさし振ぶりに手て強ごわい怪物が手元に入る予定だったというのに、少々残念なことをしたよ。勿もつ体たいないがやむをえまい。悲しいが、縁えんが無かったのだと思って諦あきらめよう」

「殺したって、あの怪物を？」

「頸けい椎ついを破壊するだけで動かなくなってくれて助かったよ。あれが只ただの猿で本当に良かった。事後処理は任せてくれ、今日中には何とかしよう」

　仮にもＵＭＡの一種だというのに、只の猿呼ばわりとは。世の生物学者が聞いたらどんな思いをするのだろうか。

　……しかしそうか、あれでも出島先輩は手加減していたのか。まったく、どれだけ怪物なんだろう。

　そんな怪物は、満足そうな顔でホームレスを蹴け飛とばしながら、ただ前へと進んでゆく。

「楓はまぁ、放ほうっておいても構わないだろう。奴やつなんかを雇やとってビッグフットを始末しようとしていた輩やからの気も、少しは晴れるだろうしな。何にせよ、皆みなが無事で良かった」

　代表は心の底から安あん堵どしたように、深く息を吐く。

　確かに、今回の件はここまで命いのち懸がけになると思っていなかった。代表も同じなのだろう、予想外の苦戦に責任を感じているのかもしれない。

「だ、大丈夫ですって！　この程度、大した怪け我がじゃないですから！」

「……うむ、ならいい。だが、それより」

　元気づけようと思ったのだが、代表の表情はなんとなく浮かないままだ。代表は逡しゆん巡じゆんした後、そのまま言葉を続ける。

「江え西にし陀だクンがキミに何をしたのか知らないが、後生だから許してやってほしい。この通りだ。──友人たちの仲が悪くなるのは、もう沢山なんだよ」

　代表の鋭するどい目が、俺を真っ直すぐに見つめる。

　──俺は、どうしたら良いのか。

　答えは、あいつを助けに走った瞬しゆん間かんにはもう既すでに決まっていた。

「……はい、勿もち論ろんです」

　そんな話をしている内にオアシスを抜ぬけ、繁はん華か街がいに戻ってこられた。まだ朝も早いからか、人の通りはまばらだ。もう少しすれば騒さわがしくなるだろう。

　なんだか凄すごく眠ねむい。気を失っていたのと睡すい眠みんは別なのだろうか。

「今は休むと良い、咲さき丘おかクン。目が覚めればそこは病院だ」

　意識が途切れていく。でも、こんな所で無責任に寝ねるわけにはいかない。

　無言の時間が過ぎてゆく。どれぐらい歩いたんだろう、時間の感覚が分からない。

「出島」

「ん？」

　出で島じま先せん輩ぱいの背で目を瞑つぶって休んでいると、話し声が聞こえる。

「私はどうするべきだった。──私は、これからどうすれば良い」

　沈ちん黙もくが長かったのか、一いつ瞬しゆんだったのかは分からない。

「お前が先頭に立って前に進めよ。俺はいつだって沈丁花に付いて行く」

　突つき放したような出島先輩の物言いに、代表は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「そうだな。──少し長く夢を見過ぎたらしい。遊びはもう、終わりにしよう」

　そんな夢を見た。

　どこからどこまでが夢だったのかは分からない。







《十月十七日（月曜日、祝日ではない）》




　再び目を覚ますと、そこは本当に病院だった。

　上半身を起こす。湿しつ布ぷが至る所に貼はってあるみたいだが、特に体に異状はない。

　下半身が妙みように重いと思ったら、江西陀が俺の足もとに突っ伏ぷして寝ていた。

　しばらく看みていてくれていたのだろう。腕に巻いてある包帯が痛々しいが、自分のベッドで休んでいないでこうしている分、別に状態が悪いわけではないらしい。

　気持ち良さそうに寝ね息いきを立てながら、江西陀がゆったりと手を伸のばす。それが朝の硬かたいものに触ふれ──

「おおおっ、咲丘が元気になってる」

「お前は人様の何ナニを触さわりながら、怪我人の健けん康こう診しん断だんをしてるんだ。さっさとどけ」

　声をかけると、江西陀は起き上がって思いっきり欠伸あくびをする。いつも通りの眠そうな半開きだ。こいつ、寝ね起おきと表情がずっと変わらないのか。

「ふわぁぁ……。モーニンっす、咲丘」

「おはよう。怪我の具合はどうだ？」

「あー、自分は特に何とも。何針か縫ぬっただけですよ、別に大したことないッス」

「そうかそうか、良かったな！　本当に──」

　久し振りに続いた会話が、唐とう突とつに止まってしまった。

　気まずい。

　というか、俺が妙な所で言葉を切ってしまったので、江西陀も完全に黙って目を逸そらしてしまっている。凄く気まずい。これを乗り切るにはどうしたら良い!?

　──俺には、そもそも選せん択たく肢しはないのだ。

「すまなかった！」

「──っ！」

　俺が勢いよく頭を下げると、江西陀は絶句した。

　顔を上げる。江西陀は目め尻じりに涙なみだを溜ためた後、手で拭ってプリプリと頰ほおを膨ふくらませる。

「……そうッスね、咲丘が人の話をロクに聞かないのがいけないんスよ。自分はこれでも、咲丘の事もちゃんと考えて──」

「すまなかった！」

　もう一度謝ると、バツが悪そうに江西陀は目を逸らす。

「──っ。もういいッスよ、自分ももっと筋道を立てて説明するべきだったッス」

「すまなかった！」

「いや、だからもう大だい丈じよう夫ぶですから──」

「……本当にすみませんでした！」

「え、ええええぇぇぇぇっ!?」

　江西陀が驚おどろいて挙動不ふ審しんになり始める。周囲から迷めい惑わくそうな唸うなり声が聞こえ始めた。

「本当にすみませんでした！　許してください江西陀さん！」

「ちょ、やめてくださいよ！　これじゃなんか自分が悪いみたいじゃないッスか！　っていうか、ここは個室じゃないッスよ！　周りの皆さんの迷惑に──」

「本当にすみませんでした！　許して、ください、この通りです──っ！」

「うわあぁぁ！　あの、その、ごめんなさい！　自分こそすみませ──」

　江西陀が半泣きで頭を下げようとして固まる。「……あの、咲丘？」

　俺は恥はじも外聞もなしに、必死で頭を下げ続ける。

「ごめん、本当にごめん、すまなかった……っ！　糞くそ野や郎ろうは俺だ……、最悪の、糞野郎じゃないか……！　畜ちく生しよう──っ！」




　弱いのは俺だけだった。何もしないのも俺だけだった。

　逃にげ続けていたのは、俺だけだったんだ。




　涙が止まらない。俺が江西陀にした仕打ちは、謝って許されるようなものではないだろう。だが、江西陀は泣き崩くずれる俺の肩かたを優やさしく叩たたく。

「……許しますよ、許すに決まってます。だから顔を上げてください」

　顔を上げると、江西陀は笑っていた。

「俺を許してくれるのか？　俺は、お前にあんな──」

「許すも何も、仲間でしょう。──自分らは丘おか研けんの仲間じゃないですか」

　これまでの鬱うつ積せきしていたものが溜まっていたような江西陀の半開きの目は、今では爽さわやかに開かれていて。




　本当にそれは、運命の女め神がみの微笑ほほえみのように輝かがやいていた。




　ふと、二人とも息のかかるような近きん距きよ離りで見つめ合っていた事に気付き、慌あわてて体勢を整えて距離を取る。江西陀が咳せき払ばらいをした。

「コホン。まぁ、とりあえずお医者の先生呼んできますね。無む駄だに元気そうですし、大丈夫だとは思いますけど。一応、頭打ってるみたいですから」

「ん、あ、ああ、悪いな。よろしく頼たのむ」

　それだけ言うと、江西陀はそそくさと立ち上がって病室を出ようとする。さて、この様子だと入院沙ざ汰たか。兄貴や真ま弓ゆみ姉さんにはどう連れん絡らくしたものか──

「あっ、あの、咲丘」

「うおおっ!?　怖ぇよ、いきなり顔出すな！」

　てっきり病室を出たと思っていた江西陀は、なぜか隣となりのベッドのカーテンの隙すき間まから顔を覗のぞかせる。どうやら、お隣さんは不在らしい。

　何を伝えようとしているのか知らないが、江西陀は中々口を開かない。

「で、どうした？」

「……助けてくれて、ども、あざっした」

　小さな声で江西陀が礼をする。ちゃんとした礼も言えないのか、この現代っ子め。

　──でも、こういうのも案外悪くない。

「気にするなよ、親友だろ！　今回はお互たがい様だ！」

　俺が親指を立てて笑うと、眠そうな目を細めて、江西陀は無言で顔を引っ込める。







《十月二十一日（金曜日）》




　その後は地じ獄ごくだった。真弓姉さんが駆かけつけるや否いなや事情聴ちよう取しゆが始まるし。ＣＴだのＭＲＩだのと、何度も大きな筒つつ状じようの機械の穴に出たり入ったりして。

　結果から言えば、身体からだのどこにも異状はなく、警察のお咎とがめもなし。

　楓かえでのことやビッグフットのことを正直に話しても面めん倒どうなので、オアシスで酔よっ払ぱらいに絡からまれた江西陀を助けたということにして、真弓姉さんの追つい及きゆうの難を逃のがれた。場所が場所なのと、江西陀も口裏を合わせてくれたことが幸いである。

　検査期間は五日。その後は経過を見て、定期的に通院するだけで良いらしい。

　ようやく医者や警察から解放された俺は、短い間過ごした病院のベッドに別れを告げて退院する。病院食が地味に美味うまい良い病院だった。いつかまた来よう。

　病院を出ると、制服姿の江西陀が待っていてくれた。

「うーっす」

「よう」

　短い挨あい拶さつをして、二人で帰路につく。

　昼も既に過ぎてるし、この時間では学校に行っても何もしない内に一日が終わってしまうだろう。明日から土日なので、開き直って三連休をいただくことにした。

「……って、お前は授業に出なくて良いのか？」

「身内に引き籠こもりしかいない寂さびしい咲丘の為ために、待っててあげたんでしょう。むしろ感謝してほしいくらいッス」

「そうだな！　そういえば兄貴の奴やつ、ついに外出しなかったな！」

　一度電話をかけたら、取り乱した様子で見み舞まいに行くと言っていたのだが……。やはり引き籠りに秋の風は毒なんだろう。悲しいかな、真弓姉さんも忙いそがしいようで、初日の事情聴取以外に親族が見舞いに来ることはなかった。

　見舞いに来てくれたのは、丘研メンバーと清きよ宮みやくらいのものである。

　江え西にし陀だと仲直りしたことを告げると、全員が胸むねを撫なで下ろした後に、安静にしている俺に対して殴なぐる蹴けるの攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。本当にみんな揃そろって容よう赦しやがない。だが、こればかりは仕方がないので、甘んじて全すべてを食くらい切った。

　そうでもなければ、江西陀に申し訳がないのだ。

「さて、どうするかな。昼飯でも食いに行くか」

「奢おごりッスか!?」

　江西陀の目が輝く。……こいつ、やっぱり集たかりに来ただけなんじゃないか？

「──まぁ、たまには良いだろう。肉が食いたいな。不健康なくらいに臭くさいファーストフードの肉と、油ギトギトで塩まみれなポテトフライ！」

「女の子との食事にジャンクフードっすか……。っていうか、その言い方だとなんだか不味まずそうに感じますね」

「それぐらいが丁度良いんだよ。病院食みたいな健康に良い物ばっかり食ってると、無む性しように健康に悪そうな物が恋こいしくなるもんだ。お菓か子しとか炭酸飲料とかな」

「あー、なんかそれ、分かる気がします」

　そう言うと、小走りで江西陀が先を行き、俺に向かって振ふり返る。

「自分は、まだ代表を調べようかと思っていますよ」

　その目はあくまで、あの日と同じように真しん剣けんだった。

「またその話か……」

「嫌きらいだからとか、そんなのじゃなくて。大事な人だから、何をしようとしているのか気になるんです。そしてそれが危険なことなら、手伝いたいし、いざとなったら止めてあげたいんです。それが友達だと思いますから」

「そりゃ、まぁ──」

「……自分、友達少ないんでよく分からないんスけど。こういう事は、やっぱり厚かましいものなんスかね、は、ははは……」

　江西陀は笑っているが、その想おもいは本当なんだろう。江西陀は代表を危険から身を挺ていして守ったのだ。そうでなければ、ああも平然と人とナイフの間には立てない。

　それに比べて、あの時の俺は何が出来た。

　ただ立ち尽つくしていただけじゃないか。

「──その訊きき方は反則だろ」

　俺たちに出来ることなんて限度がある。少なくとも、今回の調査は生命の危機すらあったのだ。代表の計画は完かん璧ぺきというわけではない。

　俺たちのやってきたことは、いつだって死と隣となり合わせだったのだ。口を開けて待っているだけでは、この先に何が待ち構えているかなんて分からない。

　なら、俺はこれからどうしたら良い。──答えは、もう既すでに決まっていた。

「分かった分かった、降参だ。俺も協力しよう、こうなりゃトコトン付き合ってやるさ」

「いいんスか？」

　江西陀が小首を傾かしげる。「……代表よりも、自分を信じると」

「──えっ、い、いい、いきなり何を言い出すんだ!?　自意識過か剰じようにも程ほどがあるだろ！　俺は代表がいかに正しいかを証明してやって、江西陀の方が実に愚おろかだったと認めさせてやりたいだけだ。別にお前の意見に同意したわけじゃねぇからな、絶対にだ！　俺はお前なんかより、ずっと代表を信じてるね！」

　俺が否定すると、江西陀は口元を手で押さえてニヤニヤ笑う。

「はいはい。いやはやこれは、むふふ……」

「……何ニヤニヤしてんだよ、帰れ！　飯も食わずに帰れテメェ、このっ！　このっ！」

　笑う江西陀を追い回すが、入院生活が続いた所為せいか足がまともに動かない。そもそも、インドア系の俺が身体能力で江西陀に勝てる要素はまったくないのだけど。




　こうして、俺と江西陀は代表──沈じん丁ちよう花げ桜さくら先せん輩ぱいを調べることを決心した。

　その時には、全てが遅おそすぎたことにも気付かずに。







[image: 第二部　都市伝説『沈丁花桜』──Female chorus]







《十月二十六日（水曜日）》




　ビッグフット事件を乗り越こえ、江西陀と俺が結けつ託たくして早五日。十月も終わりに近づいてきて、俺たちが代表について新たに摑つかんだ情報は、以下の通りである。




　その一。代表たちの経歴は一いつ切さい不明。

　忙しい中で兄貴に代表、出で島じま先せん輩ぱい、萩はぎ先せん輩ぱいの身元を調査してもらったのだが、それが今までになく難航しているらしい。ダミー情報が多過ぎるとのことだ。

　つまり、戸こ籍せきを含ふくめて多くの情報が改ざんされているのである。本ほん籍せき地から何まで、その全てが国のデータベースの情報にヒットしなかったのだ。唯ゆい一いつ判明したのは、同級生だったはずの青い友人の情報を洗い、ようやく三人が神楽かぐら咲さきの私立中学校の出身だったということだけである。

　仮にもここは戸籍情報の整った日本だ。そんな人物は、もはやどこかの国の諜ちよう報ほう員くらいだとしか到とう底てい思えない。引き続き調査を頼んではいるが、兄貴も忙しい身だし、ここ数週間程度では、とても割り出せるものではないように思える。




　その二。代表の尾び行こうは不可能。

　プライベートを見てみたいと思い、カメラを片手に代表を追い回してみたが、代表がプライベートを露ろ見けんさせるような事はやはり一切無かった。

　帰宅の際も後を尾つけて一晩中自宅の門の前で監かん視しを続けたのだが、翌日になって江西陀に、

「昨晩に代表がいきなり訪ねてきまして、絵について話してましたよ。はっはっは」と言われた日には心が折れかけた。

　要するに、全てバレているらしい。尾行を撒まかれた上に、完全に馬ば鹿かにされている。




　その三。監視カメラは撃げき沈ちん。

　流石さすがにやり過ぎかとも思ったが、物は試ためしと様々な場所に監視カメラを仕掛けてみた。正直、これは奥の手のつもりだったのだが──

　最難関は、萩先輩の攻こう略りやくである。あの人に機械関係ではとても敵かなわない。

　事実、仕掛けたカメラは盗とう撮さつカメラ発見機──通つう称しよう『サキオカバイバイ』によって全て葬ほうむられてしまった。事前に対策済みだったというのが恐おそろしい。俺への信用はゼロだったか。

　盗とう聴ちようなども試みてみたが、どういうわけか全て萩先輩に破は壊かいされてしまった。最近はジッと睨にらみつけるという無言の抗こう議ぎを受けていて、部室での肩かた身みが狭せまい。




　正直言って、俺たちの考えていることなんて、もう全部代表に気付かれていると思う。

　以上をもって『第一回、沈丁花桜調査報告』を終しゆう了りようとする。







「何か意見は？」

「つまり、何も分からなかったんスね」

　何とか俺が言げん及きゆうを避さけたナイーブな事実を、江西陀が平然と口にする。

　俺と江西陀は午後の授業をサボり、まだ誰だれも集まっていない丘おか研けんの部室で、早めに集まって意見交こう換かん会を開いていた。もちろん萩先輩による俺への反はん撃げき──盗聴器も監視カメラも仕掛けられていないのは、あらかじめ確かく認にん済みだ。

「……得体の知れない人だ。キツイ事なのは分かってただろ。とてもじゃないが、代表を尾け回したりするのは不可能だ。いい加減に雷かみなりが落ちてきてもおかしくない」

「普ふ段だんだったら、代表も笑って済ますでしょうけどね。三日もやったら、そろそろ流石に怒おこられそうッスなぁ。……咲丘が」

「俺かよ!?」

　馬鹿な、言いだしっぺは江西陀だぞ。

「実はこの前、代表が家に来た時に相談されたんスよ。とても沈ちん痛つうそうな表情で『咲丘クンのストーカー癖ぐせのようなものが、どうやら悪化してしまったみたいなんだ。もしかしたら、ビッグフットにやられたアレが、やはり良くなかったのかもしれん。さり気なく、彼に再検査を勧すすめてみてくれないか』と──」

「なんだか俺だけが可か哀わい相そうな子になっている！」

　だが、行動だけを抽ちゆう出しゆつすれば概おおむね事実だ。俺は悪質なストーカー以外の何物でもない。

　それにしても、これだけ粘ねばっても尻しつ尾ぽ一つ見せなかった人だ。確かに異常ではある。

　代表は、本当に一体何者なんだろう。

「それにしても、咲丘だって立派に尻尾を摑んでたんじゃないですか」

「何が？」

「その玲れ儀ぎ音ねって人と代表の会話ですよ。それ、なんで早く言ってくれなかったんスか。『最後の世紀末』に『神秘オカルト論理ロジツク』、……いかにも胡う散さん臭くさいッスね」




　代表の事を調べるということで腹も決めて、調査報告と一いつ緒しよに、以前の黙もく示し録ろく騒さわぎの際に盗撮した映像──代表と玲儀音の言い争いの一部始終を見せたのだが。

　やはり江西陀も、その二つの単語が気になるらしい。




「胡散臭いのは同意だが……。特にそれらしい言葉は調べても出てこなかったよ。代表たちにとっては、暗号みたいなもんなんだろう。想像のしようもないって」

　俺は降参のポーズを取るが、江西陀はまだ髪かみを搔かいて唸うなっている。

「うーん……、あっ、世紀末と言えば──前に代表が話していたことは覚えてます？　ほら、『２０１２年人類滅めつ亡ぼう説』の話ですよ」

「ああ、世紀末が美術の用語って話か。ちょっとだけ調べたけど、そうみたいだな」

　思えば随ずい分ぶん懐なつかしい話題にも思えるが、印象深かったので少し調べたのだ。どうやら世紀末芸術と呼ばれるものがあったようで、著名人ニーチェやオスカー・ワイルドなども、その風潮の思想家や芸術家だったらしい。実はそれらをよく知らなかった。

「ということは、ですよ。代表をよく知ってる人がそれを『最後の世紀末』と呼んだってことは、それは美術的な何かなんじゃないッスかね」

　荒こう廃はい、退たい廃はい──。世紀末は、繁はん栄えいを郷きよう愁しゆうするような美術イメージらしい……のだが。

「……で、それは結局何なんだよ。本当に世界を荒こう野やに変える、とかじゃないだろうな」

「それが分かれば苦労はしないッスよー。でも、代表ならあり得そうなのが嫌いやッスなぁ」

　そうなのだ、仮にも神楽咲テロを敢かん行こうした人だぞ。具体的なプランがあるとは到底思えないが、それでも何かそれほど大変なことをしてしまいそうである。

　だが、元はと言えば俺たちも神楽咲テロの共犯者だ。その俺たちが今いま更さら善人振ることに何の意味がある。代表がそうしたいと言うなら、それを助けるのが丘研だ。

　世界の革命の為ためだ。それくらいの混乱の到とう来らいは、むしろ当然だとしか思えない──が。

「……これ以上は、玲儀音に直接訊く必要があるな」

「訊けばいいじゃないッスか」

「あいつが代表と知り合いだったなんて知らなかったから、時機を逃のがしたんだよ。ダメ元で一度訊いてみるか。頑がん固こな上に秘密主義で噓うそつきだし、無理な気がするけどなぁ……」

　まだまだ情報が不足している。これについて結論を急ぐのは、早計だとしか思えない。

　立ち上がって窓から外の風景を眺ながめる。もう冬も近くなる季節だというのに、セントポーリアの群衆が大行列を組んで大声を上げながら行進していた。

　暑くはないんだろうか。醜みにくい風景である。

「で、そういうお前はどうなんだよ。何を調べたって言うんだ」

　振ふり返って俺が文句を言うと、江え西にし陀だは両手を頭に載のせて伸のびをする。

「自分ッスか？　聞き込みはしたんですが、相変わらず大した収しゆう穫かくは無しです。そもそも、丘研にいることが一番プライベートを開放しているような人ですからね。で、仕方がないので、あの絵を調べていました」

「あの絵？」

「自分が修しゆう繕ぜんを任されたやつです」

「ああ、あれか……」

　言われて思い出す。そういえば元々、江西陀が異常を察知したのは絵の修繕の依い頼らいからだ。今更だが、別に代表について嗅かぎ回らなくても、それの出自がハッキリすれば江西陀も納なつ得とくは出来るんじゃないだろうか。魔ま性しようの絵だか何だか知らないけど。

「結局、どんな絵だったんだ？」

「一言で言えば、悪あく魔まの絵だったように思えます。逆さ吊づりされてる人間に、頭が獣けものの怪かい物ぶつと裸はだかの女と、死体と。西洋の地じ獄ごく絵え図ずみたいなもんだったんでしょうか、なんか見た目は宗教画っぽかったッス」

「お前の好きそうな絵だな」

「それは否定しないッスけどねー、ははは……」

　恥はずかしそうに江西陀が頰ほおを染める。そこは恥ずかしがる場所じゃないよ。むしろ自分がいつも口にしている下ネタに、いい加減に恥じらいを持ってくれ。

「ただ、色々と文ぶん献けんも漁あさったんですが、それっぽいジャンルが分からなくて。魔ま女じよ信しん仰こうとかの絵なんスかね。宗教裁判系とかを見てみたんですが、どうにも……」




「それは悪あく魔ま崇すう拝はいの絵だね！」




　突とつ然ぜん、部室のドアが勢いよく開かれる。そこには目をキラキラと輝かがやかせた小こ手で毬まり先生が仁に王おう立だちしていた。

　ムカつくぐらい得意げである。

「……何やってんだよ、マリちゃん」

「今日は午後の授業ないから、部室でソリティアでもして遊んでようと思ってたんだけどね。二人こそ何でここにいるの、授業サボっちゃ駄だ目めだよー」

　ムカついたけど可哀相な人だった、許す。

　怒おこりながらも小手毬先生は着席する。飲み物を用意しようかと思ったのだが、よく考えたら小手毬先生は紅茶党だったのでやめた。部室ではコーヒーしか淹いれられないし。

　しかし、このオカルト好きめ。立ち聞きしたのはそれだけだろうな……。

　やはり密談するなら、こちらが侵しん入にゆう者に気付けるようなトラップを仕し掛かけておかないといけないかもしれない。

「まぁまぁ、ちょっと部活をやってたもので。それより、マリちゃんは絵画とかって詳くわしいんスか？　何か今の話に心当たりがあったみたいッスけど」

　江西陀が上手うまい事はぐらかすと、小手毬先生はその餌えさに食いつく。

「ううん、絵とかは全然分からないよ。でも、それが悪魔崇拝っていうのは分かるね。二人とも、もしかして魔女信仰と悪魔崇拝が同じ物だと思ってない？」

　小手毬先生の質問に、俺と江西陀は顔を見合わせる。

「魔女信仰とは違ちがうんスか？」

「全然違うねー。ほら、咲丘くんパソコン持ってたでしょ、ちょっと貸して」

「パソコンじゃねぇ、タブレットだ……。タブレットなんだ……」

　小手毬先生に言われて、俺は渋しぶ々しぶ鞄かばんからタブレットを取り出す。すると、小手毬先生はそれを使って『魔女信仰』で検けん索さくした。

　表示された辞書的なページを開く。そこには、魔ま女じよについての無む駄だに詳しよう細さいな情報が載のっていた。物好きが編集したんだろう。

「一いち概がいに魔女っていうのは説明しにくいんだよ。異い端たん審しん問もんは中世って言われてるけど、魔女信仰の対象を裁くようになったのは、近世から始まったんだよねぇ。新興の異教を崇すう拝はいしていたり、民間療りよう法ほうの医者であっても魔女と呼ばれて裁かれた『魔ま女じよ狩がり』が激化したのが十七世紀頃ごろ。あれってヒステリーだったからさ。『人と違う考えの奴やつが魔女だった』って言う以外に、魔女の概がい念ねんは説明のしようがないんだよ」

「それ位は知ってるけど……」

　俺だって、世界史の教科書でそれぐらいは見たことがある。というか社会科の先生は、この辺りを熱心に語る人が妙みように多い気がする。気のせいだろうか。

「現代じゃイメージが湧わかないかもしれないけど、昔じゃ結構女性嫌悪ミソジニーの考え方はあってさ。魔ま術じゆつを使うのは主に女性で、悪魔との結合が出来るのも女性だけだって言ったりしたんだ。でも実際は、悪魔崇拝とは割と関係が薄うすいんだよね。だから魔女信仰について表した絵には、実は悪魔はほとんど描えがかれることがないんだよ。その多くは、単に老いていたり爛ただれていたり、処しよ刑けいされていたりする醜い女性が描かれているだけだったりします」

「じゃあ、自分の見た『悪魔っぽいやつが描いてある絵』は魔女と関係ないんスか」

「私も見たわけじゃないから断定はできないし、まったくではないけど。ただ、悪魔が描かれていたんだったら、調べるべきなのはどちらかと言うと悪魔崇拝じゃないかなぁ」

　俺は魔女のページを閉じて『悪魔崇拝』で検索をする。しかし『悪魔崇拝』で表示されたのは、雑記ブログのページや都市伝説系のサブカル的な話題ばかりだった。

　そのいくつかには、禍まが々まがしい獣の頭をした怪物が表象されている。どうやらこれは、牡おす山羊やぎの頭のようだ。これがポピュラーな悪魔の象しよう徴ちようらしい。

　単語を増やしながら検索を続けるが、有益そうなページはまったく見つからない。

「……あまり詳しい資料がないな」

「そりゃそうだよ、悪魔崇拝は資料がほとんど残ってないからね。民みん俗ぞく学でちょっとだけ研究がされたんだけど、サタン論とかルシフェル論以外は、基本的に空想しか出来ないんです。特にその教義や正しい『黒ミサ』については、今でも判明されてないね」

「本当に資料がないのか？　噓だろう？」

　それはむしろ不思議な話だ。この情報化した現代社会で、特定の文化の資料が見つからないなんて事の方が珍めずらしい。

「悪魔崇拝者は口が堅かたかった、っていうのが専もつぱらの話でさ。詳しくは絶対に話してくれなかったんだよ。だから悪魔崇拝の詳細は謎なぞに包まれていて詳細不明、って専門家の中で片付けられてる。悪魔崇拝者の描いた絵には、人々を魅み了りようする魔術が施ほどこされていたりするとかって迷めい信しんが今でも流れてるくらいだし」

「魅了の魔術……」

　その部分だけ、江西陀はなぜか復唱する。

「それでもあえて、悪魔崇拝を頑がん張ばって解説するなら、まずは方向性が四つに分かれてることを理解しなきゃいけないんだ」

　小手毬先生は神しん妙みような顔をして指を四本立てて、順に折っていく。

「一つ、道徳とかの束そく縛ばくを無視して、サタンの欲よく望ぼうを認める無神論者。二つ、デーモンを教義の中に肯こう定ていしたルシフェル教徒。三つ、とにかくエッチな事がしたい病気の人。四つ、今はもういない、悪魔崇拝の教義や『黒ミサ』を知っているオカルト主義者の始祖」

　特に気になる単語は、今の所一つしかない。

「それって──」




「そんな事はないよ、萩はぎちゃん。咲さき丘おかクンの事だ、単純に──」




　部室のドアを開けながら背後に向かって話しかけていた代表が、部室の中に俺の姿があるのを確かく認にんして固まる。

　風景が止まった。

「……やぁ、こんな時間に全員揃そろっているとは思わなかったよ」

「代表、今言いかけていた言葉の続きは何ですか？」

　聞かれていないだろうか。聞かれていなかったよな……？

　心臓が止まるような思いだったが、必死にポーカーフェイスを装って代表に訊たずねる。

「咲丘クンは単純に変態だから、最近の目に余るストーキング行こう為いも、警察に届け出るのは猶ゆう予よをあげるべきだと言っていただけさ。キミなら今更、気にする程ほどでもあるまい」

「気にしますよ！　というか、ごめんなさい！」

　俺が謝っている横を代表は素す通どおりして、一いつ緒しよに付いていた萩先せん輩ぱいと出で島じま先せん輩ぱいも部室に入ってきた。この様子だと、俺たちの会話が聞かれていたわけではないようだ。

　萩先輩が口を尖とがらせながら、少し軽けい蔑べつするような目で俺を睨にらむ。

「廊ろう下かに監かん視しカメラくらいだったら、私も黙だまってたけどさ。流石さすがに言わせてもらうけど、女子更こう衣い室と女子トイレに盗とう聴ちよう器きを仕掛けるのは、いくら何でも犯罪じゃないかなぁ」

「盗聴器!?」

　その一言に小手毬先生がどん引きする。「ううう、変態だとは思ってたけど……」

「いやいや！　誤解しないでくれよマリちゃん。俺は別にやましい思いがあってやったわけじゃないんだ。それに、俺にやましい気持ちがあるなら、更衣室だろうがトイレだろうが、ちゃんと監視カメラで盗とう撮さつするって」

「ウインクされても、それはまったく自己弁護になってないからね……」

　なんと手厳しい。江西陀なら納得してくれるのに。

「ほぉほぉ、やましい思いはなかったのか。では、咲丘クンが女子更衣室や女子トイレに無断で盗聴器を仕掛けるという行為に、どれほど崇すう高こうな目的があるのか、ご高説願おうではないかね。じっくり拝はい聴ちようしようじゃないか」

　代表が淹いれたてのコーヒーを一気飲みして着席する。全員の視線が俺に集中した。

　しかし、この場合はどうする。

　何度か俺も勇気を振り絞しぼって代表の目的を聞いてみたのだが、全すべてはぐらかされて終わってしまった。つまり、代表は俺たちに今の段階では何も明かす気がない。だったら今後の調査の為にも、本当の事を話すわけにはいかないだろう。何とか誤ご魔ま化かさなくては。

　──そうか、俺が仕掛けたのは盗聴器だけだ。監視カメラではない！

「俺は女の子の着き替がえる衣きぬ擦ずれの音と、トイレの音が個人的に聴ききたかっただけです！」

「正直で実に結構。出で島じま、やれ」

　代表の命令を受けて、出島先輩が俺に飛び掛かかる。そのまま俺は為なす術すべもなく組み伏ふせられて、片かた腕うででヘッドロックを仕掛けられた。

　圧あつ倒とう的な力が首回りを圧あつ迫ぱくする。風景がチカチカとホワイトアウトしていく。

　ビッグフットに吹ふき飛ばされて以来の、生命の危機を本能的に感じた。

「ぐおおお、墜おちる！　無理無理無理！　ギブギブギブギブ！」

「──反省したかね？」

「しました！　金輪際こんな事はしません、命だけは助けてください！」

　代表が出島先輩にアイコンタクトを送ると、俺はその縛いましめから解放される。

「ゲホッ、ゲホッ！　くそぅ、何故なぜだぁ！　何故俺がこんな目に……っ！」

「キミがアホだからだろう」

　そんなやり取りの後に、全員が着席する。なぜか、俺の近くには誰だれも座らなかった。

「さて、咲丘クンが正気に戻もどってくれたと信じて、定例会議を始めようか」

　約三週間ぶりの会議になるが、つい最近大きな事件を解決したばかりだ。いつもなら、小休きゆう憩けいを挟はさんで情報集めを優先するはずである。

　とはいえ、俺が入院していた間に色々と状じよう況きようが変わったかもしれない。代表の調査もしたいが、そっちはそっちで気になる。

「ビッグフットの件、改めてご苦労だった。奴の死体については、私の方で処分したから発見の問題はあるまい。この獣人事件、ただの都市伝説として忘れ去られていくだろう」

「あーあ、世紀の大発見かもしれなかったのに勿もつ体たいない……」

「貴女あなたが担任を受け持っているクラスの生徒が死んでも良かったのなら、それも辞さなかったが？」

「そっか。……でも、咲丘くんだしねぇ。うーん、勿体ないなぁ……」

　小こ手で毬まり先生はひたすらに残念がっていた。それはビッグフットが死んだことを示しているのか、それとも俺が死ななかったことを示しているのかは不明である。

「でも、迷めい宮きゆう入りか……。人が亡なくなってるのにね、どうにかならなかったのかな」

「犯人が見つからないなら、仕方がないさ」

　代表が励はげますが、萩先輩の表情は少し暗い。

　しかし自分たちが関かかわった事件が、都市伝説として消えていくのは感かん慨がい深い。もし俺たちが関わらなかったら、このオカルト現象はどうなってしまったのだろう。

　人々に発見されて、白日の下もとに晒さらされたのだろうか。……今となっては分からない。

「で、だ。ビッグフットは退治してしまったし、少し休憩を挟もうと思う。私も今月は忙いそがしいからね。色々と準備をせねばならんのだ」

「そうッスかぁ、そりゃ助かります。生傷が増えるのも嫌いやですしねぇ」

　代表の提案に江え西にし陀だも頷うなずく。流石にビッグフットの時のような荒あら事ごとが何度も続くとは思えないが、俺もしばらく大きな活動はしたくない。

「それで、しばらくはボードゲームでもしますか？　自分、前からそこに放置されてる『カタン』ってやつ、やってみたかったんスけど」

「それは魅み力りよく的な提案だが、それよりも少し問題だと思ったことがあってね。最近の咲丘クンの、目に余るストーカー行為についてだ」

「えー……」

　肩かたを落とす俺を代表が冷たい視線で見つめる。それ、まだ終わってはくれないのか。

「本来ならこの変態行為の件、除じよ籍せきもやむなしかと思うが……。キミにとってはあの程度の所業、日常レベルの変態行為に過ぎないのだろう。一いつ般ぱん人と比べて罪の意識が軽いというのは、生活環かん境きようから来るものだから、ある程度は仕方があるまい」

「は、はぁ……」

　なんで俺は、こうも女子のトイレでの犯罪的行為に縁えんがあるんだ。

　どちらにせよ、街中で爆ばく弾だんを爆ばく発はつさせた人に、罪の意識云うん々ぬんで説教されたくはない。

「だが、問題は放ほうっておくと変態行為をエスカレートさせてしまう可能性があることだ。それだと軽犯罪に収まらないかもしれん。我々は秩ちつ序じよある誇ほこり高き丘おか研けんメンバーとして、それを断固阻そ止ししなければならない」

「うんうん、そうッスねー。仰おつしやる通りッスねー」

　江西陀は感心したように白々しく頷いていた。畜ちく生しよう。

　すると、周囲から次々に賛同の声と、俺への非難の声が集中しはじめる。

「確かに、咲丘くんは最近ちょっとやり過ぎだと思う……」

「要は咲丘に、生まれてきたことを反省させれば良いのか？」

「おおっ、それ賛成。やっぱり咲丘くんはちょっと反省させようよー」

「ひ、ひいいいいぃぃぃっ！」

　出島先輩が指を鳴らしながら近づいてきたので、俺は部室の隅すみまで這はいつくばって逃にげる。出島先輩は俺を捕つかまえようとしたが、代表の声がそれを制した。

「まぁ待て、出島。これまでの監視カメラの配置の傾けい向こうからして、どうやら咲丘クンは私たちの日常風景を見てみたいんだろう。違ちがうかね？」

　代表が俺にフォローを入れてくれる。チャンスだ。これを拾い逃のがすと、俺はもう一度あの真っ白なお花畑の風景を拝むことになってしまう。

「え、ええ……。そうですね、その風景は是ぜ非ひにも見てみたいんですけど、代表たちのガードが無む茶ちや苦く茶ちや固くて……」

「ふむ、なるほど」

　俺の無難な回答を聞いて、代表は少し思案するように宙を仰あおぐ。四拍ぱくくらい置いて、代表がニヤリと笑って指を立てた。




「そこで、だ。せっかくだし、明日の放課後にでも、咲丘クンや江西陀クンを我が家に招待したいのだが、どうだろう」




　──それは、この状況の中では意外過ぎる提案だ。

　萩先輩が抗こう議ぎするように、声を荒あらげて立ち上がる。

「お姉ちゃん!?」

「彼らが見たいと言ってるんだ。私も二人の家には行ったからな。ここまでされて招待しないのは、むしろ相手に対して失礼だろう。それとも、萩ちゃんは二人に隠かくしておきたいものでもあるのかね？」

「で、でも……」

　萩先輩は挙動不ふ審しんに視線を彷徨さまよわせる。俺にはその様を見ても、萩先輩は自分の事を隠したいのか、それとも別の誰かの事を隠したいのかを判断することは出来なかった。

　その様子を冷静に見ていた江西陀が、陽気な声で萩先輩に話しかける。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶッスよ。別に萩先輩の持ってるＢＬ同人誌を漁あさったりはしませんから」

「え、えええぇぇっ！　そ、そんないやらしい本持って無いから！　変なこと言わないでよ、江西陀ちゃん！」

　少し青ざめていた萩先輩の顔が、一気に耳まで赤くなる。両手をパタパタと振ふって必死に否定した。江西陀が顎あごに手を当てて、ニヤニヤしながら萩先輩に追つい撃げきを仕し掛かける。

「えー、そうッスか？　でも萩先輩はムッツリっぽいッスからねぇ。──はて、それにしても萩先輩は、ＢＬ同人誌なんてマイナーな単語の意味をどうして知っているんです？　自分はそれがエロ本とは一言も言っていませんよ？」

「あ、あああわわわわ……」

　萩先輩はプルプル震ふるえて、鼻から一筋の真っ赤な血を垂らす。

　えっ、まさか、噓うそだろう？

　……俺の周囲には、特とく徴ちよう的な男友達が多い。猛もう烈れつに嫌な予感がする。少し勇気を振り絞って、縮こまる身体からだを抱だきながら、震える声を出来るだけ抑おさえて萩先輩に訊ねる。

「──萩先輩、もしかして腐ふ女じよ子しだったんですか？」

「だから違うって！　私のはもっと普ふ通つうの男女のカップリングで──」

　わざわざ致ち命めい的てきな墓ぼ穴けつを掘ほっていた。

　自分の言いかけた言葉の意味に気付いた萩はぎ先輩は限界に達したらしく、鼻の穴の入り口に溜ためていた血けつ塊かいを破は裂れつさせて倒たおれる。

　萩先輩の鼻から飛び散った血液を僅わずかに浴びた代表は、頰ほおに付いたその雫しずくを人差し指で拭ぬぐい、それを舐なめて嗤わらう。

　無意味に妖よう艶えんなその様は、なぜだか儀ぎ式しき中の魔ま女じよのようにも見えた。

「……とまぁ、ムッツリな萩ちゃんは置いておいて。夏休みにロクに出かけなかったんだ、親しん睦ぼくを深める為ために夕食でもご馳ち走そうしよう。どうかね？」

　俺と江西陀が顔を見合わせていると、小手毬先生が指を咥くわえて呟つぶやく。

「……あの、私は……カウントに入ってないの？」

「すまんなマリちゃん、明日の夕食は二人分しか追加の用意が出来ないんだ」

「ガ、ガーン……。分かりやすく断られたぁ……。い、いいもん、私は月末の準備するのに忙しいんだから……」

　小手毬先生が涙なみだ目めで肩を落とす。──やはり夕食会には、今後の予定の話し合いも含ふくむのだろう。裏事情を知っている人間のみで。

　俺たちのした事を本当の意味で知らないとはいえ、ちょっと可か哀わい相そうな風景だった。










　その日、学校から自分の住むアパートに帰ると、その異変にすぐに気が付いた。

　俺の家の隣となりの扉とびらが開いている。

　──異常事態だ!!

「どうした兄貴、強ごう盗とうか!?」

　あの引き籠こもりが、ドアを開けっ放しにしているなんて大事件だ。急いで部屋に上がり込むと、その汚きたならしく散らかったゴミ屋や敷しきのような部屋を黙もく々もくと掃そう除じしている、スタイルの良いスーツ姿の美人と目が合う。

「いえ、警察よ」

「なんだ、家宅捜そう索さくだったのか……。ビックリさせないでくれよ……」

「その安心のされ方は、少し複雑な気分になるわね」

　俺が安心して息を吐はくと、従姉いとこで警察の錦にしき木ぎ真ま弓ゆみ姉さんが、相変わらずの無表情で俺の足もとに置いてあるゴミ袋ぶくろを指さす。

「暇ひまならゴミ捨てを手伝ってもらえるかしら。一人じゃとても処分できないわ」

「おー、そりゃ良かった。兄貴の部屋は衛生環境が最悪だしな」

「良くねぇよぉぉおおおお！　何てことしてくれたんだ、真弓！」

　すると、部屋の奥から髪かみの毛を搔かき毟むしりながら甚じん平べい姿の異い臭しゆうを放つ引き籠りの俺の兄貴──咲さき丘おか純じゆん一いちが現れる。「俺の部屋は、あれで配置が完かん璧ぺきだったんだよぉぉ！」

「片付けの出来ない人の言い訳の見本ね。ジュニア、とりあえずこれだけ部屋の外に出しておいて。流石さすがに疲つかれたし、お茶でも淹いれましょう」

　兄貴の訴うつたえを無視して、真弓姉さんは俺にゴミ袋を押し付けて、兄貴の部屋の機能していない台所に立つ。俺はアパートの廊ろう下かに一いつ旦たんゴミ袋を放ほうり出して、兄貴の部屋に上がった。後でちゃんと片付ければ問題ない、掃除の時はいつもそうしている。

　無数のモニターに囲まれた狭せまい部屋は、三人いてもある程度自由に動ける程度に片付いていた。少し前に『ディフューズ』に寄せられた苦情の対応について相談しに入った以来だが、見み違ちがえるほどに快適になっている。

　しかし、隠れるべき物も隠れていない。要よう塞さい化していた堅けん牢ろうな機械類の防ぼう壁へきは取り除かれ、エロい本やゲームのパッケージが剝むき出しに置かれていた。これは酷ひどい。

「くそぉぉっ、真弓がおっかねぇ……。普ふ段だんなら散らかってても無視するのに……」

「世話を焼いてくれるだけ、有あり難がたいと思っとけよ」

　ブツブツ文句を言う兄貴を窘たしなめる。

　兄貴はいつにも増してボロボロな姿だった。不ふ眠みん不ふ休きゆうが続いているのか、目元は隈くまで凄すごいことになっている。まさにホラー映画のゾンビ状態だ。

　ソフトの開発が佳か境きように入っているとはいえ、人間として末期的な風景である。

「それにしても、真弓姉さんがこっちに来たのは久しぶりだな。最近は入院した時に、一度会っただけだし」

　お湯は沸わかしてあったのか、真弓姉さんが緑茶をすぐに運んできた。兄貴はそれに口をつけた後、すぐに新しい煙草たばこを懐ふところから取り出して吸い始める。

　一口緑茶を飲む、苦い。大人の味だった。

「色々と忙しくてね。久ひさし振ぶりに家に帰れたから、二人の様子を見に来たら案の定よ。ジュニアはともかく、純一さんは生活力が無さすぎるもの」

「家にって──、寝ね泊とまりも職場か。大変だなぁ」

　通りにホームレスが溢あふれるこのご時世だ、警察が暇なワケがない。

「仕方ないわよ。このところセントポーリアの活動が激しいものね。関係ない私たちまで出動させられるし、正直面めん倒どうね」

　そういえば、真弓姉さんが東京から神楽かぐら咲さきに来た頃ころも、セントポーリアと小こ競ぜり合いをしていた気がする。色々と縁があるんだろう。

「ここの所、デモ行進も毎日やってるよな。あれ、取り締しまってないのか？」
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「取り締まってるわよ、毎日。とはいえ、警察が下手に動いても反感を煽あおるだけだし、イタチごっこになるだけだから士気も低いの。まったく、あの潰つぶれかけた宗教団体をここまで立ち直らせた霧きり島しまの手しゆ腕わんには、素す直なおに感心するわ。むしろ呆あきれるくらい」

「霧島？」

　初めて聞く名前に首を傾かしげる。そんな名前には、しばらく聞き覚えがない。

「霧きり島しま躑躅つつじ、セントポーリアの新しい指導者よ。若いけど口が達者みたいで、支持者を順調に増やしてるみたい。別に違い法ほう行こう為いに手を染めているわけじゃないから、こっちも手出しが出来ないのよね。信教の自由、というやつ。いっそ政治家でもやったら良いのに」

　いつの間に、セントポーリアの内部の様子も様変わりしているらしい。以前の個性を失った有う象ぞう無む象ぞうの集団とは違い、今度はカリスマリーダーが現れたのか。厄やつ介かいな話である。

　兄貴が紫し煙えんを吹ふきながら、つまらなそうに目を細める。

「昔から口が達者な奴やつは、政治家になるか宗教家になるかだ。王様になるか神様になるかなんて、その程度の違いだろ」

「純一さんはこういう話題ってドライよね。ネットの影えい響きようかしら」

「何でもネットの影響にするのは、古ふる臭くさい奴の悪い癖くせだぞ。──で、真弓は何しに来たんだよ。まさか片付けだけ、ってわけじゃないだろ」

　その質問に真弓姉さんは少しの間沈ちん黙もくし、意を決したように俺たちに一息で訊たずねる。




「沈じん丁ちよう花げ桜さくら、という娘こを知っているわね」




　絶句する。

　今のタイミングで、その単語が出てくるとは予想外だった。どういうことだ、代表は警察には根回し済みとか、そんな話をしていた。──やはり犯行がバレたのだろうか。

「知ってるも何も、なぁ。弟経由で俺もたまに連れん絡らくとるけど、弟の方が詳くわしいだろ」

　兄貴は眉まゆ一つ動かさず、俺に話題を振る。

　そうだ、落ち着け。ここで話題を逸そらしたり、慌あわてたりする方がむしろ不自然だ。

「──うちの部活の代表だよ。いきなりどうしたんだ？」

「彼女の事、詳しく教えてくれないかしら」

　真弓姉さんがずいと体を近付ける。スレンダーな身体にピッチリと張った、強調された胸やストッキングが触ふれ合う距きよ離りまで近付く。二重の意味で理性が吹き飛びかけるのを懸けん命めいに堪こらえ、あくまでポーカーフェイスを貫つらぬいた。

「何で？」

「捜そう査さ上の機密、ということで」

　神楽咲テロ関連に違ちがいない。

「そんな大げさな……。えっと、その、おっぱいが大きい！」

「外見的特徴くらいは分かるわ。確かに身長の割に大きそうね」

　裏事情を隠すことに神経を注いだために、煩ぼん悩のうが隠せなかった。真弓姉さんの無表情なプレッシャーに煽られながら、俺は必死で頭を回転させ、当たり障さわりのない言葉を選ぶ。

「なんというか、面おも白しろい人だよ。謎なぞの金持ちでイタズラ好きなんだ」

「イタズラ、ねぇ。具体的にはどんな？」

　違うだろう、これは墓穴だ！　ここはそう、何と表現したら怪あやしくないんだ。

　ああ！　おっぱいが腕うでに当たってる、畜ちく生しよう！

「勘かん弁べんしてくれよ、俺まで補導する気か。……夜の街に遊びに行ったりしてるな」

「オアシスになんて行くようになったのも、やはりその娘の所為せいなのね。成なる程ほど……」

　冷や汗あせが流れる。今の発言は駄だ目めだったか、しかし遅おそい。マズい、どうしよう。しかし訂てい正せいを入れるというより、いや、これはむしろ話題を逸らしたということには──

　俺が混乱しているのに気付いているのかいないのか、真弓姉さんは密着姿勢を崩くずして俺を解放してくれた。

　元の位置まで戻もどって、真弓姉さんはお茶を啜すする。

「話はそれだけよ。──彼女がもし、イタズラの域を超こえて犯罪に手を染めてしまいそうだったら、迷わず私に連絡を頂ちよう戴だい」

　助かった、とはまったく思えない状じよう況きようだ。むしろ言げん質ちを取られてしまったようにさえ思う。真弓姉さんはそれ以上、何かを語ろうとはしない。その必要な事以外は語らない口数の少なさが、今はとても不気味に感じられた。

「──代表が、犯罪をしたと思うのか」

「捜査上の機密、ということで」

　真弓姉さんがそれについて、多くを語る事はなかった。否定もしない辺り、概おおむね合っているんだろう。

　俺たちは裁かれるのか。いつか裁かれるとして、その時がついに来るというのか。

　──でも、もしかするとこれは最後のチャンスじゃないだろうか。俺たちがあの夜の罪によって罰ばつせられるとして、許されるのはこの機会をおいて最後のような気がした。

　真弓姉さんは答えに至ろうとしている。これ以上逃にげたら、俺は引き返せなくなる。

「なぁ、真弓姉さんはさ。──たとえ世間的には間ま違ちがっていることでも、それが正しい事だと信じてやった行いは正義だと思うか？」

　思わず口にしてしまった問いに、真弓姉さんと兄貴の眉が動く。

「よく分からないけど。正しければ、犯罪は許されるとでも？」

「……そんな感じ」

　真弓姉さんは表情をピクリとも動かさないが、その所為で少し息を吐いただけで盛大なため息のように見えてしまう。俺には今、真弓姉さんが呆れているように見えた。

「ジュニアって小さい頃から、ヒーローよりも悪の組織や怪かい獣じゆうの方が好きだったわよね。まったく、男の子って皆みんなそうなのかしら」

「アンチヒーローとか、ダークヒーローっていうのもあるだろ。悪側に立たなきゃ見えない正義もあるんじゃないかって話さ。ちなみに、男の子は皆好きだ。なぁ？」

　兄貴が気休めのフォローをかけてくれるが、真弓姉さんはそれを冷たく一いつ蹴しゆうする。

「それこそ、くだらない幻げん想そうね。犯罪は犯罪。法律を犯おかせば、警察はその犯人を必ず捕つかまえるというだけよ。そこに正義なんて関係ない、罪を犯すというのはそういうことでしょう。そんなものは子供の戯たわ言ごとだわ」

　あくまで現実主義者の真弓姉さんは、その前置きをした後に付け加える。

「──でも、そうね。そういう司法があっても良いと考える人は多いだろう、とは思うかもしれない。警察にはそんな魅み力りよくが、もう無くなってしまったから」

「そうなのか？　意外だな、真弓はそういうのは徹てつ底てい的に嫌きらうタイプだと思ったけど」

　兄貴が信用できないといった表情で真弓姉さんを睨にらむ。

　そんな兄貴の様子も意に介かいさず、真弓姉さんは続ける。

「誰だれもが正しいことを正しいと口に出来ない、たとえ本音があっても日記に書き連ねて諦あきらめてしまうだけの時代に、あれだけの悪行をあからさまに実行できる人間が、ただの劇場型犯罪の模も倣ほう犯だとは思えなくなってきたの。今考えてみれば、あれは全すべての引き金だったのかもしれない。誰かが立ち上がれば何かが変えられる、という類たぐいの幻想の。──くだらないわ、そんなものはありえないというのに」

　この人は、それを幻想と言った。俺はそれを理想だと思っている。

「ありえない、のかな」

「ありえたら、国は滅ほろびるわ」

　なんだ、じゃあ単純な事じゃないか。俺たちがこの人に許されることは無い。

　この人は、俺たちの敵だ。

「でも、このタイミングでそんな話題を振ふるというのは、限りなくクロだと言っているに等しいけど。その辺りはどうなのかしら、私の思い過ごし？」

　そのままの勢いで鎌かまをかけてくる真ま弓ゆみ姉さんを、俺は笑って受け流す。

「まさか、考え過ぎだよ。真弓姉さんはそのナイスバディで、どうして警察なんてやってるのか、ちょっと気になっただけだって」

「……そう」

　俺の返事の様子が変わった事を悟さとったのか、真弓姉さんはこれ以上俺に食ってかかることもなかった。「じゃあ、私は仕事があるから。今日は帰るわ」

　真弓姉さんは挨あい拶さつもそこそこに立ち上がり、部屋の隅すみに置いてあった仕事鞄かばんを肩かたにかけて、部屋から出ようとする。

　去り際ぎわに振り返って、俺に一言だけ告げた。

「ジュニア、覚えておきなさい。私は警察として犯罪を許さないし、オカルトなんて信じないから。人間の敵は、もう人間だけよ」

　真弓姉さんはそれだけ言い残して、部屋を後にする。残された俺と兄貴は顔を見合わせて、とりあえず窮きゆう地ちを脱だつしたことに安あん堵どして、二人で苦笑いを浮うかべることくらいしか出来ない程ほど、何かをする気力を失っていた。







《十月二十七日（木曜日）》




　放課後になり、俺と江え西にし陀だは代表たちに連れられて、代表の家に赴おもむいた。

　神楽咲のオフィス街の郊こう外がい、普ふ段だんは近寄る事のない高級住宅街を歩きしばらく進むと、高い塀へいに囲まれた一いつ軒けんの豪ごう邸ていの前で止まる。

　萩はぎ先せん輩ぱいがチャイムを鳴らすと、巨きよ大だいな表門が開き、その邸てい宅たくが姿を現す。

　年季を感じさせる、古い洋館があった。

　三階建てのその建物は、一いつ軒けん家やに比べれば無論大きいが、そこまで威い圧あつ的に巨大ではない。技ぎ巧こうに凝こった非常に細かい装そう飾しよくに溢れていて、豪ごう華かな造りではないが、上品で優ゆう雅がな印象である。都会の中にこんな博物館があったら趣おもむきがあるだろう、そんな建物だった。

　少しそこで待っていると、メイドさんが数名迎むかえに来て、明らかに年下であるだろう俺たちに向かって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。

「お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま」

「うむ。今朝言った通り、今日は客人が来ている。メイド長、粗そ相そうの無いようにな」

「承知しました」

　本物のメイドさんだ。風ふう俗ぞく街の馬ば鹿かなフレンチメイドのような紛まがい物ではなく、徹底的に教育の施ほどこされたヴィクトリアンメイドさんだ。緊きん張ちようの中に、ちょっと感動が生まれる。

「──ああいうの、好きなんスか？」

「嫌いではないな」

　江西陀とコソコソ話していると、萩先輩が近付いてきた。

「もう夕飯の準備は頼たのんであるから、先に食堂で待っててね。着き替がえてきちゃうから」

　そう言って、呆ほうけている俺たちを置いて萩先輩や代表は目の前の洋館へと上がる。

「どうぞ、こちらへ」

　俺たちも先ほど代表と話していたメイドさんに案内され、その邸宅に足を踏ふみ入れた。

　まず目に付いたのは、広めの玄げん関かんに飾かざられていた巨大な絵画群だ。

　恐おそらく、特別に知識のない一いつ般ぱん人でも存在くらいは知っている名画ばかりだろう。大小様々な絵画が、壁かべ一面にズラッと掛かけられていた。あまりにも有名すぎる絵の出来の良い贋がん作さくの数々に、思わず見み惚とれて立ち止まる。

　しかし、軽く十を超えるそれらは、多過ぎる所為で全体のバランスが逆に悪くなっていて、とても配置などに気を配ったとは思えないようにも見える。

「どう思う？」

「代表にしちゃ、別の意味で随ずい分ぶんと趣しゆ味みが悪いというか。これはわざとでしょうね」

　江西陀とコソコソ話していると、メイドさんが近付いてきた。

「どうぞ、こちらへ」

　メイドさんはそのまま、階段を上がり始める。

「あれ？　そこが食堂ッスよね。上で良いんスか？」

　江西陀が不思議そうに首を傾かしげて指した先には、先ほどのメイドさん達が忙いそがしそうに動き回る、来客用の大きな食堂のような大部屋が見えた。確かに、どちらにせよ普ふ通つうに考えれば、食堂というのがあるのは一般的に下の階のはずである。

「どうぞ、こちらへ」

　必要以外の言葉は話さないようにしているらしい。俺たちの質問は聴きこえているはずだが、来客に対してメイドさんが何かを説明する事はなかった。

　メイドさんに連れられて三階に上がり、廊ろう下かを歩く。

　大きな洋館の中でそこだけは、明らかに異常な空間だった。

　所々に髑髏どくろのランプがあり、それは電灯とはまったく違う趣の怪しい光を放ち、廊下を照らしている。壁には絵画が掛けられているが、それらは玄関にあったような世間一般に美しい絵画では断じてない。左さ右ゆう対たい称しようの肖しよう像ぞう画がだったり、よく分からないクリーチャーが描えがかれていたり、ローブを纏まとった人々が祭さい壇だんに向かって祈いのりを捧ささげていたりする絵ばかりである。家具の至る所にラテン語のような文字が記され、絨じゆう毯たんは複雑な幾き何か学がく的模様をしていて、それらは目先の距きよ離り感かんすら摑つかめなくなりそうな眩暈めまいを引き起こさせた。

　悪あく趣しゆ味みというレベルではない、これはもう狂きよう気きすら感じる程にオカルト的な装飾まみれだった。これが一般の来客に向けた物であるとは到とう底てい思えない。

　俺たちは間違いなく、沈じん丁ちよう花げ桜さくらの未開のプライベート空間に足を踏み入れているのだ。

　大きな扉とびらの前に辿たどり着いた。それをメイドさんが開くと、巨大なテーブル席に先に着いていた、どこにでもいる中年男性のように見える不老不死の都市伝説──篠しの塚づかさんが俺たちに情けない感じの笑いを向ける。

「やぁ。最近は忙しかったから、二人とは何だか久しぶりに会うね」

「どうも、篠塚さん」

「ちーっす」

　適当に挨拶を交かわして、俺たちはネームプレートの並べられた席に座る。俺の席は、どうやら代表の対面らしい。今から緊張してきた。

「なんというか、凄すごい家ですね」

　改めて部屋を見回す。食堂は蠟ろう燭そくの明かりが灯ともっているだけで、下の階よりも薄うす暗ぐらい。窓も無いので、三階だというのに秘密の地下室に押し込められている気分である。

　テーブルの奥には祭壇のようなものがあり、そこには金の杯さかずきと神社にある鳥居のようなものと、複数の十じゆう字じ架かが飾られていた。和洋折せつ衷ちゆうというか、もはや意味が分からない。

「沈じん丁ちよう花げさんがお金持ちで驚おどろいたかい？　僕も世話をしてもらっている身だから分かるけど、初めて来た時にはビックリしたよ」

　萎い縮しゆくしている俺たちを他所よそに、篠塚さんはのんびりと見けん当とう違ちがいなことを言い始める。

「いや、そういう意味じゃなく……」

　江西陀が辺りをキョロキョロと見ていることにようやく気付いたのか、篠塚さんは手を打った。

「ん？　……あ、そうか。三階はそうだね、凄いかもしれない。沈丁花さんも滅めつ多たには開放しないし。特別な日とか、特別な来客が来ないと誰も使わないから。前に使ったのは、沈丁花さんの御お祖父じいさんの命日だったかな」

「……下の階で食いませんか？　普通で良いんスけど」

　不ふ吉きつな事を言い始める篠塚さんに、江西陀がゲンナリした様子で提案する。

「はははっ。そう怖こわがらなくても、沈丁花さんは二人を食べたりはしないって」

　その冗じよう談だんは笑えない。

「二人はやっぱり、こういうのって苦手かな」

　篠塚さんの問いに、俺たちは苦笑いで応こたえる。

「篠塚さんを見ておいて言うのもアレですけどね。篠塚さん自身はどうなんですか。こういうのって、おかしいと思います？」

「僕は特におかしいとは思わないよ」

　篠塚さんはテーブルに肘ひじをついて、微び笑しようを浮かべながら祭壇を見つめる。

　こんなにも家がオカルトまみれだからだろうか。その様子は、なぜだかいつもの情けない中年男性のイメージからは乖かい離りして、途と方ほうも無い時間を生きた賢けん者じやのようにも見えた。

「彼らは人間よりも、もっと凄い存在になろうとしたんだよ。願望や憧あこがれもあっただろうけど、彼らはきっと、何かを変えようとして足あ搔がいていたんじゃないかな」

「変える為ため……？」

「君たちみたいにね。僕にはよほど、そっちの方がオカルトで狂くるっているように見える」

　篠塚さんは立ち上がって祭壇に近づく。その祭壇にあった金の杯を躊躇ためらいも無く手に取り、俺たちの前に持って来てテーブルに置いた。

「このマークが何だか分かるかい？」

　そう言って、金の杯に描かれた紋もん様ようを指差す。そこには三角形に囲まれた、人間の瞳ひとみのようなマークがビッシリと刻まれていた。

「さぁ、ピラミッドか何かッスかね」

「『プロビデンスの目』と呼ばれるものだね。神が全すべてを見通す監かん視しの目、という意味が籠こめられているんだ」

　──神の監視の目。これが、そうなのか。

「『イルミナティ』っていう、昔に政治を裏で操あやつっていたりした秘密結社のシンボルになってて、結構有名なんだよ。実はアメリカのお札とかにも隠かくされていたりして、イルミナティが『お前たちの事を監視しているぞ！』っていうメッセージを籠めたんじゃないかって言われてるんだ。まぁ、よくある陰いん謀ぼう系の都市伝説かな」

「はははっ……。何というか、代表が好きそうな装飾ッスね」

　先ほどから雰ふん囲い気きに吞のまれているのか、江西陀は不自然な笑えみを顔に貼はり付けたまま固まっている。篠塚さんは不思議そうに首を傾げた。

「オカルト研究会の部員なんだから、こういうのに詳くわしくても良さそうなのに。沈丁花さんはこういうこと、学校では話さないのかな」

「そりゃあ『ウィル・オー・ウィスプ』に『スカイフィッシュ』に『呪のろいのビデオ』まで、色々話してくれましたけど。代表の薀うん蓄ちくは時々本当なのか、からかってるのか分からないッスから。もしかすると、どこかで聞き流したかもしれないッス」

　その返答に、篠塚さんは苦笑いする。

「──そうか、そうかもしれないね」




「やぁ、遅おくれてすまない。客人を随分と待たせてしまったね」




　すると、ようやく代表たちが食堂に姿を現した。

　その光景に、思わず息を吞む。

　いつものセーラー服ではなく、深しん紅くのドレスに身を包んだ代表は身体からだの露ろ出しゆつもかなり多く、特に巨大な胸むな元もとは視線のやり場に困る程に強調がされている。

　背後に控ひかえる萩先輩と出で島じま先せん輩ぱいは、同じく正装こそしているものの、その服装は代表に比べれば非常に質素なものだった。あくまで、この夕食会の主人は代表なのである。

　薄うすく化け粧しようをしていて、真っ赤に耀かがやく唇くちびるを歪ゆがませて妖あやしい笑みを浮かべるその姿は、まさにこのオカルト屋や敷しきの主あるじとして相応ふさわしい気品を漂ただよわせていた。

「おおおお、凄いですね。似合ってますよ」

　俺が賛美の言葉を投げると、代表が微笑んで俺の対面に着席する。

「世辞を言ってもこれ以上は何も出んよ、咲さき丘おかクン。……さて、メイド長。始めてくれ」

「承知いたしました」

　いつの間にか食堂の隅すみに控えていたメイドさんに代表が声をかけると、そのメイドさんは食堂の一角にある壁に手をかけて開いて、その中からオードブルの載のったワゴンを引き出す。……隠し扉なんてあるのか。いや、確かにありそうな家だけど。

　全ての配はい膳ぜんは、このメイドさんがやってくれるらしい。俺はマナーも何も分からず、ガチガチに固まったままその様子を目で追うことしか出来なかった。

　配膳が終わったところで、代表が挨あい拶さつをする。

「諸君、今こ宵よいは招しよう集しゆうに応じてくれてありがとう。さぁ、遠えん慮りよなく召めし上がってくれ」

　と言われたところで、どうしていいものか分からない。

「い、いただきまーす！」

　覚かく悟ごを決めたのか、江え西にし陀だが皿を持って一気にオードブルを口に流し込む。マナーも何もない潔いさぎよさに、クスクスと萩はぎ先せん輩ぱいが笑う。俺も一口、料理を口に運んだ。

「──美味うまい」

「うおおおっ、こんな上品な飯は生まれて初めて食べましたよ！　いつも家のメイドさんに作ってもらってるんスか？」

　下品に江西陀が訊たずねると、萩先輩もオードブルを口にしながら首を横に振ふる。
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「お手伝いさんに作ってもらうけど、こういう凝こってるやつはあんまり無いって。普ふ段だんはもっと普通だよ。──あっ、出で島じまくん、そのフォークは後で使うやつだから……」

　見ると、出島先輩は食器を乱雑に散らかして、大きめのフォークと箸はしを交こう互ごに使って料理を頰ほお張ばっていた。やはりこの人もテーブルマナーとは無む縁えんなのか。

「別に食えれば何でも良いだろ、そういう小さいこと言ってるから背が伸のびないんだぞ」

「し、身長は関係ないよ！」

　出島先輩が萩先輩の髪かみをワシャワシャと撫なでる。萩先輩は両手を振り回して払はらおうとするが、結局はされるがままだ。

　そんな俺たちのやり取りを見て、代表が楽しそうに笑う。

「ハッハッハ。今いま更さらそんなものを気にする仲ではないだろう。とはいえ、私の方こそ思いつきだったからな。簡易的なコースだが、気に入ってもらえたなら何よりだよ」

　その後も次々に、一いつ介かいの高校生には十分すぎる贅ぜい沢たくな料理が運ばれてきて、俺たちはその一つ一つに舌した鼓つづみを打ちながら会食を楽しむ。部屋の雰囲気は相変わらず異様だが、俺たちの食事風景はあくまで日常の範はん疇ちゆうにあった。

「神楽かぐら咲さきというのは、実は神秘を迎むかえるには絶好の土地なんだ」

　コース終しゆう盤ばんの肉料理を食べながら、代表がいつも通り薀蓄を始める。

「この地は古くは神を迎え降ろす先にある地、『神楽カグラ先サキ』と呼ばれていてね。神を降ろす土地としてのルーツを元々持っているんだよ。古来よりここは、怪かい奇きの集まりやすい神聖な土地だったんだな」

「ほぉー。今では見る影かげもないコンクリートジャングルっすけどねぇ」

　まったくである。そんな風景があったなら、とても美しかっただろうに。

　萩先輩は江西陀の呟つぶやきに、ミディアムレアのステーキを頰張りながら指し摘てきを加える。

「そう見えるかもしれないけど、この街ってすごく綺き麗れいな造りなんだよ。ちゃんと円形になるように都市設計されてさ。日本だと建物が勝手に生え変わるから難しいんだけど」

「何でまた？」

「その輪の中心に、しっかりとした神社を建てるつもりだったんだって。今じゃ絶対に無理だけどね」

　この街に神社なんてものは無かったけど。確か、街の中心と言えば──

「オアシスが出来てしまったからね」

　なるほど、篠塚さんの台詞せりふで納なつ得とく。あんな悪徳まみれな場所に神様は降ろせない。

「それにしても、代表がオカルト好きなのは知ってましたけど。まさか、ここまで家にオカルトグッズを溜ため込んでるとは思いませんでしたよ。驚きました」

　会話が続き、リラックスした俺は本音をポロッと出してしまった。その言葉に、代表はニヤニヤと笑みを浮うかべる。

「正直、どう思ったかな。私は病気の類たぐいだと思うかね？」

　俺と江西陀は顔を見合わせる。答えは決まっていた。

「誰だれが何を好きでも、別に良いのが丘おか研けんでしょう」

「自分も最初はビビりましたけど。咲丘の風景好きに慣れてるもんッスから」

　俺たちの返答に満足したのか、代表は立ち上がり、胸に手を当てて演説を始める。

「私は神秘が好きだ。大好きだ」

　それを語る代表の表情は晴れやかだった。

「海底に没ぼつしたアトランティス、クルスの石の虫、ヴェリコフスキーの彗すい星せい、幽ゆう霊れい船せんメアリー・セレスト号、ブラヴァツキー夫人の奇き跡せき、ポルターガイスト、ジャージーデビル、チュパカブラ、ネス湖の怪かい獣じゆう、ＵＦＯ。それらのような時を超こえて信じられ、畏い怖ふされ、崇あがめられてきた人間の理解の範疇を超えた神秘が好きなんだ。理り屈くつなんて必要ない。人間が神秘を愛するのは野性的な本能なのだよ」

「は、はぁ……」

　その情熱に満ちた言葉の羅ら列れつに、江西陀が若じやつ干かん引き気味で頷うなずく。科学の席せつ巻けんしたこのご時世に、こうまで博識な人が神秘好きというのは、中々に珍めずらしいと思う。

　普ふ通つうだったら代表みたいなタイプの人は、それらが如何いかに陳ちん腐ぷであるかということに真っ先に気が付き、悪態をつくに終わるのがほとんどだろう。

　しかしこの人は、それが好きだと言うのだ。それこそオカルトみたいな話である。

「様々な知ち恵えを私は得た。多くの知識を学んだ。それでも、この世は私の知らない事ばかりだ。世界はこんなにも美しい未知で溢あふれている。──しかし、この世の全ての現象を、煩はん雑ざつで簡潔に一つの形にしてしまうというのは、実に愚おろかしいことだとは思わないかね」

　だが、その情熱に満ちた言葉にはやがて苛いら立だちが混じり始める。

　怒いかりに目を爛らん々らんと輝かがやかせ、徐じよ々じよに代表は語気を強めていく。

「くだらん、実に馬ば鹿かげている。奴やつらが何を成し遂とげたと言うのだ。この美しい世界を退たい廃はいさせ、それでなお骨の髄ずいまで啜すすり尽つくそうとする輩やからたちが、今更世界の何を救えると言うのだ。私は──」




　どこからか、弦げん楽がつ器きの重い音が響ひびき始める。

　声楽が世界を包んでゆく。




　振り返ると、いつの間にか篠しの塚づかさんが立ち上がり、部屋に飾かざられていた古ふる臭くさいオーディオシステムを起動していた。

「せっかくの沈じん丁ちよう花げ家での夕食会なのに、声楽曲を流さないなんて無ぶ粋すいじゃないかと思ってさ。こうしていると、部室で話しているような気分にならないかな」

「──気が利きくな、篠塚」

　我に返ったのか、代表は咳せき払ばらいをして着席する。そのまま腕うでを組んで目を閉じ、音楽に耳を傾かたむける。「確かに、これが我々の愛した日常かもしれん」

「この曲は？」

「──『レクイエム』だよね、ヴェルディの」

　萩先輩が、若干怯おびえた様子でオドオドと曲名を挙げる。江西陀がふんふんと頷く。

「ということは、モーツァルトではなく、あのやかましい方ッスか？」

「まぁ、世間的な評価にはそういうのもあるな。オペラで培つちかわれた劇的表現に溢れているからね。広告などでよく耳にするのは、その辺りのインパクトが偏ひとえに強いからだろう」

「ふーん……」

　少しすると、男声と女声の混じった混声合唱が始まる。最初からそういう出だしというのは、随ずい分ぶんと壮そう大だいな曲だ。

「──鎮魂歌レクイエムのくせに、確かにうるさいですよね」

「静かにするだけが鎮魂歌というわけではないが……、ふむ。キミ達は、この華はな々ばなしい『ヴェルディ・レクイエム』の成り立ちを知っているかな？」

　これは、代表が何かを語りたくて仕方のない顔だ。どちらにせよ、俺は何も知らない。

「どうぞどうぞ」

　俺が促うながすと、代表は嬉うれしそうに微び笑しようを浮かべて解説を始める。

「ヴェルディの祖国イタリアで、芸術家のロッシーニが亡なくなった。日本での知名度は低いだろうが、『ウィリアムテル序曲』の作者だと言えば分かる人も多いかもしれないね」

　運動会の徒競走とかで流れるやつか。前に代表にＣＤを借りたことがある。

「ヴェルディはそれを大変悲しみ、仕事の相談相手であった出版社に手紙を送ったんだ。『敬愛するロッシーニの一いつ周しゆう忌きに、イタリアを代表する作者達の共作による鎮魂歌を捧ささげたい』とね。その企き画かくに共感した人々によって委員会は設立され、ヴェルディを始めとした十三人の作曲家による偉い大だいな『レクイエム』の制作が始まった。その中でもヴェルディは情念の限りを尽くし、最後を飾る『我を救いリベたまえラメ』をいち早く完成させたんだな」

「そんなに沢たく山さんの人が関かかわった曲なんですか。そりゃ、名曲になるわけだ」

　俺が感かん嘆たんすると、代表は目を伏ふせて首を横に振る。

「いや。残念ながら、この偉大な『ロッシーニ・レクイエム』の計画は大失敗に終わる」

「えっ、マジっすか？　なんか順調に聞こえるんスけど。そりゃまた何で……」

「金だよ、江西陀クン。管かん弦げん楽がく団や合唱団が無料奉ほう仕しと聴きいてボイコットを始め、果ては選せん抜ばつされたヴェルディの他ほか十二人も参加に難色を示し始めた。あまり彼らの生活は豊かでなかったからね。いかに大義があろうと、そこまで一人の芸術家を敬愛することなど無理だったのさ。こうして、計画は完全に破は綻たんしてしまう。ただ報ほう酬しゆうが無いというだけで」

　冗じよう談だんのようなマヌケな理由に、俺は茫ぼう然ぜんとする。江西陀は納得したように頷いていた。

「そんな簡単な理由で？　昔はボランティアとかって、あんまり無かったんですかね」

「そんなもんッスよ。いつだって、芸術家に足りないのは生きている間の金でしょう」

　世せ知ち辛がらい話だ。しかし、当事者にとってこれほど不快な話はそう無いだろう。

「偉大なる『ロッシーニ・レクイエム』は幻まぼろしと消えてしまった。ヴェルディは怒り、嘆なげき、深く絶望した。祖国イタリアはこうまで腐くさり果てたか、とね。それが十九世紀の末、人間の退廃、後に世紀末と呼ばれる時代の幕開けとなった」

　世の退廃、か。なるほど、ようやく俺も世紀末を嘆く芸術家の気持ちを、今になって少しだけ身近に感じられたように思う。

「そして月日は流れ、今度はヴェルディの敬愛する詩人マンゾーニが不ふ慮りよの事故で亡くなってしまう。その死に絶望したヴェルディは、今度は誰にも頼たよることはなかった。恐おそるべき行動力で市の協力を取りつけ、一人で全楽曲を完成させ、オーケストラのレッスンも全すべて一人で行い、初演を完かん璧ぺきと言っていい形で完成させる。それが今も残る『ヴェルディ・レクイエム』の成り立ちなのだよ」

　ただ一人の芸術家の怒り。それが、この音楽史上に残る名曲となったのだ。

「……凄すごい執しゆう念ねんですね」

「そうだ。これは情熱にも似た、絶望的なまでの執念だ」

　代表が頷くと、流れていた曲の音量とテンポが一気に上がる。

　あまりにも有名な、ヴェルディ・レクイエムの真の導入部だ。

「それが最も現れているのが、この『怒りデイエスの日・イレ』だろう」

　ティンパニーの響く中、代表が肘ひじをついて楽しそうに嗤わらう。

「演出が派手過ぎると言う阿あ呆ほうもいるが、そういうことではない。これはヴェルディの怒りそのものだ、神秘を忘れ腐ふ敗はいし堕だ落らくした人々への、憎にくしみと狂きよう気きによる『怒りデイエスの日・イレ』なのだよ。この『怒りデイエスの日・イレ』はヴェルディの作曲したロッシーニの為の『我を救いリベたまえラメ』を流用して組み上げたという事実が、その何よりの証しよう拠こだ。ヴェルディはロッシーニの死の時に味わった絶望を、世界の退廃を決して忘れてはいない」

　食事がほとんど終わりかけたところで、デザートが運ばれてくる。

「さて、本題に入ろう」

　代表はそれに口を付けず、俺たちに向き直った。

「最近は私を尾つけ回していたようだが……。どうかね、ウチを見て、何かキミ達の納得のいくものは見つかったかな？」

　──そう。今まで目を背そむけていたが、本題はこれだ。代表は俺たちにこのオカルトまみれな部屋を見せる為だけに、俺たちを誘さそったのではない。

　全てバレている。

　俺たちが代表に不信感を持っていることも、それで尾び行こうしていたことも全て。

「……いえ、ますます分からなくなりました」

「咲さき丘おかっ！」

　思い切って肯こう定ていしてしまうと、江え西にし陀だは非難するように声を荒あらげた。

　でも、萩はぎ先せん輩ぱいの今にも泣き出してしまいそうな表情を見て、これ以上噓うそは言えない。

「ごめんね、二人とも。あの部室、もうとっくの昔に色々と設置しちゃってるから。──そう簡単には、全部の盗とう聴ちよう器きを探すのは無理だと思う」

「いやぁ、元々無理は承知でしたからね。萩先輩にはこういうのでは敵かないませんよ、今回の件で身に染しみて分かりました」

　だろうとは思った。この人がそう簡単に、俺たちの謀む反ほんを見み逃のがすわけがない。土台、最初から無理だったのだ。代表たちを騙だましとおすことなんて。

　覚かく悟ごを決めたように、目を伏せて江西陀は代表に語りかける。

「──言いだしっぺは自分ッス」

「ああ、知ってるよ」

「教えてくれませんか、代表。夏休みのあの日、いきなり家に持ってきて描かかせた『あの絵』のこと。代表たちがこれから、何をしようとしているのかについても」

「その信しん頼らいには至らないと、今日に全て証明された」

　あまりにも理り不ふ尽じんな物言いに、江西陀は必死に答えを懇こん願がんする。

「でも！　自分たちはこれまでずっと協力してきました！　……もう本当の狙ねらいを教えてくれたって良いでしょう。自分も、代表と一いつ緒しよに世の中を変えたいんスよ。だから──」

「二人は、今日からしばらく謹きん慎しんだ」

　一方的に言い渡わたされた非情な処分に、江西陀は目に涙なみだを浮かべて抗こう議ぎする。

「どうしてッスか!?」

「言ったはずだ。その信頼には至らない、と」

　話は終わりだ、と言わんばかりに代表はコーヒーに口をつける。俺もコーヒーを啜る。今までにないくらい苦かった。目の前にあるジェラートを口に運びたい。

　しかし、俺も代表も口直しのデザートに絶対に手をつけなかった。

「……せめて謹慎の理由だけでも、教えてくれませんか？　ただ不ふ愉ゆ快かいなだけだったら、あなたは俺たちに笑って冗談交じりに注意するだけのはずだ。──そういう人だ」

　ジェラートが目の前で溶とけていくのが分かるほど、重い沈ちん黙もくが続く。

「今月末に、我々は『黒ミサ』を敢かん行こうする予定だった」

　代表が、重い口をようやく開いて静かに言った。

「『黒ミサ』？」

「大いなる神秘の儀ぎ式しきだ。これには神秘への信しん仰こう心が何よりも重要となる。キミたちは、残念ながらその参加要因を満たすに至らなかった。十二分に素質があったというのに──キミたちも、所しよ詮せんは現代人なんだな」

　意味が分からない。ここまできても、この人は事実をはぐらかしているのだろうか。

　代表はデザートに最後まで手を付けずに立ち上がって、食堂から退室しようとする。沈黙を保っていた萩先輩と出で島じま先せん輩ぱいも篠塚さんも、その後に続く。

「代表！」

　堪たまらず、俺はその背中に声をかける。代表は振ふり向かない。

「──警察が、代表のことを調べていました。今は何かをするのは、止やめておいた方が良いと思います。最悪、神楽かぐら咲さきテロのことがバレるかも──」

「ありがとう。だがそれは些細なことなんだ、咲丘クン。そんなことは、どうでも良い」

　去り際ぎわに、振り返らずに代表は一言だけ言った。

「さらばだ。キミたちと過ごした日々は、本当に美しい日々だったよ」

　その一言を境に、俺たちの大好きだった丘おか研けんは真っ二つに割れてしまう。

　薄うす暗ぐらいオカルトまみれな不気味な食堂には、追いかけることも出来ずに立ち尽くす俺と、嗚お咽えつ交じりにテーブルに突つっ伏ぷす江西陀だけが残った。

　悲し過ぎる風景だった。







《十月二十九日（土曜日の午前）》




　週末の昼下がり。俺は自室で延々と、『カメラ俱く楽ら部ぶ』『ディフューズ』のタブレット用公式アプリの開発に追われていた。

　既すでにユーザーの中でもアプリの開発競争は始まっていて、その完成度も高く、俺がわざわざ公式で作る必要もない気がするが、こういうのは形式的に大事なのだ。あくまで大きなルールを制定するのは、管理者の俺たちなのである。

　それに、自分で打ち込む事で見えてくるものもある。そこから新しい機能も付加出来るかもしれない。……出来上がったアプリが、ユーザーに毎回「糞くそだ」と叩たたかれるのは若じやつ干かん億おつ劫くうだけど。どうやら、俺にソフト開発の才能はあまり無いらしい。きっとデザインセンスが悪いんだろう。




　代表たちとは、あの夕食会の翌日から音信不通になってしまった。




　学校も休んでいるようだし、あの巨きよ大だいな門が俺たちを中に通すことはない。俺も江西陀も、あの宣言がされて以降まったく動けていない。もはやどうすることも出来ないのだ。

　兄貴に調べて貰もらったが、あの兄貴の捜そう査さをもってしても、代表については、ついにロクな情報も得ることが出来なかった。本当に何だと言うんだ、あの人は。もはやあの人について何かを知っている人なんて、この世に存在しないのではないだろうか。

　ネットワークに沈じん丁ちよう花げがない。データベースに沈丁花は存在しない。

　なんだか亡ぼう霊れいを追っているみたいだ。そんなもの、いるはずがないのに。

　そんな不安を払ふつ拭しよくするために、朝からこの億劫な作業をぶっ続けでやっていた。小腹が減って集中力が途と切ぎれたタイミングで、俺の携けい帯たい電でん話わに着信が入る。

　映し出された慣れ親しんだ名前を見て、通話ボタンを押す。

「……もしもし」

「よぉぉ、咲丘！　なんだかんだと久しぶりじゃねぇか、連れん絡らくくらい寄よ越こせよ馬ば鹿か野や郎ろう！」

　テンションの妙みように高い、懐なつかしい声が聞こえた。

「悪い悪い、色々と立て込んでたからさ。今いま更さらだけど、夏休みは色々ありがとよ、蜂はち須す」

「いいってことよ、マゾダチだろ」

　受話器の向こう側で、俺の事が大だい嫌きらいなマゾの親友──蜂はち須す和かず也やがケラケラと笑う。

「萩はぎは元気か？」

「ん、ああ。あの時はどうなるかと思ったけど、すっかり元気になってるよ」

「そうかそうか。いやな、ちゃんと連絡取れって玲れ儀ぎ音ねが煩うるさくてよ。番号知らないって言ってるのに『だったら咲丘に聞け』とか、ったく自分で連絡すりゃいいのに」

「なんだ、やっぱり今も玲儀音と一緒にいるのか？」

　俺が訊たずねると、蜂須が深いため息を吐つく。

「部屋借りるなら名義くらい貸してやるって言ってるのに、勝手にウチに居い候そうろうしてんだよ。狭せまい家じゃのんびり『放課後ラブエッチ』もできねぇ……」

「お前……。女の子と同どう棲せいしながらギャルゲーするとか、度胸あるなぁ!?」

　夏休みにはあれだけ酷ひどい目に遭あわされたというのに、蜂須はケラケラ笑うだけだった。俺もホッと胸を撫なで下ろす。

　最近、オアシスに住んでいた蜂須が、神楽咲にある実家に戻もどったらしいことは把は握あくしていたので、わざわざ安否を確かく認にんしなくても無事であることは知っていたが。声を聞くと、やはり連絡を取っておくべきだったかと少し後こう悔かいする。──正直、色々と後ろめたくて連絡をとるに至る勇気がなかったのだ。

　とはいえ、幸いにも蜂須がそれについて気にしたような様子は特にない。どうやら、向こうもなんだかんだと仲良くやっているらしい。

　出会った時から何も変わらない蜂須が、今はとても頼たのもしく思えた。

「じゃあ丁度良いな。せっかくだし玲儀音とも替かわって貰えるか？　ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

「あー……、一応聞いてみるけど、あいつ電話は出ないと思うぞ。無む茶ちや苦く茶ちや嫌きらいらしい」

「俺、そんなに嫌われることしたか!?　電話にも出てくれないなんて！」

　一度は命を賭として、共に戦った仲なのに。あの時の友情物語は何だったというのだ。

「違ちがう違う、あいつ電話が無茶苦茶嫌いなんだ。顔も見えない奴やつと話したくないとか言って、チャイムも出ないから留守番にも使えねぇんだよ。ちょっと待っててくれ」

　そう言うと、蜂須は保留ボタンを押したのか、耳元で『エリーゼのために』が流れ始める。音楽が二周ほどした時、ブツリと音楽が途切れた。

「駄だ目めだ、絶対に出ないって。『そろそろ咲丘から連絡がくると思ってた』とは言ってるんだけど、相変わらずワケ分からねぇよな。──どうするよ、なんならウチにでも来るか？　どうせ外で話すような楽しい事でも無いんだろ」

　どうしよう、少しの間考える。

　代表たちと連絡が取れなくなって、もう数日が経過している。蜂須たちなら、代表たちについて何か心当たりがあるかもしれない。そういえば、数日前に江西陀と話した時にはそんな話をしていたのに、色々とあってすっかり忘れてしまっていた。

　……いや、別に今だって代表が信用できないなどというわけではない。俺は単に、代表が今更になって、どうして俺と江西陀との距きよ離りを取ろうとしたのかが気になるだけだ。

　これも一種のオカルト探たん索さくだ。あの謎なぞに包まれた人物が何者なのか、それが気になるから少し調べてみるだけである。

　俺はそうやって、無む理り矢や理り自分を納なつ得とくさせた。

「──そうだな、行くよ。今からで大だい丈じよう夫ぶか？」

「おぅ、住所はメールで送れば分かるか？」

「それで良い、何とかする。じゃあな」

　電話を切って、俺は出かける支し度たくをする。すると、すぐにまた電話が鳴った。

「もしもし、蜂須か？」

「弟の事が大好きなお兄ちゃんです！　聞いてくれよ弟、実は──」

　ブチッと電源を落として、俺は部屋着から表に出ても恥はずかしくない格好に着き替がえて、身支度をしっかり整えてから外に出る。

　そのまま歩いて一いつ瞬しゆん迷った後、隣となりの部屋に寄ってドアをノックすると、中から甚じん平べい姿の汚きたならしい男が、涙と鼻水で顔面をベトベトにして勢いよく出てきた。

　キモい風景だった。

「うわぁぁぁん、弟に嫌われたかと思ったぞ畜ちく生しようぅぅぅっ！」

「抱だきつくなよ気色悪い、新しい服に鼻水付けたら本当に嫌うぞ。隣に住んでるんだから、お願いだからわざわざ電話なんてしないで部屋から出てきてくれ」

「引き籠こもりに言う台詞せりふじゃないだろ、冷たい事言うなよ弟ぉぉ……」

「身内の見み舞まいにも来なかった引き籠りに言う、温かい台詞などないわ！」

　俺が無理矢理引き剝はがすと、兄貴は甚平の袖そでで鼻をかんだ。俺は一歩、更さらに兄貴から距離をとる。

「で、これから出かけるんだけど、何か用か？」

　俺の質問に、先ほどまでの悲ひ愴そうに満ちた表情を一転させ、兄貴は目を輝かがやかせる。

「そうそう、そうだった！　今ＥＵヨーロツパが凄すごいことになってんだろ。辺り一面が火の海らしいじゃねぇか。『みんなグローバ仲良しリズムは冗談ジヨークでした』ってＥＵヨーロツパがさっさと言ってくれれば、他ほかが言うより説得力あるのになぁ。そうすりゃ真っ直すぐ世界大戦だぜ」

「そういえばそんな事、城じよう尾び滝たきさんが言ってたな……」

　確かに、思えば随ずい分ぶん長く続いたジョークだと感心する。国と国とが交流すれば、どちらかが損をするのは当たり前だ。等価のやり取りなんて、そもそも無理な話なのである。

　それが世界中と繫つながるなんて、破は滅めつ的願望だとしか言いようがない。

「ふふーん。それでな、お陰かげ様さまで色々とアクション起こしたら、やっぱり逃にげる金が欲しいのか、ついに連中も音をあげてフジヤマ級サーバの契けい約やくが取れたぜ。いやー、ゲーム会社から頑がん張ばって、クレカ情報と引き換かえに金を巻き上げただけの甲斐かいはあったわ」

「──え、ちょっ、マ、マジで!?　やったじゃないか！」

　俺は興奮して兄貴の手を取る。「凄ぇ、やっぱり兄貴は凄ぇよ、天才だ！」

　アレが手に入ったということは、ついに『フジヤマ』のシステムの強化が可能になる。あのサーバさえあれば、『ＬＬＤ』の開発工程はもっと短縮出来るはずだ。

　夢が現実になり始めている。

　夢の可能性が無限大に広がり始めている。

　額から汗あせが滲にじみ出る、心臓が燃えるようだ、興奮で手の震ふるえが止まらない。

「むふふふ……。言うな言うな、それぐらいは分かってる。知り合い数人もちょっと使いたいって言うから、ある程度はシステム領域を貸すけどな。大体は俺たちで使えるぞ。……で、弟は出かけちまうのか？」

　──正直言って兄貴と色々話し合いたいが、今日は先に蜂須と約束してしまったし。

「悪い！　先約があるんだよ。兄貴の方で先に進めておいてくれ、報告は後でいいから」

「ほいほい、了りよう解かい。あと、『ＬＬＤ』の調整も進んでるから、そのうち弟のＰＣにも繫げるんでテストしといてくれ。フジヤマのシステム領域もすぐに構築するし、もう完成度的にはほぼ実用レベルのはずだ」

「分かった、試ためしてみるよ。──ついでに、やってみたい事が出来たんだ」

　用事を早く終わらせる為ために、兄貴に礼を言って、俺は蜂須の家に向けて駆かけ出す。待ちに待ったオモチャがついに届いた気分だ。ついついスキップしてしまいそうになる。

　そんな俺の背中に、兄貴が大声で声をかける。

「おーい！　向こうのシステム名、何にするんだー!?」

「ＥＵヨーロツパか……、『モンブラン』だ！」

　りょうかーい、と聴きこえた気がした。俺はスマートフォンのマップを見ながら、駆け足で蜂須の家に向かう。

　学生街を抜ぬけ、しばらく繁はん華か街がいを進む。




　そこには人の運河が出来ていた。




「国民を守れぇぇ！」「守れぇぇ！」「企き業ぎようは雇こ用ようを増強しろぉぉぉ！」「増強しろぉぉぉ！」「社会保障の負担を減らせぇぇぇぇ！」「減らせぇぇぇぇ！」「増税反対ぁぁぁぁぃ！」「反対ぁぁぁぁぃ！」




　セントポーリアのデモ行進である。いつもなら無視して通り過ぎるのを待つのだが、今日はいつにも増して規模が大きい。しかし、これを避さけるならオアシスを通らなければならない。そんなことをしても、ホームレスに捕つかまって時間をロスするだけだ。

　俺は腹を括くくって、怒ど号ごうの運河に飛び込む。




「政治家の不正を許すなぁぁ！」「許すなぁぁ！」「餓が死し者を無視して良いのかぁぁ！」「良いのかぁぁ！」「富を平等に分けろぉぉぉ！」「分けろぉぉぉ！」「戦争反対ぁぁぃ！」「反対ぁぁぃ！」「偏へん向こう報道を許すなぁぁぁ！」「許すなぁぁぁ！」「改革を進めろぉぉぉぉ！」「進めろぉぉぉぉ！」「内閣は責任を取れぇぇぇぇ！」「取れぇぇぇぇ！」「国民を守れぇぇぇ！」「守れぇぇぇ！」「増税反対ぁぁぁぃ！」「反対ぁぁぁぃ！」




　耳がおかしくなりそうな騒そう音おんを上げながら、彼らはゆっくりと歩を進めていく。なるほど、確かにこれは政治的な活動なのかもしれない。

　だが、俺にはやはり一種の宗教に見えた。彼らは考えるフリをしながら、確たる信念も持たず、思考を停止しているに過ぎない。馬ば鹿かの一つ覚えみたいな言葉の羅ら列れつだ。

　こんな事をしていて誰だれが救われると言うんだ。あんた達のお行ぎよう儀ぎの良いお散歩で、何が変えられると言うんだ。そんな事で世界が変わるなら、俺たちはあの夜を起こしたりなんてしなかったよ。

　くだらない。胸がムカムカする。お前らに結局、何ができたって言うんだ。

　彼らに行く手を阻はばまれながら、無理矢理その列を横断し。

　しばらくすると、俺はその混こん沌とんとした人の波を抜け出す。無む駄だに時間を費ついやしてしまった。スマートフォンで現在位置を確認し、俺は先を急ぐ。

　蜂須の家はオアシスを避けると、繁華街をグルッと回った向こう側だ。










　蜂はち須すの実家は、二階建ての木造の古いアパートの一階にあった。

　その一室のチャイムを鳴らすと、いつも通り髪かみからジャージまで真っ青に染めた蜂須が、ガタついたドアを無理矢理押し開けて笑う。

「よう、いらっしゃい。遅おそかったな、道にでも迷ったか？」

「セントポーリアのデモに出くわしてさ……」

　俺が息をつくと、蜂須が面めん倒どう臭くさそうに眉まゆを顰ひそめる。

「あー、あいつらね。最近ウザってぇよな、明後日あさつては集会があるんだとか。まぁ入れよ」

　蜂須に誘さそわれて、俺は家へとあがった。

　扉とびらを開けて待っていたのは、本格的な木き彫ぼりの虎とらの置物である。玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ、部屋に上がると、狭い畳たたみの一室には所ところ狭せましと黄色い虎とら柄がらの服や、横断幕のようなもので溢あふれていた。なんだろう、蜂須の青嫌いと同じ種類の病気の臭においを感じる。

　狭い部屋の中央には、こたつに入って黙だまって座っている外国製人形が一人。

　黒と紫むらさき色いろで統一されたゴシックドレスを着た、男臭くさい空間には場ば違ちがいなくらいに綺き麗れいな造形をした少女──柏かしわ木ぎ玲れ儀ぎ音ねである。

　玲儀音はやってきた俺を一いち瞥べつすると、気のない声で挨あい拶さつする。

「お久しぶりね。元気そうで何よりだわ」

「そんな棒台詞言われてもなぁ……。相変わらずだな、玲儀音」

　俺が話しかけると、玲儀音は無言で目を逸そらす。無視されてしまった、悲しい。

「はははっ、照れてるんだよそいつ、気にすんな。適当に座れや。飲み物いるか？」

「あ、ああ、ありがとう」

　蜂須が奥の台所に消えていく。俺も遠えん慮りよなくこたつに入った。

　今いま更さらだが、ゴシックドレスの外国製人形が無表情でこたつに座っているというのは、かなり奇き妙みような風景である。

「この家、どうしてこんなに黄色いんだ？」

「蜂須さんのお父様が、野球チームの熱心なファンみたいなの。試合の応おう援えんのために、ほとんど家には帰ってこないのだけど、時々帰って来ると虎が更に増えるわ」

　なるほど、つまり病気なんだな。

「それで、最近は連れん絡らくがなかったけど、学生というのは忙いそがしいのかしら。私や蜂須さんには、あまりよく分からないのだけど。せめて一報くらいは入れるべきではないの？」

「いや、それについてはすまなかった。こっちも課題に追われてビッグフットに追われて、中々タイミングが摑つかめなかったんだよ」

　非難する玲儀音に俺は頭を下げるが、玲儀音の声はなぜか一層冷たいものになる。

「……ビッグフットというのは、どういうこと？」

「ああ、玲儀音は知らないかな。最近オアシスに獣じゆう人じんが現れるって都市伝説があって、それを調査してたら──」

「馬鹿らしい。貴方あなた、よく死ななかったわね。悪運の強さは相変わらずで何よりだわ」

　苦笑いしか浮うかべられないが、玲儀音が相変わらずの毒どく舌ぜつだったので安心する。

　そういえば、玲儀音は以前楓かえでを捜さがしていた。ビッグフットの調査の時に会ったことを話したら、玲儀音は何を語るのだろう。

　──しかし、俺はそれを口に出すのはやめておいた。追っているのは代表だ、話題を脱だつ線せんされては困る。

　蜂須が湯ゆ吞のみに入った緑茶を持ってきて、玲儀音に差し出す。玲儀音は礼も言わずにそれを受け取ると、ズズーッと音を立てて緑茶を飲んだ。俺も緑茶を受け取って口に運ぶ。

　正直に言おう、不味まずかった。

「なんだ、あの猿さる騒さわぎにお前らも絡からんでたのかよ。皆みんな好きだねぇ。さてさて、人口密度が上がって暑くなってきたし、こたつでも点つけるか……」

　蜂須がこたつの中に入ろうと頭を突つっ込むと、いきなり玲儀音が頰ほおを赤く染めて、スカートの裾すそを押さえて、足を伸のばしてゲシゲシとこたつの中の蜂須を蹴ける。

「だからやめて頂ちよう戴だい、こたつの時季にはまだ早いでしょう！　なんでクーラーもない男臭い暑苦しい部屋で、夏中ずっとこたつに入っていなければならなかったの!?　ようやく涼すずしくなってきたのに、意味が分からないわ！」

「痛っ、痛っ！　それが良いんじゃねぇか、やめ、ろ、蹴るなよぉ！　ふひひひっ！」

「わ、笑わないでよ、気持ち悪い！　も、もっと踏ふむわよ、良いの!?」

　蜂須が凄く嬉うれしそうに悲鳴をあげる。マゾなんだから体たい罰ばつは逆効果だと、いい加減に玲儀音も学習すれば良いのに。二人とも仲が良いんだか、悪いんだか。

　こたつから何とか脱だつ出しゆつした蜂須が、ボリボリと真っ青な髪を搔かく。

「……というか、俺の家だぞ。文句があるなら出ていけ。掃そう除じも洗せん濯たくも料理も出来ないその生活力で、一週間生きられたら褒ほめてやるからよ」

　そう言われて、玲儀音がしゅんと大人しくなる。

　なるほど、玲儀音が蜂須の家に居い候そうろうしている背景が少し摑めた気がする。まぁ、一応はお嬢じよう様さまだったらしいし、いきなり一人暮らしは無理なんだろう。確かに、まずはこういうこぢんまりした生活に慣れるところから始めるべきだ。

　とはいえ、よりにもよっていきなり蜂須の家というのは、ハードルがかなり高い気がするけど。変態と共に生きるのはやはり難しいらしい。

「いや、でも、その、こたつを点けるなら、せめて私が入る前にしてと言っているじゃない。仮にもレディーが入っているのに、何を考えているのかしら。まったく、品性の欠片かけらもないわね。これだから蜂須さんは──」

「な？　面めん倒どう臭くせぇだろ。この通り、何かすれば手が出るし、口を開けば我わが儘ままばっかり言うから大変だぜ。これだから三次元は困る」

　蜂須が辟へき易えきとした表情で玲儀音を指さす。玲儀音はつまらなそうな顔で口を尖とがらせていた。──流石さすがに玲儀音が可か哀わい相そうだが、別に俺も世間話をしに来たわけではない。

「……で、今日は遊びたくて来たわけじゃないんだ。玲儀音、訊ききたいことがある」

　俺が真っ直すぐに玲儀音を見つめると、玲儀音も少し驚おどろいたように表情を僅わずかに動かす。

「何かしら、咲さき丘おかが私に用事なんて」

「まず訊いておきたいんだけど。……未来視って、今は使えるのか」

　その質問に、玲儀音は首を横に振ふる。

「──お察しの通り、黙もく示し録ろくが破は壊かいされてからは無む茶ちや苦く茶ちやになってるわ。運命が複雑に絡まっているみたいで、簡潔な一つの未来が視みえないの。黙示録にも載のっていた人々の狂きよう瀾らんと崩ほう壊かい、あの未来図が大きく書き換かえられようとしているのだわ」

「近日中に、何かが起こるということか」

「それも、世界を揺ゆるがしかねない何かが」

　それが確かく認にん出来ただけでも、今は十分に収しゆう穫かくだ。俺は続けて訊たずねる。

「代表──沈じん丁ちよう花げ桜さくらさんについて訊きたい。玲儀音はあの人の、何を知っている？」

　その言葉に、玲儀音はおろか蜂須も大きく表情を変える。

「……何かあったのか？」

「厳密に言うとまだ何も起こってない。でも、代表が俺たちの前からいきなり姿を消した。だから、何が起こるのかを知りたくて来たんだ。──知っているのなら教えてほしい」

　その質問に、玲儀音はすぐには答えない。

　沈ちん黙もくが続く。

　流行のポップスが一曲終わりそうな時間が流れて、ようやく玲儀音は口を開いた。

「交こう換かん条件に、訊きたい事があるわ」

「どうぞ」

「貴方、なぜ沈丁花に味方していたの？　私にその質問をするということは、彼女の真意を知った上の行動ではないということなんでしょう。あの破は天てん荒こうな人間に付き合うなんて、社会に生きる人として軽けい蔑べつに値あたいする行こう為いとしか思えないのだけど。まさか成り行きというわけではないでしょう」

　──それはいきなり困った質問だ。核かく心しんを言うには、少し心の準備が足りない。

「代表の行動に感かん銘めいを受けた、じゃ駄だ目めか？」

「……そう、では質問を変えましょう。咲丘はオカルトが好きなの？」

　今度は逆に意図がまったく分からない。

　その質問をオカルト研究会の部員にするのもおかしな話だが、俺は正直に答える。

「まぁ、最初はあまり信じてなかったけど、最近は面おも白しろいなと思えてきたよ。不老不死の人間やらシェイプシフターやら、予言者やらが本当にいるとは思わなかったからな」




「大体分かったわ。貴方、あの女に騙だまされて利用されていたのね」




　……は？

「私は咲丘を詳くわしくは知らないし興味もない。でも、断言出来るわ。貴方は致ち命めい的てきな勘かん違ちがいを起こしている。アレは貴方の求めるような何かではない、もっと悍おぞましいものよ。今からでも遅くはないから、罪を認めて全すべてを償つぐないなさい」

「ちょ、ちょっと待て！　お前、一体何を根こん拠きよに──」

「私は咲丘がやった事と、見ている風景を視みたわ」

　玲儀音は目を細めて俺を睨にらむ。

　そこにあったのは、純じゆん粋すいな敵意と軽蔑だった。

「──赤あか樫がしから逃にげた時の未来視か」

　その意味に気付いて、目の前が真っ暗になり、喉のどから出る声が震ふるえる。

　俺の質問に、玲儀音は首を縦に振る。夏休みの逃とう亡ぼう劇の際、玲儀音は俺の目を介かいして未来を視た。それには、時々イメージのフラッシュバックを伴ともなうとも言っていた。

　玲儀音は俺の未来を視る際に、一いつ瞬しゆん俺の過去を視たのだ。

「神楽かぐら咲さきテロをサポートしたことも、貴方がなぜ風景にそれほど固こ執しゆうするのかも、貴方がなぜ人間をそれほど憎ぞう悪おするのかも視たわ。……正直言って、理解の範はん疇ちゆうを超こえている性せい癖へきだけど。貴方、自分がこれから何を視ようとしているのか分かって──っ！」

　俺は堪たまらず、こたつから身を乗り出して玲儀音に摑みかかる。

　一方的に視られた。

　俺の風景が一方的に視られたのだ。

　辱はずかしめられたのだ、俺の風景が！　俺だけの風景が!!

「──その辺にしとけ、咲丘。玲儀音も言い過ぎだ」

　ズズーッと間ま抜ぬけな音を出しながら、不味い緑茶を飲んだ蜂須が静かに言う。

　その冷静な声で、頭に上っていた熱が一瞬で冷めた。俺はまたしても、何をやっているんだろう。俺は玲儀音からゆっくり離はなれる。

「……悪い」

「……私の方こそ、下品だったわ」

　お互たがいに頭を下げる。その沈黙の中、蜂須が口を開いた。

「俺の知っている沈丁花といえば、ちっこい革命家みたいなもんだったよ」

　俺と玲儀音は顔を見合わせる。蜂はち須すから代表の話を始めるのは、これが初めてだった。

「正直、インテリぶってて言ってることはよく分からん。あいつは身体からだも重い病気持ちだし、頭も多少おかしい。だから大人が好き放題してる世の中が気に入らなくて、ガキなりにギャーギャー喚わめいてるんだと思う」

　蜂須は遠い目をして呟つぶやく。

「でも、言葉の一つ一つは重いんだ。だから同じような事を言うガキの中でも、あいつだけは一ひと際きわ輝かがやいて見えた。糞くそみたいな世界の中で、あいつだけは太陽みたいに綺き麗れいだった。だから、あいつなら本当に『世界を取り返す』とやらを成功させてもおかしくねぇと思ったよ。理り不ふ尽じんばっかりでくだらねぇ世界を変えてくれると思った。それ位にカッコいいんだ、沈丁花桜は」

　そしてその言葉は恥はじらいも誇こ張ちようも何一つなく、驚くほど俺の心理と同じだった。そうだ、だから俺は代表と共にあの夜を起こしたのだ。

　世界を変えてくれると、本気で信じていた。

　そんな蜂須が、なぜ最終的に代表とは道を違たがえてしまったのだろう。

「──だが、あいつの目指してるのは、そういうもんじゃねぇことに気付いちまった。あいつはとうの昔に何の躊躇ためらいもなく一線を越こえた。あいつはガキなのに、何かが化け物なんだ。俺には理解できない。だから俺はあいつが、あいつらが恐こわくて逃げ出したんだ」

　蜂須は玲れ儀ぎ音ねに頭を下げる。

「俺にも教えてくれ、玲儀音。『世界を取り返す』ってのは何なんだ。どうしたら人間はあんなにも糞みてぇに非情になれる。ちょっとした厨二病ドリーマーだとか、ガキの戯たわ言ごとじゃねぇ。あいつはマジで何かをする気だ。可能なら、俺はそれを止めてやりたい」

　蜂須に続いて、俺も頭を下げる。

「頼たのむ、玲儀音。……お前しか頼たよれる奴やつがいないんだ」

　玲儀音は固く口を閉とざして、沈黙する。

　男二人で頭を下げ続けること数分。

　諦あきらめるような大きなため息を吐ついて、玲儀音は口を開いた。




「──かつて、この世には世界を支配しようとした秘密結社があったの」




　唐とう突とつに荒こう唐とう無む稽けいな話を始める玲儀音を、蜂須と二人で目を丸くして見つめる。

「なんだそりゃ。今はファンタジーの話がしたいわけじゃ──」

「彼らは知ち恵えを愛した。ただひたすらに、人類の生み出した至高の知恵──神秘を追い求め集め続けた。それらを集めて生まれた高潔な一つの集団的知性で、世界の統一を果たそうとしたのよ」

　俺の横よこ槍やりも気にせず、あくまで玲儀音は淡たん々たんと語る。

「そこには文明も、文化も、社会も、国境も、宗教にだって境界が無かった。本能的に神秘を信じ従うという人類の偉い大だいなる集団的知性を、彼らは『神秘オカルト論理ロジツク』と呼んで崇あがめ奉たてまつったの。それがやがていつかは、世界を統一し、人類共通の財になると固く信じて」

「何言ってんだ、玲儀音……」

「噓うそだと思うでしょう。でも、彼らは本気だった。人々が畏おそれ敬う神秘を手にして、自らがこの世を統すべる神として君臨しようとしたのよ。──有あり体ていに言えば、それは世界征せい服ふくというのだけど」

「はははっ……。神様になって世界征服を企たくらむ秘密結社なんてフィクションだろうが！　いつまで噓並べてるんだ、玲儀音！」

　噓のような話を玲儀音は平然と語る。だから噓だとしか思えないのだが、なぜだか玲儀音の人形のような瞳ひとみを見ていると、それがとてつもない真実のように思えてくる。

　……意味が分からない、玲儀音は何を話しているんだろう。

　分かるのは、その『神秘オカルト論理ロジツク』が吐き気を伴うような理想論で、狂きよう人じんの発想であるということだけだ。たとえ篠しの塚づかさんや小こ柳やな津つがいたとして、それはただの夢物語である。

　しかもそれは単なる思想の押し付け──支配である。あの狂くるった大人たちと何が違う。

　そんなものは、俺たちの望んだ自由じゃない。

　俺たちの望んだ革命は、そんなものじゃないんだ。

「彼らのしようとしていた事は、世間の権力者から見ればハッキリ言って悪よ。だから敵も多かった。秘密結社は活動の中心拠きよ点てんを潰つぶされてしまった。組織のメンバーは散り散りになったけど、世界征服を決して諦めはしなかった。──でも、『神秘オカルト論理ロジツク』はついに完成を迎むかえることが出来なかったのだわ。愚おろかで救い難がたい冒ぼう瀆とく的な新しい知恵によって、先に世界は支配されてしまったのだから」

「……新しい知恵？」

「科学よ、咲丘。近代化は、あの神秘を妄もう信しんする狂人たちの世界を全て奪うばい尽つくしてしまったの。そして、世界は決定的に分かれてしまった。『世界はナシヨナ俺たちリズム』や『みんなグローバ仲良しリズム』が台頭し、かつて狂人たちが愛した混こん沌とんは全て失われてしまったのだわ。秩ちつ序じよという幻げん想そうをもって、人間はひたすらに堕だ落らくし退たい廃はいしていった。……世紀末が始まってしまったの」

　玲儀音が何を言いたいのかが、漠ばく然ぜんと理解できるようで、漠然としているにも拘かかわらず、脳が、思考がとても受け入れられない。

　科学の時代なんだぞ。そんなオカルトが通じるわけがない。

　それはもう、常識の範はん囲い外がいだ。世の中を動かしているのは科学で、神秘なんてものを本気で信じている人間なんて、もはや存在しているはずもないのだ。

「組織は、もう戦う気力を失ってしまった。それどころか、科学の知識を得て自分だけは権力を得ようと、次々に仲間を裏切ったのよ。この美しい世界を『神秘オカルト論理ロジツク』で統一するという野望を果たせないまま、秘密結社は滅ほろびてしまったの」

　そうだ。そうしてまで生き残ったのが、世間にほんの僅わずかにいた神秘主義者だ。

　いや、その意味すら忘れた只ただの下品な愛好家の集まりなのだ。金の為ため、権力の為、私し欲よくの為の手段としているだけの冒瀆者達だけだったはずだ。

　──でも、あの人はその類たぐいの輩やからでは断じてない。

「その生き残り、かつて秘密結社を構成していた最後の一族が、あの沈丁花なのだわ。彼女は恐おそらく、19世紀末から続く人間の退廃を終わらせようとしている。私たちが『最後の世紀末』と恐れた事変によって。その方法は見当もつかないけど、これだけは言える。彼女は神秘の死んだ絶望を、決して忘れてはいない」

　玲儀音は立ち上がり、私物のインスタントカメラを肩かたに掛かけて、俺たちに告げる。

　その瞳には、決意の炎ほのおが燃え上がっていた。




「後は裏切り者本人に直接聞いた方が早いでしょう。──沈丁花が本気なら止めなければいけない。この美しい世界を、イルミナティに奪われるわけにはいかないもの」







[image: 第三部　都市伝説『イルミナティ』──Operetta]







《十月二十九日（土曜日の午後）》




　秋になり、夕暮れは驚おどろくほど早くなった。既すでに陽ひは堕おち始めていて、辺りを少しずつ闇やみが包みこんでゆく。

　ネオンが早くも灯ともり始める。オアシスが、今になって目を覚まし始めたのだ。

　俺と蜂須と玲儀音はオアシスの大通りの一つ、キラメキ通りの中央を堂々と歩き、オアシスの奥深くへと進んでいく。

　胡う散さん臭くさそうに俺たちを睨にらむ視線を可能な限り無視し続け、俺たちはそこに辿たどり着いた。見た目には只ただの中規模の雑居ビルに見えるが、なんとなく風景が物々しい。

　そこには『柏かしわ木ぎ組合』という、立派な表札が掛かっていた。

「やっぱり帰らないか？」

「怖おじ気けづいたの？」

「そもそも、俺はまだ心の準備スラ出来てナイからネ」

「……ヘタレ」

　俺の意見に、玲儀音はまったく耳を貸す気配がない。







　蜂須の家から出た玲儀音は「柏木組合に行くわ」と、迷いもなく真っ直すぐにオアシスのキラメキ通りに向かって直進した。

　少なくとも俺たちはまだ、柏木組合に狙ねらわれているかもしれないのだ。玲儀音がいくら組長の娘むすめであっても、あれだけの騒さわぎを起こしておきながら無罪放ほう免めんというわけにはいかないだろう。その中で敵の本ほん拠きよ地ちに殴なぐり込みに行くなんて、無む謀ぼうにも程ほどがある。

　俺と蜂須は必死に玲儀音を止めたが、玲儀音は俺たちを睨み返すだけだった。

「あそこには、今までの惨さん事じの原因を全すべて知る男がいる。私も詳くわしくないことが多いから、情報を過不足なく入手するには、もうこれしか手が無いわ。──知りたいのでしょう、あの忌いま々いましい沈じん丁ちよう花げの全てを」

　そこまで言われて、俺たちには玲儀音の進行を止められる筈はずがなかった。







　そのまま進んでいき、玲れ儀ぎ音ねは堂々と正面入り口の扉とびらを開いた。

　その後ろに、俺と蜂はち須すも続く。

「おやおや、驚いた。お嬢じようさんではないですかい」

　中に入った瞬しゆん間かん、正面から声をかけられる。スーツ姿の男が下品な笑えみを浮うかべながら、入り口に備えられていた椅い子すから立ち上がる。「……お客さんもいやがる。お前ら！」

　すると、左右からも小こ汚ぎたない格好をした中背の男たちがワラワラと集まってくる。

　あっという間に、俺たちはヤクザの皆みなさんに囲まれてしまう。──既にちびりそうだ。

「あなた誰だれだったかしら。まぁいいわ、糞くそ爺じじいに会わせてもらいたいのだけど」

「生憎あいにくですがね、お嬢さん。あなた、ぶっちゃけお終しまいなんですわ」

「……どういうこと？」

　玲儀音が訊きき返すと、スーツ姿の男がケラケラ笑う。

「迎むかえ田だの叔父おじ貴きから、用済みだからぶっ殺すように言われてるんスよ。なんでも組の大事な機密文書を売ったそうで。いくら親父おやじの娘さんでも、流石さすがにそれはいかんでしょう。わざわざお出いでなするとは思いませんでしたが、まぁ、ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　どうにも雲行きが怪あやしい。俺は玲儀音に耳打ちする。

（やっぱり顔パスじゃないのかよ）

（幹部の一人が手て柄がらを立てたいみたいね。困ったわ、馬ば鹿かが相手では話が出来ないもの）

　上が死ねば上に登り詰つめられる、それは下したっ端ぱが本来願ってはいけない野望である。

　だがどこの組織も、一人くらいはそういう野望が好きな奴やつがいるものだ。

「……つーわけでお嬢さん。ここは俺らの顔を立てて、死んでくれやしないですかね」

　スーツ姿の男の宣言を合図に、周りの組員もジリジリと間合いを詰めてくる。

　いきなり計画失敗か。素す直なおに通してくれそうになかったら、玲儀音を人ひと質じちにしようという算段だったのだが、人質に価値がないならその作戦が上手うまくいくはずもない。

　──強きよう行こう突とつ破ぱでもするか？

　蜂須がさり気なく金属バットを構えた、その時である。




「──何の騒ぎかと、思えば。阿あ呆ほうなのですか、あなた方は」




　奥の廊ろう下かから声がしたかと思うと、その巨きよ体たいは一瞬で俺たちの目の前に現れて、スーツ姿の襟えり首くびを摑つかみ宙に浮かせていた。

　見上げるような背せ丈たけの化け物だが、まず目に入るのは、その黒光りするサングラス。

「カハッ……！　あ、赤あか樫がしさん……なんで……っ！」

「まったく、迎むかえ田ださんも、困った人だ。玲儀音さんの件の責任は、全て私が、取るということになっています。その玲儀音さんが、帰ってこられたなら、その身も私が預かることになる」

　ブツブツと途と切ぎれる言葉の中に若じやつ干かんの怒いかりを滲にじませながら、スーツ姿で醜みにくい顔のサングラス巨きよ人じん──赤あか樫がし賢けん治じが宙ちゆう吊づり状態の男に訊たずねる。

「私に報告せず、何をしようとしました？」

「いや、あの！」

「何をしようとしました？」

「叔父貴に──」

　その言葉が最後まで発せられることはなかった。赤樫が腕うでを一薙なぎすると、宙に浮かんでいた男は勢いよく吹ふき飛び、壁かべに激げき突とつして血を撒まき散らしながら床ゆかに落ちる。

　赤樫は俺たちに振ふり返ると、ゆったりと頭を下げる。

「──組合の名めい誉よを汚けがす屑くずが、失礼しました」

　組員はその言葉を聞いた瞬間に、俺たちから一歩後退して頭を低くする。以前は恐きよう怖ふしか感じなかったあの台詞せりふが、今だけは本当に頼たのもしい。

「助かったわ、ありがとう赤樫。それと、その、この間は無む茶ちやをしてごめんなさい」

　玲儀音が頭を下げるのを見て、赤樫の硬かたい表情が若干柔やわらかく動く。

「……玲儀音さんに、礼を言われたのと、謝られたのは、初めてです」

　どんだけ傍ぼう若じやく無ぶ人じんだったんだよ。「それで、ご用件は？　ここまで来られたのです。何か、厄やつ介かいなことでも？　そうでないなら、早く御お帰かえりに、なった方が良い。ただでさえ、玲儀音さんの立場は、あまり良くないのですから」

「今いま更さらだけど、クソジ──父に会わせてほしいの。取り次いでもらえるかしら。貴方あなたに頼める筋合いは無いと分かってるけど、お願い。貴方の力を貸して頂ちよう戴だい」

　今度は玲儀音が、赤樫にしっかりと頭を下げる。俺と蜂須も無言でそれに続いた。

　──少なくとも、こいつが出てきた時点で強行突破は不可能になった。あとは運を天に任せる他ほかない。

　赤樫が静かに唸うなる。無表情なので、何を考えているのか見当もつかない。

　その後、諦あきらめるように軽いため息を吐ついた。

「まったく、家出をしておきながら、帰る時はいきなりとは、困った方だ。……どうぞ。親父は、今日は奥に、いらっしゃいます」

　そう言うと、赤樫は群がる組員の間を割って奥に進んでいく。俺たちはそそくさとそれに続いた。

　赤樫の背中に隠かくれるように、俺たちは細長い廊下を進んでゆく。

　今更だが心に若干の余よ裕ゆうが生まれたので、屋内の風景を改めて確かく認にんする。最悪、どうにかして逃にげることも想定しないといけないからだ。

　建物自体は老ろう朽きゆう化かの所為せいか若干小汚いものの、亀き裂れつなどが入っている様子はまったくない。かなりしっかりとした建物なんだろう、時々見かける扉も多くが鉄製だ。

　素人しろうと目線の分ぶん析せきだが、何かしらのアクシデントがあった場合にも、いざとなったら立て籠こもれるように造られているのかもしれない。建物の構造が妙みように複雑過ぎる。ということは、地の利のない俺たちが逃げ出したところで、どうやっても包ほう囲い網もうは潜くぐれないだろう。

　少し空調が悪いのか、なんとも埃ほこりっぽい。先行きの暗い風景だった。

「──皆さん、お元気そうで、何よりです」

　赤樫がボソリと言うので分かりにくかったが、俺たちに向かって言ったんだと、少し遅おくれて気が付いた。

「いや、その。……あんたこそ、あれだけ無茶苦茶された割に元気そうだな」

「体の構造が、少し違ちがいますので」

　それきり、再び沈ちん黙もくが続く。

　というか、何を会話すれば良いのだろう。俺たちが赤樫に危害を加えたことは紛まぎれもない事実なのに、赤樫がそれに対して謝罪を要求するような節はない。

　この人は、俺たちを許しているのだろうか。

「玲儀音さんに、謝られてしまっては、私はあなた方を、許すほかないのですよ」

　既に俺たちの考えている事は読まれていたらしい。赤樫はあくまで淡たん々たんとした口調で、俺たちに告げる。

「それにあなた方は、奇くしくも玲儀音さんを、自由にしてくれました。多少の感謝こそすれ、恨うらみなど毛頭、する気はありません」

「……そうか」

　なるほど。やはり赤樫は、純じゆん粋すいに玲儀音を想おもっているだけなんだな。

　──本当に彼がいるのに、玲儀音が柏木組合に殺されるようなことはあるんだろうか。むしろ、その方が今となっては疑問でしかない。

　階段を上りながら、赤樫は続けて尋たずねる。

「あれから、二月ほど経たちますが。どうでしょう、玲儀音さん。外には慣れましたか？」

　その質問に、なぜか玲儀音と蜂須の顔が強こわ張ばる。返事を躊躇ためらっているのか、中々口を開かない。赤樫が不思議そうに振り返って、俺に視線を送る。

　いや、俺だって玲儀音の生活なんか知らないよ。

「よく分からないけど、別に大だい丈じよう夫ぶだろ。玲儀音も蜂須の家にいるみたいだし──」

「咲さき丘おかぁぁっ!!」

「うおおおっ!?　な、なんだよ」

　いきなり蜂須と玲儀音に耳元で叫さけばれて、思わず身が竦すくむ。




「──ほぅ」




　なぜか急に寒気が全身を襲おそった。

「なるほど、蜂須くんの、家に、ですか。一つ、屋根の、下で。年とし頃ごろの、男女が、一つ、屋根の、下とは……。ほぅ、くっ、くくくっ……！」

「……赤樫？　どうしたんだよ、プルプル震ふるえて」

　その殺気を発しているのは、この施し設せつの中では一番頼もしいはずのサングラスの巨人。なんだろう、何か怒おこらせるようなことを言ってしまっただろうか。

　なぜか蜂須の顔が、その自じ慢まんの髪かみの色くらいに蒼そう白はくになっていく。

「その、咲丘さん。当然、その家は、階が分かれていて、バスルームなどが、分かれていて、清潔で、それぞれが、まったく別の、生活空間を、構築できる、素す晴ばらしい、建物ですよね」

「は？　ないない。あのオンボロアパートじゃ、全部二人一いつ緒しよだろ」

「ぜ……んぶ？　二人、一緒……!?」

　あっ、そういえば赤樫って蜂須が嫌きらいなんだっけ。

　──もしかして爆ばく弾だん発言だったか？

　いきなり玲儀音が俺と蜂須の手を取って、硬こう直ちよくした赤樫の脇わきをすり抜ぬけて前に進む。

　早口で玲儀音が後方の赤樫に叫んだ。

「お疲つかれ様、赤樫！　後は私たちだけで行けるわ。案内ご苦労様。他人には聴きかれたくない話だから、しばらく誰も近づかないで頂戴。貴方もよ、赤樫。それでは御ご機き嫌げんよう！」

「……どういうことだ、蜂須ぅぅぅぁぁぁあああああああああああ!!」

　獣けもののような咆ほう哮こうが聞こえ、巨きよ大だいな地じ響ひびきがしたかと思うと、玲儀音は俺たちを引っ張って走り出し、一番奥の扉を開いて中に転がり込む。その鍵かぎを急いで閉めた。

　それきり、室内は静せい寂じやくに包まれる。防音性が高いのか、先ほどの獣のような唸り声は一いつ切さい聴こえない。

　蜂須が物もの凄すごい形相で俺に嗤わらいかける。

「うひゃひゃ……、し、死ぬかと思った……」

「あー、すまん。配はい慮りよが足りなかった」

「超ちよう楽しいから許す！　いや、ぶっ殺したいけど、我が慢まんして快感に変える……っ！」

　蜂須がマゾで本当に良かったと感じた瞬間だった。




「──ノックの一つもしないとは。家出といい不良娘むすめになっちまったよのぉ、玲儀音」




　その声は、部屋の奥から発せられた。

　酷ひどく嗄しわがれているが、発せられた言葉の文脈がハッキリ通る良い声だ。俺たちは、その方向へと目を向ける。

　一台の巨大モニターの中で、戦争が起こっていた。

　声の主は俺たちに背を向けて、最新のＦＰＳゲームに興じていた。

　主観カメラが凄すごい勢いで爆ばく風ふうの中を搔い潜り、画面全体を少し赤く染めながら、それでも正確に視点の主は狙ねらいを澄すませて敵兵にサブマシンガンを放つ。迂う闊かつに顔を出した敵兵はその射しや撃げきに倒たおれ、それでもなお迫せまりくる哀あわれな兵士たちを、視点の主は一方的に蹂じゆう躙りんしていた。

　映像は非常にリアルで、音おん響きようも凄すさまじい。見ているだけの俺たちですら、あたかも本物の戦場にいるように感じてしまうが、それは映像と音響が生み出しているだけの錯さつ覚かくなのだ。ここはあくまで柏かしわ木ぎ組合の長おさの部屋なのである。

　しかし、そこにあったのは確かに理り不ふ尽じんな戦場の風景だった。

「……貴方もノックなんかしないでしょう、昌しよう造ぞう。たまには父親を見習っただけよ」

「なるほど、いかにもな話よ。可愛かわいい言い訳するようになったもんだ、誰だれに似たかねぇ」

「誰にも似なかったのでしょう、不良だもの」

「じゃあ、儂わしに似たようだ。……ううむ、やはり旗獲とりもつまらんなぁ。こやつらは殺してもリスポンして動きよるからに、仲間の脚あしを撃うっても泣かんし面おも白しろうない。大体、ルールの意図がまるで分からんぞ。所しよ詮せん、人の創つくり出したリアリティなんぞこんなものか」

　そう言って、声の主は前線を形成していた味方チームのプレイヤーに銃じゆう口こうを向ける。

　サブマシンガンの銃口がそのまま火を噴ふき、声の主はあっという間に味方を全ぜん滅めつさせて、躊躇いもなくゲームの電源を切った。──ＴＫチームキル切りとは、悪あく趣しゆ味みな奴もいたものだ。

　椅い子すを回転させて、その男は俺たちに向き直る。

　最初は、ストリートミュージシャンか何かかと見み間ま違ちがえた。服装はフード付きのパーカーに上質なジーンズと、下にいた組員達と比べてかなりラフである。仮にも組織の長とは思えない格好だ。きっと悪い意味で、かなり現代的なセンスの持ち主なんだろう。

　細い首にはＤＪ用の大きなヘッドフォンを掛かけていて、重量で根元からポッキリと折れてしまいそうにも見える。それぐらいに、フードを被かぶった中の顔には肉がなかった。

　齢としは……想像もつかない。それぐらいに彼はガリガリに瘦やせ細っていて、先ほどまで機き敏びんに敵兵を倒して回っていたプレイヤーと同一人物だとは到とう底てい思えない。

　もはや髑髏どくろとしか言えないその男を一言で表すなら、そう、不死者リツチの類たぐいだ。篠しの塚づかさんのように不老ではなく、見るからに老いているのに、なおも生命活動を停止しない化け物。

　皮と骨だけで出来ていそうなその男──柏かしわ木ぎ昌しよう造ぞうは、少ない肉を寄せて皮を動かし、どうにか笑えみに見えるような表情を浮うかべる。

「おかえり、玲れ儀ぎ音ね。──ふぅむ、土産みやげはヒモが二匹ひきだけか。男を知って帰るとは、親不孝も甚はなはだしいのぅ。して、どっちが良かった？」

[image: ]

「自分の齢を考えて物を言いなさい、糞くそ爺じじい。貴方はいつも下品だわ」

「ただの厭いや味みじゃ。それぐらいも流せんのか、これだから最近の若い者は……。大体、寝ね技わざの一つも知らん生き娘むすめのお前さんに、そんな度胸はあるまいて。父としては嬉うれしいがな」

　……孫じゃない辺りが化け物過ぎる。

「で、連れて来たのは、よりにもよってこいつらか」

　値ね踏ぶみするように、ジロリと睨にらまれる。緊きん張ちように喉のどが詰つまり、空気が肺に入ってこない。

　見られている。全すべてを見通すような黒く塗ぬり潰つぶされた瞳ひとみで視みられている。

　恐おそろしかった。

　赤あか樫がしと対たい峙じした時の比ではない。ただそこにいるというだけでこの人は恐ろしかった。

　──これが、柏木組合のボスか。

「赤樫から聞いてるとは思うけど、咲丘と蜂はち須すさんだわ」

「知っとるよ、それぐらい。蜂須とは何度か飯も食った仲じゃ、のぉ？」

　会話を振ふられて、蜂須が息を吞のむ。流石さすがにこいつにも緊張する相手はいるのか。

「……ハロー、爺じいさん。今日はご機き嫌げんだな」

「愛いとしの娘が帰ってきおったに。それを奪うばいおった男の面を見ても、すぐにぶち抜かんくらいには機嫌も良くなるというものよ。特にお前は、儂のお気に入りじゃからのぉ」

「はははっ、ジョークも冴さえてるな。そのままコメディアンでも目指したらどうだ？」

「ハッ！　くだらんな、興味ない。老いぼれは大人しく、家でゲームでもしとるよ。脳トレと言うんじゃろう？　確かに少しは戦場を思い出す、ボケ防止には刺し激げき的よの」

　俺の知っている脳トレは、そんなに殺さつ伐ばつとしていない。

　痙けい攣れんみたいな蜂須の笑みから、昌造は俺へと視線を移す。

「蜂須は勿もち論ろん、お前さんもな。沈丁花の腰巾着の咲丘クン」

「──そこまで知ってるなら、挨あい拶さつはいらないよな」

　赤樫や小こ柳やな津つにでも訊きいたんだろう、俺の情報もかなり漏もれているらしい。

　そこまでバレているなら、今いま更さらこの男に隠かくすような事はほとんどない。俺は覚かく悟ごを決めて、その空くう洞どうのような瞳を睨み返す。

　愉ゆ快かいそうに口の端はしを吊つり上げて、その枯かれ枝のような手でソファーを指した。

「立ち話もなんじゃ、座れ」

　緊張で動けない俺たちに、昌造は一いつ喝かつする。「まったく、二度言わせるな若造！」

　緊張と恐きよう怖ふで、俺たちは言われるがままにソファーに腰こしを下ろす。昌造は高椅子に座ったままなので、俺たちよりも一つ高い位置から見下ろしている。

　極きわめて威い圧あつ的な風景だった。

「して、玲儀音よ。今更何しに帰って来おった。黙もく示し録ろくまで奪われおって──」

「沈じん丁ちよう花げ桜さくらが攻せめて来るわ。それも近日中に」

　玲儀音の言葉に、昌造は嗤いながら答える。

「カッハッハ！　んな事はとっくに知っておるよ。当面の問題は『黒ミサ』じゃろうて」

「──驚おどろかないのね」

「神楽かぐら咲さきにこんなにも早く帰ってくるとは思わなんだが、分からぬ方がどうかしておる。赤樫の前に姿を現して早二月、むしろまだ動かないのが不気味よのぉ。──はて、それなら咲丘クンはここで何しとるんじゃ。沈丁花はどうした」

　今更の質問に対して答えに詰まる俺の代わりに、玲儀音が声を上げる。

「咲丘は、私たちに協力してくれることになったの」

「ダウト」

　玲儀音のフォローは一いつ瞬しゆんで見破られた。「お前は噓うそが下手よの。どうせ単純に、ポイ捨てされて道に迷っただけじゃろ。その様子だと、自分たちが何に協力していたのかも知らんとも見える。帰れ！　ここはお前さん達のような屑くずの来る所ではないわ！」

　取り付く島もない。理不尽過ぎる。今時こんなカミナリ爺がいるものか。

　昌造の強きよう烈れつな一喝に身が竦む思いだったが、俺は勇気を振り絞しぼって反論する。

「それを今まで知らなかったから、俺は知りにここまで来たんだ！　教えてくれ、沈丁花って何なんだ。イルミナティって何なんだ。『黒ミサ』ってのは一体何なんだよ!?」

　俺の嘆たん願がんを聞いて、昌造は玲儀音を睨んだ。

「──どこまで話した？」

「その問いに至るまでの全てよ。二人にも全てを明かしてほしい。私の協力者だわ」

「愚おろかよのぉ、玲儀音。今時、そんなものを信じる輩やからがどこにいる」

「彼は篠塚さんにも会っている。その上で神秘主義ではないのよ。私たちの秘密を聞く権利は十分にあるわ。沈丁花桜が近日中に動くというのは、彼の情報よ」

　真っ直すぐに睨み返す玲儀音に対し、昌造はクツクツと嗤う。

　その目は、煌こう々こうと怒いかりに燃えていた。

「……儂も老いたのぉ。他所よそに漏らすなと固く禁じた家の秘密を、家出した娘がヒモにペラペラと喋しやべりおる。なのにそれを叱しからんばかりか、冥めい途どの土産に話すのも一興かと思ってしまうとは、いやはや愉快、痛快。……これだからまだ死ねん」

　しばらく嗤った後、昌造が口を開く。




「イルミナティは、『神秘オカルト論理ロジツク』によって世界の統一を目指した協会──秘密結社じゃ」




　ただ静かに、昌造はその夢物語のような話を語りだした。

「それは世界中に存在する同志の総そう称しようで、昔は政治を裏で操あやつる勢いもあったが、近代化で既き得とく権益がことごとく失われての、随ずい分ぶんと前に滅ほろびたよ。そのうちの日本に残った二つが、沈丁花家と柏木家じゃった」

　科学が世界を席せつ巻けんして、近代化の進んだ中で居場所を失っていった神秘の代理者たち。玲儀音の抽ちゆう象しよう的な説明とも、ある程度一いつ致ちする内容だ。

「おいおい、じゃ何か？　天下の柏木組合も、本当に元は秘密結社様だったのかよ」

「元は両家共に政治屋じゃ。ウチにだって品が良かった時代はある」

「うへぇ、笑えねぇ……」

　蜂須が頰ほおを引き攣つらせる。

　今ではヤクザの一党である。とはいえ、ヤクザとしては規模が小さい割に異常な影えい響きよう力のある組織だとは前々から聞いていたが、元々政治の側にいたとは思わなかった。

「……だからお互たがいの手は知り尽つくしておる。代々継つがれし家の知識を守るため、沈丁花が怪かい奇きそのものを研究し手足とするに対し、柏木は蘭らん学がくにより戦せん闘とうに特化させた人間を作り上げた。最終的には戦いくさとなっても勝つためにな」

「人間を作る？　──もしかして、赤樫の事か」

　フランケンシュタインの怪かい物ぶつ。──成なる程ほど、確かにオカルトではなくＳＦの類の発想だろう。柏木家の科学への傾けい倒とうは、既すでにそこで始まっていたのか。

「正直、アレがこの時代で完成したのは偶ぐう然ぜんじゃがな。古いにしえの技術の復活は、現代ではむしろ難しいもんでのぉ。当時の材を揃そろえる為ために、いくつの法を無視したものか」

　何でもなさそうに淡たん々たんとそれを言う昌造を、玲儀音は凍いてつくような視線で貫つらぬく。しかし、昌造はその視線の槍やりを平然と受け流し、玲儀音に向かって笑みを浮かべてみせた。

「……でも内部でそんな事やってる奴やつらが、世界の統一なんて出来るのか？」

「カッハッハ！　まさにその通り、向こうもこっちもそれで滅んだ。滅ぼしたのは儂じゃがな」

　またしても大それたことを平然と語る昌造に、思わず訊たずねる。

「──滅ぼしたって、何をしたんだ」

　すると、昌造は初めて俺に向かって、心底楽しそうに、人を食ったような禍まが々まがしい笑みを浮かべた。

「人々の忘れ去った愚おろかで古ふる臭くさい物にしがみ付く惨みじめな屑を生かしておくのも忍しのびない。沈丁花やそれに追従する屑たちに、あの手この手を使っての。謀む反ほんの冤えん罪ざいから資産凍とう結けつ、本家を潰して身ぐるみを剝はがして国外追放までしてやったものよ。愉快痛快、略りやく奪だつした奴らの酒の味、老いた今も忘れられん！　あれは最高に美味じゃった……っ！」

　その自信満々な宣言を受けて悟さとる。この謀ぼう略りやくと暴論と暴力で成り上がってきた昌造という男の足元に、どれだけの人間の屍しかばねが築き上げられてきたのかを。

　それは沈丁花桜のような暴君ではなく、遂とげるべき理想もなく、ただ自分らしく生きる為に殺し、その生を受けて永遠と生き続ける魔ま物もの。

　まさに不死者リツチ、強ごう欲よくの塊かたまりのような化け物がそこにいた。

「しかし沈丁花め、なんと海向こうでカルトを開いて、また一財を築きおった。沈丁花の糞爺が孫まご娘むすめを連れて殴なぐりに帰って来た時は、本気で肝きもが冷えたものよ、カッハッハ！　しかし、その孫娘は電車事故で死んだとばかり思っておったがのぉ。あの爺もつい先日に死んだと聞いておる。とすれば『神秘オカルト論理ロジツク』を継いだのは桜さくらしかおるまい」

　ここまで饒じよう舌ぜつに語っていた昌しよう造ぞうの表情が、唐とう突とつに真しん剣けん味みを帯びる。

「あの娘は世界を取り返すつもりじゃろう。あれは元々、奴らの物じゃった。そして今も自分の物と信じて疑わぬ狂きよう人じんよ。そうとは気付かんかったが、既に奴は五月一日のヴァルプルギスの夜に、前座の『黒ミサ』を執とり行っておる。次は何をしでかすやら……」

　五月一日。今年のその日は、俺たちにとって特別な日だ。

　まさかあれが、神楽咲テロが『黒ミサ』だというのだろうか。しかしあれは、オカルトも魔ま術じゆつも何も関係ない破は壊かい行こう為いだ。……神秘と何の関係がある。

「──何が起きる。次の『黒ミサ』っていうのは何をして、何が目的なんだ」

　俺が本題に入ると、昌造は逡しゆん巡じゆんしてから玲儀音を見る。

「玲儀音よ、お前さんの未来視では何も視えんかったのか」

「……黙示録を失ってからは、役に立たなくなってるわ。これから先、近日中の運命が無む茶ちや苦く茶ちやになってるもの」

「ふむ……、運命が、やはりのぉ……」

　正直、玲れ儀ぎ音ねは病的な噓つきだから、この辺りの話はもしかすると噓なのかもしれないと半ば思っていたのだが。昌造は、その玲儀音の発言を嚙かみ締しめるように反唱する。




「──なぁ、お前さんら。現代人が一番恐怖するものとは、何ぞや」




　唐突な昌造の質問に、俺たちは面めん食くらう。

「何だと言うの？」

「玲儀音には訊いておらん。それ、そこの二人」

　あくまで昌造は、俺たちを睨みつけるだけだ。髪かみをボリボリと搔かいて、蜂須が答える。

「死ぬことじゃね？」

「……監かん視し、かな」

「儂わしはのぉ。それが現代人に限るなら、理り不ふ尽じんだと思うておる」

　俺たちの意見を小こ馬ば鹿かにしたように鼻で笑うと、昌造は語りだす。

「独裁者がなぜ恐れられるか。それはの、奴が権力を持っているからではない。奴が『その権力をどのような基準で使うかの予測がつかない事』に、民衆は恐怖する。が、これは理不尽に当たるか？　そうとは言い切れん。なぜなら奴には確たる理由があり、その結果を齎もたらすための鋼の意思があるやもしれんからだ。その場合、独裁者は実に論理的であり、従わない民衆の方がよほど愚かで理不尽であるやもしれぬ」

「じゃあ、あんたの言う理不尽ってのは何だ」

　俺が訊ねると、昌造は指を立てて言い放った。

「逆を言おう。独裁者に限らず、何らかの権力を行使する際には、それは必ず理不尽になる。そしてその中で最も理不尽な者が、最大の権力者なのだよ」

「……は？」

「例えば咲さき丘おかクンの家の場合、一番の権力者は誰だれかな？　──兄君であろう」

　なぜ、俺の家族構成まで知っている。どうして俺の家庭事情なんて知っているんだ。

　俺が視みられている。俺の風景が視られている。

「それが家庭の中で非力な子供だろうが、稼かせぎのない両親だろうが、最も理不尽な振ふる舞まいをする者が、その家では畏い怖ふの対象となり果てるんじゃ。引き籠こもりなどというものが理知的か？　ＤＶドメヴアだろうが介かい護ご老人だろうが怪物親モンペだろうが、最も思し慮りよに欠けて品もなく身勝手を語る者が、その中では最高の権力者になるんじゃよ。──つくづく滑こつ稽けいな話とは思わんか？　んなもの、さっさと殺してしまえば良いものを」

「そんな風に割り切れないだろ。……いくら相手が理不尽だって、家族なんだ」

　それを聞き、昌造はゲラゲラとおかしそうに嗤わらうだけだ。

「はて、だとするとなぜこうも現代人は理不尽に勝てんのだ？　理不尽に対して、恐きよう怖ふを抱いだき反はん抗こうすらしない？　爺じじいにも分かりやすく説明できるかえ」

「気に入らねぇな、爺さん。何が言いたい」

　蜂はち須すが苛いら立だたしそうに言うと、昌造は笑いを嚙み締めながら俺たちに諭さとす。

「単純じゃ。『世界はそうだ』と、儂らは刷り込みをさせられておる。『逆らうことの出来ない権力者がいる』と、儂らは反復して叩たたき込まれ、それを信じて疑わないわけじゃ」

　その言葉には、俺にも一定の理解があるように思えた。

「──それが教育だって言いたいのか？」

「いかにも。流石さすがは勘かん違ちがいの妄もう信しんで、沈じん丁ちよう花げに一時でも付いただけはある」

　昌造が俺たちを心底馬ば鹿かにしたように言い放つ。

「ガキの教育というのはまさにこれじゃ。己おのれの知識も知ち恵えも回らぬものだから、保護者というものが如何いかに理不尽であっても、その理不尽を許容するしかなくなる。小さな子供には反論も反はん撃げきも出来ぬからのぉ。それを延々と繰くり返して、人は権力を学ぶんじゃよ」

　子供は親に逆らってはいけない。先生の言う事に従わなければいけない。

　なぜ？　──なぜだと思う？

「そして自分が無力だと気付いたところで、その原因を『強大なものが外から自分を抑よく圧あつしていて、自分には目標が達成できない』と権力者に押し付け、屈くつ服ぷくする術すべを身体からだに刻み込むわけじゃ。そんな有あり難がたい防衛本能を刻ませてくれることで、理不尽に抵てい抗こうできない身体が、社会が完成をしてゆく。むしろのぉ、こうでもせんと国は成り立たんのだ。権力者は誰でも理不尽なのだからのぉ。歴史はこうして繰り返し、社会は頑がん強きような構造を保つ。とても基本的なことじゃ、最近の若者は知らんかえ？」

　小首を傾かしげる昌造に、俺たちは何も言い返せない。

　そんな事、考えたこともなかった。




「知らんのだろう。──知らんから、学徒風ふ情ぜいが大人に喧けん嘩かを売るのだ」




　怒りに満ちたその言葉は、雷かみなりのように俺の心臓を貫く。

「理不尽はな、当たり前なんだよ。理不尽を嘆なげくか若造、その理不尽が社会を形成しているのだ。それに浅はかな異があるから、それが己を抑圧しているから解放されたくて、貴様らは沈丁花に焦こがれたのだろう。屑くずの思想だな。貴様らは単に『自分が無力で無能で価値のない屑』であることを、見えない敵の所為せいにして悦えつに入るだけの屑よ」

　暴言の連呼に呼吸が詰つまっていく。隣となりにいた蜂須も汗あせを大量に流しながら、瞳どう孔こうを揺ゆらして譫言うわごとのようにそれを否定する。

「なわけ、ねぇだろ……。理不尽なんてのが、許されるわけ──」

「ち、違ちがう……。俺は……」

「逃にげるな!!」

　怒ど声せいをぶつけられた俺たちは、ただ叩きつけられる真実に怯おびえて身を縮こませる。

「言い訳をするな、貴様らは何も出来なかった。勇気がなかった。努力もしなかった。人の意見も聞かなかった。周りは馬鹿だと一方的に見下した。大人は糞くそだと一方的に見下した。学ばなかった。更さらに惰だ性せいを続けた。自分が正しいと笑っていた。少しばかりの行動を起こしても限界を決めて、それ以上を決して求めない！　そうだろう、そうに違いない。そうでもなければ、神秘も信じぬ輩やからが沈丁花なんぞに手を貸すか？　その屑があの狂人と肩かたを並べて、世界に反旗を翻ひるがえしているつもりとな？　片腹痛いわ!!」

　呼吸が乱れる。動どう悸きが激しくなって収まらない。

　違う、違うんだ。それが嫌いやになったから行動を起こしたんだ。俺たちは何もしない奴らとは違う。俺たちは世界を取り返すんだ。それが俺たちの理想で、俺たちは間違ってなんかいないんだよ！　なぜこの老人は、それを分かろうとしないんだ!?

　そしてどうして、俺はその言葉を口に出して言い返せない!!

「貴様らは単に、理不尽の味を覚えただけの屑よ!!」

　血管を体中に浮うかべながら昌造が立ち上がり、圧あつ倒とう的な質量の事実を俺に墜おとす。

「黙だまっておれば良かったのだ。貴様らのような立ち上がることも忘れた屑は、ウジウジと部屋の隅すみでカビを生やして野垂れ死ねば良かったのだよ。それが理不尽を振るう快感を覚えてしまった。よって貴様らは悪あく臭しゆう振ふり撒まく醜みにくい屑へと成り果てた。貴様らのような屑は誰も望んでおらん、誰もだ。沈丁花の背に貼はりついて能書きを垂れるのが、所しよ詮せん貴様らの限界よ。その上神秘も信じない、そんな屑を誰が手元に置いておく？　自うぬ惚ぼれるな若造。世界は貴様なんぞが知るより広く、深い!!」

「俺は行動を起こしたんだ、違う、違うよ、違うんだ！　だって、だって、代表の言葉に、俺の言葉に屈服した奴やつはあんなにもいるじゃないか。俺は立ち上がった。俺は行動をしている！　何もしてない奴とは違うんだ！　そうだろう、そうに決まってるんだよ!!」

　その言葉の暴力に耐たえきれず、俺は支し離り滅めつ裂れつな反論を試みる。

「思考をしろ、と言っておるのだ！　自身を馬鹿と認めるは大きな前進だが、行動を起こせば聡さといと思うは愚か以外の何物でもない。それが屑の所業だと言っている！」

「でも──っ！」

「黙れ屑！　貴様は権力を盾たてに大声を出しているだけのガキに過ぎん、甘ったれるな！　貴様のやっていることなんぞはなぁ、匿とく名めい掲けい示じ板ばんで毒どく舌ぜつを吐はいている自じ称しようニヒリストと変わらねぇんだよ！　それが世界を変える？　笑わせんじゃねぇよ、そんな有う象ぞう無む象ぞうはどこにでも存在するわ。落書きは便所に書け!!」

　だが、どうしようもなく柏かしわ木ぎ昌しよう造ぞうは事実で、真実だった。

「思い返せ若造。沈丁花は貴様らを救うなどとは一言も言っておらんだろう！　そんな些さ事じには関心もないのだ。奴が言説を流すは只一つ、神秘の為だ！　奴の言葉を思い返せ。奴は人間が神秘を失った事を嘆き、ただ人間から奪うばわれた世界を取り返すことしか求めてはおらん！　奴は救世主でも革命者でもない、どこにでもいるヒステリーな狂人よ！　人の輪に混じれんだけの屑共の救済など誰がするか!!」

　圧倒的だった。何も言い返せない、理不尽だ、卑ひ怯きようなくらいに正論だ。

　そんな事を言われて納なつ得とくできるわけがない。俺は正しかったはずなんだ。

　自信がボロボロと崩くずれ落ちる。俺の罪が、覚かく悟ごが無む駄だになっていく。

　なぜか俺だけではなく蜂須までも、地に膝ひざをついて泣き崩れていた。

「そうじゃねぇ……、違うんだ、俺は……そんなつもりじゃなかったんだよぉ……」

「糞くそ爺じじい……、テメェに何が分かるって言うんだ、この、糞爺め……っ！」

　反論らしい言葉も口に出せず、ただ涙なみだが止まらない。俺たちを作り出したのはお前たちなのに、お前たちが何も教えてくれない所為で俺たちはこんなにも苦しいのに。

　大人は卑怯だ。大人は嫌きらいだ。大人なんて、正し過ぎる。

「儂を憎にくむか？　──貴様らの相手にしようとしている怪かい物ぶつはな、儂以上の理不尽で出来ておるのだぞ。奴は、現代での権力者とは、最も理不尽であれば良いと知っておるからの。今後、奴のやろうとしている事は決まっておる。圧倒的な理不尽しかありえんだろう」

　昌造は席につき、葉巻を取り出して火を点つける。とんでもない悪あく臭しゆうを俺たちに吹ふきかけて、苛立った様子で顔を顰しかめていた。

「話せば少しは情報が獲とれるかと思えば、期待以下じゃったわい。儂も忙いそがしいからに、見捨てられて愚ぐ図ずっているガキに構っているだけの余よ裕ゆうはないんじゃよ。──失うせろ、その面つら二度と儂に見せるな。見ているだけで胸むな糞くそが悪くなる」

　俺は立ち上がり、ふらつく足取りで扉とびらへと向かう。これ以上、この空間には一分一秒もいられない。逃がしてくれ、解放してくれ、もうこんなのは沢たく山さんだ。

　出ていく俺たちの背に、昌造が古い機種の携けい帯たい電でん話わと最後の暴言を投げつける。

「玲儀音。お前は母と同じで本当に目が悪い。そんな屑達に構うな、あやつと同じで未来を失うぞ。危なくなった時には、それで儂に連れん絡らくしろ。もう分かったじゃろう。お前を未来で殺すのは儂ではない。愚おろかなお前自身じゃ」

　玲儀音はその携帯電話を拾い上げると、憎にく々にくしげに昌造を一いち瞥べつして、再び背を向ける。

「……二度と母を侮ぶ辱じよくしないで頂ちよう戴だい。さようなら、口の達者な糞爺」

　あの理不尽の塊かたまりは、敗者にこれ以上の追い打ちを重ねようとはしなかった。







《十月二十九日（土曜日の深夜）》




「──で、柏かしわ木ぎの爺さんに説教されて帰ってきたのか。全部正論じゃねぇか、ざまぁ」

　俺が『ムジカ』で愚ぐ痴ち混じりに上質なコーヒーを飲んでいると、小こ柳やな津つはカウンターの向こうでケラケラ笑いながら、吸っていた煙草たばこを灰皿に押し付ける。

　今日はやけに紫し煙えんが目に染しみた。

「うっせーよ、俺の情報売りやがって……」

「ウチも商売だからな、慣れろって。悔くやしかったら、今みたいにテメェの個人情報以上の上ネタを仕入れてきな。……つっても、こんなネタに需じゆ要ようねぇけど」

　そう言うと、小柳津は俺の前に揚あげたてのポテトフライを勝手に置く。別にそんなものは頼たのんでいないのに。

「世界征せい服ふくを狙ねらう秘密結社の生き残りの女子高生が何か企たくらんでる、だもんな。……そんなの誰も信じないだろ。警察にでも駆かけ込めば良いのか？」

「まずお前が捕つかまるよ、この変態共犯野や郎ろう。今いま更さらになって良心の呵か責しやくとか、笑わせるね」

　盛りつけられたポテトフライを齧かじりながら、俺は上じよう機き嫌げんに笑っている小柳津を睨にらむ。小柳津は鼻歌まで歌いだした。俺が鬱うつになっていて、余よ程ほど気分が良いらしい。







　柏木組合を追われ、俺と玲れ儀ぎ音ねと蜂須は特に会話もせずにオアシスで別れた。

「──お互たがいに色々と整理したいでしょう。今日はもう、お開きにしましょう」

　玲儀音はそれだけ言うと、肩を怒いからせて、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっている蜂須を引き摺ずって帰ってしまった。俺も冷静に話せるような気分ではなかったし、これで良かったのだろう。

　真っ直すぐに帰っても良かったのだが、あの糞爺と話して溜たまった鬱うつ憤ぷんはどこかで発散させなければ気が済まなかった。結局俺はオアシスをブラブラしながら、『ムジカ』に転がり込んだのである。代表たちと音信不通になってから、柏木組合突とつ入にゆうまで。イライラしていたので洗いざらい事情を小柳津に一方的にぶちまけた。

　そんなこんなで、時間はもうすっかり深夜帯になってしまった。







「やっほー、咲さき丘おか。なになに、桜さくらちゃんと喧嘩したんだって？」

　そこで吞のん気きに声をかけてきたのは、いつものウェイトレス姿に戻もどった香か澄すみだ。もうメイド週間は終わってしまったらしい。少し残念である。

「別にそういうわけじゃないけど──」

「いや、聞いた感じじゃ、世間を股またにかけた壮そう大だいな痴ち話わ喧げん嘩かみてぇなもんだろ。ウジウジ悩なやんでねぇで、さっさと会いに行ってキスの一発でもぶちかまして仲直りすりゃ良いじゃねぇか。かったりぃなぁ」

「そんなに単純な話じゃないからな」

「くだらねぇ痴話喧嘩してる奴は、皆みんなそう言うんだ」

　小柳津が面めん倒どう臭くさそうにボサボサの髪かみを搔かく。畜ちく生しよう、他人ひと事ごとだと思いやがって。

　──昌造は、恐おそれていた。いくら組織の生き残りの跡あと取とりだからって、あの一いつ介かいの高校生に過ぎない、身体からだに重大な欠けつ陥かんを抱かかえた沈じん丁ちよう花げ桜さくらを。

　あの化け物みたいなカミナリ爺じいさんが恐れている事態なんて、どんな事なのか見当もつかないのだ。これがくだらないわけがない。

「駄だ目めだよー、喧嘩は。どうせ咲丘が悪いんだし、さっさと謝っちゃいなよ」

「うるせぇ、黙ってろ絶ぜつ壁ぺき」

「……ムキー！」

　安直な挑ちよう発はつで香澄は簡単に喧嘩に乗った。俺に摑つかみかかってくるので、俺も頰ほっぺたを抓つねって抵てい抗こうする。香澄は俺の髪の毛を摑んで応戦し始めた。……嗚呼ああ、ムカついた時には香澄を馬ば鹿かにするに限る。複雑に物事を考えるのが馬鹿らしくなるからだ。

　香澄が怒る理由はこうも単純なのに、俺には代表が理解できない。

「お前ら店で暴れるな、追い出すぞゴルァ。……おっ、そういえば香澄のＰＶアップしたの咲丘だっけか。あれ、いい感じになってるらしいぜ」

　暴れる俺たちを無む理り矢や理り引き離はなした小柳津が、唐とう突とつにそんな事を言い出す。

「……確かにそんな事したな。いい感じって何がだ？」

「お陰かげ様さまで、ジワジワ再生数が上がってるみたいだぞ。中々の評判みたいなんで、ちょっと複数ＩＤで自演して盛り上げてきた」

「自演はやめろよ、ウザったいし調べれば分かるからな。──でも、そりゃ驚おどろいた。あれはまだアップして二週間くらいだろ。十分快挙じゃないか」

　あまりネットの音楽業界には詳くわしくないが、素人しろうと動画が何かしらのランキングに入ることが珍めずらしいことぐらいは知っている。ああいうのは本当に無数に存在するのだ。

　そもそも編集をしたのは俺だ。再生されているなら、それはそれでちょっと嬉うれしい。

「そうなの？　でも、特に御お捻ひねりが増えてるわけでもないしなぁ。微び妙みようじゃん」

　何事かまったく分かっていないのか、香澄は不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。

「ネットに浸しん透とうし始めてるってのは、ご近所に広めてるのとはワケが違ちがうだろ。……えっと、要はテレビに出て、お前を見てくれてる人が増えてるのと同じようなもんだ」

「凄すごいじゃん！」

　香澄が気だるげな様子から一転、興奮して鼻息を荒あらくする。テレビで初めて通じたか、単純な奴め。

「折せつ角かくだし、飽あきられる前にもう一本投とう稿こうしておくか。この調子でちょっとずつ新曲をアップしていけば、もっと人気が出るかもしれないし」

「ＣＤとか作ってもらえるかな!?」

　目を輝かがやかせて香澄が顔を近付けてくる。……ＣＤなんてパソコンで簡単に作れるのに。

「ま、まぁ、無む茶ちや苦く茶ちや頑がん張ばればメディアも取り上げてくれるかも──」

「おおっし、無茶苦茶頑張る！　新曲作るぞぉ！」

　そう言って、香澄は勢いよくスタッフルームに駆け出してしまった。今日の仕事は、店長の目の前でサボるらしい。

「……ちょっと無責任なことを言ってしまっただろうか」

「いざとなったら責任取れよ、糞くそイケメン」

　それはちょっと御ご免めん被こうむりたい。

「でも、香澄は目標とかあって良いよなぁ……。ちょっと羨うらやましいよ」

　散々俺の愚痴を聞いて満足したのか、馴なれ馴れしく小柳津が俺の肩かたに手をかける。

「まぁまぁ、そう言うなって。元気出せよイケメン。イラついた時は歌だとか絵だとかじゃなくて、酒か煙草か風ふう俗ぞくに限るだろ。たまには紹しよう介かいでもしてやろうか？」

「俺、未成年だから」

「……お前、何の為に生きてんの？」

「うっせ。それを知りたくて成人タイマー走らせてんだよ。心底不思議そうに訊きくな」

　むしろ大人にはそれしか楽しみがないのか、その方が残念だよ。

　つまらなそうに小柳津は肩を竦すくめる。

「女が居る内は幸せだろうが、爆ばく発はつしろよ。──ほら、丁度良い介護士ヘルパーが来てくれたぞ」

『ムジカ』の入り口のベルが鳴る。振ふり返ってみると、入り口に見慣れた姿が見えた。そいつは俺を見かけると陽気に手を振り、スケッチブックを片手に俺の横に着席する。

「うーっす、今日はここで飯ッスか？」

「──江え西にし陀だこそ、なんでここにいるんだよ」

　俺が訊たずねると、来たばかりの江西陀は小首を傾かしげる。

「と言われても……。マスターから電話が来たんスよ、咲丘が店で待ってるって。だから慌あわてて来たんスけど」

「小柳津、テメェ……」

　さっきちょっとだけ席を外していたが、小柳津は俺の愚痴の相手が面めん倒どうになったのだろう。どうやら江西陀を呼びつけていたらしい。当の本人は江西陀を見ながら下品な笑えみを浮うかべていた。どうもこいつには人情というものがないらしい。

　深夜に突とつ然ぜん呼びつけた所為せいか、江西陀はジャージ姿で髪もいつもより随ずい分ぶんと適当だ。正直、こんな気分であまり人と話したくないのだが。小柳津もまた余計な事をする。

　──いや、むしろ良い機会なのだ。二人で情報を共有して整理するのは悪くない。むしろ俺は愚痴をこぼすなんてダラダラせずに、もっと迅じん速そくに行動に移すべきだったのだ。

　ここにまで来ても、やはり俺は屑くずだった。

　気合いを入れ直さなければいけない。俺たちはあの人を止めるんだ。

「えっ、あの、……もしかしてお呼びでない？」

　俺が沈ちん黙もくした所為か、江西陀が挙動不ふ審しんに動き始める。

「いや、そういうわけじゃないよ。俺の知らない所で小柳津が勝手に呼んだんだ、こんな時間にわざわざ悪いな。──小柳津、江西陀はいつも此処ここで何を頼んでるんだ？」

「んー……、ローマコーヒーとピラフだな」

「じゃあそれで」

「あいよ」

　俺の注文を受けて、小柳津がコーヒーを淹いれ始める。ちょっとした出費だが、今日はむしろ無む性しように散財してしまいたい気分だ。

「なんというか、雰ふん囲い気き変わりましたね」

「この店か？」

「──いや、別にいいッス。それで、何かあったんスか？」

　江西陀は一いつ瞬しゆん寂さびしそうに視線を逸そらした後、改めて俺に向き直る。

「代表の件で色々と進展したんだ。まぁ、飯でも食いながら話そう」

　とりあえず蜂はち須すの家に行った所から、今日の出来事を丁てい寧ねいに追っていく。江西陀の持っていたスケッチブックを借りて、手に入った情報を一つ一つ整理しながら話していく間に、江西陀は出来上がったピラフを平らげていた。

　二人でコーヒーを飲みながら一息つく。

　小柳津は空気を読んだのか、さり気なく席を外していた。

「まずは……。よくもまぁ、命知らずな事をとでも、怒っていいんスかね」

「──結果オーライと言ってくれ」

「あまり無理しないでくださいよ。何かあったらどうするんスか、まったく……」

　ため息を吐ついて、江西陀がスケッチブックに上げられた情報の羅ら列れつを覗のぞきこむ。

「とりあえず、玲儀音と柏かしわ木ぎ昌しよう造ぞうさんの情報が全すべて正しいという仮定で話を進めましょう。まず気になるのは……。代表の目的が本当に神秘の復活なんてことなのか、ですが」

「十分にあり得る話だろう。俺たちはもう代表の家を、代表の人間に対する怒いかりを一番近くで見ていたんだ。……あれは、俺たちを救うための言葉なんかじゃなかったんだよ」

　俺たちにとって、代表の言葉はこれ以上なく心ここ地ち良いものだった。しかしあれは、その錯さつ覚かくを起こす為ために選び抜ぬかれた言葉だったのだ。あれほどにオカルトを愛した人なら、むしろ神秘主義者の擁よう護ごという方が自然なくらいに。

　恐ろしい程ほど、代表は噓をついていない。

　それが現代という時代では、どれだけ異常であろうと。

「──だとすれば、自分が目指していたものとも少し違います。自分はあの人が、自分たちみたいな子供にも居場所を与あたえてくれるものだと思っていましたから」

「俺も同じだよ。これでようやく、俺たちは代表に感じていた違い和わ感かんに辿たどり着けたんだ。俺たちは革命を望んでいて、代表はただ神秘を復活させたいだけだった。……俺たちは、ただ代表の陰いん謀ぼうを勘かん違ちがいしていただけなんだな。止めないと駄目だ、代表を」

「ええ……」

　酷ひどい話だ。自分たちの望みを勝手に代表に託たくして、それが違うとなれば裏切るのだから。これなら、昌造に屑だと罵ののしられても何も文句は言えない。

　逃にげ続けていたのも、立ち上がらなかったのも単純に俺たち自身の責任なのだ。俺たちはただ、代表の振るう力に陶とう酔すいしていただけだ。

　だったら、俺たちは立ち向かわなければならない。

　それが俺なりの責任の取り方である。

「でも、それなら何故なぜ──いや、単に色々とバレただけでしょう」

　江西陀が独りでブツブツ呟つぶやくと、改めてスケッチブックを睨にらみつける。

「とすると、一番重要で分からない点はただ一つ。手段です。自分たちは、代表がいかなる手段をもって、その、神秘を復活させるとやらをするのかまったく知りません。咲さき丘おかは何か心当たりあります？　玲れ儀ぎ音ねや昌造さんには分からなかったみたいですが」

「……」

　考えてみるが、やはり見当もつかない。

　篠しの塚づかさんの存在を公表する──違うな、そんな事で良いならとっくにやっている。そもそも、あの人の行動と言えば街を爆ばく破はしたり、宗教団体を潰つぶすといった具合だ。それの何が神秘の復活に繫つながるのだろう。無意味だ、それなら破は壊かい行こう為いに意味なんてない。

　あの人は世界を取り返すと言った。俺たちは、そもそも何故その言葉に一度でも納なつ得とくしたんだ。理解できたつもりになったんだ。

　いきなり客観視すると、自分が分からなくなっていく。

　美しい世界とは、どういうことだ。『神秘オカルト論理ロジツク』とは、結局何なのだ。

　江西陀も頭を抱える。

「うーむ……。ぶっちゃけ自分、こういう頭仕事は苦手です。ここは咲丘に踏ふん張ってもらわないと困るんスよ、代表の心が分かるのは咲丘くらいでしょう。咲丘の風景好きと代表の神秘好きは、きっと根本的に一いつ緒しよッスからねぇ」

「いや、そんな事言われても俺だって」

　──えっ。

「今、なんて言った？」

「はい？」

「頭仕事、の後だ！」

　両りよう肩かたを摑つかんで問い直すと、江西陀は視線を逸らしながら呟く。

「その、咲丘は重度の風景好きでしょう。で、代表は重度の神秘好きじゃないッスか。自分もまぁ死体のゴニョゴニョが好きなんですが、なんというか、そういうのとはまた違うでしょう。代表の考えなんて、咲丘ぐらいの病気の人じゃないと発想が追いつかないでしょう。代表と咲丘の二人ほど、漠ばく然ぜんとしたモチーフの人を自分は知らないッス」

　そりゃ俺は風景が好きだけど、なんでそれが好きかって、

　……それか？

　そんな単純な事だったというのか？




「──そうか、そうか、……そうだったのか！」




　俺は神秘なんて、オカルトなんてものは理解の出来ないものだと思っていた。たとえ不老不死がいようが、シェイプシフターがいようが、予言者がいようが、そんなものは理解の及およばないものだと思っていた。

　だから、俺にとってオカルトはとても遠い存在だった。そうだと思い込んでいた。ただ単に、代表に体ていよく利用されていただけだと絶望していた。




　だが、俺はこんなにも、これほどまでに風景を愛している！




　俺は風景が与えてくれる、魂たましいを揺ゆるがすその衝しよう撃げきが好きだ！　これを神秘と呼ばずに何と呼べば良いんだ!?　これほどまでの情熱を、理念を、執しゆう着ちやくを神秘と呼ばずに何と例えれば良いんだ!?　そうだ、代表の求めているものは偏ひとえにこれだったんだ！

　俺は神秘が好きだった。俺だって、江西陀だって神秘が大好きだったんだ。

　悩なやむ必要はない。昌造の言う事も一理ある、それは認めよう。

　だが、今まさに俺は理解した。丘おか研けんというのは、そういうものだったんだ。

　だとしたら、それは全て違ちがう！　そうじゃない！　そんなものは神秘じゃない！

「代表がそれを取り返そうと言うなら、代表の行動は決して無意味ではなかった。これまで代表と一緒に行ってきたことは決して無意味ではなかった。俺たちは確かに、世界を取り返していたんだ!!　……だとしたら許せない。沈丁花桜は間違っている！」

　俺が立ち上がると、小こ柳やな津つが青筋を浮かべてこちらに向かってくる。江西陀はあたふたしていた。

「さ、咲丘？　一体何を──」

「おい、うるせぇぞ咲丘！　騒さわぐんなら他所よそで──」

「芸術だよ！」

　俺がそう叫さけぶと、江西陀と小柳津は怪け訝げんそうな表情を浮かべて顔を見合わせる。




「あの人にとって、これが神秘オカルト論理ロジツクだったんだ!!」







《十月三十日（最後の日曜日）》




　木造のアパートに着いた俺と江西陀は、躊躇ためらいもなくその内の一室のチャイムを鳴らす。しばらくしても誰だれも出ないので、勝手に押し開けて中に入った。

「お邪じや魔ましまーす」

「……貴方あなたには礼れい儀ぎというものがないのかしら」

「なんだ、やっぱり居たんじゃないか玲儀音。ちゃんとチャイムに出てくれよ」

　そう言うと、蜂須の部屋のこたつで煎せん餅べいを齧かじりながらテレビを見ていた玲儀音は、ようやくこちらに顔を向ける。すると、驚おどろいたような表情で固まって煎餅を落とした。

　どうやら、俺以外の初めての来訪者に戸と惑まどっているらしい。

「ど、何方どなたかしら？」

「初めまして、玲儀音さん。江え西にし陀だと言います。まぁ、咲丘と蜂須の共通の友達ッス」

　ペコリと江西陀が頭を下げると、警けい戒かいした様子で玲儀音が睨む。

「──どういうことなの、咲丘」

「江西陀は俺と同じだ。俺と一緒の理想を持って代表に手を貸していて、今は一緒に代表の行方ゆくえを追っている。事情も全部知ってるよ」

「そう……」

　玲儀音は頭を抱かかえて少しの間沈黙し、「とりあえず上がって」と俺たちを招き入れた。

　俺と江西陀はこたつに入る。外国人形と美少女が同じこたつにいる。

　ちょっと息苦しい風景だった。

「しかし、蜂須の家とは思えないッスねぇ。真っ黄色じゃないッスか」

　江西陀は部屋を見み渡わたす。相変わらず、虎とら柄がらの数が半はん端ぱではない。

　玲儀音はそんな飄ひよう々ひようとした江西陀を、こたつに深く入りながら警戒した様子でジッと見ている。どこまで信用したものか、決めあぐねているんだろう。

「親父おやじさんの趣しゆ味みらしいぞ。滅めつ多たに帰ってこないみたいだけど」

「ほぉほぉ、親が長期不在と。あとはそこの寝ね床どこが一つだけッスか──ん？」

　江西陀が首を傾かしげて、納得したように手を打つ。「なるほど、やりたい放題ッスね」

「んなぁ──っ!?」

　江西陀の危険な発言に、玲儀音が色白の肌はだを真っ赤にして絶句する。

「いや、だって男と女が一つの部屋で暮らしてるんですよ？　やる事はギッタンバッコン一択たくでしょう。蜂はち須すも隅すみに置けないッスなぁ。それに玲儀音も随ずい分ぶんと大だい胆たんで──」

「い、いいい、いきなり何を言い出すの、貴女あなたは!?　……ギッタンバッコンって何!?」

　江西陀は自重せずに、初対面の相手に下ネタ攻こう撃げきを続ける。いつもは冷静な玲儀音も、予想外過ぎる攻撃で完全に声が裏返っていた。

「しかしまぁ、蜂須は確かに変態ッスけど、性格はかなり男前ッスからね。でもあれはキツいでしょう、やはりＳＭプレイが基本なんすかね。とはいえ、まさか蜂須が咲丘より先にギッタンバッコンを始めてしまうとは思わなかったッス」

「だからギッタンバッコンって何なの!?　ギッタンバッコンというのは具体的に──」

「──さっきから何だ玲儀音、エロい言葉連呼しやがって。近きん所じよ迷めい惑わくになるからやめろ」

　振ふり返ると、買かい物もの袋ぶくろを持った蜂須がげんなりした表情で玄げん関かんに立っていた。

　玲儀音は真っ赤にしていた顔を真っ青に変えるという、中々器用な芸を見せて口をパクパクさせる。

「ど、どこまで聴きいていたの……？」

「お前がギッタンバッコン叫びまくっていたのしか聞こえねぇよ、外まで響ひびいてたぞ。ってか、お前らが来てたのか。道理で玲儀音がギッタンバッコンと煩うるせぇわけだ」

「おう、ご無ぶ沙さ汰た」

　玲儀音が社会的な失敗をして硬こう直ちよくしているのを無視して、蜂須もこたつに入り込む。

「さて、じゃあこたつのスイッチを──」

「いや、ちょっと真面目まじめに聞いてほしい話なんだ。悪いけど、後にしてくれないか？」

　俺が頼たのむと、蜂須が意外そうな表情で俺を見つめる。

「──雰ふん囲い気き変わったか？」

「何がだ？」

「いや、まぁいいけどよ」

　蜂須はこたつの中に突つっ込もうとしていた頭を上げて、改めて座り直す。

「それにしても、お前ら何時いつの間にか仲直りしてたんだな。すっかり忘れてたけど、二人とも喧けん嘩か中じゃなかったっけか？」

「ん？　確かにちょっと前に揉もめたけど……。あれ、その事って蜂須に話したっけ」

「いや、たまたま繁はん華か街がいに飯買いに行ったら、いきなり江西陀に泣きつかれ──っ!?」

　そこまで言いかけた蜂須が、唐とう突とつに口を噤つぐんで白目を剝むいて泡あわを吹ふく。そのまま力無く、ぐったりとこたつに突っ伏ぷした。

「咲丘。役者も揃そろいましたし、本題に入りましょう」

　江西陀が冷たい目で蜂須を見下ろしながら、俺に発言を促うながす。確かに、玲れ儀ぎ音ねも蜂須も揃っている。……蜂須がこたつの中で何をされたのか、今は想像しないことにした。

「だな、二人とも聞いてくれ。恐おそらくだけど、代表──沈じん丁ちよう花げ桜さくら先せん輩ぱいが何を始めようとしているのか、『黒ミサ』の目的の大体の予想がついた」

　その言葉に、凍こおり付いていた玲儀音が目を細める。

「──ふぅん。まぁ、たまにはその妄もう想そうを聞いてあげましょう」

　本気で受けとめてもらおうとは、俺もまだ思っていない。俺は気を引き締しめる。

「まず確かく認にんするべきなのは、沈丁花先輩が神秘オカルト論理ロジツクをもって世界征せい服ふくを本気でしようとしているという点だ。あくまで仮定の話だけど、それで本当に沈丁花先輩の望む『世界征服』が出来るかと言えば、可能性は決してゼロではないと思う」

「いきなり意味が分からないわ。神秘で世界を支配するというのは、科学を潰すとか、そういうことなの？　──具体的な手段を問うには、いささか抽ちゆう象しよう的過ぎはしないかしら」

「いや、違ったんだ。そもそも、俺たちは神秘オカルト論理ロジツクの方法論から多分勘かん違ちがいをしている」

　そう言うと、玲儀音の視線が初めて真しん剣けん味みを帯びた。

「昌しよう造ぞうの言葉の数々を思い出してくれ、あれがヒントだったんだ。俺たちは普ふ段だん、端たん的てきな事実しか見ていない。だけど、何かが起こるならその根底にあるものを考えなければ駄だ目めだ。そしてその根底にあるものを実現する為ために、人々はどういう構造を組むのかを意識しないと何も見えてこない」

「……それは、具体的に何のことかしら」

「本能的に神秘を信じ従うという『神秘オカルト論理ロジツク』という端的な事実。だが、なぜそれは成立するんだ？　そしてその理論を実現させるとしたら、手段をどう取るんだ？」

　俺が訊たずねると、復活した蜂須が息も絶え絶えに呟つぶやく。

「成立って──、あれだろ、超ちよう常じよう現象スゲーかっけー、みたいな……」

「そうだな、蜂須の意見が大体の真理を突いていると思う」

「あぁ？　要するに……何だ？」




「その真理の根底を考えるんだ。──恐らく、その正体は感動だ」




　蜂須も玲儀音も、意味が分からないと首を傾げた。

「感動……？　そんなのが、えっ、はぁ？」

「神秘というのは隠かくされた理解のし得ぬものなんッス。それと出会った時の感動というのが、まさに神秘オカルト論理ロジツクの根底の成立条件なんスよ。それは別に不死者でも、シェイプシフターでも、ビッグフットでも構わない。そこに分ぶん析せきだとか、そういう冷めた視線を普段の自分らは持っています。それこそが、現代人によって失われてしまった神秘なんスよ。代表は現代人が失ってしまった純粋な感動を、芸術によって取り返そうとしてるんス」

　混乱する蜂須に、江西陀が例をあげて解説を行う。それでも蜂須は、納なつ得とくがいかなそうに首を捻ひねっていた。

「なんだそりゃ。要はオカルトを信じさせたいだけかよ。くだらねぇな、おい」

「いや、これはあの人にとって重要な命題の一つだ。オカルトを捕つかまえるとか、その正体が本当にオカルト現象なのかを明かすことは、あの人にとって必要なことだっただろう。それを知らなければ、あの人は神秘を伝でん播ぱする人間としてそれを支コント配ロールできない。だからあの人は丘研の代表として、オカルト現象を追っていたんだ。支コント配ロールできない場合、そのオカルトが公おおやけに晒さらされて陳ちん腐ぷ化する前に、自分の手で滅ほろぼしてしまうために」

　だから、不老不死者やツチノコは管理下に置かれて、ビッグフットは殺されたのだ。

　しかし俺の説明に納得がまだいかないらしい玲儀音は、不服そうに口を尖とがらせる。

「でも、それと芸術に、一体何の関係があるの？」

「そこだ。実在してしまったオカルトが俺たちの感動を刺し激げきする効果があるのはそうだけど、心を抉えぐるような、心臓を鷲わし摑づかみにするような感動はもっと深い所にある。思い出せ。もう俺や江西陀は、既すでにその感動に手を貸してしまっている。そしてあんた達はそれに一度は何かしらの感動をしてしまったはずだ」

　そこで玲儀音はハッとした表情で口を開く。

「まさか、沈じん丁ちよう花げ桜さくらにとっては神楽咲テロが芸術だというの？」

「そうだ。いつまでも続く起き伏ふくの少ない日常を送り続け、掃はき溜だめのようなオアシスという場所があっても、民衆には何も出来ないという無力感。それを声楽曲カンタータを鳴らしながら爆ばく発はつさせるという劇場型の『黒ミサ』は、恐きよう怖ふを含ふくめ人間の感情を芸術的感動で大きく揺ゆらしたんだ。世の中が変わってしまうかもしれないという絶望や、不ふ謹きん慎しんでありながらも強く感じてしまったその情念。それが人々を新しく支配する強力な神秘オカルト──本能的な希望や恐怖や畏い怖ふの代だい替たいとなる」

　あの真面目な真ま弓ゆみ姉さんすら、あれだけの惨さん劇げきに興奮してしまったのだ。事件が人々の心の底に与あたえた影えい響きようは計り知れないだろう。

　それこそまさに、沈丁花の支配そのものなのである。

「……ふざけた話ね。そんな無む茶ちや苦く茶ちやなものが、神秘を甦よみがえらせる方法だと言うの？　そんなもの、神秘と結びつくはずがないでしょう。馬ば鹿からしい……」

「現代人の感性は、近代化と言う理り不ふ尽じんに圧あつ倒とうされて冷めきっていると言ってもいい。神秘を崩ほう壊かいさせたのは正にそれだったんだよ。俺たちにとっては、あれが『世界が取り返せる』という神秘ロマンに縋すがり付いた決定的な瞬しゆん間かんだった。俺たちはその妄もう念ねんに感動し、沈丁花先輩の魅み力りよくに完かん璧ぺきに支配されたんだ。沈丁花先輩の語りたい神秘は、オカルトなんて単一的な意味ではない。もっと広義の意味を持っていたんだ」

　ドッペルゲンガーは、人から希望の神秘を奪うばってしまうから滅ぼしたんだ。

　黙もく示し録ろくは、人から可能性という未来を奪ってしまうから擦すり潰つぶしたのだ。

　そうして沈丁花は、神秘を奪われた世界を一つずつ確実に取り返していったのである。

「──ま、待って頂ちよう戴だい。あくまで仮定として、その案を採用してみましょう。だったら何だと言うの？　感動が世界を征服するというのは、何？」

　玲儀音が両りよう肘ひじを机について俺に尋たずねる。

「これについては、今の世界情勢を見ればいい。中東の革命、アメリカのデモ、ＥＵの崩壊。全部今年中の変化だ、流石さすがに妙みようだとは思わないか？　……いくら何でも激変過ぎる」

　俺の指し摘てきに、異議を唱えるのは蜂須だ。

「おいおい飛ひ躍やくだな、偶ぐう然ぜんだろ。そもそも夏前には日本は不ふ況きようだったじゃねぇか。セントポーリアなんて宗教も出来るくらいだし」

「いや、これまでだったら、それでも人々はきっと立ち上がらなかった。これまでと同じ惰だ性せいを続けていたはずなんだよ。だけど今になって『みんなグローバ仲良しリズム』が、彼らによって確実に崩壊させられ始めている。ついに現代が終わろうとしているんだ。これまでの平和的マンネリから脱だつ却きやくし、大いなる感動の下もとに人々は力を結集しようとしているんだ。革命の成功や、構造の改革という偉い業ぎようを成し遂とげるという恐るべき感動──新しい形の神秘オカルトを求めて。それが日本で起こらないなんて保証はどこにもないだろ」

「んな馬鹿な……。じゃあ何か、沈丁花は本当に革命家にでもなるつもりだってのか!?」

「いや、沈丁花先輩がそれらの直接的な原因であるはずがない。それらはあくまで時代の流れが生んだ偶然だ。──でも、人間は世界が動くことを知ってしまった。その為にあの人は、この日本で芸術によって支配したガキを使ったテロを初めて人々に見せたんだよ。そしてそれは、次々に新しい神秘ロマンを生み出していく」

　蜂須は絶句する。そんな巨きよ大だいな影響力を持つ人間なんて、それこそオカルトだというものだろう。俺だって全すべてがそうであると確信を持っているわけではない。

　だが、全ての可能性を捨て置けないのが沈丁花桜という存在なのだ。

　黙だまって思考していた玲儀音が、重い口を開く。

「神秘ロマンが世界に蔓まん延えんしている……。広がっているというの、沈丁花の恐るべき感動が」

「となれば次の『黒ミサ』が、何を示すのかも予想がつくでしょうね。──退たい廃はいを終わらせるんス。『神楽咲テロ』を超こえる圧倒的に理不尽な、大いなる芸術的感動によって」

「それって──」

「大おお雑ざつ把ぱに言えば、本当に革命みたいなことでもするのかと」

　江え西にし陀だの意見に、玲儀音は深く息を吐はく。

「……出来るわけがないでしょう、学生風ふ情ぜいにそんなこと」

「俺も無理だと思う。きっと失敗に終わるだろう、それでもあの人はやるつもりだ。それによって大いなる感動を人間に叩たたきつけて、あの人は立ち上がる人々の象しよう徴ちよう、偶ぐう像ぞうになり、その存在は運命のフオル女神トウナへと至る。恐らく、それが沈丁花先輩の最終目的なんだ」

「──狂くるってるわ。何を考えているの、あの狂きよう人じんは……」

「そうだ、沈丁花先輩は間ま違ちがってる。そんなものは神秘じゃない」

　そんな事は百も承知だ、あの人よりも間違っている人間がいて堪たまるか。

　だが、それゆえに後あと戻もどりの出来ない過あやまちでもやりかねないのである。

「そこで、方法の話に戻もどるわけだが。テロは起こした。でもそんな事では、その程度の感動では誰だれも立ち上がらない。もっと強い感動が必要だ、だから現代人が忘れて久しくなってしまったものを再現しようとしているんだよ。──その為に、沈丁花先輩は既に一定数以上の群衆の心理を掌しよう握あくしている。彼らをその手て駒ごまにするために」

　蜂はち須すが不思議そうに首を傾かしげる。

「群衆を？　おいおい知らねぇぞ、そんなのいつの間に……」

「いや、俺たちはとうの昔に知っていた。こればかりは偶然だったんだろうけど、あの人が俺や江西陀を支配したように、人々を支配するのに必要な条件が揃そろった場所が提供されたんだ。それを横から奪い取ったんだよ。だから沈じん丁ちよう花げ先せん輩ぱいは、そいつらの調査を頑なに拒んだんだ」

　思えば、あの時から様子がおかしかったことに気付かなければいけなかったんだ。だが、今いま更さらになって後こう悔かいしても仕方がない。

　俺たちは、あのＵＮＯの時点で既に負けていたんだ。

「──夏頃ごろに復活した時に、もっと深く調査しておくべきだったよ。そりゃそうだ、あんなに美味おいしい場所が崩壊していくのを、あの人が見過ごすわけがない。俺たちは、まさに革命なんて神秘ロマンに手を染めようとしている、手の付けようもない狂きよう信しん者共を知っている」

「……成なる程ほど、あいつらか。ようやく俺も話の筋が見えてきたぜ。そりゃ、やりかねないだろうなぁ。いや、むしろ今考えてみりゃ、あいつらはその為だけに集められた屑くずだ」

　蜂須が納得する中、玲れ儀ぎ音ねだけが困こん惑わくした表情を浮うかべる。

「どういうこと……？」

　俺は蜂須と玲儀音に深く頭を下げる。




「セントポーリア。沈丁花先輩はあいつらを使って、現代に本物の革命を起こそうとしている。力を貸してくれ、蜂須、玲儀音。沈丁花先輩を、俺たちの手で止めに行こう」







《十月三十一日（？？？）》




　セントポーリアは以前のような小さなカルト宗教であった頃と性質を変えて、街に溢あふれていたホームレスも吸収し、今となっては超ちよう巨きよ大だい勢力に発展してしまっている。だから、その本ほん拠きよ地ちはすぐに特定が出来た。

　俺と蜂須は、オフィス街に無断で設立された本拠地で行われるという大規模な集会に潜もぐり込むために、人々を搔かき分けて奥へと進んで行く。今回の集会は、これまでと明らかに規模が違ちがうらしい。──恐おそらく、沈丁花先輩もそこにいるはずだ。

　江西陀と玲儀音とは携けい帯たい電でん話わで繫つながっている。神楽咲テロでも使用した、同時通話機能付きの最新式だ。全員での集会参加は危険と判断し、男組だけで最前線に向かう。女子二人には、いざとなった時にすぐに動けるようにバックアシストを頼たのんだ。

　集会場がようやく見えてくる。しかし、そこには溢れんばかりの人間が押し寄せていて、中々思うように近付けない。その瞬間にも、彼らは思い思いの主張を叫さけんでいた。沈丁花先輩に操あやつられているだけだというのに、喧やかましいことこの上ない。

　俺は通信の状態を確かく認にんする。

「あー、あー、聴きこえるか？　今、集会場の入り口が見えた所だ。予想以上に混こんでる」

「聴こえますよー。イヤホンマイクって便利ッスねぇ」

「あら、本当に話せば聴こえるのね。気持ち悪い」

　バックアシスト二人が感かん慨がい深そうに返事をする。……機械音おん痴ちの二人がバックアシストというのは、やはり失敗だっただろうか。

　とはいえ、この混雑では戻ることも出来ない。周囲に押し潰されるような形で、俺と蜂須は少しずつ前進していく。

「……なぁ、気付いてるか、咲さき丘おか」

「ああ。こいつら、全員スタン銃じゆうを持ってやがる」

　混み合う人々に揉もまれながら、どうもカチャカチャとぶつかる物があると思って、群衆を見回したのだが。彼らはなぜか、全員が萩はぎ先せん輩ぱいの開発したスタン銃で武装していた。

　小型ではあるが、暴漢程度は簡単に撃げき退たいできる代しろ物ものである。なぜ彼らが、そんな機動隊でも一部でしか採用の決まっていない武器を所持しているのだろう。

　答えは明白だ。やはり沈丁花先輩たちが、このカルト集団に介かい入にゆうしていたのである。

　耳元で、江西陀が焦あせった声を出す。

「えっ、じゃあヤバくないッスか？　そいつらが暴徒化なんてしたら──」

「まぁ、ちょっとしたデモなんて比じゃない被ひ害がいが出るかもな」

　暴動がある程度簡単に鎮ちん圧あつされる一番簡単な理由は、武器の有う無むだ。

　完全に相手を死傷してしまう目的にしか使えないような武器は、使用するには社会的なリスクが大きい。だから銃などが暴徒によって使用されることは稀まれだ。そこまでくれば、それはもう内戦と言っていいだろう。

　その点、スタン銃は誰にでも扱あつかえる上に効果が非常に高い。これの使用を躊躇ためらう人間は、この狂信者の集団の中では少ないはずだ。

　そうなってしまえば、暴動の鎮圧の難易度は飛躍的に高まる。警察レベルでこの規模の群衆に対応出来るのかも正直言って怪あやしい。

「冗じよう談だんきついぜ……。クソッ、動けねぇな」

「苛いら立だっても仕方ないだろ。せいぜい、こいつらが量産された『燻くん製せいトロピカル爆ばく弾だん』や『投とう擲てき型音爆弾』を持ってないことでも祈いのるしかない。あれを使われたら厄やつ介かいだ」

　その時、列が一気に動き出した。互たがいに離はなれないように、俺と蜂須は慎しん重ちように前進していく。これだけの人混みではぐれたら終わりだ。

　列の動きが急に止まる。どうやら完全な入場規制が始まってしまったらしい。入り口はもう目前で、そこには黒い巨大なスクリーンが設営されていた。恐らく、これで中に入れなかった人でも集会が見られるようになっているんだろう。

　しかしこれではもう、会場の中に潜せん入にゆうするのは無理だ。むしろ無理に動けば、かえって身動きが取れなくて臨機応変に対処が出来なくなってしまう。

　俺は蜂須の腕うでを引いて、なんとか巨大な列の流れから抜ぬけ出し、巨大スクリーンも見える人気の少ない路地で腰こしを落ち着ける。蜂須もそこに座り込んだ。

「ふぅー、きっついな。……でも、ここからなら集会の様子もバッチリだ」

「そうだな、一ひと先まずここで様子を見よう」

　俺は手持ちの装備を確認する。一応作り方を覚えていた火炎瓶モロトフが一本と、通信用携けい帯たいと予備の携帯を念の為ため三つ。あとはスマートフォンにタブレットだ。

　蜂須と二人、集会が始まる時を待つ。

　だが、その前に、俺には確認しなければいけない事があった。

「──蜂須、一つだけ聞いておきたいことがある。これが最後だ」

「あ？　何だよ、急に改まって」

「どうして萩先輩は沈丁花先輩に付く？」

　俺がそれを口にした時、耳元で玲儀音が息を吞のむ音がした。

「出で島じま先せん輩ぱいが代表に付くのは、それしか生き方を知らないからだ。恐らく、俺たちが相手でも全力で沈丁花先輩に味方するだろう。……でも、萩先輩だけは未いまだに分からない。どうしてあの人は、こんな無む茶ちや苦く茶ちやな計画に手を貸したんだ。俺には代表と争うのが必然だとしても、萩先輩とは避さけられない争いだと思えない」

「爆ばく発はつ物とか、好きだからだろ。あいつはもう壊こわれてるんだ」

「噓うそだな」

　俺は断言する。

「萩先輩は他人を信じられないんだ。ならなぜ、沈じん丁ちよう花げ先輩にだけは付き従う。──お前はその理由を知ってるんだろ？　だって、元はお前もそうなんだから」

　俺がそう言うと、蜂須は初めて俺の事を睨にらみつける。

　その目には、明らかな敵意と憤ふん怒ぬが現れていた。

「──ズバズバ遠えん慮りよもなく言ってくれやがるな、咲丘。お前に何が分かる」

「何も分からないよ。でも、このままじゃ俺たちは沈丁花先輩と、萩先輩と一生分かり合えなくなるかもしれないんだぞ。……お前らに何があったんだ、蜂須。あと足りないのは、きっとその断だん片ぺん化された情報だけなんだ」

　蜂須は沈ちん黙もくを続ける。セントポーリアの信者たちの声が、段々と大きくなっていく。

　大きなため息を吐いて、蜂須が観念したように口を開いた。

「中学一年の頃、自分で言うのもアレだが、俺たちは仲が良かった。沈丁花は基本的にもうああなってたけど、幼おさな馴な染じみだったしな。あいつも俺の事、別に悪く思ってはいなかったと思う。いつも出で島じまと沈丁花の隣となりを取り合ってたよ。毎度負けたけどな」

　正直、意外だった。蜂須と沈丁花先輩はもっと前から疎そ遠えんになっていたような事しか聞いていなかったのに、案外しっかりと交流があったようである。

　……いや、蜂須の中では、学校生活の思い出なんて、口にする類たぐいの話ではないのか。

「中学二年の頃、沈丁花達と別の組になって、クラスに友達ダチはいなかったけど、転入生の萩はぎが俺に話しかけてくれた。そりゃもう、嬉うれしくてな。萩の事を沈丁花に紹しよう介かいしたら、沈丁花も萩の事を気に入ってくれて。俺たちは四人で、いつもずっと一いつ緒しよだった」

　その風景は、なんとなく分かるような気がする。

　きっとそれが、俺たちの好きだった丘おか研けんの前身だったのだろう。

「──だからこそ見ていて分かったよ。萩がどう考えても親から虐ぎやく待たいを受けてるって。最初はまだ良かった。段々と萩が笑わなくなった。そして、あいつはヘッドフォンを耳に当てて誰の声も聴きかなくなっていった。ガキの俺たちには、どうすることも出来なかった」

　その辺りの話は聞いている。だが、実はその問題がどのように解決したのかは聞いていない。……蜂はち須すが絡からんでいたのか。

「だけど、俺は立ち上がったんだ。萩に『絶対に守ってやる』って言って、金属バットを持って俺は萩の家に殴なぐり込みに行ったんだ。でも──」




　その時、辺りが一いつ斉せいに静まり返る。




　瞬しゆん時じに異常を察知した俺と蜂須は、警けい戒かいしながら群衆の向こうに見える巨きよ大だいモニターに視線を向ける。




　モニターには、巨大な一枚の絵画が浮かび上がった。




　そこに描えがかれていたのは、紛まぎれもない地じ獄ごくの風景である。

　黒いローブで身を包んだ数人が眺ながめているのは、中央で吊つるされている、下半身を血で濡ぬらし、心臓に杭くいを打たれた少女だ。彼女は苦く悶もんと絶望の表情を浮かべながら、抵てい抗こうも敵かなわずに絶命していた。

　彼らの足元に敷しき詰つめられているのは、数えきれないほどの肉片と化した死体である。

　少女の傍かたわらには、逆さ吊りにされて拷ごう問もんし尽つくされたと見える男の姿もあった。

　裸足はだしでその死体を踏ふみ潰つぶし、足元をドス黒い血で染めて、それらを一向に気にせずに彼らは少女を見つめ、待っている。その様子を、死体で埋うめ尽くされた地面の底から這はい上がってきた牡おす山羊やぎ頭の悪あく魔まが興味深そうに見つめている。

　圧あつ倒とう的な構成だ。これだけ巨大なキャンバスに、一いつ切さいの無む駄だも感じさせることがない。その色使いは丁てい寧ねいであり、恐らくは相当古い絵であるにも拘かかわらず、それは現代的な手法をもって完全に、より美しくかつての魂たましいの再現がされていた。

　確かに、一見すると魔ま女じよ裁判か何かの絵かとも思うかもしれない。しかし、これはどう考えてもそんな生易しい儀ぎ式しきではなかった。これぞまさに、悪あく魔ま崇すう拝はいの絵画である。

　──これが、江え西にし陀だが復活させてしまった禁きん忌きの絵画なんだと、一目で理解できた。

　そうとしか思えない程ほどに、この風景は恐ろしく美しい。




「──なんだよ、あれ」

　蜂須が圧倒された様子で呟つぶやく。「あれが絵なのか？　──あんな物が、絵なのかよ」

　そう、蜂須すら畏い怖ふしてしまっていた。

　宗教に何の興味もなく、絵画的知識など皆かい無むで、芸術とは程遠い人種の蜂須でさえ、この悪魔の絵に完全に魅み入いられているのである。まして希望を、畏怖を、感動を奪うばわれてしまった群衆が、その魅み力りよくの魔ま術じゆつに取り憑つかれないはずがないのだ。

　ある者は両手を上げて縋すがり、ある者は胸に手を当て、ある者はその絵に深く礼をする。

　たった一枚の絵画は、それがそこにあるという事実だけで、芸術的感動をもって狂きよう信しん者たちに神秘を齎もたらしていた。

「咲丘！　あの絵です、自分が修復したやつですよ！」

　いきなり耳元で江西陀が叫ぶ。

「──どういうことだ。なんで江西陀にアレが視みえている!?」

　江西陀と玲儀音がいるのは、この集会場からは大分離れた繁はん華か街がいの筈はずだ。いくらモニターが巨大だとはいえ、そんな場所から見えるわけがない。

「テレビですよ、街頭テレビっす！　電気屋の普ふ通つうのテレビですら流れてる……。あの時と同じ、いや、それ以上なんですよ。これ、神楽咲中で流れてます！」




　絵画が消え、その残像を画面に焼きつかせたまま白い祭さい壇だんがモニターに映し出される。

　四方に蠟ろう燭そくが立てられ、『プロビデンスの目』の刻まれた金の杯さかずきを台座に置いた、巨大な祭壇の上にいたのはただ一人。

　言こと葉ば巧たくみに崩ほう壊かいしかけていたセントポーリアを再び纏まとめ上げ、組織として以前以上の規模にまで成長させた新しい教祖。霧きり島しま躑躅つつじと名乗っていた、謎なぞのカリスマリーダー。

　狐きつねの面を被かぶっているが、俺たちにはシルエットでその正体が一目で分かる。

　出島先輩を操あやつり、篠しの塚づかさんを籠ろう絡らくし、萩先輩を狂くるわせ、蜂須を壊そうとし、玲れ儀ぎ音ねの運命を狂わせ、俺と江西陀の気持ちも裏切っていた全すべての元げん凶きよう。




　沈じん丁ちよう花げ桜さくらが、久しぶりに俺たちの眼前にその姿を現した。




「……沈丁花先せん輩ぱい」

「何やってんだ……。畜ちく生しよう、馬ば鹿かじゃねぇのか、あいつ、何だってんだよ……っ！」

　最後の最後まで、俺たちの想定は外れる余地があったはずなのだ。

　むしろ外れてほしかったのだ。なのに、俺たちの煮に詰つまっていない悪夢の予想は、全てが絶望的なまでに当たっていた。

　彼女が着ていたのは、漆しつ黒こくの巫女みこの装束だった。豊満な胸部をその装束の内に秘ひめており、紅あかい袴はかまがよく似合っている。狐の面と併あわせて、今にも神楽かぐらを踊おどりだしそうな風ふう体ていである。彼女は長い黒くろ髪かみを靡なびかせながら、堂々と腕を組んで仁に王おう立だちをしていた。

　カルト集団『セントポーリア』の新しい支配者、沈丁花桜が静かに語りだす。




「──私は、かつて全てを失った」




　躊躇い気味に発されたのは、静かながら文意の通る明めい瞭りような声。

「住む家を失った。家族の愛を失った。平へい穏おんな暮らしを失った。夢も、希望も、ささやかな望みさえも失った。そして何より、愛する者を失ってしまった」

　そこにあったのは深い絶望。それを聴いただけで、群衆の中から嗚お咽えつが聞こえ始める。

「私は諸君らが何を失ったのか、今いま更さらになってそれを問うつもりなどない。ここに集つどうは皆みな同志だ。──そうだろう、我々『セントポーリア』は全てを奪われたのだ」

　群衆は、その一言一句を聞き逃のがさないようにと真しん剣けんな表情でモニターを見つめる。
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　たかだか高校生の小こ娘むすめに過ぎない少女の言葉を、こんなにも熱ねつ烈れつに聞き入れている。

「嘆なげき悲しむか、諸君。だが、それでは誰だれも救われないことにもう気付いたはずだ。我々はこれほどまでに、傲ごう慢まんな人々に殺され続けているのだ。それは仕方のないことだろう、世界はそのように出来ている。……諸君らはその矛む盾じゆんに気付いてしまったその瞬しゆん間かんから、世界を奪われることとなった。そうして世界は、運命は廻まわり続けているのだから」




　一見すると、労働者が経営者に搾さく取しゆされる様をイメージさせるかもしれない。

　一見すると、若者が老人たちに喰くい尽くされる様をイメージさせるかもしれない。

　だが、それは違ちがうのだ。沈丁花桜は、やはり神秘主義者の話しかしていない。




「だとすれば、我々にはどうすることも出来ないのか。我々は彼らの傀かい儡らいとして、思考も持たずに猿さるの如ごとく従わなければならないのか。そんな事はない、先に全てを奪ったのは奴やつらだ。立ち上がれば良い。本来は我々の持つ権利だ。本来は我々の分かち合う喜びだ。ならば、我々の為すべきは最も早はや一つであるはずだ。──世界を変え、取り返すのだよ」

　まるでサブリミナル効果でも促うながすかのように、先ほどの魔術的な魅力を持つ絵画が時々ノイズのように画面を覆おおい尽くす。

　人々が殺さつ戮りくを認にん識しきしていく。人々が殺戮を容認しようとしている。

　人々が、そのあり得ない神秘ロマンを肯こう定ていし始めている。

「偉い大だいなる先人たちはこう言った。世界を変える力は、純真な真心に宿ると。世界を変える力は、一人一人が認め合う歩み寄りが生み出すと。それら小さな力の積み重ねが、世界の構造を少しずつ破は壊かいしてゆくのだと。やがていつかは、人々の愛に満ちた世界が訪おとずれるのだと！」

　そんな事を具体的に言った先人なんていない。

　だというのに、それらは気持ちの良い言葉のように耳に染しみこんでいってしまう。

「なぜそんな事が言える!?　我々はいつまで耐たえれば良い!?　限界なのだ、我々は貴様ら古いにしえの時代の人間の尻しり拭ぬぐいをし切れぬ程までもう耐えたのだ。だというのに奴らは、それ以上を求め、奪い、我々を永遠に辱はずかしめてゆく！　我々はそれを受け入れる事しか出来ないのか？　否いな、もう我々は立ち上がる他ほかないのだよ！　理念のある構造の改革を選ばれた者によって望むか、それが変革をさせると？　そいつらも結局は彼らの犬だろうに！」




　その瞬間、群衆から割れんばかりの拍はく手しゆと喝かつ采さいが沸わき上がる。

　そう、もう誰もが、自分たちを救わない権力者たちを信じていないのだ。

　口も立てられない弱い人々は彼女の言葉に焦こがれる。そしてそれは信しん仰こうとなり、一つの神秘を形成し始める。この神秘と呼ばれるものは、ただの弱さの塊かたまりであるにも拘わらず。

　人間の弱さを崇あがめ、奉たてまつり、決してそれが自分の物であるとは認めない。




「単純な暴力は革命にならないのか？　計略無き我々に為なせる革命などないのか？　──何を格好つける必要がある。革命など、音楽でも流さなければ只ただの暴動だろうが!!」




　大だい歓かん声せいが上がる。

　違う、そうじゃない。

　この人はあんた達を、自分の理想に引き摺ずり下ろしたいだけだ！

　何でそれが理解できない。あんた達は、少し前の俺と同じなんだぞ！




「ならば我々に必要なのは何だ。崇すう高こうな理念か、違う！　世を恨うらむ絶望か、否！　我々に必要な物は、世を変えるという圧倒的な情熱のみで良い！　我々が世界に感動を与あたえるのだ。思い出せ、怒いかり方を。思い出せ、魂を震ふるわせるその脈動を！　それを思い出さぬ内は死者である。諸君らは死者であることに甘んじるというのか。そうではないだろう、そうであればこの場にこれ程までの同志が集結するものか！　恥はじる必要などないのだ。かつて死人であった諸君らの為ために、今日という日がついに訪れたのだ！」




　彼女は腕うでを振ふるい、その眼前で拳こぶしを握にぎりしめる。




「今こ宵よいは死者の帰る祭典、ハロウィーンである！」




　群衆が立ち上がり、カルト教祖の掛かけ声に応こたえるように雄お叫たけびを上げる。




「取り返せ！　我々はその為に集い立ち上がった!!」

『ＯＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!』

「思い出せ！　我々はその為に今日まで怒ることを禁じていただけだ!!」

『ＯＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!』

「忘れるな！　我々の理念は束そく縛ばくにあらず、ただ自由を求める情念のみ!!」

『ＯＨＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!』




　騙だまされるな、それはあんた達の望んでいる世界ではない。

　騙されるな、その未来にあんた達の居場所なんて用意されていない。

　それでも、彼女の言葉は不気味な程に魅力的で、絶望的なまでの神秘ロマンに溢あふれていた。




「今こそ革命の刻ときだ、諸君！　失われた大いなる『黒ミサ』を始めよう！　その為の力を私は諸君らに与えた。そのための勇気を私は諸君らに与えた！　冒ぼう瀆とくしよう、我らを抑おさえつける権力者どもを！　引き摺り下ろそう、我らを支配する無能の輩やからを！　奪われた世界を取り返せ、諸君にはその権利がある!!」




　そして、いつも俺たちに反復をし続けて支配していたように。

　あの呪のろいの言葉を、沈丁花桜はセントポーリアの狂信者に叩たたきつけた。







「この美しい世界を、人間から取り返そうじゃないか!!」







　同時に、空を揺ゆるがすような爆ばく音おんが辺りに響ひびき渡わたり、大地の震しん動どうが俺たちを襲おそった。
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　秋の夜長で陽ひも早く沈しずみ、辺りは暗くなっていたというのに、その轟ごう音おんと共に空が煌こう々こうと朱あかく燃え始める。

　続く爆音、揺れ動き続ける大地、どこか遠くから聴きこえる悲鳴。

「ちょ……、何スか、これ!?　はぁ!?　噓うそでしょう!?」

「どうした江え西にし陀だ、何が起こってる!?」

　その時、鼓こ膜まくを破るような爆ばく発はつの音が集会場を走る。耳を塞ふさいで天を仰あおぐと、信じられない風景が目に飛び込んできた。




　オフィス街のビルの一つが、茶色い噴ふん煙えんを撒まき散らしながら倒とう壊かいした。




　その衝しよう撃げきで地面が大きく揺れ、俺はたまらず建物のパイプにしがみ付く。蜂はち須すも地に伏ふせて動けないようだった。

　慌あわてふためく江西陀の代わりに、玲れ儀ぎ音ねが震える声で応える。

「…………ビルが崩くずれたわ。最低でも、大きいのが四つほど」

　その言葉に背筋が凍こおりつく。

　爆ばく破はテロ？

　──神楽かぐら咲さきテロだって、いたずらレベルのガス撒きだったんだぞ。ありえない。そんな事をしたら、どれだけの犠ぎ牲せい者しやが出ると思っているんだ!?

　集会に参加していたセントポーリアの信者たちも、その映画のような光景を見上げながら啞あ然ぜんとした様子で辺りを見回す。




　どこからか、弦げん楽がつ器きの重い音が響き始める。

　声楽が世界を包んでゆく。




　突とつ然ぜん、電話通信の割り込みコールが鳴る。兄貴からだった。

「もしもし!?　何がどうなってるんだ、兄貴！」

「は？　咲さき丘おかのお兄さん？」

　俺たちの同時通話の回線に兄貴も参加させる。兄貴を知らない玲儀音が訊きき返すが、今は説明している暇ひまがない。

「いやー、派手にやったなぁ沈じん丁ちよう花げちゃん。ビルは見たろ。それだけじゃなくて、一いつ般ぱん道に地下鉄、幹線道路関係全部もやられたみたいだぜ。監かん視しカメラも巻き込まれて相当イカれたが、……こりゃ酷ひでぇ」

「そんな……、ひ、人は!?　怪け我が人とかは……」

「そういう次元じゃねぇだろ。もう交こう通つう網もうが完全に麻ま痺ひしてるな、辺り一面、瓦が礫れきと死体の山だ。……地じ獄ごくだよ、こりゃ」

　人が死んだ？　噓だろう、代表はそんな人じゃない。

　俺はタブレットを起動し、『カメラ俱く楽ら部ぶ』に回線を繫つなぐ。管理者モードでログインして、画像検けん索さくを走らせた。

　あまりの混乱からか、まだ投とう稿こう数は少ないが、神楽咲の風景が次々と送られてくる。




　爆ばく弾だんの雨でも降った後のような風景だった。

　瓦礫、灰煙けむり、死体、家族を潰つぶされて泣き叫さけぶ子供、四し肢しの千切れた動物。




「ああ……ああぁぁあああ！　うわあああああぁぁ!!」

　思わずタブレットを手放すと、蜂須がそれを落下する前にキャッチして覗のぞき込む。蜂須も顔を強こわ張ばらせた後、目を怒りに爛らん々らんと輝かがやかせて叫ぶ。

「……やりやがったな、本当にやりやがったな、沈じん丁ちよう花げぇぇぇぇ!!」

　巨きよ大だいスクリーン上では、沈丁花先せん輩ぱいが高らかに、狂くるったように嗤わらっている。

「くくく……、はぁーっはっはっは!!　私に続け、諸君！　賽さいは投げられた。世界は今、この時をもって変革される。今まさに、諸君は人として平等な戦場に立っているのだ。そして諸君には、その戦場を蹂じゆう躙りんする力と情念がある。恐おそれるな、復ふく讐しゆうをしろ！　諸君は立ち上がる為に集つどったのだろう、これが栄光を摑つかむ人生で最後のチャンスと知れ！」

　カルト教祖は呪じゆ文もんを唱え続ける。その声に導かれるように、死んだような暗い目で、セントポーリアの人々は次々とスタン銃じゆうを引き抜ぬいた。

　どこからか、弦楽器の重い音が響き始める。

　声楽が世界を包んでゆく。

　その曲は、亡なき人を想おもう歌とは思えないほどに荒あら々あらしい、ヴェルディの執しゆう念ねんの傑けつ作さく。

「愚おろかなる人間に、我々がいることを思い出させてやれ。我々と言う愛が、希望が、恐きよう怖ふが、世界に存在することを人間に思い出させてやれ!!　ハッハッハ、聴きかせてやろうじゃないか。これが諸君の求めた大舞台ホール、これが諸君という魂たましいの声楽隊コーラス、これが諸君の奏かなでる血と悲鳴の演オー奏ケス者トラ！」

　カルト教祖が、煌々と輝く夜空に向かって高らかに吠ほえる。




「これが、私が世界に捧ささげる鎮魂歌レクイエムだ!!」




　その咆ほう哮こうが、暴動の始まりの合図となった。

『ヴェルディ・レクイエム』の『怒りデイエスの日・イレ』が神楽咲全土に流れ出すと同時に、セントポーリアの人々は獣けもののような雄叫びを上げながら、一人、二人と走り出し、それは四人、八人と増え、そして一気に巨大な暴徒の波と化す。

　オフィス街から発生した暴徒が、各地に一気に流れ込む。それは一般人を巻き込み、拡かく充じゆうし、黒い波となって街を埋うめ尽つくしてゆく。

　建物の窓が、看板が、ポストが、信号機が、風景が次々に破は壊かいされてゆく。

　公園のベンチを破壊し、街灯を倒たおし。

　ビルに火か炎えん瓶びんを投げ、車をひっくり返す。

　遠くに警官隊が見えた、ビル倒壊の現場に駆かけ付けた部隊が、恐らく暴動の鎮ちん静せい化に動いたのだろう。しかし、多勢に無勢過ぎる。

　たった一つの『投とう擲てき型音爆弾』を投げつけられた警官隊は陣じんを崩した後、一気に暴徒に攻せめ込まれて押し潰されてゆく。それでも抵てい抗こうを試みた警官は、スタン銃で昏こん倒とうさせられた後に、暴力の限りを尽くされていた。




「おいおいおい、こいつはやべぇぞ、弟！　セントポーリアってこんなに居たのか!?」

「元々、暴れたくてウズウズしていた奴やつらもいるんだろ。……もう信者も何も関係ない」

　路地に隠かくれていた俺と蜂須は、幸いにもまだ暴徒に発見されていない。蜂須を見張りに立たせて、俺は息を潜ひそめながら情報収集に専念する。

「一応聞くけど、今の規模は？」

「もうオフィス街から繁はん華か街がい、オアシスまで暴徒が押し寄せてる。映像、送るぞ」

　兄貴から送られた共有ファイルの映像を、俺もタブレットで確かく認にんする。




　オアシスの喧けん騒そうは、これまでとはまったく毛色の違ちがうものと化している。

　一般人が波のように押し寄せ、暴力の象しよう徴ちようだった筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした厳いかつい人々が、スタン銃と数の暴力によって次々に地に伏せてゆく。

　車が爆発、炎えん上じようを始め、その火が建物に燃え移り、オアシスを火か炎えんが包み込む。辺り一面は文字通り、血と火の海と化していた。




「そんな……。黙もく示し録ろくに載のっていたコレは、ここまで酷ひどい未来じゃなかったはずなのに。黙示録が破壊されて、『最後の世紀末』が新たに生まれ変わったというの……っ！」

　これまで黙だまって震ふるえていた玲儀音が、声を怒いからせながら叫ぶ。

「これが神秘を滅ほろぼした人間に対する、最後の復讐だって言うの？　──なんでよ、勝手に滅びていったくせに、こんなのあんまりじゃない！」

「咲丘！　なんとかして止められないんスか!?　──のわぁ！」

　突然、江西陀と玲儀音の悲鳴のような声が聞こえた。

「どうした!?」

「ああもうっ！　こんな所まで暴徒が──なっ、出島せんぱ──」




　その一言を最後に、通話が途と切ぎれる。




　回線から江西陀と玲儀音が抜け落ちたことを確認すると、蜂須が顔を真っ青にして、俺に向かって叫ぶ。

「戻もどるぞ、咲丘！　江西陀と玲儀音が危ねぇ！」

「いや、逆だ！　ここは攻めるぞ！」

　俺は立ち上がる。「江西陀がいるのは繁華街だ、こことは距きよ離りがある。出で島じま先せん輩ぱいがそっちにいるなら、むしろ本部は手て薄うすの筈はずだ。あの人さえいなければ、どうにかなるかもしれない。先に集会場にいる沈丁花先輩を押さえる！」

　落ち着け、冷静になれ。判断を迷うな。その分だけ、時間をロスすることになる。

　思考を最適化しろ、単純に考えるんだ。その為ためなら、今は感情なんてどうでも良い。

「何言ってんだ、江西陀と玲儀音はどうなる!?」

「……まだ、殺されはしない筈だ」

「──あああぁぁ！　畜ちく生しよう、糞くそっ垂たれがぁぁぁ！」

　蜂須は金属バットを振ふりかぶり、暴徒の溢あふれる路地に躍おどり出る。俺もその後に続いた。

　人が密集していた集会場前は少し手薄になっていて、今ならなんとか潜もぐり込めそうである。いまだに巨大スクリーン上の沈丁花先輩に向かって、雄お叫たけびと歓かん声せいを上げている信者たちを無視して、俺と蜂須は集会場に潜り込む。

　堂々と正面から突とつ入にゆうしたが、特に周囲から怪あやしまれている様子はない。……仲間が誰だれかなんて、彼らは把は握あくしていないんだろう。

　これだけの暴動だ、指揮系統なんて無いに等しい。何かキッカケさえ与あたえれば──

「兄貴。この音楽、止められないか？」

　俺が兄貴に訊たずねると、唸うなり声が返ってくる。

「さっきからやってるんだが……。これ、一般の基地局から流れてねぇな。どこかに大規模な設備があって、そいつが電波ジャミングと回線ジャックを同時にやってるとしか思えん。障しよう壁へきが堅かたくて、一日でもかけねぇと破れねぇよ。信じられねぇ話だけどな」

「まさか萩はぎの仕し業わざか……。何やってんだよ、あいつも！」

　そういえば、萩先せん輩ぱいはビッグフットの捜そう索さくの時も一人で何かの作業をしていた。これだけの量のスタン銃や爆弾の管理もそうだろうが、この音おん響きよう装置を作っていた可能性もある。

　蜂須が舌打ちしながら人を搔かき分けて前に進む中、俺は兄貴に小声で頼たのむ。

「その設備がある所を割り出してみてくれ。効果があるか分からないけど、こうなったらせめて音楽だけでも物理的に止める」

「結構時間かかるぞ、ちょっと待っててくれ」

　兄貴の力強い返事をバネにして、人ひと混ごみを搔き分けて先に進む。集会場の舞ぶ台たい上では、沈丁花先輩が未だに演説を続けていた。

　巨大スクリーンの画面上で。

「だぁぁぁぁっ！　畜生、沈丁花の奴いねぇじゃねぇか！」

「確かに考えてみれば、こんな分かりやすい場所に留とどまるはずもないか。あの祭さい壇だんはどこにあるんだ、早く止めないと……」

　画面上の沈丁花先輩は、相当広い場所にあの不気味な祭壇を構えている。この集会場には、設営された舞台以上の広さのスペースはない。

　判断ミスだった。沈丁花先輩は、ここには居ない。

「どうする、咲丘！」

「──すまん、やっぱり先に江え西にし陀だと玲儀音の救出に向かう！」

「了りよう解かい！」

　振り返って集会場を出ようとすると、いつの間にか信者たちに囲まれていたことに気付く。──迂う闊かつだった。今の会話が聞かれていたなら、敵と認にん識しきされても文句は言えない。

「どうする!?」

「押し通る！」

　信者たちが一いつ斉せいに襲おそいかかってきて、俺たちと激げき突とつする、まさにその時である。




　回転するギターケースが、目前の男の横顔に直ちよく撃げきして身体からだを吹ふき飛ばした。




「違うなぁ、リンチなんてロックじゃないよ、あんた達!!」

　テンガロンハットの長身娘むすめが突とつ然ぜん真横から乱入し、信者を手に持ったギターで次々と殴なぐり飛ばしていく。ポニーテールを振り乱し、その女は回転し続ける。

　廻まわる、廻る、廻る。

「香か澄すみ!?」

「やっほー、二人とも。まったく、追いつくの大変だったよ。呼んでるのに二人とも走っちゃうんだから。来てるなら言ってくれたら良かったのに」

　軽快に会話をしながら、香澄はギターケースを回収して中身を取り出す。いつもより大きめのギターケースから出てきたのは、青いもう一本のテレキャスター・ギター。

「お、お前こそどうして此処ここにいるんだ？」

「セントポーリアっていうと、ちょっとした宿命を感じたわけで。でっかい集会があるって聞いたから乗り込んでやったら、桜さくらちゃんが出てくるしさ。ビックリしたよ」

　ギターの二刀流を構えて、香澄は不敵に嗤う。「で、あたしはどうしたら良いの？」

「……巻き込みたくはなかったんだが。沈丁花先輩を止める、お前の力も貸してくれ」

「ふーん。桜ちゃんのこと、手伝わなくて良いの？　友達じゃん」

「音楽性が違った」

　信者たちが一斉に襲ってくる。俺が摑みかかってきた男を振りほどこうともがいている間に、蜂はち須すと香澄はスタン銃で武装した信者たちを次々に殴り倒していく。

　二刀流になった香澄は、まるでアクション漫まん画がの切り抜きのようにデタラメな動きで、右に左にギターを振り回し、敵を薙なぎ払はらう。

　両手に持ったギターで、俺と取っ組み合いをしていた男の頭部を思い切り挟はさみ潰つぶして昏倒させると、香澄は蜂須の切り開いた人の垣かき根ねを走り抜ける。俺もそれに続いた。

　追手の気配はない。蜂須も少し後ろから俺たちを追ってきた。

　俺が戦力として役に立たない分、香澄が味方なら千人力だ。俺たちは騒そう乱らんの中心であるオフィス街を抜け、江西陀達に待機してもらっていた繁華街へと走る。










　繁華街は、オフィス街よりもある意味で悲ひ惨さんだった。

　オアシスから上がった火が燃え広がったのか、焼け落ちたアーケードの欠片かけらが火の雨となって時々降ってきている。

　そんな中で、暴徒たちは何の罪もない一いつ般ぱん人に襲いかかっていた。建物は破られ、商品は強ごう奪だつされ、若い女性が男に路地裏へと引き摺ずりこまれていく。

「あんにゃろ──っ！」

「よせ、香澄。相手にしてたらキリがない。今は江西陀と玲れ儀ぎ音ねが最優先だ」

　正義感でいきり立つ香澄を抑おさえて、俺たちは二人の待機していたポイントへと向かう。

　が、そこに最優先事じ項こうを変へん更こうさせる風景が過ぎる。




　デパートモールの入り口付近で立ち往生していたのは、清きよ宮みやと城じよう尾び滝たきさんだった。




　なぜ二人が並んでそこにいたのかは分からない。たまたまデパートモールに二人ともいたんだろう。怯えきった表情の二人は、どこにも逃にげ出せずにその場に立ち止まってしまっている。

　そこに目をつけた若い男たちが、二人に下品な笑えみを浮うかべてゆったりと寄ってきた。

　──あの二人だけは見過ごせない。他ほかの誰が犠ぎ牲せいになろうと、あの二人はこんな騒そう動どうに巻き込んではいけないんだ！

「ちょ、言ってる傍そばからどこ行くんだ、咲さき丘おか！」

「うるせぇ、知り合いは別だ！」

　蜂須の制止を振り切って方向転てん換かんし、俺はその二人の元へと真っ直すぐに全力で走る。

　暴徒の一人がスタン銃じゆうを清宮に向ける。清宮はガクガク震えながら、腰こしを抜ぬかして倒たおれ込んでしまった。

「テメェ……、俺の清宮に何するつもりだああぁぁぁぁぁ!!」

　俺は背後からその男に全速力で殴りかかる。こんな体勢なら避よけられて当然な素人しろうとの右ストレートだが、不意打ちな上に体格がピッタリだったのか、その情けないパンチは見事に男の下した顎あごに叩たたきこまれ、男は何の抵てい抗こうも出来ずに派手に吹き飛んだ。

　周りの男たちは逆上して俺に殴りかかろうとしたが、用意していた虎とらの子の火炎瓶モロトフを思い切り彼らの足元に投げつけてやると、足元から生えた炎ほのおに驚おどろいて一目散に逃げ出した。

「さ、咲丘君！」

「無事か、清宮！　城尾滝さんも！」

「は、はい！　本当に助かりました……。咲丘さんこそ、よくご無事で……」

　二人が無事で安あん堵どしている俺の頭を、香澄と蜂須が同時に叩く。

「何やってんだ、さっさと来い」

　蜂須たちが走り出して、俺も後に続く。「二人とも、こっちだ！」

　清宮と城尾滝さんは逡しゆん巡じゆんした後、俺の後ろに付いて走ってきた。

「こ、これは何なの、咲丘君！　また神楽かぐら咲さきテロ!?」

　清宮が悲鳴のような問いかけをする。本当に何も事情を知らないんだろう。

「──セントポーリアが暴動を起こしたんだ。それがここまで広がってる」

「ええええぇぇぇぇ!?　ななな、何で？」

「……まさか、あの人が？」

　城尾滝さんが顔を強こわ張ばらせる。「──やはり、どうあっても彼女はこうなんですね」

「止めてみせるさ、これは俺たちの責任なんだから」

　俺たち五人は、ようやく江西陀と玲儀音の待機していたはずのファーストフード店に辿たどり着く。

　そのファーストフード店の外装は、無残にも暴徒たちによって荒あらされていた。とはいえ、テーブルなどはひっくり返っているが、中はそれほど被ひ害がいがないように見える。

「おーい！　二人ともー、生きてるかー？」

　蜂須の呼びかけに反応は無い。

「清宮と城尾滝さんは、そこで見張っていてくれ」

　この二人は俺以上に戦力にならない。敵が潜せん伏ぷくしているかもしれない店内を、俺と蜂須と香澄は警けい戒かいしながら忍しのび歩きで進んでいく。

　店の奥で、江西陀が倒れているのが見えた。

「江西陀!?」

　俺は駆かけ寄って江西陀の頰ほおを叩くが、起き上がる様子はない。

　呼吸を診みる。まだ息があった。

「失神してるだけみたいだね。──だったらこれに限る！」

　そう言って、香澄がジーンズのポケットから黒い缶かんジュースを取り出す。毒々しい黄色の装そう飾しよくに彩いろどられたそれを、俺は今まで普ふ通つうの店の店頭で見たことがない。

「……なんだそれ」

「あたしの相棒。サイコーに頭がスカッとすんだよ」

　香澄は失神している江西陀の口をこじ開けると、そこに缶の中の泡あわ立だつ黄色い液体を注ぎ込む。すると、江西陀がビクビク痙けい攣れんして激しく噎むせこんだ。

「ぐはぁっ、ゴホッ、げぇっ、なんスかこれ、新食感過ぎっ！　ごふぅっ！」

　物もの凄すごい擬ぎ音おん語になりそうな咳せきをして、江西陀が我に返る。「おや、生きてる……」

「何があった、江西陀」

　俺が訊たずねると、江西陀は鳩尾みぞおちの辺りを摩さすりながら立ち上がる。

「やられましたよ、出で島じま先せん輩ぱいと数人に奇き襲しゆうされまして──玲れ儀ぎ音ねが連れていかれました」

「蜂須、どうだ？」

　テーブルをガンガンと吹き飛ばしながら、玲儀音を捜さがしていた蜂須に訊ねる。

「ああ、ここにはいねぇな。沈じん丁ちよう花げの奴やつ……、今いま更さら玲儀音に何の用がある」

「先せん輩ぱいは柏かしわ木ぎ家を恨うらんでる。玲儀音に何をしてもおかしくないけど……」

　江西陀が無事だったのは不幸中の幸いだが、楽観視できる状じよう況きようでは決してない。

　次はどうする、俺たちの取るべき行動は何だ。

　沈丁花先輩の居場所は不明、玲儀音は出島先輩に攫われ、恐おそらく萩先輩が音響装置を操あやつっている。セントポーリアの魔まの手は街の全土に広がり、清宮と城尾滝さんを安全な場所に送るのは難しいだろう。交こう通つう網もうは麻ま痺ひしているが、しばらく待てばもっと大規模な治安部隊が来るはずだ。それまでどう粘ねばる？　いや、そんな事をしている猶ゆう予よはない。沈丁花先輩の事だ。隠かくし玉に何を用意しているか予想がつかないんだぞ。今は行動するべきだ。

　優先順位を決めろ、決断する時だ。

　江西陀が俺たちの通信回線に復帰したその時、携けい帯たい電でん話わの着信音が店に響ひびき渡わたる。

　振ふり向くと、そこにはやたらと古い機種の携帯電話が落ちていた。──俺はこの携帯電話を知っている。しかし、この電話に掛かかってきたということは、恐らく相手は──

　俺は逡巡して、その携帯電話を拾い上げた。

「もしもし」

「──なんで貴様がこれに出る、若造」

　やはり電話の相手は、柏木組合の組長で最さい凶きようの糞くそ爺じじい、柏かしわ木ぎ昌しよう造ぞうだった。

「玲儀音が沈丁花先輩に攫われた。あんたは今、どこにいる」

「……っ!?　これだからあやつは──」

「んな事は後にしろ、糞爺！　力を貸してくれ、俺は沈丁花先輩を止める」

　俺の説得を、昌造は鼻で笑う。受話器の向こうからは実銃の銃じゆう声せいが聞こえた。

「ふん。ガキの世話なんぞ借りるものか。これは儂わしら、柏木家に対して売られた喧けん嘩かよ。こんな騒さわぎ、組合総出で一気にカタを付けて、儂自らが沈丁花に引導を渡してくれる」

「……出来るのか、そんなこと」

「沈丁花の狙ねらいが単に暴動と思うか？　神秘の復活以外にあえて奴が狙うとすれば、この混乱に乗じて組合本部を墜おとすことじゃろう。ならば、音楽を流すことに何の意味がある。──沈丁花はこの音楽の音量で、暴動の方向をある程度コントロールしておる。オフィス街から繁はん華か街がいへ、繁華街からオアシスへと音源を移動させることで、あの暴徒共に『主戦場』の位置を知らせておるのだ」

　そうか、この音楽にすら意味があるのか。確かに劇的効果のためでもあるだろうが、指揮系統すら存在しない暴動の道みち標しるべくらいにはなる。

「囲まれれば儂も動けんしのぉ、わざわざ出向いてやったのよ。だが沈丁花も迂う闊かつじゃったな。指揮者としてそれを一望できる場所など、神楽咲にはそう幾いくつもない」

　すると、昌造の背後が急に静かになる。どこかの建物の中に入ったらしい。

「沈丁花はこの日の為ために、それなりの準備をしたようだが。人を頼たよったのが運の尽つきじゃったのぉ。前々から怪あやしかったんじゃが、『小お倉ぐらビル』の持ち主が、沈丁花に繫つながっておるとついに白状しおった。奴は神楽咲の中で最高層のあの屋上に、祭さい壇だんを構えておる」

「小倉ビルに!?」

「馬ば鹿かとなんとかは、高い場所が好きじゃからな。あそこからなら下界が丸見えじゃ」

　昌造の背後からは、エレベーターに乗る音がした。あの高速エレベーターだろう。

　それを聞いて、俺はファーストフードからその建物を見上げる。かつて篠しの塚づかさんが飛び降り続け、オアシスからでもその存在を一望できるような巨きよ大だいビルは、真っ赤に燃える神楽咲の火の海の中でも、その圧あつ倒とう的な存在感を放ち続けていた。

「あそこに、沈丁花先輩がいるのか……」

　俺たちが初めて意気投合を果たした、思い出の場所だ。確かに御お誂あつらえ向きではある。

　俺が小倉ビルを眺ながめていると、釣つられて江え西にし陀だや蜂須たちも窓まど際ぎわに近付く。

「柏木の糞爺が向かってるのか」

「……ああ」

「じゃあ、チェックメイトっすかね」

　どうだろう。出島先輩がいる限りは何とも言えないが、昌造の傍には赤あか樫がしもいるだろうから、その場合は数の差で沈丁花先輩も負けるかもしれない。

　──だが、腑ふに落ちない。本当にこれで終わるのか？

　昌造の携帯電話は通話状態のままだ。沈丁花先輩の声が聴きこえないものか、意識を受話器に集中させる。

　唐とう突とつに、昌造が大おお仰ぎような大声で話し出した。

「久しぶりじゃなぁ、桜さくら！　悪い事をしたら『ごめんなさい』だろ──」

　だが、中ちゆう途と半はん端ぱなところで昌造は話しかけるのをやめる。

　昌造の見ている風景が、今の俺には見えない。

「──咲丘。これから儂の言う事をよく聴け」

「は？」

　いきなり、昌造が真しん剣けんな声で俺に語りかける。

「音おん響きよう装置の場所は、オアシスのトキメキ通りじゃ。神楽咲を覆おおい尽くせるポイントで、ジャミング濃のう度どが一番濃こいのはその辺りじゃった。後で赤樫を向かわせて黙だまらせようとしたが、残念ながら隣におる。パラボラアンテナが目印じゃ、貴様らが探して処理しろ」

　その背後から若い男の叫さけびが聴こえる。騒そう乱らんが起こっているようだった。

「……いきなり何言い出すんだ。何があった!?　おい、糞爺！」

　俺の問いかけには答えず、昌造は狂くるったように嗤わらい続ける。

「くくく、ハッハッハ、ハァーッハッハッハ！　まったく、老いて頭に血が回らなくなったかのぉ。情けない。おい咲丘、玲れ儀ぎ音ねを死なせたら冥めい途どで説教──────」




　その瞬しゆん間かん、小倉ビルの屋上が臙えん脂じ色いろの炎と灰色の煙けむりを吐はき出しながら吹ふき飛んだ。




　俺たちが茫ぼう然ぜんと見ている目の前で、俺たちの思い出の場所で、神楽咲オフィス街の象しよう徴ちようだった小倉ビルは中心を次々と爆ばく破はされ、ダルマ落としのように下部から地面に墜ちていった。

　地面が再び、大きく震しん動どうする。

　窓ガラスの向こう側で暴風と衝しよう撃げき波はが発生したのか、争っていた人々が次々に倒れ、巨大なゴミ箱が宙に浮き、俺たちの目の前を横切って吹き飛んで行った。

「──おい、噓うそだろう？　あんたみたいな化け物が、あんな程度で死ぬのかよ!?　おい、いいから返事しろよ糞爺！」

　返事はない。通話は完全に切れていた。

　俺は持っていた携帯電話を思い切り投げ捨てる。「あああぁ！　どうしろってんだ！」

　あの狡こう猾かつ極きわまりない理り不ふ尽じんな老人すら出し抜ぬかれたというのか。冷静に考えろ、落ち着け。俺も判断を一歩間ま違ちがえればああなるぞ。

　だが、もう俺たちに他ほかの行先など心当たりがない。──これは昌造の最後の遺志だ。

「音響装置はトキメキ通りのパラボラアンテナのある建物だ、行くぞ！」

　俺が走り出そうとすると、その腕うでを蜂はち須すが摑つかむ。

「待て、咲さき丘おか。そこは俺に任せろ。お前は玲儀音と沈丁花を捜さがせ」

　その提案に、俺は判断に一いつ瞬しゆんだけ迷う。確かに三人ならともかく、この人数で動いたら逆に効率が悪くなる。分担するべきだろうか。

「──そこは萩はぎ先せん輩ぱいが先に陣取ってるかもしれない。正直、何があるか分からないぞ」

「だったら余計に、咲丘とその二人は足手纏まといだ。オアシスの地理なら俺の方が詳くわしい。……頼たのむ、俺は萩に言わなきゃいけねぇことがあるんだ」

　確かに蜂須の言う通りだ。オアシスは恐らく、現状では最悪の激戦区。俺が向かっても何も出来はしない。

　──それに最悪、またダミー情報だったら全員が一いち網もう打だ尽じんに遭あいかねないのだ。

「でも駄だ目めだ。いくらなんでも、一人であの辺りは危険過ぎる」

「んじゃ、あたしが一いつ緒しよに行けば良いっしょ」

　そう言って、香か澄すみがギターを掲かかげる。「あたしもオアシスだったら詳しいし、マスターと合流出来れば色々出来るかもしんない。──っていうか、この曲大だい嫌きらい。なんか派手で偉えらそうでムカつく」

　香澄か。危険な役回りだが、だからこそ蜂須と背中合わせに激戦区を進めるのは、確かにこいつくらいしか考えられない。……もう、あとは全部信しん頼らいするしかないのか。

「──無む茶ちやすんなよ」

　用意しておいた予備の携帯電話をパスすると、香澄はそれを受け取って場ば違ちがいな程楽しそうにニシシと笑う。

「咲丘、なんか今日はカッコいいね！　よっし、行っくぞー！」

　勢いよく香澄が店から飛び出し、蜂須が後に続く。

　残された江西陀と清きよ宮みやと城じよう尾び滝たきさんに指令を出しながら、俺はタブレットを開く。

「三人は簡単で良いからバリケードを作ってくれ。ここから沈丁花先輩の祭壇を探す」

「でも、どうやって？」

「スクリーンの映像を見ただろう、風が吹いていた。……多分、あの祭壇は屋外にある。だったらウチの監かん視しシステムの出番だ」




　ソフトを起動、『ＬＬＤ』セットアップ。

　俺は遠えん隔かく操作で監視システムに接続し、タブレット操作に最適化した監視カメラの映像を順に展開。俺の指の動きに合わせて、神楽かぐら咲さきが、世界の視点が開かれていく。

　人の創つくり出した贋がん作さくの、手元で自在に操れる神の目の監視。

　あの夕食会をヒントに新開発した『ＬＬＤ』の機能の一つ、『プロビデンスの目』だ。




　俺は監視システムを手先で操りながら、必死に沈丁花先輩を捜さがす。

　しかし、そこに映るのは略りやく奪だつと暴力の嵐あらしだけだ。吐き気を伴ともなうような人間の惨むごたらしいエゴの一いつ切さいを無視して、一心不乱に本物の祭壇を探す。

「くそっ、何でだ！　何でどこにもいない……」

　バリケード作りを二人に任せたのか、江西陀が俺に駆かけ寄る。

「神楽咲は全部見み渡わたせるようになってるんスよね」

「一応な。ただ、高層ビルが見渡せる場所になんて設置して──」

　──待て、どうして俺は高層ビルに拘こだわる？　逆に考えろ、その思考で昌造はハメられたんだぞ。むしろビルの屋上という発想は捨てるべきだ。だったら、どこから──




　そこで俺の思考は、その可能性に辿たどり着いた。




「なぁ、いつまで作業に時間食ってるんだ、兄貴」

　先ほどからまったく応答のない兄貴に、俺は話しかける。

「柏かしわ木ぎの糞爺に出来たんだぞ。音響装置の場所を特定するくらい、あんたならこれまでの時間で十分に出来たはずだ。何で何も言わない」

　数秒待つ。数十秒待つ。一分が経過した。




　だが、兄貴からの応答はなかった。




　全身から滝たきのように冷や汗あせが流れる。──そうだ、俺は今までなぜ、その可能性に行きつかなかったのだろう。

　あの沈じん丁ちよう花げ先せん輩ぱいは映像だ。ただの映像で、現在の沈丁花先輩である保証はない！

「──糞くそっ！　やられた、狙いは最初からこっちだったのか！」

「えっ、えっ!?」

　俺はタブレットをしまって立ち上がり、江西陀の手を摑んでバリケードへと連れていく。そこを少しだけ崩くずして、人一人が通れるスペースを作った。

　俺は清宮と城尾滝さんに指令を出す。

「二人とも、ここに隠かくれていてくれ。ここなら食料もある。救きゆう援えんが来るまでやり過ごすんだ。いいか、絶対にここから出ないで、無事でいてくれよ」

「そんな、咲丘君は!?」

「沈丁花先輩を止めに行く。──こんなの、もう沢たく山さんだ」

　清宮は俺の剣けん幕まくに押されるように、何も言えないまま後ろに下がる。

「……よく分からないけど、後でちゃんと説明してね。僕は待ってるから」

「ああ。──そうだ、城尾滝さん」

　俺が声をかけると、黙って俺のことを見つめていた城尾滝さんが、少し驚おどろいたように俺の目を見つめ返す。

「……何でしょう。私は、あの狂きよう人じんを決して──」

　俺は一歩前に進み出て、深く彼女に頭を下げた。

「ごめんなさい！　俺たちは取り返しのつかない罪を犯おかしました。許してくれなんて言わない。今いま更さらだけど、俺はあの夜の責任を取りに行ってくるよ」

　城尾滝さんが何かを言いかえす前に頭を上げ、振ふり返らずに俺はバリケードを抜けて外に出る。江西陀もそれに続いて出てきた。

　俺はオフィス街とは反対方向に走り出す。目指す先は居住区──学生街だ。

「行くぞ、沈丁花先輩はこっちにいる！」

　若じやつ干かん混乱した様子で、江西陀は俺に問う。

「行くって、どこにッスか!?」

「俺の家だ！」

　そもそも、あの映像は一方的な演説──ただの録画だ。だったら、祭さい壇だんなんてものを今探しても無む駄だなのである。

　指揮者として、この騒さわぎを一望できるのは、そもそもあそこが一番理想的だったんだ。




「沈丁花先輩の狙ねらいは、俺を家から引き離はなして監視システムを横取りすることだったんだよ！　今聴いてる奴やつ、全員そのつもりでいろ！　もう全部あの人に視られてるぞ！」










　繁はん華か街がいを蹂じゆう躙りんする喧けん騒そうから距きよ離りの離れた学生街は、ひっそりとしていた。人一人いない死んだような住宅街を、俺と江え西にし陀だは走る。

　兄貴の部屋は、ああ見えて改築が施ほどこされていて非常に頑がん強きようだ。兄貴の引き籠こもり根こん性じようは半はん端ぱではなく、あの扉とびらを開けるのは至難の技わざだろう。それに、いざとなれば散らかりまくった資材などのバリケードもある。そう簡単に破られるとは思えなかった。

　なのに、兄貴は俺の呼びかけに一向に応じようとはしない。こんなことは一度だってなかった。つまり、もう突とつ破ぱされている可能性が高いのだ。──しかし何故なぜだ、どうしてこんなにもアッサリと兄貴がやられる。

　俺の家はもう目前まで近付いていた。しかし通りの陰かげに人の気配を感じて、俺は立ち止まる。江西陀が俺を庇かばうように、ポールを構えて一歩前に出た。

　そこから現れたのは、あまりにも意外な人物。

　トレンチコートを羽織った、スレンダーな体型の美女。




「頑がん張ばっているみたいね、ジュニア」




　神楽咲警察の特とく殊しゆ班捜そう査さ係であるはずの、錦にしき木ぎ真ま弓ゆみ姉さんだった。

「どうして、真弓姉さんがここにいるんだ？　警察だろう、街が大変なことに──」

「警察だから、私はここにいるのよ」

　あくまで、真弓姉さんは無表情で答える。そういえば、真弓姉さんは沈丁花先輩を追っていた。……そうか、この人も同じ答えに辿り着いたに違ちがいない。

「ごめん、真弓姉さん。俺は今まで隠してたことがある。この暴動の首しゆ謀ぼう者しやは──」




「沈じん丁ちよう花げ桜さくら。『イルミナティ』の正統なる後こう継けい者しやにして、最後の生き残りでしょう」




　──えっ。

「というのも、本当はどうなのかしらね。まぁ、どうでも良いわ。彼女は大きなバックボーンを持っていて、その権力は日本の司法までも操あやつっている。重要な事実はそれだけで、それ以外の事象なんてどうでも良いの。少なくとも、この『黒ミサ』とやらで警察の威い信しんは地に落ちたわ。人々は警察に不信と絶望を抱いだくでしょう。彼らはいざとなったら誰だれも守れない。彼らに悪は裁けない。そして私たちは、ついに『警察』から解放される」

「なんで、そんな事をあなたは知ってるんスか。あなたは一体──」

　震ふるえる江西陀の問いに、真弓姉さんはほんの僅わずかに口の端はしを吊つり上げる。




　それは、侮ぶ蔑べつの笑えみだった。




「あなた達、まさかあれだけの騒ぎを起こしておいて、本当に警察が犯人をまったく特定できないとでも思っているの？　甘く見ないでほしいものね、日本の警察はあなた達の考えるよりもずっと優ゆう秀しゆうなのよ。いくらでもあなた達に辿り着く道はあるわ。あなた達が毎度適当で杜ず撰さんで不用心なものだから、物証を揉もみ消すのにはとても苦労したのよ」

　信じられない言葉を口にする真弓姉さんの告白に絶句する。

　揉み消す？　何だよ、何なんだよそれは！

「……噓うそだ。真弓姉さんは、神楽咲テロの捜査の為ために東京から──」

「あら、捜査だなんて一言も言った覚えはないわよ。私は沈丁花桜に依い頼らいされて、オカルト研究会の関かかわった事件の揉み消しと、ジュニアの監視をしていただけだわ。何か事件がある度たびに、あなたが間ま抜ぬけな良心の呵か責しやくでも起こして、私に密告するかどうかを沈丁花桜は測っていたのね。この依頼の報ほう酬しゆうのお蔭かげで、海外でなら一生を遊んで暮らしていけそうよ。私もついに仕事から解放されるんだわ、ありがとう」

　そう言って、真弓姉さんは羽織っていたトレンチコートを脱ぬぐ。




　いつも着ている女性用スーツには、誰かの返り血が派手にこびりついていた。




「最後の仕事は、純一さんの部屋のバリケードを撤去して侵入しやすくすること。暴動が起きた後に部屋をノックして、ドアが開いた所に銃じゆうを差し込んで純じゆん一いちさんを撃うつということだけよ。正直言って、今までで一番ラクな依頼だったわ」

「……噓だ。噓だ噓だ、噓だあああああああああぁぁぁぁぁ!!」

　そんなはずはない、そんなはずはないんだ。

　この真弓姉さんという人は、仕事に関してだけは頑がん固こで、融ゆう通ずうが中々利きかなくて、それでいて悪い事に『悪い』と言える人なんだ。

　強い人なんだ。この人は、俺の理想の大人だったんだ。

「何で沈丁花先輩の側なんだ!?　あんたの言ってたことは、全部噓だったのかよ！」

「そうでも無いわ。私は警察として犯罪を許さないし、ただオカルトが嫌いなだけよ」

「そんな、そんなの関係ないだろう!?」

「関係ないなんて、あなたは一体私の何を信じていたの？」

　子供を諭さとすような優やさしい口調で、真弓姉さんは語り続ける。

「夢なんて信しん仰こう、約束なんて信仰、平和なんて信仰、義理なんて信仰、家族なんて信仰、友情なんて信仰、愛なんて信仰でしょう。人間同士に『繫つながり』なんてものを説明するためだけに作られた観念よ。くだらないわ、セントポーリアの連中といい、そんなオカルトに縋すがり付いて恥はずかしくないの？　私は信じない。何かを信じるということを、決して信じたりはしない。私は警察だもの。職務に忠実であり、人間としての『正しい』や『間ま違ちがい』を捨てる。そんな信仰があったら警察なんてやっていられないわ。私はただの人間だもの。人を裁くのは私じゃないわ、私は単に事実を探せば良いだけ。そして私は、自分に都合の良い事実だけを選せん択たくする。それが法というものであるだけよ」

　抑よく揚ようのあまりないその言葉には、あらゆる神秘に対する憎ぞう悪おが満ちていた。

　だからこそ、余計に理解できない。どうしてこうまで沈丁花先輩と真逆なのに、この人はそちら側へ行ってしまったんだ。

「その法ですら、司法さえ古来の在り方を忘れようとしているじゃない。現代の法律概がい念ねんの基き礎そは、フランス革命の少し前に、一人の暇ひまな貴族によって二か月少々で書かれた思想書を基もとに作られたのよ。それも馬ば鹿かげた話ではあるけど、何よりも馬鹿げているのは、そこに記された基礎すらも知らずに法を語ろうとする人間で溢あふれていることだわ。教養なんてものはね、実にその程度なのよ。その程度で、それが誇ほこりなんですって。くだらない、とうの昔に成人を越こした連中が、一体その口で何を語っているの？　悍おぞましいわ、吐はき気がする、痛々しさに憐あわれみすら感じてしまいそう」

　そうか、この人は沈丁花先輩とは逆方向に行き過ぎて、ついに同じ答えにまで至ってしまったのだ。だからこそ、この人は沈丁花先輩と手を組んでしまったのである。

　人間に奪うばわれてしまった、美しい世界を取り返す為に。

「……だったら、警察なんて辞やめれば良かったんだ。理想と違い過ぎたなら、そういう方法だってあったはずだろう。どうして『黒ミサ』なんかに──」

「主義主張で仕事が選べるのは子供の時だけだわ。学生生活は、人生のたかだか十六年ちょっとの短い期間でしょう、大人はその倍以上の時間を勤労に費ついやすの。あなた、生まれて十六年近くも経たつのに、そんな事も学校で学ばなかったの？」

　俺の知っている真弓姉さんは、義理に厚く、正義に燃え、警察という仕事に誇りと信念を持っている人だったはずだ。一体何が、真弓姉さんをここまで歪ゆがめたのだろう。

　何も分からない。そこにはただ、信仰の一いつ切さいを捨てた『警察官』がいるだけだった。

「学校では教えてもらえない事を、お姉さんが教えてあげるわ。上手な噓のつき方はね、本当の事の中に噓をほんの少しだけ混ぜることなのよ。人間なんて、一度に沢山の噓がつけるほど上手に出来てはいないわ。噓がつけるようになると、人生の選択の幅はばはとても広がるわよ。あなたは少し真面目まじめなのよ、ジュニア。もっと柔じゆう軟なんに生きなさい。それが社会で、それが大人よ。いつまでも子供でいることは愚おろかで滑こつ稽けいでしょう」

　……やめろ。世の中には生徒を本気で愛して、自分すら見失っても教師でいる人だっているんだ。それでも教師であることに誇りを持っている人がいるんだ。間違いをシタリ顔で教えてるんじゃねぇよ、あんたはそんな汚きたない大人じゃなかったはずだ！

　真弓姉さんは銃を構えて、その銃じゆう口こうを迷わずに俺に向ける。

　何の躊躇ためらいもなく、引き金に指を掛かけた。

「──どこまでが噓だったんだ」

「どこまでが噓だったんだと思う？」

　大人のくせに、質問を質問で返すんじゃねぇ。

「行ぎよう儀ぎ良よく信号を待っている目の前で、おじさんに信号を無視された小学生は惨みじめでしょう。おじさんに悪気なんて特に無い。結局、これはそんなもので、その程度なんだわ。でも、私はまだ警察だから、犯罪者を許すことは出来ないの。じゃあね、ジュニア。きっと二度と会うことはないでしょう」

　違う。この人はもう、俺の知っているクールで不器用な程ほどの仕事人間なんかじゃない。

　どこまでも思し慮りよに欠けて、品もなく、身勝手な、ただの一人の大人だった。

　理り不ふ尽じん過ぎる。こんなの、あんまりだ。

「そんな人生の何が楽しいんだよ……っ！　そんなの、悲し過ぎるじゃないか……」

「読フイク書シヨンが楽しくなるわよ」




　乾かわいた銃じゆう声せいが響ひびくと同時に、俺の見ている風景が真横にすっ飛んで行く。




　気が付くと、俺は地面に転がっていた。慌あわてて立ち上がった時に、その事態に気付く。

　先ほどまで俺が立っていた場所で、江西陀が右みぎ腕うでから血をダラダラと流していた。

　──あいつ、利きき腕うでを!?

「江西陀ああああぁぁぁっ！」

「先に行ってください、咲さき丘おか！　この人は自分が食い止めます！」

　話している間にも、真弓姉さんは銃口を俺に向けて、何の警告もなく発はつ砲ぽうする。俺は転がるように住宅の塀へいに身を隠かくしてそれを避さけた。

「馬鹿言うな、相手は銃を持ってる警察だぞ！　それにお前、腕が──っ！」

「いいから早く！」

　江え西にし陀だがポールを左手に構えて、同じく隠れていた塀から身を晒さらし、遮しや蔽へい物に身を隠しながら真弓姉さんに特とつ攻こうを試みる。真弓姉さんが数発撃つが、その銃じゆう弾だんは江西陀にギリギリ掠かするだけだ。

　走り抜ぬけるチャンスは今しかない。

「──畜ちく生しようおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　俺も塀から飛び出し、一心不乱に走る。数発の銃声と共に、腕や足に切りつけられたような鋭するどい痛みが走るが、そんな事を気にしている暇などなかった。

　住宅街を走る。あの乾いた銃声も聞こえなくなった。

　そしてついに、俺は目的地に到とう着ちやくする。──俺の自宅アパートだ。

「はぁっ──、はぁ──っ！　やっと──」

　その瞬しゆん間かん、何かとんでもない質量を俺は頭部に感じた。
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　風景が一瞬だけ光り、意識が暗くら闇やみに閉とざされる。










　目が覚めると、そこは見慣れた場所だった。

　遮しや光こうカーテンの引かれた真っ暗な部屋で、モニターの明かりだけが異様に明るい。ハードディスクのカリカリ音と、コンピューターファンの音が静かな室内に響いている。

　兄貴のモニタールームだ。

　誰かが、俺の横に倒たおれている。兄貴だろうか、それとも江西陀だろうか。俺は手を伸のばそうとするが、そこで両手を縛しばられていることに気が付いた。

　ついでに言うなら、やたら上半身が重い。誰かが俺の上に座っている。




「くだらないとは思わないかね？」




　モニタールームの中央、神楽かぐら咲さきを監かん視しする神の玉座。

　普ふ段だんなら兄貴が座っているはずのその席に、足を組んで座っている少女がいた。

「あの醜みにくい群衆を見ろ。彼らはいまだに、思考をしているつもりらしい。そうさ、我々は誰だって思考をしているつもりの猿さるだ。今も我々はどんな猿に比べても、それ以上に猿なのだよ。それは貴様も然り、彼も然しかり、そして私も然り」

　独り言のように、彼女は宙に向かって話す。その声には、悪意も覇は気きもまったく感じられない。全すべての遊びに飽あきた子供のように怠たい惰だに満ちている。

　沈じん丁ちよう花げ桜さくらは、退たい屈くつそうにそこから世界を見下ろしていた。

「あれは情熱の脈動か、魂たましいの解放か？　否いなだよ。『ラクをさせてくれ』と叫さけぶ運動ほど醜いものはない。それは革命の意思とは真逆であることに、人はなぜ気付かないのだろうね。……これが退たい廃はいの行き着いた先か、実に嘆なげかわしいことじゃないか」

「それを分かっていて、引き起こしたのが貴女あなたじゃない！」

　すると、俺の横で倒れていた人間が身じろぎして、顔を沈丁花先せん輩ぱいに向ける。それは繁はん華か街がいで出で島じま先せん輩ぱいに連れ去られた玲れ儀ぎ音ねだった。

　──無事だったのか。それだけでも少し安あん堵どする。

「違ちがうな。私はただの世間知らずな小こ娘むすめに過ぎんのだよ。それを神格化させ、自らの正当性へと勝手に昇しよう華かさせたのは人間の弱さだ。神秘を信じず、必要な時だけ神に縋る。私に彼らと違う点があるとすれば、私は神秘を取り返したいという点だけだ。神に縋りたいわけではないよ。それは単に愚かだということを、私は嫌いやという程知っている」

　そう、この人は知っているんだ。この暴動が真の神秘の復活などではないと。そんな理想は、こんな形では叶かなえられないと。

　俺と目が合って、代表は柔やわらかな微び笑しようを浮うかべる。──俺は睨にらみ返した。

「おはよう、咲丘クン」

「──俺たちを、本当に裏切っていたんだな。俺は最後まで信じていたのに」

「騙だまされた気分はどうだい？」

　沈丁花先輩は微笑を浮かべたまま、淡たん々たんと俺に尋たずねる。

「……あんたの目的は何だ。芸術的感動を復活させることが狙ねらいなら、もう十分だろう。こんな事は終わらせてくれ。これじゃあ誰だれも、幸せになんてならないじゃないか」

　俺の説得に、沈丁花先輩は首を横に振ふる。

「まだだ、これぐらいで終わらせるつもりなど毛頭ない。彼らは知らなければならない。私にはそんな彼らに本物の神秘を説くという、重要な仕事が残っている」

「必要ないだろ、そんな事！　それが分からないほど、あんたは馬鹿じゃない！」

「必要か不要かではない。為なすか為せないかだ。それだけが唯ゆい一いつ重要なのだ」

「この……分からず屋！」

　俺が悪態をつくと、上半身の重しがその圧力を一気に増す。肺から無む理り矢や理り空気が押し出され、俺は噎むせこんだ。

「事情も知らねえくせに止めるなよ。俺たちは前に進む」

　その一言で、今俺の上に乗っているのが出島先輩だと気が付いた。その言葉は棘とげだらけで、まるで俺のことを赤の他人だと思っているかのような響きがある。

　──いや、もしかすると沈丁花先輩にノートを弄いじられて、記き憶おくにないのかもしれない。

　沈丁花先輩はモニターに向き直り、深いため息を吐く。

「これが咲丘クンの風景だったのだな。我々がかつて夢見た『プロビデンスの目』は、こうまでつまらん物だったのか。こうして夢や理想が陳ちん腐ぷ化されていき、人々はやがて明日を見失う。我々のかつて愛し焦こがれた神秘が死んでいくのだ」

　そして、その動きを止めることはもう出来ない。人間の陳腐な進歩は止められない。

　沈丁花先輩の言う退廃は、もう取り返しのつかない所まで行きついてしまったのだ。

「──そこまで理解していて、何でこんなことをするんだよ」

「決まっているだろう？」暴君が朗ほがらかに嗤わらう。

「世界は美しい。その世界を、私は人間から取り返したいのさ」




　俺の見ている風景と、沈丁花先輩の見ている風景は同じなのだろうか。

　……同じであるはずがないのだ。




　沈丁花先輩がキーボードを叩たたくと、モニターの一画面が拡大され、四つのモニターに亘って映される。そこには、いまだにオアシスを走り続ける蜂はち須すと香か澄すみの姿があった。

「蜂須さん？　──やめて、何をするの!?」

　玲儀音の悲痛な叫びを無視して、沈丁花先輩はキーボードを叩き続ける。

「ようやく蜂須と香澄クンが萩はぎちゃんの元に辿たどり着いたみたいだぞ。せっかくだから鑑かん賞しようでもするか。さて、音おん響きようの操作はどうやるんだったかな──」

　いくつか無む駄だな操作が入った後、そのモニターの追う音がマイクで拾われ始める。










　オアシスではまだ、地じ獄ごくが広がり続けていた。

　押し寄せたセントポーリアの暴徒だけではなく、今まで虐しいたげられ続けていたホームレス達までもが人々に牙きばを剝むき、略りやく奪だつや暴行を繰くり広げている。人が刺さし殺され、殴なぐり殺され、撃うち殺され。

　そこはどこにも安全な場所などない、日本とは思えない内ない紛ふん地帯と化していた。

　その中を蜂須と香澄は走る。襲おそい来る武装した暴徒たちを振り払はらい、なぎ倒し、二人は懸けん命めいにキラメキ通りを走り抜け、迷めい路ろのような裏路地を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐり、この地獄を形成しているトキメキ通りの音響装置を目指していた。

　そしてついに、トキメキ通りに到とう達たつする。

「──あれか！」

　そこには明らかに、昨日までのオアシスには無かった風景があった。

　天体観測所のような、弩ど級のパラボラアンテナである。

　何時いつの間に、あんなものを設置していたのだろう。遠くから見ても分かる程に、その無骨なアンテナは地獄と化しているオアシスの中でも異い彩さいを放っていた。

　あれが怪あやしくないわけがない。

「ねぇ、咲丘と江西陀ちゃんはあれからどうなったの!?　ねぇ、蜂須！」

「知らねぇよ、通信が切れてそれっきりだ！」

　蜂須は苛いら立だちを隠さずに吐はき捨てるが、香澄はついさっきまで聴きこえていた俺の声が消え、完全にパニックに陥おちいっていた。

「ど、どうすんの!?　あたし、何したら良いの!?　どうしたら良いの、ねぇ！」

「どうもしねぇ。頼たのまれた通り、このウザってぇ音楽を止めるだけだ！」

　そんな話をしている内に、『ストレンジャー』と大きな看板の掛かかっている、屋上にパラボラアンテナの設営された目的地の廃はいビルが見えてくる。

「よし、そうだよ！　要はあれをぶっ壊こわせば良いんでしょ！　簡単じゃん！」

「馬ば鹿か野や郎ろう、ぶっ壊したら使えねぇだろ！　沈じん丁ちよう花げを引っ張ってきて、あれで『ごめんなさい』させるんだよ！」

「そ、そっか！　さっさと片付けて、咲丘を助けに行かないと！」

　蜂須が舌打ちする。もはや香澄は錯さく乱らん状態にある。正常な判断を期待するのは難しい。

　香澄は雑で乱暴な攻こう撃げきを振るい、人の垣かき根ねを越こえて、ついにその建物に到着した。

　その建物の前に倒れている人ひと影かげがあった。二人はそれの傍そばを走り抜けようとして、凍こおり付く。見み間ま違ちがえようもない、その特とく徴ちよう的な髪かみ型がた。

　血だまりの中に倒れていたのはコーヒーハウス『ムジカ』の店長、小こ柳やな津つ亮あきらだった。

「……よぉ、お前ら。生きてるみたいで何よりだ」

「マスター!?　なんで此処ここに──」

　香澄はフラフラと小柳津の傍にしゃがみ込み、小柳津の上体を起こす。

　腹部には今も、『プロビデンスの目』の装そう飾しよくのついたナイフが刺さったままだ。

「どうせ沈丁花の仕し業わざだろ。暴動なんて起きて、あんな物が頭の上に湧わいて来たら、どう考えても怪しいっての。でもって、お前らに連れん絡らくがつかないから、一人で様子を見に来たらこのザマだ……。ったく、やっぱ相手が死なないんじゃ、勝てるわけねぇよなぁ……」

　──支コント配ロールできなかったら、守るべきはずの本物のオカルト相手でもこうするのか。

「酷ひどいよ、お腹なかから血が出てる……。い、今、手当てするから──」

「いいから聞け……っ！」

　震ふるえる香澄の腕うでを小柳津は摑つかみ、気力を振り絞しぼって声を出す。

「さっきまで、ここには鉄てつ壁ぺきのガードマンがいたんだが、今は出かけてる。あのチビと話してたけど、どうもこの地獄から逃にげる手段を用意してるらしい……。今がラストチャンスだ、蜂須、香澄。この糞くそみてぇなライブを潰つぶせ……っ！」

「でも、どうしたら良いの!?　あたし、もう分かんないよ!!」

　そしてついに、香澄の精神が限界を迎むかえる。涙なみだをボロボロと流しながら、膝ひざをついて子供のように泣きじゃくり始めた。

「咲さき丘おかもさっきから連絡取れないし、マスターはやられちゃうし。それをやってるのは桜さくらちゃんで、もう何が正しいのかなんて分からないよ……。ねぇ、あたしはどうしたら良いの？　誰が正しくて、誰が間違ってるの？　あたし、馬ば鹿かだから分かんないよ……」

　元々、こんなだが香澄は優やさしい娘こだ。間違っている人間に間違っていると言う強さはあるが、人を傷つけて平然としていられる人間ではない。

　この暴動は、全てがおかしい。誰もが傷ついて、苦しみ、死んでいく。そんな非日常にずっと耐たえられるほど、香澄は決して『自分』が強くないのだ。

　そんな香澄の肩かたを両手で摑んで、小柳津は必死に諭さとす。

「泣き言言ってるんじゃねぇよ。しっかりしろ、ここでお前が歌わないで何時いつ歌うんだ」

「でも、こんなのロックじゃない！　ロックじゃないよぉ……。もうやだ、助けて咲丘、助けて、助けて……」

「逃げるな!!」

　どんなに香澄が失敗をしても、決して怒ど鳴なることのなかった小柳津が、香澄に対して初めて怒ど声せいをぶつける。香澄は愕がく然ぜんとした様子で、小柳津を見つめる。

「泣くなよ、俺はテメェのその顔は気に入らない。笑え、香澄、どんな時でもだ！　こんなくだらねぇ世の中に文句言って、笑い飛ばす為ために今まで頑がん張ばってきたんだろうが！　ロックンローラーなんだろ……。お前にとって、ロックって何だ……っ！」

　香澄は俯うつむいたまま答えない。

　その様子を黙だまって見ていた蜂須が、唇くちびるを嚙かみ締しめて顔を上げる。

「……いや、香澄はもう十分だ。ここから先は俺だけで良い」

　そこには一つの強い覚かく悟ごが宿っていた。




「──行くぞコラアアアアアアアァァァァァァアアアアアアア!!」




　蜂須は狂くるったように咆ほう哮こうしながら、建物に突とつ貫かんする。

　その瞬しゆん間かん、辺りに爆ばく音おんが響ひびき渡る。

「アアアアアアアアアアアアアァァァァァアアアアアアアアアアアア!!」

　続く衝しよう撃げき、爆音、粉ふん塵じん、吹ふき出す炎ほのお。建物内に仕し掛かけてあったと思われるトラップを全すべて踏ふみ抜ぬいて、蜂須は全身をボロボロにして屋上へと躍おどり出た。




　その巨きよ大だいなアンテナの根元で座り込んでいたのは、ヘッドフォンを耳に押し当てて、階下の惨さん劇げきに涙を流して震え続ける一人の少女──女郎花おみなえし萩はぎだった。




「……へっ、へへっ、やっと見つけたぞ、萩」

　青ジャージは所々が焦げ付き、左ひだり腕うでの関節はおかしな方向へと曲がっている。

　それでも蜂須は嬉うれしそうに、ただひたすら快感に悶もだえながら、狂きよう気きの笑えみを顔に貼はり付けて、ゆったりと萩先せん輩ぱいに近付く。

　それを見た萩先輩は、恐きよう怖ふに顔を引き攣つらせ、何か銃じゆうのような物を蜂須に掲かかげた。

「来ないでぇぇ！」

　狂きよう瀾らんとした様子で、萩先輩が叫さけぶ。「もう誰も私の箱に入ってこないで！　私の箱をこれ以上開けないでよ！　もうイジめられるのは嫌いやなの！」

　その銃の引き金を引くと、蜂須が鼻血を吹き出して上半身を折る。音波か、衝しよう撃げき波はか。萩先輩の未知の武器の攻撃を受けてなお、蜂須は決して膝を折らない。

「お父さんもお母さんも、お姉ちゃんも出で島じまくんも篠しの塚づかさんも、結局誰も守ってくれないんだ！　私は怖こわいのに、一人じゃ寂さびしいのに！　でも怖かった、その人たちすらいなくなっちゃうんじゃないかって怖かった！　こんな恐おそろしいこと、やりたくなかったのに！」

　萩先輩は死に体の蜂須に対して、一方的に想おもいをぶつける。そこに正気は一いつ切さい感じられなかった。涙を流しながら、萩先輩が叫ぶ。

「今いま更さら、蜂須くんは何しに来たの!?　悪い事をした私を殺しに来たの!?　嫌だよ、そんなのもう嫌だよ！　蜂須くんが私の事嫌きらいでも、私、蜂須くんのことが大好きなのに！　ずっとずっと前から、一いつ緒しよに笑って、傍にいてくれた蜂須くんが大好きだったのに！」




　あまりにも唐とう突とつで、懸命な、淡あわい恋こいの告白がオアシスの地獄に響く。




「蜂須くんまで遠くに行っちゃうんだ。私の知らない所に、私に何も言わないで行っちゃうんだ！　どうして!?　私はこんなに皆みんなが好きなのに。こんなに箱から出たいのに！」

　この少女は、ただ愛する人と一緒にいたいだけだった。なぜかそれが一人、一人と消えていき、やがて独りになってしまう。

　だから萩先輩は、こんなにも誰だれかを愛したいのに、誰も愛せない。そして彼女は、どこまでも箱に籠こもり続ける。

　どんなに攻撃されても笑みを浮うかべていた蜂須は、その小さな少女の告白を受けて、今までに見たことのない表情を浮かべていた。

　それはこの天性のマゾにはありえない、今にも泣きだしてしまいそうな表情だった。

「──なぁ、萩はぎ。俺、まだお前に言えなかったことがあるんだ」

　もう足取りもおぼつかないのだろう。今にも倒たおれそうな千鳥足で、蜂はち須すは萩先輩との距きよ離りを縮めていく。

「覚えてるか？　お前が両親にイジめられて泣いてた頃ころ。お前が悲しそうで、見ているのが辛つらくて、俺は立ち上がったんだ。お前に『絶対に守ってやる』って言って、金属バットを持って、俺はあの屑くずたちを説得しに、お前の家に殴り込みに行ったんだよ」

「──覚えてるよ。あの時の蜂須くん、カッコ良かった」

　萩先輩の賞賛の言葉に、蜂須は首を横に振ふって笑う。

「でもあいつら、意味分かんねぇんだ。色々と豪ごう勢せいな理由並べて、萩をああするのは当然とか抜かしやがる。俺はさ、反省させれば良いとか、青い事考えてたよ。でも、あいつらに罪の意識なんてなかったんだ。──理り不ふ尽じんだった。どうしようもなく、あいつらは最強だった。俺の正論なんて、あいつらの理不尽に比べたらペラペラだったんだよ。そこに俺を追って沈丁花と出島が来やがった。沈丁花は、そこで何をしたと思う？」

　躊躇ためらいがちに、蜂須は一いつ瞬しゆんだけ迷った後、言葉を飾かざらずに事実だけを言う。




「殺したんだ。出島に命令して、本当に呆あつ気けなく、沈丁花は萩の両親を殺しやがった」




　萩先輩は、その言葉を聞いて銃のような物を床ゆかに落とした。

「……噓うそだよ。だって、お姉ちゃんは失しつ踪そうって、私を置いて遠くに逃げたって──」

「俺は逃げた。殺人犯の仲間だと思われるのが恐こわかった。萩をあの屑たちから本当に救ってみせた沈じん丁ちよう花げも出で島じまもその場に残して、言いだしっぺの俺は見捨てて逃げだした！」

　もしも法的な罪があり、罰ばつせられるとしたら間違いなく沈丁花先せん輩ぱいと出島先輩の方だろう。しかしそれが、蜂須の隠かくしていた最大の『罪』だった。

　誰にも責められることはないはずの、自分自身だけは絶対に許せない『罪』。

「一週間家に引き籠ってガタガタ震えて、親に叩たたき出されて学校に行ったよ。お前は凄すごく元気になっていた。お前は真っ先に俺に声をかけてくれて、親が失踪したとか、沈丁花家に入ったとか、すげぇ楽しそうだった。……でも、俺は約束を破ったんだ。『絶対に守ってやる』なんて言いながら、俺は逃げ出したんだ。殺したなんて、言えるわけなかった」

「違ちがう、そんなの違う、噓だよ！　──嫌だ、嫌だよぉ……」

　萩先輩はその場に泣き崩くずれる。

　束つかの間の幸せに、考えることを放ほう棄きした自分が許せなくて。

　誰にも責められることはないはずの、自分自身だけは絶対に許せない『罪』。

「俺は、その日の内に沈丁花に呼び出されて、ジョウロを口に突つっ込まれて拷ごう問もんされた。裏切り者の屑と、あいつは俺を罵ののしり続けたよ。──でも、なんだか楽しくなってきてよ。罰を受けなきゃいけないんだって。もっと罰を受ければ、いつかお前に許してもらえるかもしれないと思うと段々ハイになってきやがった！　だから俺は沈丁花に、お前に許されるために、どんな酷い目にあっても喜んでそれを受け続けた！　萩を嫌いになって、沈丁花を愛した！　最高に楽しかった。嬉しくて、辛くて、虐いじめられるのが快感だった！」

　こうして、この異常なマゾは完成してしまった。本来はそうでなかったはずなのに、自分を責め続け、自らをそうさせないと壊れてしまうから。

　蜂須は目を爛らん々らんと輝かがやかせ、目尻に涙を浮かべながら嗤わらう。

「そして俺の居場所は無くなった。沈丁花の隣となりには出島がいる。お前は沈丁花にベッタリだ。それに何より、お前に合わせる顔が無かった。お前に謝るのが恐かった！　だから俺は、そのままオアシスに逃げ込んだんだ。笑っちまうだろ、笑えよ。屑って罵ってくれ、頼たのむよ、俺はそうしてもらわないと、生きていちゃいけないんだ……っ！」

「そんな事ない、そんな事ないよ！　私こそ、自分の事しか考えてなかった！　蜂須くんが苦しんでるのに、疑問にも思わなかった！　最低だよ、私……。私なんて、誰からも愛されないなら、いっそ生まれてこなければ良かったのに……っ！」

　萩先輩は両手で顔を覆おおい、ただ必死に謝り続ける。

「ごめんなさい、ごめんなさい……。私なんて、生まれてきてごめんなさい……っ！」

　本来は幸せに生きる事の出来たはずの二人が、互たがいに存在しない罪を謝り続ける。たとえ相手が許しても、自分だけは自分を許せない。そんな負の連れん鎖さが、永久に続いていく。

　それはもう、救いようがない風景だった。

　蜂須はついに萩先輩の元に辿たどり着き、倒れこむように萩先輩の小さな身体からだを抱だく。

「すまなかった、本当にすまなかった！　許してくれなんて言わない、俺の事なんて軽けい蔑べつしてくれていい！　だから──」

　そして、蜂須は自分の弱さと向き合い、新しい一歩を踏み出す。




「今度こそ、俺にお前を守らせてくれないか。もう二度とお前を離さないから……っ！」




　そのささやかな願いを聞いて、萩先輩は決けつ壊かいしたダムのように涙を流して咽むせび泣く。

「──あ、ぁああ、怖かった、怖かったんだよ！　ずっとずっと、怖かった!!」

　そこにいたのは、理不尽に狂わされた二人の普ふ通つうの子供だ。

　でも二人はこの瞬間、どうしようもない狂きよう人じんから、正気を取り戻もどすことが出来たのだ。

　蜂須も強く萩先輩を抱き締めながら、静かに堪こらえ続けていた涙なみだを流す。

「ああ、俺もだよ……。お前に嫌われるのだけが、怖かった……」
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「──終わってしまったな」

　特に感かん慨がいもないと言わんばかりの、沈丁花先輩の気だるげな言葉に我に返る。

「蜂須たちが音楽を止めれば、もしかすると暴動は止まるかもしれないね。そうでなくとも、国の鎮ちん圧あつ部隊がそろそろ到とう着ちやくする。我々の敗北だ。いやぁ、本当に残念だ」

　まったく残念がっている節はない。それにしても、演説の時に見たあの狂瀾とした形相と比べて、さっきからずっとこの調子だ。今、俺はそれだけが不気味で仕方がない。

　この人は、今まで必死に組み上げてきた積木の城を平然と崩しているのだ。

「……これ以上、何をするつもりなんだ」

　しかし、沈丁花先輩の表情は拍ひよう子し抜ぬけするほどに穏おだやかだった。

「何をするでもないよ。今年のハロウィーンは終わりだ、私は次の舞ぶ台たいへ向かう」

　そう言って、沈丁花先輩は立ち上がる。シャットダウンなどの予備動作も何もせず、部屋にあるコンピューターの電源を全て落とした。──どれだけのエラーが吐はき出されるんだろう。復旧には時間がかかりそうだ。

「全て一からやり直しだ。またどこか遠い場所で、感動を広めて人々を立ち上がらせる」

　これだけの惨劇を繰くり広げておきながら、感動も何もまったく籠っていない一言に、俺は堪たまらず抗こう議ぎする。

「こんな悲しい二人を、あんたはまた作るのかよ！　いつまでそんな残ざん酷こくなことを続けるつもりだ！　本当は絶対に、そんな理想は叶かなわないと分かっているのに！」

　しかし、沈じん丁ちよう花げ先輩は凍こおりついたような無表情で、俺に冷たい視線を送るだけだった。

「何度でも、何度でも、何度でも。我らの愛した神秘が復活するその日まで」

　迷いなく、沈丁花先輩は断言する。その瞳ひとみには、あの炎は消し炭すら残っていない。




　その時ついに、俺は知る。これが『沈丁花桜さくら』なんだと。




　叶えられないと知りつつ、それでも夢を語る。だから神秘主義者には誰も付いていけなくなったのだ。それを分かっていながら、彼女は夢を見せようとする。いかに馬ば鹿かげていて荒こう唐とう無む稽けいだと分かっていても、彼女はそれを行うしかない。

　計画が全て失敗しても、人々に神秘オカルト論理ロジツクを伝道させる。それだけが彼女の役目だ。

　丘おか研けんの代表としての沈丁花ではなく、革命の象しよう徴ちようとしての沈丁花でもなく。この全てを諦あきらめてしまったニヒリストが、偽いつわりのない沈丁花桜の本当の性質であるということに。

　狂くるっている。この女は、身の毛がよだつ程ほどに狂っている。

　視界が歪ゆがむ。悪お寒かんが止まらない。静かすぎる狂気に、俺は完全に萎縮してしまった。

　俺と同じく食い入るようにモニターを眺ながめ続けていた玲れ儀ぎ音ねが、目め尻じりに涙を浮かべながら沈丁花先輩を睨にらむ。

「無理に決まっているでしょう、そんなの。どうかしてるわ」

　その言葉に、俺の上に乗っていた出島先輩がムッとしたような声を発する。

「やる前から無理とか言ってんじゃねぇよ。前に進まなきゃ、そんなの誰にも分からないだろうが」

「貴方あなた達のやっている事は、ずっと、いつまでも後退じゃない！」

　一瞬だった。

　俺の上半身から重りが消え、瞬またたきをした瞬しゆん間かんには、玲儀音は出島先輩に頭を摑つかみ上げられていた。

　その小さな頭部を今にも握にぎりつぶしそうな出島先輩に、代表が穏やかに声をかける。

「よせ、出島。行こう、出発の時間だ。篠塚が迎むかえのヘリで待っている」

　沈丁花先輩の命令に、出島先輩は鼻を鳴らして玲儀音を放す。両手足を縛しばられていた玲儀音は、再び無様に床に倒れてしまう。

　何の言葉もなく、沈丁花先輩は部屋を出て行こうとする。

「──それだけかよ」

　俺はその背中に、最後の言葉をぶつける。

「これだけの事をやっておいて、あんたの感想はそれだけなのか!?　人が死んだんだぞ、大勢の人が不幸になったんだ！　何とか言えよ、沈丁花桜！」

　しかし、沈丁花先輩は何も応こたえることはなく、その扉とびらを出島先輩に開けさせた。







「トリック、オア、トリート。ハロウィーンは、これからだぞ、沈丁花──っ！」







　そこで待っていたのは、全身血まみれで、ボロボロのスーツを纏まとい、サングラスの外れた、ハロウィーンの仮装ではない本物のフランケンシュタインの怪かい物ぶつ。

　柏かしわ木ぎ組合若頭であり、玲儀音の元ボディーガード。




　赤あか樫がし賢けん治じが、肌はだを刺さすような殺気を放って立ちはだかっていた。




　何かを破は壊かいするような爆ばく音おんが響ひびき、玄げん関かんで激しく争う音がする。少しすると、モニタールームは再び静せい寂じやくに包まれる。

　誰だれかが家に上がってきた。その人物はフラフラになりながらも俺たちの元に駆かけ寄り、腰こしを下ろして俺の腕うでの縛いましめを解く。

　上半身が自由になり、起き上がった俺の前にいたのは、真ま弓ゆみ姉さんから俺を庇かばい、今もなお右みぎ腕うでから大量の血を流し続ける俺の親友──江え西にし陀だ梔くちなだった。

「江西陀！　無事だったのか！」

「──咲さき丘おかこそ、無事で、何よりです」

　江西陀はそれだけ言って、荒あらい息を吐きながら床に倒たおれ込む。俺は自分で足の縛めも解き、玲儀音の腕の縛めを解いて江西陀に駆け寄った。

　発熱した後のように汗あせだくで、とにかく出血が酷ひどい。その綺き麗れいな顔は、血の気が完全に失うせて蠟ろう人にん形ぎようのように蒼そう白はくになっていた。

「おい、しっかりしろよ！　おい！」

「代表を、追ってください……」

　江西陀はか細い声で、息も絶え絶えに必死に訴うつたえる。

「真弓さんは、赤樫さんが、止めまし──、赤樫さん一人では、出島先輩だけです。咲丘は、代表を、止めて──」

「──行けるわけないだろう!?」

　もう俺たちは、沢たく山さんの物を失い過ぎた。これ以上、何も失いたくない。

　涙が零こぼれ出る。胸の奥が熱い。心臓が張り裂さけそうだ。

　江西陀がいなくなってしまう。そんなこと、本当に想像もしたくなかった。

「やめろよ、江西陀。お願いだから、お前まで俺を置いていかないでくれ……っ！　お前がいなくなったら、俺はどうしたら良いんだよ。お前がいてくれなきゃ駄だ目めなんだよ！」

　そんな何も出来ない俺を横目に、玲儀音はテキパキと江西陀の脈をとり、自分のゴシックドレスのスカートを破って江西陀の腕の根元に強く巻きつける。

「いえ、行きなさい咲丘。彼女は私が引き受けるわ」

「……手当て、出来るのか？」

「やってみるわよ、やるしかないじゃない。その便利な電話には看護教本の一つも入っていないの？　貸しなさい」

　玲儀音は俺のポケットから無む理り矢や理りスマートフォンを引き抜ぬく。確かに、俺のスマートフォンには気まぐれで購こう入にゆうした応急処置法のアプリが入っていた。俺はパスワードを解除し、応急処置法のアプリを開いて玲儀音に託たくす。

　それを見た玲儀音は頷うなずき、俺に強い口調で指示を出す。

「早く！　ここで沈じん丁ちよう花げを逃のがしたら、私は貴方を絶対に許さないから」

　ここで俺一人が泣いていたところで、何も変わらない。何も変えられない。

　俺は立ち上がり、涙を拭ぬぐって沈丁花先せん輩ぱいを追う。

　これが最後だ。──これで全部、終わらせる。







　家の外に出ると、俺の家の前の公園では死し闘とうが繰り広げられていた。

　巨きよ大だいな怪物が二人、設置された遊具を破壊しながら格かく闘とう戦を展開する。

「邪じや魔まするな、俺は前に進む！」

「ならば、死して重しとなり、止めるまで！」

　出で島じま先せん輩ぱいの飛び蹴げりを両手で受け止めた赤樫は、その足を摑んで思い切り地面に叩たたきつける。受け身もなく身体が墜おち、何かが砕くだけるような音が響き、地面に亀き裂れつが走る。

　赤樫が再び出島先輩の身体を持ち上げて放ほうり投げると、滑すべり台にぶつかり、それは拉ひしやげて根元から折れた。

　しかし、出島先輩はそれでも決して倒れない。

　素す早ばやく起き上がると、上体を低くして走り、一気に距きよ離りを詰つめる。再び出島先輩を摑もうと伸のばす赤樫の腕を躱かわし、その横っ腹に向かって掌しよう底ていを突つき出した。

　赤樫が筋肉質な太い身体を折り、苦く悶もんの表情を浮うかべながら出島先輩に手を伸ばす。しかし、先ほどよりも動きが鈍にぶい。出島先輩はその赤樫の腕を摑んで、そのままあの巨きよ体たいを一本背負いで投げ飛ばす。

　地面を無様に転がった赤樫が顔を上げたところに、出島先輩の靴くつ先があった。

　出島先輩の大たい砲ほうのような蹴りを顔面に食くらい、流石さすがの赤樫も後方に吹ふき飛ぶ。

　それでも起き上がる赤樫に、出島先輩が叫さけぶ。

「あんたら大人はさ、上か横か足元か後ろばっか見てて、ちっとも前に進んでねぇじゃねぇか。大人なら前に進んで、俺たちに何か置いて行けよ。俺たちに生きた証あかしを背中で語ってみせろよ！　そこで立ち止まってるんじゃねぇ。ウゼェんだ、邪魔なんだ、後が閊つかえてるんだよ！　あんたらは爺ジジ婆ババの面めん倒どうでも看みてろ。俺たちは俺たちで、勝手に前に進む！」

　それが出島先輩のアイデンティティ。それだけが出島先輩のアイデンティティ。

「沈丁花と約束しているんだ、一いつ緒しよに前に進むって！　いつまでも前に進み続けるって！だから俺の前に立つんじゃねぇよ！　前に立たれたらブッ飛ばすしかねぇじゃねぇか！」

「それをなぜ、あなたは、彼女に諭さとさなかった！」

　赤樫が前に踏ふみ出す。

　出島先輩も前に踏み出す。

「我々が残した物を、本当に見ようとしたか。我々の背中を、心に刻もうとしたのか!?　あなたは単に、忘れているだけだ！　大人だから当たり前と、現実から目を背そむけていただけだ！　あなたが早く、それを彼女に言っていれば、こんな事にはならなかった！　その覚かく悟ごを説き、彼女が多くの、愛に包まれていれば、こんな事にはならなかった！」

「知らねぇよ、俺はあんたらに何も教わってねぇ。大事な事は沈丁花に習った。もう俺たちは俺たちの手で、前に進むって選んだんだよ！　後こう悔かいのやり方なんて忘れた!!」

　そして二人は、再び激げき突とつする。

　あの『七つの封ふう印いんを有する書』を争った時と同じように、魔ま人じんが二人で足を止め、壮そう絶ぜつな殴なぐり合いを始める。

　互たがいに、互いの拳こぶしを受けて、なお止まらずに相手を殴りつける。

　辺りに血が勢いよく飛び散る。

　骨と骨、肉と肉、魂たましいと魂のぶつかり合うグロテスクな音が聴きこえる。

　あの剛ごう腕わんでいくら殴りつけようと、互いに決して一歩も退ひかない。

　二人とも、ただ前へ、ただ前へと進むために。




　その死闘を眺めていた沈丁花先輩と、俺はついに目が合った。




　俺は前に進み出る。

　沈丁花先輩は、腕を組んで仁に王おう立だちし、俺を睨みつける。

「あんたは間ま違ちがっている、沈丁花」

「貴様は間違っているぞ、咲丘」

　俺たちに殴り合いは出来ない。そんな力も、強さもない。

　だから俺たちは、言葉で殴り合うしか方法を知らない。

「あんたの求めていたものなんて、最初から無かったんだ。あんたは風景の素す晴ばらしさをまるで分かってない。この風景の何が神秘だ、ただ人間が醜みにくく争っているだけだろうが！これのどこが美しい!?　死体のゴミの山が積み上がることに、誰が芸術的感動なんて覚える？　そりゃ、世の中に数人は美しいなんて江西陀みたいな奴やつもいるだろうさ。だが、あんたの狂った芸術性に権けん威いが与あたえられることは一いつ切さいない！」

「違うな、貴様はまるで分かってない！　神秘オカルト論理ロジツクは芸術だ！　革命の意思は、人の神秘は、芸術をもって大成されるのだ。貴様の心の内に宿る熱情が神秘だ、魂を揺ゆるがす感動が神秘だ！　思い出せ、芸術の力を！　思い出せ、芸術の脈動を！　科学は何も与えてはくれぬ。どう足あ搔がいたところで、我々は芸術的感動がなければ滅ほろびてしまうのだよ！　もはや遅おそすぎるくらいなのだ。今思い出さずに、貴様達はいつ芸術を思い出す！」

　俺たちの意思は、理想は、決して交わらない。

　それでも一いつ瞬しゆん、互いの誤解で分かり合ってしまったつもりになっていたのだ。

　だから俺は、沈じん丁ちよう花げ桜さくらを否定する。沈丁花桜は俺を否定する。

「そうじゃねぇだろ、俺たちの愛した神秘はそんなもんじゃねぇだろ!?　愛が足りないよ、夢が足りないんだ、神秘ロマンの欠片かけらも存在しないじゃねぇか！　俺はこんなくだらない神秘の真似まね事ごとに一瞬でも心こころ奪うばわれたって言うのか。あんたのカッコ良さは、そんなもんじゃなかったはずだろ。あんたの限界はその程度じゃなかったはずだろ!?　あんたは神秘だけじゃなく、俺たちをも救ってくれる英えい雄ゆうになれたはずだったんだよ！」

「私に縋すがり付いただけの屑くずが何を言う！　人の輪に混じれんだけの屑共の救済など誰がするか。それを求めるなら私の背など借りず、貴様らが自らの言説で立ち上がれば良かったのだ！　それもせぬから貴様らは只ただの屑なのだよ！　都合の良い時にだけ神に縋るな。神秘も信じていないくせに芸術を語るな！　何を学んだ、何を理解したのだ！　勝手に解決するな、思考を停止するな。それは阿あ呆ほうのすることであると、なぜ未いまだに分からない！」

　二人とも間違っていて、二人とも正しくない。

　俺たちだけでなく、この『黒ミサ』に参加する人間は全すべて狂くるっている。

　それでも俺たちは互いに、自分が正義であることを決して疑わない。

「ガキがいつまでも知ったように世界を語るんじゃねぇよ!!」

「ガキがいつまでも甘ったれたことを言ってるんじゃない!!」







「──うっさああああああああああああぁぁぁぁぁぁいいいいいいぃぃぃぃぃっっっ！」







　一瞬、街から全ての音が消える。

　全ての人が耳を塞ふさいで、そのノイズが収まるのを待つ。

　暴徒も、警察も、市民も。出島先輩も、赤樫も。俺も、沈丁花先輩も。

　全員が自分達を越こえる異常事態に、呆あつ気けにとられた様子で音源を探し求める。

　その音は、先ほどまで世界を包み込んでいた『ヴェルディ・レクイエム』の流れていた音おん響きよう装置から流れていた。




「──」




　息を大きく吸って、吐はく音が街中に響く。

　俺も深呼吸してしまいそうだ。




　こうして苧環おだまき香か澄すみは、生まれて初めてのＭＣを始める。




「あんた達さぁ、いい加減にしなよ。いい歳としこいて、何やってんのか分かってんの？　そりゃ、今は最高に楽しいだろうけどさ。でも、そんな事がしたくて今まで生きてきたの？殴って、奪うばって、殺して。あんた達のやってることって、ただの犯罪なんだよ」

　緊きん張ちようからだろうか、飾かざりのない本心だからだろうか。少し声が震ふるえていた。

「あたしだってさ、ロックが歌いたかった。たくさんの間違ってる人に、くだらない世界に、自分の言葉を殴りつけてやりたかった！　──でも、全然駄目だった。あたしは馬ば鹿かで、バイトだってロクに探せなかった。だってさ、生きるのって初めてだもん。仕方ないじゃん。ちょっと上手うまくいかなかったり、完かん璧ぺきじゃないくらいで、何で文句言ってんの？あんた達の人生って、そんなに完璧じゃないといけないの？」

　きっと、ここにいる沢山の人もそうだったさ。

　叶かなえたい夢があった。自分は人並みの幸せが手に入れられると思っていた。

　なのに、それが叶わない人も、理り不ふ尽じんに幸せを奪われる人もいる。世の中には、そういうことが絶対にある。だから暴れたんだ。どこかに怒いかりをぶつけたかった。

　どうしようもなかったんだ。これは、どうしようもなかったはずなんだ。

「そんなの馬鹿じゃん。革命なんてさ、どうやったって無理っしょ。夢は夢なんだよ。妄もう想そうは妄想なんだ。ありえないものは、ありえないんだよ。だってさ、あんた達死んでるじゃん。何も考えてないじゃん。偉えらそうに色々文句言ってるけどさ、ガキみたいに駄だ々だこねてるだけっしょ。違うんだよ、それじゃ何も変えられない」

　冷めた一言に、火の海が、狂きよう瀾らんが沈しずんでいく。

　人々が幻げん想そうから目覚めていく。いつか帰らないといけなかった、目を背けていた現実に帰っていってしまう。

　暴動が鎮ちん静せいを始めていく。幻想が葬ほうむり去られていく。

「変えるって、暴れりゃ良いんじゃないんだよ。大事なのはメッセージなんだ。あんた達には、まったくメッセージがない。今思ってる事、声に出してごらんよ、言ってみなよ。僕を馬鹿にしないでって、私を見捨てないでって、助けてって、愛してって。──ほら、言ってみたら超ちようダサいじゃん。あんた達のメッセージなんてこんなもん。こんなの全然、ロックじゃない。クラシックなんて偉そうなもんじゃないよ。甘ったるいポップス、耳みみ触ざわりの良いバラード、中学校の合唱コンクール」

　それを自分で認められたら、誰だれもこんな暴動は起こさなかっただろうさ。

　なのに、誰も反論できない。

　それは畏い怖ふにも似た感情を起こさせる、支配者の言葉だった。




「──だからあたしは、ロックを歌う!!」




　突とつ然ぜん、街中にエフェクターに濁にごったエレキギターの音が響ひびき渡わたる。

　俺が渡していた、香澄の魂アウラの籠こもったＰＶの複製音源。

　街が一いつ瞬しゆん震ふるえた。

「あんた達が何を言いたいのか、あたしには分かんないよ！　あんた達が何を考えてるのか、あたしには分かんない！　あんた達が何を伝えたいのか、あたしには分かんない！」

　録音されたドラムがビートを刻む。

「誰が正しいとか、間違ってるとか。カッコいいとか、ダサいとか」

　録音されたベースが低音を支える。

「綺き麗れいとか、汚きたないとか！　凄すごいとか、くだらないとか！」

　リアルな指が五本の弦げんを搔かき鳴らす。

「ロックってのはね、普ふ通つうとか、個性とか、安全とか、神秘とか、ムカついたことにＮＯノーとかＦＵＣＫフアツクって叫ぶことだよ！　だからあたしは、全部にＮＯノーって言ってやる！　あたしを正しいって人も、狂ってるって人も、どうでもいいって人にだって！　世界中の意味分かんない事に、カッコつけて分かってるフリしたり、分からないって流したりしないで、単純に笑ってＮＯノーって言ってやる！　叫んで、喚わめいて、うるせぇって怒ど鳴なられて！　それでもあたしは全部にＮＯノーって言ってやる!!」

　世界が歪ゆがんだノイズ混じりの電子音に包まれる。

「クールなんざ糞くそ喰らえ！　あたしはそれをディスる為ために歌うんだ！　それがあたしのロックだ。日本じゃ『黒ミサ』はロックって、昔の最高にカッコいい人たちが決めたんだよ!!　ロックは死んだんじゃない、勝手に死んだのはあんた達の方だ!!」

　馬鹿がケラケラ笑う。

　怨おん念ねんも、悲鳴も、叫さけびも全て搔き消して。東の空から太陽が昇のぼってくる。

　最高の笑え顔がおで、最高に楽しそうに苧環香澄が歌い出す。

　ただ、世界中に叩たたきつけたかった言葉、『ＮＯノー』と言うために。




「生きてる事を思い出せ、聴きく気がなくても歌ってやる!!　これが、ロックだ!!」




　ロックンロールが街に響き渡る。幻想が、汚らしいギターのビートに侵おかされていく。

　それを目まの当たりにして、少女が絶望に打ちひしがれる。

「──何を奪ってるんだ、苧環香澄！」

　これまで、どんな状じよう況きようにも決して取り乱さなかった沈じん丁ちよう花げ桜が、狂乱してスピーカーに向かって吠ほえる。

「やめろ、返せえええぇぇぇぇっ！」

　それは大義で飾らない、沈丁花の本心の叫び。魂の叫び。

「それは私の物だったんだ。大切な、本当に大切な宝物だったんだ！　貴様たちにとって何の価値もなくても、偽にせ物ものでも、存在すらしていなくたって！　私にとっては価値があって、本物で、確かにそこにあったんだ！　だからやめてくれ、もう奪わないでくれ！」

　現実を認められない子供のように、沈丁花は泣く。

「科学が我々に何を与えてくれたんだ？　科学は父を救わなかった。母を救わなかった。病に苦しむ祖父を、死んでしまいたいと嘆なげく私をそれでも生かし辱はずかしめ続けた！　あれは人間の自由を、尊厳を、名めい誉よを、全て奪っていっただけじゃないか！」

　夢から覚めたくなくて、ただ泣き喚く。

「……芸術はそこにあるんだ。神秘はそこにあるんだ」

　妄もう言げんのように、沈丁花は俺に向かって訴うつたえる。

「森には魔ま法ほう使つかいが住んでいて、山には妖よう精せいが住んでいるんだ。雲の上には街があり、空の向こうには国がある。星々には見たこともない生命が存在していて、私たちが来る日を待っているに違いない！　死後の世界には楽園があって、天使がいて、悪あく魔まもいる。善い行いをすれば天国に行って、悪い行いをした屑どもは地じ獄ごくに落ちるんだよ。その地に根付いた霊れい魂こんはその存在を確立させて、残された我々を見守っているんだ。愛は存在する。夢は、希望は、勇気は、友情は数値化されなくたってそこにあるんだよ!!」

　それは全て、科学が否定していった幻想。葬り去られた世よ迷まいごと。

　子供の憧あこがれ。希望。夢。幻想。

　人々が何の気もなく奪ったもの。この美しい世界。

「──なぜ嗤わらうんだ。かつては貴様たちも持っていた物だろう。なぜあれほど美しい物を捨てた！　どうしてそれをまだ大切にしている者を蔑さげすむ!?　妬ねたましいのか、憎にくいのか、恥はずかしいのか、哀あわれなのか!?　なら愛もなく、なぜそれを私から奪った!!　何故なぜだ、どうしてだ!?　誰か教えてくれ、私は何も知らないんだよ!!　──それは元々、私の物なんだ。私の世界なんだ。だから返せよ！　返せ、返せ、返せ返せ返せ返せ、返せええええええぇぇぇぇぇぇっ!!」

　気付いているんだよ、そんなこと。それでも前に進むことを、俺たちは選んだんだ。

　こうして俺たちは、神秘を捨てて大人になっていく。

　それが輝かがやかしい、美しいものであると覚えているから、俺たちは大人になっても決して忘れない。その美しい日々があったことを。憧れを、希望を、夢を、幻想を。

　大人になることに恐きよう怖ふし、逃にげ出したあんたには決して分からないだろうが。

「どうして皆みな、芸術を、神秘を捨ててしまうんだ。私を置いていかないでくれ。頼たのむから私を、一人にしないでくれ……」

　だから俺は、沈丁花を叩き起こす。

　長い夜が終わり、朝がきた。子供はもう起きて学校に行く時間なのだ。







「──ふざけるな、それは神秘じゃねぇ。芸術なんてただの催眠術だろうが」







　俺の言葉に、沈丁花は絶望の眼まな差ざしを向ける。

「太古の昔からそうだった。人間は自然の創つくり出した音楽の、風景の神秘に感動し、それらを褒ほめ称たたえる為に芸術を生み出したんだ。芸術はただの神の仕事の模も倣ほうに過ぎないんだよ。人間の創り出した芸術なんてものは、それ以上でも以下でもない。自分を世に名高い芸術家と気取る奴やつがいたとしよう。そいつは単に、民衆を操あやつる催眠術がとても巧うまかっただけだ。人間の感動する要素を神の創り出した神秘から模倣する技わざに長たけているだけで、それらが多くの人間に更さらなる巨きよ大だいな勘かん違ちがいを生みつけているだけに過ぎない。前衛的な芸術的センスを持っていると語る奴がいたとしよう。そいつは長い歴史の中に生み出された神の模倣の中から、自分にとって都合の良い要素を収集する能力に長けているだけで、その美しい神秘に対する尊大極きわまる勘違いを人様に押し付けているだけに過ぎない」

　沈丁花は耳を塞ぎ、わけの分からない言葉を叫ぶ。

　俺はそれでも、沈丁花に説き続ける。

「あんたは芸術を何だと思っているんだ？　油絵の具の乾かわき具合か、表象された題材のショッキングさか、数的に実証された配色パターンによる人間の脳への刺し激げきの事か？　そうじゃないだろう、それは全すべて無む理り矢や理り作られた感動だ。もしくは太古の記き憶おくに見た風景がフラッシュバックしているだけの幻げん覚かくが引き起こしている虚きよ偽ぎの感動に過ぎない。芸術なんて物の実体なんてな、元々無いんだよ。それはただの絵具で、ただの現象で、ただの結果に過ぎない。それに対して、メディアやそれに釣つられた民衆が『美しい』だの『前衛的だ』だのと言っている情報を飲み込んで、あんたの中で育った醜みにくく尊大な勘違いが、ただの絵具に対して後から価値を生みつけているに過ぎない。そうして人間の手て垢あかでブクブクと太った醜く脂あぶらぎった概がい念ねんが『芸術』だ。どれだけ作品に意味がなくとも、偉い人間の品評や民衆の声や経済的権けん威いによって、無価値な意味は加えられるものなんだよ。──それが芸術だ、その程度が芸術なんだ。そんな物が世界を支配するだと？　笑わせんじゃねぇよ！　世に存在する芸術なんてものは、全て風景のペテンに過ぎない！」

　沈丁花は泣きながら訴える。

「それが神楽かぐら咲さきテロを共に嗤った男の言う事か!?」

「認めるよ、俺が間ま違ちがっていた。あんたの作る風景に、神秘なんて無かったんだ！」

　俺はそれを認める。認めた上で、叩き潰つぶす。

「風景を描かけよ！　あの美しい神秘を再現しようと足あ搔がいてくれよ！　モネの見た光を魅みせてくれ、ピカソの見たゲルニカを魅せてくれ！　あんたの創り出そうとしていた風景は元々そういうものであったはずだ！　悪魔、狂きよう気き？　ふざけんな、そんなもんは下品な野や郎ろうが言い訳に使った都市伝説だ！　テクノ、サイバー？　いい加減にしろ、テメェの頭の中の病気の波なんざに神が宿るわけねぇだろうが！　それらに神が降りたという方が冒ぼう瀆とくだ。それを否定したのがテメェらだと、何故いまだに気付かない!?」

　沈丁花は俺から逃げ出そうとして、躓つまずいて転ぶ。

　その手は砂利じやりで擦すり剝むいて、血が滲にじんでしまっていた。

　その血の臭においに恐怖し、痛みに泣き震ふるえる。その程度の痛みも分からなかった子供が、それ以上の想像を絶する痛みを人に与あたえていたことにも気付かず。

　子供は自分の行った過あやまちに気付き、絶望に耳を塞ふさぐ。

「俺たちの望む美しい造形は、気の遠くなるような年月をかけて雨風が形成してるんだよ。それをたかが一夜の即そつ興きよう芸で超こえるだと？　笑わせんじゃねぇぞ、人間。テメェの創り出す催眠術なんかに誰が本物の神秘を感じると言うんだ、そいつはただの偽物だ！　神秘は風景に宿るんだ。風景だけがありのままの美しさを誇ほこっているんだよ。ロッキー、ナイアガラ、シラカミ、グレートバリアリーフ、アルタイル、イエローストーン、モンブラン、フジヤマ！　これが神秘だ、これが人間の感動だ。あんたの創り出したエゴとはまったく違ちがう。それは単に、あんたの致ち命めい的てきにダサい美的センスの押し付けだ！　ナンセンスなんだよ、つまらねぇんだ、今いま更さらそんなもん流行はやるか糞くそ野や郎ろう！　そんなものは俺たちが共有したがっていた感動とは違うだろう。だから、あんたの創り出した神秘オカルト論理ロジツクに神は宿らない。神は風景にしか存在しない!!」

　自分の全てを否定されて、沈丁花は俺を指さして泣き喚く。

　理解出来ないと、俺を否定する。

「お前は誰だれだ……。何者なんだ、お前は！　私はお前なんて知らない！」

「俺はただの風景男だよ。あんたが作り出した、あんたを食くらい尽つくす名無しの怪かい物ぶつだ」

　そしてあんたの夢に、今だって恋こい焦こがれている、ただのガキだ。

　あんたと同じなんだ。

「知らない！　私はお前なんて知らない、知りたくない！」

「だからギャーギャーうるせぇんだよ、この病的メンヘラ処女ヴアージン！　いつまでガキみたいな我わが儘まま言ってやがる。俺たちはもう、とっくに救われていたんだ。あんたはとっくに、あんたの望む世界を取り返してたんだよ！　夢から覚めろ、人間。これが現実だ!!」

「現実は我々を受け入れたか!?　受け入れないさ、誰も！　誰一人として!!」

「ああぁぁ！　もうっ、そんなわけねぇだろ!?　ったく、これだけ言ってもまだ分からねぇかなぁ！　これだから朴ぼく念ねん仁じんは困る！」

　俺は彼女の腕うでをとって無理矢理立ち上がらせる。




　そして、その震える唇くちびるに口づけをした。
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　ファーストキスだったから、上手うまく出来たかなんて分からない。

　茫ぼう然ぜんとする沈丁花に、俺は今でも変わらない気持ちを伝える。

「好きです！　出会った時から一ひと目め惚ぼれでした！　俺と付き合ってください！」

　その言葉を聞いて、沈丁花は全身に鳥とり肌はだを浮うかべ、叫ぶ。

「あ、あぁ、ああああ、ああああああぁぁぁぁぁあああああ!!」

　涙なみだを目め尻じりに溜ためて俺を睨にらみ、病気の身体からだのどこにあるのか分からない力で俺を引き剝はがし、沈丁花は俺の頰ほおを全力で叩いた。




「──断ことわる!!」
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《２０１２年、三月二十一日（水曜日）》




　俺たちが『黒ミサ』と呼び、世間が『神楽咲事件』という曖あい昧まいな名めい称しようで呼んだ暴動が終わり、半年近くが経過した。

　あの暴動によって荒あれ果てた街は、人々の目覚ましい復興活動もあり、それなりに賑にぎわいを取り戻もどしている。元々、それなりに栄さかえていた街だ。交通機関の機能が元に戻ると、いくらでも支し援えんの手が届き、人が、物資が集まって一気に再建が始まったのだ。

　あの暴動に関かかわった多くの人々の裁判は、今もまだ続いている。主に重犯罪を行った人が対象とされているが、それだけで被ひ害がい者しやが納なつ得とくするはずもない。沢たく山さんの人が傷つき、沢山の人が死んだのだから。

　今でもニュースで専門家たちが偉えらそうに『神楽咲事件』の解説や考察を行っているが、それら全ては俺たちにとって、もはや遠い過去の話のようだった。

　かつてオアシスと呼ばれていた、繁はん華か街がいの工事区画を俺は歩く。

　特に壊かい滅めつ状態にあったこの区画には、巨大なアーケードモールが建設されることが決定された。元々、ビルや土地などの所有権の曖昧なグレーゾーンだ。シマとしていた柏かしわ木ぎ組合も壊滅、神楽咲連合は行政に取り入り──と、どうでも良いか。要は、あの暴動でオアシスは徹てつ底てい的に掃そう除じされてしまったのである。あの事件を、過去の物にするために。

　俺は工事区画の隅すみで、手に持っていたケージの扉とびらを開ける。

　その中から顔を出した、丘おか研けんのペット──ツチノコのツッチーは自分が自由であることを知ると、かつて出で島じま先せん輩ぱいとチェイスした時を思い出すような速度で逃にげ出した。

　あれはきっとどこかで噂うわさになり、都市伝説となり、人々に夢を与える存在になるだろう。俺の物では決してない。あれは元々、誰の物でもなかったのだ。

　俺がツッチーを見送って、神楽咲高校へと向かおうと振ふり返った時である。

「よう、咲さき丘おか。こんな所で何やってんだ？」

　俺に気さくに声をかけてきたのは、モジャ毛にヘルメットを被かぶった陽気なおっさん、小こ柳やな津つだった。お互たがいに病院を退院してから、久しぶりの再会である。

「野や暮ぼ用だよ。そういうマスターこそ、ここで仕事してるのか？」

「店が潰れたからねぇ」

　懐ふところに手を伸のばして、そこに何も入っていないことに気付いた小柳津は顔を顰しかめた。

「オアシスで油売ってた連中も、皆みなでコンクリ固めてるよ。三食付きで寝ね床どこもある。オアシスでホームレスやってるよりは快適だぜ。ここにでっけぇ商店街が出来たら、また喫きつ茶さ店てん『ムジカ』でも始めるさ。コーヒーハウスだと客がウゼェしな」

「そうか……。あっ、香か澄すみとは連れん絡らくとれたか？」

　その言葉に、小柳津は更さらに消しよう沈ちんしたのか、ゲンナリした様子で愚ぐ痴ちる。

「おうおう、あいつに電話持たせたのはテメェか。こっちは肉体労働なんだから、深夜に電話するなって言ってやれ。忙いそがしいのは分かるけどよ」




　香澄は、あれから本当にメジャーデビューを果たした。

　あの破は天てん荒こうなライブを見て、世間が注目しないはずもない。たまにテレビを点つけると、馬ば鹿かみたいに笑って、馬鹿みたいな事を言っているのを目にすることがある。

　偉い先せん輩ぱいも何も良く分かってなく、放送コードギリギリに思った通りのことをズバズバ言う馬鹿っぷりがウケて、『毒どく舌ぜつロッカー』だとか変な名称で呼ばれて、人気もそれなりにあるようだ。

　最近の街は、テンガロンハットを被った若い女性が多くて、ちょっと紛まぎらわしい。




「最近は俺も会ってないからなぁ……。まぁ、そのうち機会があったらな」

　俺は適当にあしらうと、背中に小柳津が質問を投げてくる。

「なぁ、沈じん丁ちよう花げの奴やつは結局どうなったんだ。本当に何も分からないのかよ」

　俺は苦く笑しようして、特に返事もせずにその場を去る。




　俺を振った沈丁花先せん輩ぱいは、そのすぐ後に迎むかえに来た篠しの塚づかさんの車に乗り、フラれたショックで放心した俺や出島先輩を置いて走り去ってしまった。

　それから、沈丁花先輩と篠塚さんの足取りはまったく摑つかめていない。

　警察は今でも、セントポーリアの指導者『霧きり島しま躑躅つつじ』を追っている。そもそも、兄貴すら情報の摑めなかった人だぞ。警察なんかに捕つかまえられて堪たまるか。

　あれから俺は、無事だった清きよ宮みやや城じよう尾び滝たきさんに全すべての事情を説明した後、暴動の後始末で仕事に追われる多た忙ぼうな警察に出頭した。

　そこで洗いざらい、全てをぶちまけた。

　沈丁花先輩のこと。都市伝説を追ったこと。神楽かぐら咲さきテロを行ったこと。セントポーリアを作り上げた犯人が、担任の先生であること。フランケンシュタインの怪物から逃げる為ために、爆ばく弾だん事件を起こしてオアシスを滅め茶ちや苦く茶ちやにしたこと。『黙もく示し録ろく』をネットに流したこと。神秘オカルト論理ロジツクのこと。『黒ミサ』のこと。

　しかし、それらの証しよう拠こは全て真ま弓ゆみ姉さんによって揉もみ消されている。物的証拠もなく、ある程度は話の筋が通ったとして、俺たちの犯行の証拠となるものは証言だけだ。

　喋しやべるだけ喋った後に、事情聴ちよう取しゆをしていた刑けい事じに言われたことは一言だけである。

「警察じゃなくて、キミは病院に行った方がいい」

　ですよね。俺も本当にそう思う。刑事と二人で声をあげて笑った後、何度俺が出頭しても、警察は二度と取り合ってはくれなかった。

　実にくだらない風景だった。










　俺が丘研の部室に辿たどり着くと、そこには既すでに先客がいた。

　青いジャージの男と、金きん髪ぱつゴスロリ女と、ヘッドフォンを掛かけた少女である。

「よぉ、マブダチ」

「──いつも言ってるだろ、蜂はち須す。部外者は立ち入り禁止だ」

「あぁ？　いいじゃんかよ、別に。俺らは部外者ってほどじゃないだろ。なぁ、萩はぎ」

　以前だったら考えられなかったやり取りが、自然に丘研の部室で行われている。

　蜂須に意見を求められた萩先せん輩ぱいは、少しオドオドしながら蜂須を窘たしなめる。

「うーん……。でも、やっぱり代表の言う事はきかないと駄だ目めだと思う」

「マジかよ……。だったら勝負だ、咲丘！　俺が勝ったら俺は部員だ、文句ねぇな！」

　あるよ。

「──で、勝負の内容は？」

「我が慢まん大会」

「おめでとう、お前も今日から部員だ。これ、入部届な。春には申しん請せいしとくけど、流石さすがに神楽咲の生徒でもない奴の入部申請が通るかなんて分からないぞ」

　俺が新入生用に用意しておいた新しい入部届を差し出すと、なぜか蜂須はたじろぐ。

「……えっ？　マジで良いの？」

「いらないの？　じゃあ、これは私が貰もらおうかしら」

　俺が手に持っていた入部届を横取りして、玲れ儀ぎ音ねが勝手に自分の名前を書き始める。

「お、おお、おいいいい！　なんでお前が入部すんだよ！」

「だって、部室に遊びに来る度たびに文句を言われるのは面めん倒どうだもの」

　勝ち誇ほこったような玲儀音の視線は、ずっと萩先輩に注がれていた。それに気付いている萩先輩は怯おびえて縮こまっている。やれやれ、三角関係は怖こわいね。死ねよリア充じゆう。

　玲儀音の入部届を受け取り、茫然としている蜂須に新しい用紙を渡わたし、俺は着席する。

「あと、来てないのは江え西にし陀だとマリちゃんか。マリちゃんは春休み来ないって言ってたし。──あっ、出島先輩はそろそろジム入りなのか。やっぱり挨あい拶さつしておきたかったな」

　俺がスマートフォンのスケジュール帳を開いて確かく認にんすると、萩先輩が頷うなずく。

「高校も中退しちゃうってさ。でもまぁ、ボクサーとか似合ってるんじゃない？」

　そんな話をしていると、部室のドアが再び開かれる。

「うーっす。──って、また来てたんスか、蜂須ハーレム。部室で酒池肉林とか、マジで勘かん弁べんしてくださいよ」

「そんな事始めたら流石に追い出すよ。あと、女の子がそんな単語使うな」

　いつもの挨拶をして、眠ねむそうな半開きの目をした江西陀は部室に入って俺の隣となりに座る。萩先輩は鼻血を出して俯うつむき、玲儀音は頰ほおを赤く染めて江西陀を睨にらんでいた。

「まぁまぁ。むしろ代表なら、監かん視しカメラでも仕し掛かけて黙だまって見張ってそうですけどね」

　更なる問題発言を平然とする江西陀の頭を、俺はゲンコツでグリグリする。

「これ以上、萩先輩の信しん頼らいを失わせるような発言はやめろぉぉぉ」

「ぬわぁぁぁ、暴力反対ッスよぉぉぉ」

　俺の攻こう撃げきに対して、江西陀は抵てい抗こうしないで唸うなり続ける。

　江西陀の右みぎ腕うでは、その間もまったく動いていなかった。







　あの暴動が終わり、人々の避ひ難なん生活が始まっても、神楽咲高校はほぼ通常日程で授業を再開した。ＰＴＳＤなど知ったことか。校長が鬼おに過ぎるんだ。あの人は、子供を甘やかすことを知らない大人である。

　最初は、俺一人が丘研の部室で読書をしていた。そのうち、寂さびしい独り身の小こ手で毬まり先生が顔を出して、俺と将しよう棋ぎをするようになった。あの人、詰つめ将しよう棋ぎで鍛きたえたらしく妙みように強い。

　楽しみに準備していたハロウィーンに一人にしたことを、今でも恨うらんでいるみたいだ。その辺り、能天気というか何というか。

　相変わらず、俺はこの先生にはトコトン嫌きらわれている。俺は仲良くありたいんだけど。




　しばらくして、蜂須と玲儀音が萩先輩を無む理り矢や理り部室に連れてきた。

　聞く所によると、今は三人で、あの狭せまい小さなボロアパートで家族のように住んでいるという。若い男女のそんな不純な同どう棲せい、俺はどうかと思うのだが。隣の部屋に赤あか樫がしが引っ越こしてきたみたいだし、蜂須も滅めつ多たなことは出来ないだろう。

　萩先輩は、相変わらず謎なぞの工作に夢中である。最近はＤＴＭにハマっているようだ。

　玲儀音は何らかの方法で赤樫を働かせて貢みつがせているらしい。まさに悪女である。

　蜂須は最近、二人の女の子を養うためにホストのバイトを始めたそうだ。どうにかしろよ、この女たらし。儲もうからないらしいが、本人は楽しそうに客に踏ふまれているという。




　江西陀の入院は少し長かった。命が助かったのも奇き跡せき的だとさえ言われたのだが、玲儀音の応急処置が完かん璧ぺきに近いものだったらしく、その後の状態も安定していて、重態患かん者じやであったにも拘かかわらず早めに退院できたと、江西陀は胸を張っていた。

　とはいえ、特に撃うたれた右腕の状態は酷ひどかったらしい。切り落とすことは幸いにもなかったのだが、麻ま痺ひが残ってしまったそうだ。だから江西陀は、もうしばらく筆を持っていない。本人は左手で絵を描かいてみせると豪ごう語ごしているが、まぁ、気長に待とうと思う。

　怪け我がをしていた江西陀が退院して、丘研は元の活気を取り戻もどした。萩先輩を部室に連れてきて以来、蜂須と玲儀音も頻ひん繁ぱんに遊びに来るようになったのだから余計である。その二人も、ついに部員となってしまった。どうしたものかな、悩なやみの種は尽つきない。




　ただ、出島先輩は退院後、そのままキックボクシングのジムと契けい約やくを結んでしまった。どうやらもう『黒ミサ』前から沈丁花先輩が先方に打だ診しんしていた話らしい。あの人は『黒ミサ』が終わったら、初めからこうするつもりだったんだろう。

　出島先輩は、俺たちはおろか、沈丁花先輩すらもぼんやりとしか覚えていなかった。

　大事にしていたノートを沈丁花先輩に持っていかれたようである。今は、真っ新さらなノートに、新しい歴史を書き始めているに違ちがいない。




　──あっ、そうそう。ちなみに俺は、全会一いつ致ちで丘研の新しい代表になった。

　ただ俺は、実は今でも、まだ代表代理のつもりでいるんだ。

　誰だれも許さなくても、その席には帰ってこなければいけない人がいるはずだから。







「さてはて、ようやく口うるさい毒電波先輩も卒業してくれましたし。春休みはどうするんスか、代表。気ままにボドゲでもします？　それとも、都市伝説探しッスか？」

　江西陀が尋たずねてくるので、俺はスケジュール帳を再び確認する。

「ああ、春休みの予定は無しだ。俺は清宮の家に遠えん征せいしに行く」

「はぁ!?」

　その場にいた全員が、素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「──あのさ、代表。その子が好きなのは分かるけど、いくらなんでも、引っ越したのに家までストーキングはないよ……。それにね、清宮くんってそもそもオトコの──」

「いえ、萩先輩が何と言おうと、俺と清宮は相思相愛ですよ。引っ越す時に『大好きだ』って告白したら、『僕も大好きだよ』って清宮も言ってくれたんですから！」

「……それは、普ふ通つう──もういいや。うん、頑がん張ばってね」

「はい！」

　萩先輩の声せい援えんを受けて、俄が然ぜんやる気が漲みなぎってくる。全員の視線が物もの凄すごく冷たい気がするが、俺が熱すぎるんだろう。ああ、清宮に会いたいなぁ！　会って抱だきしめたいなぁ！




　こうして、俺たちは取り返した美しい世界を謳おう歌かする。

　何も知らない子供だった時代を、置き去りにして。







《──おお、運命の女め神がみよ！》







　音楽を忘れた丘おか研けんの部室に、突とつ然ぜん声楽曲カンタータが響ひびき渡る。部室の空気が凍こおりついた。

「……おっ、電話だ。すまん」

　俺が懐ふところからスマートフォンを取り出すと、全員が安あん堵どの表情を浮うかべた。

「趣しゆ味みの悪い着信音ね、変えておきなさい」

　玲儀音が心底不快そうな表情で、俺を睨みつける。

「悪い悪い、ちょっと外で話してくるわ」

「行ってらーッス」

　部員の皆みなに見送られて、俺は丘研の部室を出る。そして改めて、液えき晶しよう画面に表示された名前を確認した。この着信音に設定してある人物は、この世に一人しか存在しない。

　俺は覚かく悟ごを決めて、通話ボタンを押す。




「やぁ」




　──何の冗じよう談だんだろう。

　これは夢か、幻まぼろしか、超ちよう現実か。

　いつぞやと変わらない気さくな声で、沈じん丁ちよう花げ桜さくら先せん輩ぱいが俺に挨拶をする。

「お久しぶりです、代表」

　だから俺は、その時のままに返事を返した。

「まだ、その呼び名で呼んでくれるのか」

「今はもう、俺の物ですけどね。元代表」

　俺がそう言うと、沈丁花先輩は「ついに奪うばわれてしまったか」とクスクス笑う。

「ふむ、異議はまったくないよ。引き継つぎもロクにしないで、すまなかったね」

「いえ。俺はもう、あなたから本当に沢たく山さんの物を引き継がせてもらいましたから」

　これ以上ないくらい、それは大切なものばかりだった。

　決して忘れはしない。それが他人にとって、どれだけ忌いむべきものであっても。

「それにしても、随ずい分ぶん連れん絡らくがないものですし。もう二度と話せないと思ってましたよ」

「振ふった男に電話をするのは、その、なんだ。どうにも気き恥はずかしくてね」

　一応気にしてくれていたのか、失しつ恋れんした身ではあるけど少し嬉うれしい。

「錦にしき木ぎ真ま弓ゆみの件、すまなかった」

　あれだけの事件を起こしておいて、代表がしたのは、ただその件の謝罪だけだった。

「アレがあそこまでするとは、予想出来なかった。私は『ＩＬＢ』の身み柄がらを拘こう束そくしろと頼たのんだだけなんだ。しかし、彼女は依い頼らいに反して『ＩＬＢ』を殺し、キミを手にかけようとして、江西陀クンの未来まで奪った。本当に申し訳ない」

　──そう、兄貴は助からなかった。

　サーバルームに無造作に投げ捨てられていた兄貴の死体は、そのまま誰にも嘆なげかれずに墓の下に追いやられた。親族揃そろって冷たいものである。これが引き籠こもりの末路か。

　小倉ビルの崩ほう落らくから生き延びた赤樫が、銃じゆう声せいを聞きつけて撃げき退たいしたという真弓姉さんの行ゆく方えも、俺は知らないままだ。

「──真弓姉さんは、どうしてるんです？」

「責任をとらせたよ。なぜあんな行こう為いに及およんだのかは、最後まで吐はかなかったがね」

　特に感情もなく、沈丁花先輩は事実だけを告げる。

　真弓姉さんは、ただ犯罪者を許さないと言った。警察を、その信しん仰こうを憎にくんでいるのに。

　あの大人は、最後まで吐と露ろしたいはずの身上話を人にぶつけることなく、その苦く悩のうを墓の下まで持って行ったのである。俺たちは、それを我が慢まんすることが出来なかったのだ。

　だから俺たちは、真弓姉さんに撃たれたのかもしれない。

「どうして、俺と江え西にし陀だを『黒ミサ』から外したんです？」

　俺の質問に、沈丁花先輩は口を噤つぐむ。

「俺はあんな風にされなければ、『黒ミサ』がアレだったとしても、セントポーリアのように代表に付いて行ってしまったはずだ。その目を覚まさせたのは柏かしわ木ぎの糞くそ爺じじいだけど、その原因を作ったのは代表だ。それが分からないほど、あなたは愚おろかじゃない」

　そう。冷静に考えれば、この結末は全すべて分かっていたことだったのかもしれない。

「……さぁ、どうかな。私はキミがかつて言った通り、途と方ほうもない愚か者なのかもしれないよ。誰よりも賢かしこくありたい、とは常々思っているがね。そう生きるのは難しいものだ。それぐらいに、この世はまだまだ知らないことが多過ぎる」

　沈丁花先輩は、それでもニヒルに笑う。笑って、その神秘を守り通す。

「また丘研に帰ってきてくれませんか？」

　無理に決まっていても、そう問わずにはいられない。

「あなたには、もっと沢山のことを教えてもらいたい。自由とか、正義とか、罪悪とか。まだまだ語り合いたいんだ。もっと、色んなことを話したかった」

「惜おしまれている内が引退の華はなだよ、咲さき丘おかクン」

「それでも──っ！」

　しばらく無言が続く。沈丁花先輩は、言葉を選ぶように口を開いた。




「幼児期に上半身の筋力が低下して。キミ、どれくらいの年ねん齢れいまで内臓が保もつと思う？」




　──

　だから、あれほどまでに急いでしまったのか。革命なんかに手を染めるほどに。

　この人には、もう時間が残されていなかったのだ。

　そしてイルミナティは、本当の意味で滅ほろびてしまう。神秘は真の意味で滅びるのだ。

「──もう、ダメなんですか？」

「祝ってはくれないかね？　私とキミとの、運命的な出会いを」

　この強すぎる人に、浅い慰なぐさめを言っても無む駄だだろう。俺は必死に祝いの言葉を探す。

「その、……おめでとうございます」

「ありがとう。……さらばだ。キミたちと過ごした日々は、本当に美しい日々だったよ」

　あの夕食会のその言葉は、噓うそ偽いつわりのない本心だったんだ。

　なぜ気付けなかったんだろう。だから俺は、いつまでたってもガキのままなんだ。

「最後に一つだけ教えてほしい。キミは、あの監かん視しシステムに何を仕込んでいた」

　沈丁花先輩が、初めて俺に知識を乞こう。

「何のことです？」

「私はあのシステムを動かしたんだぞ。あれがどういう物かくらい、大体の予想はつく」

　恍とぼける俺に、沈丁花先輩は非難の声をあげる。

「『ＬＬＤ』──ローカル・リンク・ディストラクション。キミはまさか、あの映像を、全ての個人情報を人々と共有しようとしているのか？　それが何を意味するか、分からなければこんな名めい称しようを付けることはないだろうに。滅びるぞ。人々の繫つながりが、現実リアルが」

　そうか、流石さすがにこの人は気付くか。あの『プロビデンスの目』の正体に。

　俺たちが『カメラ俱く楽ら部ぶ』『ディフューズ』を経て得ようとした、真の風景の正体に。

「言ったでしょう。俺は単に、世界を取り返したいだけです」

　だから、俺は一いつ瞬しゆんでも沈丁花先輩と志を共にしたんだ。

「人の何もかもを、全て俺の視界に納めるんですよ。こうして俺は、俺の望んだ風景を手に入れてみせる。あなたと同じように、これまで世界を支配していた常識ロジツクを、あなたとは違う手段で上書きしてやるんです。まるで科学技術の発展のように、常識ロジツクを変えてやる」

　そしてそれらは、人々と共有されていく。そして最終的に人は、何の星も生み出さない家か畜ちくの群れと化すだろう。彼らはその感動の全てを、そのシステムに委ゆだねるのだから。

「人間の理解し得ない所で、彼らを巨きよ大だいな集合知のパーツとする。キミの世界征せい服ふくか」

「それも一つの『オカルトロジック』でしょう？」

　俺の告白に、沈丁花先輩は深いため息を吐く。そして吹ふっ切れたように笑った。

「理解はできるが、私は好かんよ。それは私の物とは真逆だろう。だが、皮肉な話だな。キミはそこまで芸術を愛しながら、芸術をそれほどまでに憎むか。まさに、狂きよう人じんという言葉が相応ふさわしい。だから私たちは、一瞬でも互いを好きになったのかもしれないね」

　俺は風景が好きだ。大好きだ。

　芸術なんかでは取り返せない、奪われた全ての現実リアルの風景の感動を取り返してみせる。

　だって俺は、風景男なんだから。

「最終的には、これを『クラウド』とでも名付けようかと思っています」

「雲クラウド、か。情報の雲、不気味なくらいに綺き麗れいなネーミングだ」

「あ、それ採用です。そっちじゃなくて『畜群クラウド』の意味で使おうと思ってました。雲の方がイメージも良いですし、何も思考しない人たちにも浸しん透とうしやすいでしょう」

「ほぉ、ニーチェか、素す敵てきなネーミングだな。ははっ、悩なやむね。そっちも悪くはない」

　代表はクスクス笑いながら、有名な言説の一節を暗唱し始める。

「『──弟で子したちよ、私はこれから一人となって行く。キミたちも今は去るとよい』」

　そうだ、俺もあの最後の事件から、その一節が大好きになったんだ。

　だから俺も、その続きを返す。

「『私はキミたちに勧すすめる。私を離はなれて去れ。そして私を拒こばめ。一層良いことは、私を恥はじることだ。私はキミたちを欺あざむいたやもしれぬ』」

「『いつまでも弟子でいることは、師に報むくいる道では決してない』」

「『キミたちはキミたち自身を探し求めなかった。探し求めぬ内に、私を見み出いだした』」

「『今、私はキミたちに命令する。私を捨て、キミたち自身を見出すことを』」

「『私を否定することが出来た時、私は今とは違ちがった目で、キミたちを探すだろう』」

「『今とは違った愛で、キミたちを愛するだろう』」

「『全ての神々は死んだ。今や我々は、超ちよう人じんが栄さかえんことを欲ほつする』」




「「ツァラトゥストラはこう言った」」




　声が合い、二人でケラケラと笑う。

「キミも好きだな。ニーチェなんて狂人の戯たわ言ごとなど、よく分からんだろうに」

「よく分からなくても、学生は皆、こういうのが大好きなんですよ。そうでしょう？」

　元支配者は笑う、新しい支配者の誕生を。

　支配者は笑う、元支配者の成し遂とげようとした偉い業ぎようと滅びを。




　それはきっと、祝福された風景に違いない。




「ああ、そうだ。キミに借りを返すのを忘れていたよ」

「借り？」

　かつて俺たちの恋こい焦こがれた高笑いをしながら、沈丁花先輩は凶きよう暴ぼうに告げる。

「ハッハッハ！　負けっぱなしはなんだ。キミには最後に、暴力的で抗あらがいがたい知識を授さずけてやろう。そして私を、運命の女め神がみを永遠に崇あがめるがいい。咲丘クンの運命なんてものは、私の掌てのひらの上で踊おどり続けているだけなのだと思い知るがいい！」

「もうあなたの言う事に、そんな力はないですよ。俺も少しは成長しましたしね」

　今はどんな言葉が来ても、何も怖こわくない。俺はこの人に負けることは絶対にない。

　しかし、沈丁花先輩の言葉は本当に、予想を超こえて俺の運命を支配したのだ。




「江西陀クンは、去年の春頃ごろからキミのことを、ずっと一いち途ずに異性として好いているぞ」




　──は？

　衝しよう撃げき的な事実に絶句する。いきなり誰だれ？　江西陀？　あの残念エロ女？

　一瞬、目の奥に火花が飛び散る。動どう悸きが止まらない。えっ、ちょ、まっ。

　そんなの、いくら何でもオカルト過ぎる!!

「う、噓うそでしょう、あり得ない！　どうなんですか、代表!?」

「信じるか信じないかは、あなた次し第だいです」

　その言葉を最後に、完全に通話は切れてしまう。




　リダイヤルを何度押しても、沈じん丁ちよう花げ先せん輩ぱいに連れん絡らくが繫がることは二度となかった。




　茫ぼう然ぜんとして、俺は丘おか研けんの部室に戻もどる。

「おっ、長かったッスねぇ。誰からの電話だったんスか？」

　俺が戻ると、一番に江西陀が手をヒラヒラ振りながら笑え顔がおを向けてくる。

　エロいことばかり考えていて、誰にでも馴なれ馴れしく下ネタを振っかける美少女。

　でも一番身近にいて、一いつ緒しよにいるだけで毎日が楽しくなる、俺の親友。

　……噓だよな。だったら今まで、こいつ、えっと、──すげぇよ。




　オカルトだとか、芸術だとか。くだらないと思う。ハッキリ言って、どうでも良い。

　しかし、俺たちは本当にその呪じゆ縛ばくから逃のがれられるんだろうか。いかに科学が発達したところで、真実の見えない事象は、神秘は確固として存在するのだ。




　俺は言葉を探し、視線を色々と彷徨さまよわせ、江西陀に恐おそる恐る質問をしてみる。







　今だけはとりあえず、まずはその神秘オカルトを信じてみることにした。





完









　あとがき







　おはようございます、耳に目め口ぐち司つかさです。

　唐とう突とつな終しゆう了りようだと思いますか、私はそうとは思いません。これぐらいが、きっとベストな長さとバランスなのだと思っています。




　本書を手にとっていただき、誠にありがとうございます。

　ところで、あなたはロックが好きですか？　私はロックが大好きです。

　やたらカッコ良く、時にカッコ悪く、様々な物に対して「それは違ちがう」と攻こう撃げき的なメッセージを叩たたきつけるロックが大好きなんです。最近は恋こいだの友情だの青春だの、甘ったるいメッセージが多くて、少し筋肉と火薬が足りません。とても悲しいことです。

　ですが、別にポップスやクラシックが嫌きらいなわけではありません。ダンスやハウス、ジャズなども好きです。そう、私は音楽が大好きなんです。




　大学生が一ひと夏なつの思いつきで執しつ筆ぴつしてみた人生初の長編シリーズ小説ですが、無事に卒業と同時に完結を迎むかえることが出来て、心から嬉うれしく思います。書いていて、実に楽しくて仕方のない話ばかりでした。

　社会人として一人前になる為に、残念ながら少しの間筆を置かせていただくことにしましたが、一度やりたくなったことはまたやりたくなるものです。

　いつか、それこそテロみたいにスニーカーに帰ってきたいですね。その時はまた、恥はじ知しらずにも末席を汚けがさせていただければと思います。




　また少しつまらない話をします。あなたはレトリックをご存知ですか？

　日本にはこの伝統がないので認知度が低いのですが、現代では『修辞学』と訳されている学問です。主に隠いん喩ゆや換かん喩ゆなど、文章を修しゆう飾しよくする言葉に関する学問とされています。

　しかし、これもまたルネサンス期に分解、再形成された時に認識が変わってしまった学問であり、本来の古典レトリックは『弁論術』、つまり発想や発表の術の研究であったのです。これは政治的にも非常に価値のある学問であり、古代の人々は金を払はらってでも学んで権力者になろうとした、とまで言われています。

　しかし、この古い学問は廃すたれ、人々に忘れ去られていきました。

　レトリックとは、平たく批判的な言い方をしてしまえば『噓うそをつくための詭き弁べんの技術』です。その実、まったく論理的ではないという批判家の致ち命めい的てきな攻撃もあり、潔けつ癖ぺきな学者達に愛想を尽つかされてしまったのでしょう。その他数々の不幸があり、レトリックは現代では文ぶん彩さいをただ分類するという、とても小さな学問と化してしまいました。

　古典レトリックとはリズムです。これらは人間の何かに訴うつたえかけ、様々な手段をもって何かを説きます。その手段は、割と何だってかまいません。華はな々ばなしく、一番分かりやすいのは演説でしょう。アドルフ・ヒトラーが民衆の心を摑つかんだのは演説の天才であったからだ、ということは非常に有名な話です。その文法は様々な物に応用が可能であり、極きよく端たんな話をすれば、刻み込まれたリズムはいとも簡単に人を殺します。

　数学と形式論理学以外の全ての議論は反論が可能です。これは逆説ではなく、事実であります。ゆえに理論上はいつまででも、人間は争う事が可能なのです。ではなぜ、人間は議論を続けるのでしょうか。納得が出来ないから？　それは少し違うでしょう。納得するということは、その瞬しゆん間かんレトリック的に騙だまされた結果であるだけなのです。

　では例えばその結論に、私は存在するのでしょうか。そもそも私は、発表というものはただ騙された事を「騙された」と、騙そうとしている行こう為いなだけのようにも思います。

　私は本書の中にいるのでしょうか。それとも、いないのでしょうか。

　私にはそのどちらも、オカルトに見えて仕方がないのです。

　と、つまらない話を長々と失礼いたしました。

　私事ですが、関係者の方々に謝辞を。

　前担当Ｎさん、新担当Ｙさん、シリーズを通して本当にお世話になりました。また機会がありましたら、ご一いつ緒しよにお仕事が出来ればと思います。『丘おかルト』では本当に好き放題をさせていただきましたが、次はもうちょっと、より沢山の人が楽しめるような話にしましょうか。その時はまた、どうぞよろしくお願いいたします。




　まごまごさん、今回も素敵なイラストを提供していただき、本当にありがとうございました。特にモノクロ絵が毎度カッコ良く、担当さんから送られる度にワクワクが止まりませんでした。私もお尻しりが大好きです！

　何だかんだと支えてくれた家族、思い出を作ってくれた優しい友人達、惜おしまず協力をしてくださった教授、偉い大だいな先人達、編集部の方々、その他この本を出版するにあたってお世話になった全ての方々に、駆かけ足あしながら言葉に表せない程の感謝を。




　そして何より、読者様に重ねてお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。





耳に目め口ぐち　司つかさ　　



























カバー・口絵・本文イラスト／まごまご

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）










丘オカルトロジック４




風ふう景けい男おとこのデカダンス








耳に目め口ぐち 司つかさ
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